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    　エリダナを囲む城壁に隣りん接せつするエリダナ共同墓地は、初夏の日射しのなかにあった。


    　日光で漂白された無音の墓地を、俺は一人で歩いていた。左手に提さげた籠かごのなかで、氷に包まれた酒さか瓶びんが揺れる。


    　墓地には、さまざまな宗しゆう派はの墓標が並んでいる。光こう輪りん十字印や光こう翼よく十字印、東方の佛教の石せき碑ひや木の板の墓標。さらには俺が知らない宗派の墓もある。それぞれに刻まれた名前からすると、アルリアンやノルグム、ランドックやドラッケン族、ヤニャ人やモルード人が、埋まい葬そうされている。種々雑多な人類が同居するエリダナらしい墓地だった。


    　墓ぼ碑ひの林を抜けて、奥にある公務員用の墓地に向かう。エリダナで殉じゆんじた警察士や公務員たちの墓碑が並ぶが、そのなかでも新しい墓碑銘めいを確認していく。


    　足が止まる。墓地の一角では、まだ新しく白い墓碑が立っていた。


    　墓碑銘はヘロデル・バーデン・ラーツヴィルとあった。


    　ヘロデルは、俺の大学時代の友人。そして卒業後は一等咒じゆ式しき官かん、中央官かん僚りようとなっていた。自らの婚約者を祖国とラペトデス七都市同盟との紛争で失ったが、和平を進めるモルディーン枢すう機き卿けい長ちようの志こころざしに従って側近を務めていた。


    　しかし、ヘロデルは婚約者の死を忘れられず、ラペトデスとの戦争を望み、軍や教会の強硬派の手先となっていた。ラペトデスとの和平会議に臨のぞむモルディーン枢機卿長を暗殺しようとしたが失敗する。


    　さらにヘロデルは、モルディーンと俺が会う瞬間に二人まとめて爆弾で暗殺しようとして、逆に殺されることとなった。


    「土産みやげだ」


    　左手に提さげていた籠かごから、ジェダ酒の瓶びんを取り出す。


    「おまえが好きだったジェダ酒だ」


    　栓せんを開けて、墓ぼ碑ひにかける。赤い酒が墓碑を染める。石の表面を流れた酒は、大地へと染みこむ。墓碑の傍かたわらにある縁石に俺は腰を下ろす。


    　表向きはモルディーン枢機卿長の身代わりとなって、ヘロデルは死んだとされている。いわば国家に殉じゆんじた英雄として、国こく葬そうまでされた。故郷には大きな墓が建っているそうだ。


    　爆発と炎上によって、ヘロデルの死体は微み塵じんにされ、燃えつきた。


    　エリダナにあるのは、記念碑に近いものだ。墓の下にヘロデルの死体も遺骨も存在しない。故郷の墓にも存在しない。ついでに俺は霊れい魂こんもあの世の存在も信じない。だから、これは俺による俺のための、生者のための儀ぎ式しきだ。死者を利用して自らの内心を整理するための儀式だ。


    「ヘロデル、おまえは俺を殺そうとした。そしておまえと作った咒じゆ式しきが俺を救った」


    　俺は死者に語りかける。ヘロデルに対する複雑な感情が、内心で激しく交こう錯さくする。結論は出ないが、思いが口を衝ついて出た。


    「奇妙なことだが、それでも、おまえは今でも俺の友人だと思えてしまう」


    　本当は憎むべきなのだろう。俺の近しいものがヘロデルに殺されていれば、憎ぞう悪おしかなかったとも思う。ヘロデルが死んで、俺が生きているから可能な感かん傷しようだと自覚している。


    　握っていたジェダ酒の瓶に口をつける。残りを一気に飲む。食道から胃をアルコールが焼いていく。


    　口を拭ぬぐって、空からになった瓶を墓前に置く。懐ふところから煙草たばこを取りだす。一本だけ取りだして、口に咥くわえる。魔ま杖じよう剣けんの刀身を抜いていき、電熱咒式を発動。煙草に着火し、鞘さやに戻す。煙草を吸って、火を大きくする。


    　紫し煙えんを吸って、肺に溜める。吐きだす。墓地の静かな大気に、煙が流れていく。


    　俺は大学時代の一時期だけ喫きつ煙えんの習慣があったが、すでに禁煙した。ヘロデルも同じだった。禁煙のいきさつも、またヘロデルとの思い出のうちだ。もう一口だけ煙草を吸って、吐きだす。


    「苦いな」


    　なぜ苦く健康に悪いとされる煙草を好んだのかは、今となっては分からない。俺は横に手を伸ばし、火がついたままの煙草をヘロデルの墓前に置く。死者はもはや禁煙の必要がない。


    　考えれば、俺はさまざまな死者を見送ってきた。アレシエルにジオルグという別れがあった。


    　そしてさまざまなものを殺してきた。ヘロデル、レメディウス、ウォルロットなど、多くの人々を直接、そして間接的に殺してきた。人類だけではなく、〈長命竜アルター〉のニドヴォルク、〈大禍つ式アイオーン〉たるアムプーラにヤナン・ガラン、〈古き巨人エノルム〉のゾレイゾ・ゾたちも殺してきた。


    　俺は自らが殺した死者に許しを請こわない。友の死であっても、流す涙はない。流してはいけないからだ。


    　なぜなら、俺は俺なりの理由で彼らを倒した。


    　そしていつかは、俺も彼ら彼女らの死者の列に並ぶからだ。


    　友であり裏切り者であり、また友でもあるヘロデルの墓に、俺はなにをしにきたのか。


    　それでも俺にはヘロデルに、死者たちに語りかけたいなにかがあったのだろう。


    　墓地から俺は立ち上がる。手で尻を払って歩きだす。背後にあるヘロデルの墓を、一度だけ振りかえる。


    「俺は行くよ」


    　もちろん死者の返答などない。どれだけの血を流し、傷つこうと、俺は生きるしかない。安易な希望を拒否し、正しく絶望し、それでも前へ。


    　一時だけ死者の無言という優しさに頼りつつも、最後には俺だけの足で前へ。


    　俺の足は死者が眠る場所から、生者が溢あふれるエリダナの街へと向かっていた。
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    　明け方すぎ。灰色の壁が並ぶ街。風は冷たく、荒こう涼りようとした街並みを吹きぬける。


    　町外れに向かう路上で、青年が夢を語り、誓ちかう。傍かたわらで女がうなずく。青年が旅立ち、女が見送る光景だった。希望に満ちた男の顔とは対照的に、女の面おも差ざしが不安に曇る。


    　青年と女の間で交換される腕輪。それはいつか必ず戻るという青年の誓せい約やくの証あかし。いつまでも忘れないという女の願いの証。


    「この腕輪は二つでひとつになる。一年後、俺たちのように再び合わさる」


    　出ていく青年の胸に燃えるのは、夢と野望。送りだす女の胸を刺すのは、小さな棘とげ。


    　町の外れで交わされた出会いと別れ。


    　人の世で何億回と繰りかえされてきた光景だった。


    



    



    　連なる足音が、暗い縦穴に響く。反響する足音は螺ら旋せん階段を下りていく。


    　厚い地層を貫通する階段を下りきる。一行は、かつてニムラット地下鉄線の補修用に作られた通路に出た。


    　地下の闇のなか、前方には頼りない灯が並んでいた。通路の左右には、工事用の電灯が設しつらえられ、橙だいだい色の光を零こぼしている。電灯は、暗い通路の寂しい道どう標ひようとなっていた。


    　か細い光が、ギギナの美び貌ぼうや、不安に強こわ張ばるニーニアの頰ほおを浮かびあがらせる。


    「工事用の通路としか思えないのだけど、この先に本当にあるのですか？」


    　ニーニアの声にも不安が滲にじんでいた。


    「そ、この先にある。そんなに不安がることはないよ」


    　安心させるように微ほほ笑えんで、俺は歩きだす。ギギナの足音に、躊躇ためらうかのようなニーニアの足音も続いてきた。薄闇のなか、滑り止めの十字の鋲びようが打たれた鋼板の上を、一行が歩いていく。俺やギギナの靴くつの裏に打ちつけられた金属が、通路に足音を響かせる。


    　前方から光が漏もれてきていた。出口は、切りとられたように明るい光の長方形となっていた。光を追いかけるように、遠いざわめきが漏れ聞こえてくる。


    　進むほどに光と猥わい雑ざつな音は強さを増し、俺たちは出口を抜けた。


    　世界が一変。天から下りたような形になるので、眼下の光景を見渡せる。


    「凄すごい……」


    　ニーニアが絶句したまま、口を開いて眼下の光景を見つめている。空中に浮かぶ通路から、俺は手で眼下の光景を示す。


    「ここがエリダナの迷宮街だ」


    　眼下一面に広がるのは、大空洞。交差する配管や電線の下、街が広がっていた。


    　地下であるというのに、ビルや店舗が立ち並ぶ。建物と建物をつなげる回かい廊ろうが、さまざまな高さで互いを結びつけている。俺たちは地下を貫つらぬく通路のうちのひとつ、工事用の鋼はがねの橋の上に出ていたのだ。


    　大通りに並ぶ建物は、四階から五階程度。建物のすべてに、押しあうように看板が設えられていた。地上に多い高こう輝き度ど半導体照明や立体光学映像とは違った、旧式のネオン灯の赤紫やアルゴン灯の青紫、水銀ガス灯の青白色の光が、看板の表面で躍っていた。さまざまな電飾の光や窓から零こぼれた街の灯が、地下の闇を駆く逐ちくしている。


    　地下深くに多数の超高層ビルを埋うめこみ、それぞれの階層をつなげ、床を作る。それぞれの地盤には、店舗や露ろ店てんが猥わい雑ざつに無節操に増改築を繰りかえされ、複雑怪奇に入り組んでいる。


    　エリダナ地下に広がる大空洞。


    　そこには独自の世界、さながら立体多層迷宮が広がっていたのだ。


    「凄すごい。本当に地下にこれほどの街があるなんて。これが噂うわさに名高いエリダナの迷宮街……」


    　ニーニアの唇くちびるからは、ようやく感かん嘆たんの続きが漏もれていた。手て摺すりから身を乗りだして、視線は眼下の景色に引きつけられていた。地下を眺ながめているニーニアの後方で、俺とギギナが見守っている。ギギナの銀の瞳には不機嫌な色があった。


    「なぜこのような仕事をせねばならないのだ？」


    「今日の俺たちの仕事は、彼女、ニーニア・ステッペンデの観光案内だ。そこになんの疑問がある？」


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士したるものが、女の観光案内をするなど、恥ずかしいとは思わないのか？」


    「ぜんぜんまったく完全完璧に思わない。あと声を下げろ。お金かね様、お客様に聞こえるだろうが」


    「私は咒式剣士の上級職たる剣けん舞まい士しだが、その誇りを忘れろとでも？」


    　声をひそめる俺に、ギギナは従う気がないようだ。


    「忘れなさい。今だけすべて忘れなさい。おまえがおまえであることなど綺き麗れいさっぱり忘れなさい」


    　俺は真剣な顔になる。


    「攻性咒式士は、棒っきれを振り回して喜んでいる洟はな垂たれ小僧の続きでなくてもいい。高度咒式文明の担にない手の末端として、理解の裾すそ野のを広げていく、そんな役目も我々にはあるのではなかろうか？」


    「貴様自身、それを信じているのか？」


    　俺は自分の発言をまったく信じていないから、ギギナにしては鋭い指摘だ。


    「本音はこうだ」俺は小さく笑う。「事務所の財政事情は、常によろしくない。ついでに、観光案内は、人も殺さないし誰も傷つけないという、とてもいい仕事だ。それともなにか？　君には他に金を稼かせぐあてでもあるのかね、んー？」


    　俺の正論にギギナが完全に閉口していた。気づくと、ニーニアの緑の視線。


    「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」


    「すべて大丈夫ですよ。なにも問題はないですよ」


    　俺とギギナの争いは強制終了。ついでに言えば、ギギナの美び貌ぼうに関心がない女性客は貴重だ。ニーニアは人妻か、心に決めた男がいるのか。または、構っていられないほど切迫した事情が頭を支配しているのか。


    「さて、観光案内と行きますか」


    　俺たちは金属製の通路を歩いていく。通路の端から伸びる階段のひとつを下っていく。


    　交差する回かい廊ろうの下を潜くぐり、地下の大通りに足を踏み入れる。


    　途端に雑ざつ踏とうのなかに放りこまれる。大通りには種々雑多な職種、さまざまな人種が行き交かっていた。


    　通りを歩くアルリアン人の男は、まだ故郷から離れて間もないらしく、堅苦しいイージェス語で話す。隣となりで笑う艶なまめかしい女は、バッハルバ語独特の発音の響きで答えていた。二人の向こうに見える古書店では、店主が正式な古ウコウト語の発音をしているとされるアブソリエル語で電話に向かって注文していた。さらには、大陸とは言語属が違っている東方のヒナギ語、央おう華か語までもが交わされている。


    　店先では、ツェベルン語の店主と、少し発音の違うラペトデス語の訛なまりで喋しやべる客の間で、激しい値段交こう渉しようが行われていた。


    　街路を「咒じゆ式しき具ぐあります」と書かれた旗が立てられた荷箱を背負った商人が、歩いていく。傍かたわらでは、奇妙な円筒の帽子を被かぶった一団が進む。そろって顔を隠すように垂らした紗しや幕まくには、一つ目が描かれていた。新興宗教の〈黙示教団〉の信徒らしき人々は、杖つえの先につけられている鈴を鳴らし、通りを抜けていく。


    　階段を子供たちが駆け下っていき、背後から鬼の形ぎよう相そうをした男が鉈なたを持って追いかけていく。


    「間抜けめ、大きな赤ちゃんに喰われて死んじゃえ～」


    　子供たちは笑って逃げていた。男はより怒って鉈を振りまわして追跡していく。


    「聞いてはいたけど、エリダナの地下がこんなに広いとは……」


    　ニーニアは、まだ驚きと好奇の目で周囲を見回していた。


    「エリダナは、オリエラル大河やエリダナに溢あふれる運河に分断されている。しかし、それぞれの区画の下に、こういった地下の迷宮街が広がっている」


    　観光案内人らしく、俺は土地案内をしてやる。ニーニアが耳を傾けてくることに合わせ、記憶検索をかける。


    「もともとは〈古き巨人エノルム〉たちが、食料の鉱物や石油を求めて掘った、とされている。鋼こう成せい系咒式に優れる彼らは、大陸各地に広大無比な地下迷宮を作っていた。ツェベルン龍皇国だけでも数百か所しよ以上が確認されていて、総数はいまだ不明だ」


    　俺は解説を続けていく。予備校で講師をしているために、長ちよう広こう舌ぜつは慣れている。


    「〈古き巨人エノルム〉族が去ったあとには、信徒たる巨人族が住んでいたとも言われているね。主あるじと同様に巨人族も勢力を弱め、奥地へと立ち去ったあと、しっかりものの人類さんが地下迷宮を利用しているというわけだ」


    　ニーニアの右手が、腰に下げた護身用の短剣の柄つかを握りしめる。不安なのかもしれない。演出過か剰じようだが、俺は両手を広げて周囲を示す。


    「で、ここはエリダナ西岸地下のニムラット洞どう穴けつ、第一階層だからほぼ安全な場所だ。一般市民もよく来て、地下鉄も通っているからな。第二、第三階層までは、観光地として成立しているよ」


    　ニーニアの瞳が、自らが立つ床を見据えた。下に蠢うごめくなにかを感じたような、険しい目だった。ギギナが欠伸あくびをする。


    「まずは食事にしようか」


    　俺の声にニーニアがうなずく。ギギナも反対しない。人波を搔かき分け、近くのレストランに入ることにする。〈土竜もぐら亭てい〉と書かれた銅製の看板の下を潜くぐっていく。席に座って注文したあとは、ニーニアのために観光順路を説明していく。


    「次は地下通りを見て、第二層の巨人神殿、第三層に行って地下闘技場かな。それらを見ているだけで夜までかかる」


    　注文をした料理がやってきた。ニーニアは、地下街名物の白しろ茸だけと、トマトと茄な子すの赤パスタを食べる。俺はダイクン酒を一杯。あとは地下海え老びと白しろ比び目ら魚めのハクゥリ風、斑まだら鳥どりのピューレ掛けをつまみにしていた。仕事しながら酒を飲めるって幸せだ。


    　ギギナは鶏とりの腿ももの粗あら塩じおまぶしシダラ風味を、骨ごと嚙かみ砕くだいている。どんな歯をしているのやら。それ以前に食感とか無視していやがるな。


    　視線を戻すと、ニーニアの瞳は、開けはなたれた店の表の通りに向けられていた。女の目は流れていく人々を眺ながめていた。


    「地下なのにすごい数の人ですね」


    「こんなものだよ」


    　俺はダイクン酒を空ける。杯はいを食卓に戻すと同時に、答えておく。


    「エリダナの人口は約七十二万人とされているが、それは正規登録した市民だけの統計だとされる」通りを行き交かう人々を見つめつつ続ける。「実際は、観光客や企業の短中期滞在者もいるし、不法移民や流れの咒じゆ式しき士し、黒社会の人間もいる。こういった地下街の住民を入れると、総人口は八十万から百万人近くになるはずだ」


    　酒が入ったので、舌の回りも滑なめらかだ。用意していた解説が滑るように出る。


    「地下街は、ひとつの生態系を持った小世界になっているのさ」


    「でしょうね」


    　どこか感かん慨がいめいた語尾とともに、ニーニアは最後のパスタを飲み込んだ。


    「汝なんじ、女よ」


    　突然の声に、ニーニアの背筋が伸びる。唇くちびるからはパスタの尾が跳はねる。俺とギギナの目が声の主を眺める。


    　ニーニアの横に立っていたのは老人だった。灰色の髪の下、顔には亀き裂れつのような皺しわが刻まれている。帯が重なったような白い服で、全身を覆おおっていた。


    「汝、女よ、この偽りと真実の迷宮になにを求めて、なにを失いにきた？　皇こう暦れき四九七年、六の月、二十九の日になにを求める？」


    　ニーニアが戸惑った表情で振りかえり、老人と俺の顔を見比べる。俺は苦笑して害はないと視線で応えてやる。老人が杖つえを振り上げる。


    「我はモネバ。形けい而じ下の思し弁べんと物体を、語りによって形而上へと反転させる愚おろかな導き手。遥はるかなる夜明けの呼び声に耳を澄ますもの」


    　勿もつ体たいぶった言いまわしで、モネバが語っていく。


    「生と死の熱力学的差異は、終着点に近づくにつれて急速に縮まり、事じ象しようの果ての直前で拮きつ抗こうする。世界の特異点を越える前に、汝なんじ、そこでなにを得て、なにを失う？」


    「その、わたしは……」


    　ニーニアが引き込まれそうになっているので、酒しゆ盃はいを傾けつつ助け船を出す。


    「気にしなくていい。その老人は単なる迷めい導どう士しだよ」


    　微ほほ笑えみつつ、俺は説明してやる。


    「客に謎なぞめいた問いを投げかけてきて、そこから人生相談やら占いやらに入る、いわば能のう動どう的占い師だ」


    　モネバが分かっているなら邪魔するなと、片目を閉じてみせる。解説されると、ニーニアも興味を失ってしまったようだ。モネバも他の客へと向かっていった。俺の唇くちびるがつぶやく。


    「あれも、迷宮に取りこまれた人間の一人なのだろう」


    　ニーニアが席を立つ。


    「行きましょう」


    　通りに出ると、モネバの謎めいた言葉から、雑ざつ踏とうの音の洪こう水ずいへと背景音楽が切り替わる。


    「なにか他に見たいところは？」


    「もっと深いところかな。知りあいがいるという、第三階層を見てみたいです」


    「知りあい、ね」


    　意外な申し出だった。その知りあいに案内してもらえばいいとも思ったが、俺たちは護衛も兼ねているのだろう。


    　大通りの端にある階段を下りて、第二階層に到着する。


    　階段から出た第二階層も、第一層とたいして変わりはない。観光客用に整備された第一階層と違って、より雑然としている。階段のすぐ側そばから伸びる商店街に、居住区が増えたことくらいだ。隣となりに作られていた第三階層への階段へと、ニーニアが歩きだす。女の足が止まった。


    　階段の隣は唐突に途切れ、暗黒の裂け目が覗のぞいていた。地下に続いていくのは、継つぎ接はぎされた建物の断だん崖がい絶壁。連なり小さくなっていく窓からは、室内の灯が漏もれていた。


    　断崖に立つニーニアの隣に、俺が追いつく。


    「先ほどの話の続きになるけど、地下第三階層から下、第四階層になると、地上ではできない裏の商売や黒社会、奇人変人、世捨て人の世界になる」


    　下から吹いてくる風に、ニーニアの前髪がなぶられる。


    「知りあいのちょっと頭のおかしい女医は第四階層から来たらしいし、ゴーゼス島の経済特別区の地下には、あの憎たらしい三大組織の本部があるらしいね。咒じゆ式しき士しでないなら、足を踏みいれることはお勧めしない」


    　ニーニアの眼まな差ざしの先、裂け目の闇に灯ともる光点も途中で途切れていた。どこまでも続いていく闇、その最さい深しん奥おうは、ついに絶望の暗黒となっていた。


    「さらにその下、第五階層になると、〈異い貌ぼうのものども〉の領域だ。たまにエリダナに出る〈異貌のものども〉は、ここから来ているものもいるらしく、年に何回か掃そう討とう戦が行われ、俺たちも参加している」


    　俺は懐かしむように告げた。隣となりではギギナも闇を見下ろしている。


    「市からの報ほう償しよう金きんを目当てに、常じよう駐ちゆうして戦っている連中もいる。攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして成りあがる、よくあるお決まりの道のひとつだ」


    　遥はるか地下の闇から、遠い声が聞こえた。獣の声とも女の咽むせび泣きともとれる、鬼き哭こく啾しゆう々しゆうたる声。


    　俺やニーニアの視線に気づいた感覚が鋭敏な〈異貌のものども〉が、呼んでいやがるのだ。地獄の底にやってこい、そして我々に喰われろと。


    　俺は、我知らず魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手を載せていた。


    「そんな地獄のような場所に、平然と住んでいる人間もいるらしいが、もうとんでもない異常者か怪物のようなものだろう。第九、第十階層になると、どこかの別の世界につながっている、という頭の悪い噂うわさもあるくらいだ」


    　ニーニアが恐怖か嫌けん悪おか、奥歯を嚙かみしめる。恐怖しつつ、だが興味津しん々しんといった瞳で、地下の裂け目を覗のぞきこんでいた。


    　観光案内には、こういった危険な話で刺激を臭におわせる演出も必要だろう。


    「今回は観光だから関係ないか」と俺はニーニアに視線を戻す。


    　階段に戻って下っていき、俺たちは第三階層に到着した。


    　ここがもっとも地下街らしい風景を持っている。商店街と居住区が入り組み、まっすぐに進める道を探すほうが難しい。町の雑ざつ踏とうの騒音に、建築現場の音が遠く混じっている。


    　見上げると、天井の岩肌には、空調のための巨大換かん気き扇せんがいくつも回っている。おとぎ話にあるような地下迷宮は、酸素不足で成立しないのだ。


    　第三階層に足を踏み入れる。


    「ここに知りあいがいたらしいのですが」


    　折れ曲がった居住区の路地を進んで、ニーニアの知りあいの家とやらを捜す。


    　三階建ての居住ビルの間、窓と窓を綱つながつなぎ、シャツや下着などの洗濯物が連なって干ほされていた。地下の町を照らす人工照明で乾くのかは疑問だったが、実際にそうしているからには上う手まくいっているのだろう。


    「リトラネイダ町、フラデー第七ビルらしいのですが」


    　居住区の終わり、商店街の入り口でニーニアの足が止まる。


    「第六と第八ビルはあるな」


    　狭い通路を戻ってみるが、第七ビルはない。ただ新しく増築された店で、一階から三階まで埋うまっているようだ。店の前で箒ほうきを動かしている男に尋ねてみる。


    「ここは住居ビルだったはずだが、元の住人を知らないか？」


    　掃そう除じしながら、まだ若い男は応えてくれた。


    「さぁ？　私はここに入居してきた人間なので、前の住人、しかも一人一人のことはちょっと分かりかねます」


    　掃除の男がすまなさそうな顔をし、店の奥に引っこんでいく。ニーニアは店の前に立っていたが、肩を竦すくめた。


    「観光に戻っていいのか？」


    「ええ。べつにたいしたことではないから。ついでに会いたかっただけですし」


    　ニーニアが切りすてるように言った。


    



    



    　暗闇。軽けい合ごう金きんの甲かつ冑ちゆうが擦こすれる音と、用心深い足音が囁ささやくように響く。


    　青白い光が闇を切り裂き、坑こう道どうを照らしだす。平面で構成される、天井に壁に床。


    　人工灯を左手に掲げていたのは、団長のキャスケルだった。右手に提げた魔ま杖じよう剣けんが、複雑な影を床に作る。団長の左を進むのは魔杖剣を握りしめるボート。長髪を気にして左手で払う。巨漢で鉱こう夫ふ出身のブレッデンが魔杖鎚ついを構えて、光に禿はげ頭あたまが反射する。そして最後に俺、ウルガが右を固めて周囲の確認。


    〈キャスケル同盟〉の一団が警戒しながら坑道を進んでいた。


    「分かれ道だ。ここで止まろう」


    　三さん叉さ路ろの手前で、キャスケルの指示が出て全員が立ち止まった。それぞれの顔に安あん堵どが広がる。ボートが機器を作動させて立体光学映像を起動。複雑に交差する地下迷宮の地図が闇に浮かびあがる。


    「現在位置は地下五階の第三十八坑道の東端だな。だとすると第七十八坑道に進んで、第八十九坑道に出て……」


    　キャスケルとボートが検けん討とうしている間に、俺は大きく息を吐いた。左手首に嵌はまった銀の腕輪を眺ながめ、気分を落ちつける。キャスケルが地図から目を上げた。


    「隊には慣れてきたか？」


    「え、ええ、隊に移い籍せきして三週間ですが、それなりには」


    「ま、肩の力を抜け。先は長いよ」


    　男臭くさい笑みをキャスケルが浮かべる。巨大な魔杖鎚を肩に担かついだブレッデンがうなずいた。ボートも長髪の間から優しい目線を覗のぞかせていた。団長のキャスケルの横顔を、光学映像が照らす。髭ひげ面づらだが二十代半ばの若い顔だった。俺は手を伸ばして壁に触れる。


    「この壁に床は滑なめらかですね」


    「ああ、〈古き巨人エノルム〉どもと巨人たちが綺き麗れいに造成した。学者によれば、これだけ広大な迷宮であっても、一ミクロンの誤差もない平面が直角に組みあわされているらしい」


    「人類には想像もできない技術ですね」声は畏い敬けいよりも畏い怖ふを帯びていた。「これほどまでに強大な種族だった竜や〈古き巨人エノルム〉といった〈異い貌ぼうのものども〉は、なぜ都市を築かず、去ったのだろう」


    「さあね」隣となりに立ったボートが苦い笑みを浮かべる。「俺たちに〈異貌のものども〉のことはよく分からない。あんな不自然な生物がどうやって成立しているかも分からない。やつらが考えていることなど、もっと分からない」


    　ボートの瞳が迷宮の闇を眺ながめる。


    「向こうにしてみれば、俺たち人類のことが分からないだろうな。地上を占せん拠きよしたうえに、さらに地下まで侵略しているように思えるだろうさ。だから敵対しあっている」


    　ブレッデンがあとを引きとった。俺は苦い思いを嚙かみしめる。


    「理解しあえないから戦うしかない。そうするしかないのだ」


    　自らに言い聞かせるように繰りかえすキャスケルにしても、まだ五階かい梯ていなのだ。その程度では、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの激戦区たるエリダナで咒式士事務所を開くことはできない。


    　俺にいたってはまだ三階梯の攻性咒式士だ。だからこそ、危険な地下を移動し〈異貌のものども〉を倒して報ほう償しよう金きんと名前、そして実力を得る必要がある。俺たち新しん米まい攻性咒式士は臨時で組んで戦っているのだ。


    「大だい丈じよう夫ぶだ。本番はこの地下からだ」


    　俺を安心させようとしたキャスケルの眼光が鋭くなる。


    「どうしました？」と訊く俺の前に魔ま杖じよう剣けんを掲げて、続きを制止する。キャスケルは剣を構えつつ、体を反転。後方へ向けて人工灯を掲げる。


    　青白い光に浮かぶのは、鈍にび色いろの群れ。キチン質の甲かつ冑ちゆうで全身装そう甲こうされ、二足歩行する生物。十数体の生物は、節のある四本の腕にそれぞれ粗末な青銅や鉄製の剣や槍を握っている。全体としての造形は巨大な蟻ありだった。


    　だが、左右に分かれて打ち震わせられる顎あごのうえには、鼻筋に目に眉まゆ、青白い人間の顔が続いている。額ひたいの触角を揺らし、緑の光を放つ複ふく眼がんが異様だった。


    「〈蟻人ヴエアント〉だ！」


    「〈異貌のものども〉の一種が、こんな低い階層にまで出るのか！」


    　進化系けい統とう樹じゆから離れた異い形ぎようの群れが突進してきた。無表情な複眼の群れが、迫ってくる。〈蟻人〉どもは無言。ただ、全身装甲とそれぞれの手に掲げた原始的な武器が、坑こう道どうや仲間の体に接触する音だけが響く。


    「活路を開くぞ！」


    　ボートの魔杖剣の先端に〈爆炸吼アイニ〉の組そ成せい式しきの光が灯ともり、トリニトロトルエンの爆ばく裂れつ。闇と〈蟻人〉たちの中心で光が炸さく裂れつした。爆風のなかで、キチン質の装甲に覆おおわれた手足や武器が吹き飛び、壁や床や天井に当たり、緑の体液の尾を曳ひいて落下していく。


    　爆煙の間から、鈍色の装甲が現れる。節のある足が、仲間の死体を踏みしめる。人間のような死し骸がいの顔が砕くだかれ、緑色の体液が漏もれる。


    　仲間の死にも無表情な〈蟻人〉たちが前進してくる。


    　キャスケルが無言で、ブレッデンが雄お叫たけびをあげて突進していく。


    



    



    　俺とギギナは、ニーニアを連れて第三階層の商店街を見ていく。


    　色とりどりの看板が、通りの上空を埋うめつくしていた。赤や青、黄や橙だいだい色の文字や色が点滅している。


    　過か剰じような看板は、洞どう穴けつの天井を見て、気詰まりにさせないための演出かもしれない。看板の下、大通りの雑ざつ踏とうも一層の混こん迷めいの度を強めていた。狭い雑踏のなかを歩いていくが、ニーニアは人々にぶつかるように進んでいくしかない。ニーニアに肩が触れた男が舌打ちし、さらに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をして去っていく。


    　俺の視線は、ニーニアではなく通りの左右を眺ながめていた。


    　部品屋は、魔ま杖じよう剣けんの鍔つばや引き金などの部品を箱に突っ込んで「全品百イェン」の値札を貼っていた。古道具屋は、どこのものともしれない壺つぼや皿を棚たなに並べている。料理店はわざと厨ちゆう房ぼうの窓を開けはなっていた。異国の香辛料の匂においで、客を誘っているのだろう。こういう猥わい雑ざつな空気を、俺は嫌いではない。エリダナの下町、商店街に通じる雰ふん囲い気き、活気ある町の空気だ。


    「土産みやげを買うなら、ここで探すといい。闘技場がある第三階層からは少し治安が悪化しているので注意したほうがいい」


    　ニーニアはまたも通行人たちに激突しながら、なんとか俺たちについてくる。


    「あ」


    　ニーニアが声をあげ、雑踏で立ち止まる。女の両手が自らの懐ふところに触れる。


    「財さい布ふがない」


    「ああ、さっきの男が掏す摸りなんだろう」


    　俺は雑踏を逃げていく男の姿を捜さがす。発見。男のほうも、俺の視線に気づいたようで急いで逃げだしていた。俺は視線を傍かたわらのギギナに向ける。


    「ギギナ、優しめに殺すならいいぞ」


    　無言でギギナが動く。手を伸ばし、路ろ傍ぼうに立つ自販機に触れる。手が自販機の下に回された次の瞬間、質量が移動。ギギナの頭上に、自重で二五〇、内部の商品を入れると八〇〇キログラムルほどある自販機が掲げられていた。


    　肩に担かついでいるのではなく、垂直に立てた掌てのひらの上に、巨大な自販機が乗っているのだ。尋じん常じようではない剛ごう力りきに周囲が騒然とする。


    　ギギナが手首を捻ひねる。それだけで巨大な金きん属ぞく塊かいが、人波の上を越えて飛ひ翔しよう。自らに落ちる影に気づいて振りかえった掏摸の上に落下した。


    　俺はニーニアを引き連れて悠ゆう然ぜんと雑踏のなかを歩き、自販機の下敷きとなった男に近づく。周囲の人間が興味をもって眺めて、すぐに飽あきて去っていく。


    　掏摸は死んではいないが、気絶していた。自販機が上に落下してくれば、内臓が損傷しているだろう。知ったことではなく、遠えん慮りよなく懐を探る。女の財布を取りもどして立ち上がる。


    　自販機の下敷きとなった男に、白い服の集団が群がる。自販機は元の場所へ戻され、男は白い服の一団に引きずられていく。気絶した男の踵かかとが道路に轍わだちを刻んでいく。


    「ここに自警団があったのか？」


    「そんな気が利いたものでもない。単に気絶したから肉として解体する業者だろう」


    　俺の問いにギギナが苦笑した。俺は後方のニーニアに振りかえる。


    「ね、危ないだろう？」


    　傍かたわらには女の姿はなかった。ギギナが顎あご先さきで示す。すでに元通りになった雑ざつ踏とうの向こう、店先でニーニアの足が止まっていたのだ。


    　俺は戻っていき、ニーニアの横に並ぶ。


    　銀や金、黒くろ[image: ]さん瑚ごの指輪に、翡ひ翠すいの珠たまが連なった首飾り。異国の神の言葉が彫りこまれた黄銅の腕輪。さまざまな装身具が、店先の棚たなに並べられ吊つり下げられていた。


    　ニーニアの手が銀の腕輪を握っていた。女の青い瞳は驚きよう愕がくに見開かれていた。


    「気に入ったのか？　気をつけないと値段を吹っかけられるので注意したほうがいいよ」


    　追いついた俺の言葉にも、ニーニアの背筋は硬直したままだった。女が握っていたのは、銀の腕輪。酸化が進んでおり、銀の地金も黒ずんでいた。細かく傷ついた腕輪の表面には、渦うずを巻いた模様と装飾された文字が刻まれていた。


    「ツェベルン北方、古カロード語か。少し珍しい造型だな」


    「買うの？　買わないの？」


    　座っていた店主が、気けだるげに訊いてきた。中年男のすべての五指には多数の指輪が嵌はまり、手首には黄銅の腕輪が連なっていた。手入れされた指先は、値札を指さしていた。中古品らしく、たいした値段ではない。


    「まぁ手頃な価格だとは思うよ」


    　品評した俺を押しのけるように、ニーニアが一歩を踏みだす。女は必死の形ぎよう相そうで店主に詰めよった。


    「これを！」


    　右手に握っていた銀の腕輪が、店主に突きだされる。


    「この腕輪をどこで!?」


    　喉のどに詰まる声をニーニアは無理やり押しだし、店主もたじろぐ。


    「いや、うちは中古品も扱っている装身具店でして、いろいろなところから仕入れ……」


    「だからどこから!?」


    「落ちつけ」


    　店主の胸元を摑つかもうとするニーニアの左手を、俺は優しく握りとめる。ここで必要なのは愛あい想そ笑いだ。


    「ええと、まずはニーニア。事情は知らないがなにかあるのなら、吹っかけておらずに安いし、まずはこの腕輪を買ってみてはどうだ？」顔を店側に向ける。「買ったうえで、店主は差し支えがなければ仕入れ先を教えてもらえないか？」


    「買うから教えて、早く！」


    　ニーニアは興奮が収まらないらしく、銀の腕輪を握ったままだった。前しか見ておらず、携帯も財さい布ふも取りだす様子がない。


    　仕方なく、俺が携帯を取りだす。気け圧おされていた店主が商売人の顔に戻り、代金と品物を交換。満足顔になった店主は、携帯をいじって帳ちよう簿ぼを調べる。


    「帳簿によると、その腕輪は、ピペップという屍し装そう屋やから買ったようだな」


    「そのピペップって人は、どこにいるの!?」


    　問いかけるニーニアの細い手が、銀の腕輪を胸に抱きしめる。


    「その下、第四階層にあるミドゥンド通りだよ」


    　店主は装飾品を鳴らしながら腕を上げ、通りの向こうを指差す。指先の人波の間に覗のぞくのは、第四層へと下っていく自動昇降機エレベーターだった。


    　弾かれたように歩きだすニーニア。人波の流れを横断していく女を、俺たちが追った。自動昇降機の前で、ニーニアに追いつく。女が釦ボタンを押して、鉄てつ格ごう子しの扉を開いた。


    　俺たちを無視して箱に入ろうとするニーニアの左手を摑つかんでとめる。


    「待てニーニア。そこから先、第四階層は危険区域だ」


    　女が振りかえる。目には怒り。


    「知っている！　つい先ほど、あなたから聞いたから！　でも行かねばならないの！」


    「落ちついてくれよ」


    　相手を落ちつかせるために、俺は間をとる。


    「俺は敵ではない。観光案内をしたり、代金を立て替えたり、味方以外のなにものでもない。そうだろう？」


    　眼め鏡がね越しに相手を見つめてみる。相手に見えるのは、誠実に心配している青年の、青い瞳、という俺の演技だ。


    　ニーニアの目に宿る怒りの炎が弱まり、やがて鎮ちん火かした。一転して、自らの激情を恥じるように顔を伏せた。


    　自らの外見が優しく見えるようにできていることを、俺の遺伝子に感謝した。


    「そろそろ事情を説明してくれないか？」いくらでも優しい声が出せる。「そもそもの観光案内の話も、噓うそということだろう？」


    　ニーニアが唇くちびるを開こうとして思いとどまる。やがて決心したように、口が開かれる。


    「……ウルガの腕輪です」


    　ニーニアの唇が痛みとともに言葉を漏もらした。


    「ウルガというのは、わたしの婚約者でした。私が住んでいる地方では、結婚指輪の前に腕輪を交換するのです」


    　ニーニアが腕輪を握った右手で、左ひだり袖そでをめくる。左手首には銀の腕輪が嵌はまっていた。輪と鎖で二重の構造になっている、銀の腕輪だった。右手に持つウルガの腕輪と、対ついになっていた。


    　一度口に出したことで、ニーニアの舌に勢いがついていく。


    「ウルガは、故郷では少し腕が立つ攻こう性せい咒じゆ式しき士しでした。ですが故郷は産業もなく、仕事もなかった」


    　ニーニアが続ける。


    「ウルガは一年前に一いつ攫かく千せん金きんを夢見て、故郷と私を捨てて、ここエリダナに向かったのです。事務所が開けるほどの一人前の攻性咒式士になったら、わたしを呼びよせるのだと毎週のように手紙が来ていたのです」


    　俺たちは黙って聞いていた。続きを言うべきかと迷っているニーニアの眉み間けんに、厭いとわしげな皺しわが刻まれる。


    「それが、三週間前、第三階層に住んでニムラット洞どう穴けつの第五階層の探索に向かうと手紙がきたあと、消息が完全に絶えてしまいました。本当は心配になって、自らここへ捜しにきたのです。捜していた知りあいがウルガなのです」


    　俺の冷ややかな視線に気づき、ニーニアが口ごもる。続きを聞くしかない。


    「で？」


    「あの、返事ができないのは情けない生活をしているからと思っていたのです。でも、まさか行ゆく方え不明になっているなんて……」


    　俺は喉のどの奥で唸うなる。一人前の攻性咒式士を夢見てエリダナに出て、地下街で消えた婚約者。大事なはずの腕輪が、装飾具店に売りに出されている。あまり良くない。


    「ウルガが生きているのだと確かめたい。確かめねばならない」


    　抜けているのかしっかりしているのか、まったく分からない論理だ。俺としては、今後の方針を問いかけるしかない。


    「それでどうする？　そこから先は一般人がどうにかできる世界ではない」


    　俺が言うと、腰に触れてくるものがあった。視線を下に向けると、ギギナの屠と竜りゆう刀とうの柄つかが俺の腰に当たっていた。柄に載せられていたギギナの左の五指が示すのは、指文字。白い指が紡つむぐのは、（こういうときに体内通信がないのは手間にすぎる）という言葉だった。続くのは（私の意見としては、ガユス、感心しないぞ）という制止の意志だった。


    　顔をニーニアに向けたまま、ギギナに（分かっている）と俺も指文字で返しておく。ギギナの指が返答のために躍る。


    （観光案内から人捜しをさせようとする、などというのはどうも気に入らない）


    （それはそうだが）


    　俺とギギナが指文字で経済と信義について議論していると、ニーニアはいまだ理解不能といった顔をしている。


    「その、あの、それは依頼を、受けてもらえるということですか？」


    「そのとおり。安全な観光案内はここで終わる。婚約者を捜すのなら、俺たちは攻性咒式士として依頼を受けてもいいということだ」


    　ニーニアの顔の暗雲が晴れていく。


    「ありがとうございます」


    　何度も腰を折るニーニアに対し、俺は訂てい正せいしておく。


    「言っておくが、べつに君の事情に感かん銘めいを受けたとか、善意の味方でもない。単に仕事の提示だ。攻こう性せい咒じゆ式しき士し本来の仕事だから高くなるが、それでもいいかと訊いているつもりだ」


    　携帯咒信機を出して値段の一覧表を提示する。だが、ニーニアは礼を言うばかりで見ることもない。ギギナが困惑顔をしていた。


    「感心はせぬぞ？」


    「これでまとまった金が入る。それに第三階層までの生ぬるい観光案内が嫌だとか言っていたのは、どこの誰でしょうか？」


    「それはそうだが」


    「第四階層からは危険がいっぱい。黒社会の人間に奇人変人が大集合。〈異い貌ぼうのものども〉のポロリ出現もあるよ。ギギナの大好物ばかりだろう？」


    　ギギナの鋼はがね色の双そう眸ぼうが輝く。ドラッケン族は根本から流血と戦いが好きなようだ。自分で利用しておいてなんだが、いつかドラッケン族は戦争で滅びると思う。


    　内心の哀しみは無視し、ニーニアに向き直る。


    「口約束ではなく、とりあえず契約だけはしてくれ。それがあなたの決断だ。この下に向かう決意があるのかどうかの、ね」


    　ニーニアが唾つばを飲みこむ。視線は床を見下ろす。自動昇降機エレベーターの箱と、床の間に覗のぞく深い深い闇。俺としても、ここで金が入ってくれるかどうかが問題だ。


    　やがて決心したように、ニーニアが携帯を取りだす。前金が振りこまれたことを、俺の携帯で確認。


    　ニーニアが決意の目を向けてくる。


    「決めました。だから、お願いします」


    「では地獄巡り、人捜しの旅へ赴おもむこう」


    　俺とニーニアの心の準備ができるための時間を無視し、ギギナが釦ボタンを押す。


    　鉄てつ格ごう子しが開かれ、三人が足を踏み入れる。鉄格子が閉じられていき、街の光が縞しま状になる。そして不吉な音とともに、監かん獄ごくのような扉が完全に閉まった。


    　浮遊感。第四階層へと自動昇降機が滑り落ちていく。


    



    



    　キャスケルの魔ま杖じよう剣けんが〈蟻人ヴエアント〉の甲こう虫ちゆうの装そう甲こうを真っ二つにし、緑色の体液が撒まき散らされる。両断された上半身と下半身が、それぞれ暗い床の上で動いていた。


    　坑こう道どうに溢あふれる黒々とした甲虫の甲かつ冑ちゆう。それは数十もの〈蟻人〉の群れ。ボートが四回目の〈爆炸吼アイニ〉を展開。閃せん光こうと爆ばく裂れつが〈蟻人〉たちの前列を薙なぎはらう。白煙の間に覗のぞくのは、昆こん虫ちゆうのような手足の残ざん骸がい。


    「なんなんだ」


    　俺は恐怖していた。


    「なんでこいつらは人類に敵対し、仲間の死に怯おびえない!?」


    　仲間の死体の山、無表情な緑の複ふく眼がんを踏みつぶして〈蟻人ヴエアント〉たちが進軍してくる。


    「キリがない、ボートは下がれ！　ブレッデンにウルガ、時間を稼かせげ！」


    　ブレッデンの魔ま杖じよう鎚ついが、流星となって〈蟻人〉の頭部に打ち下ろされる。凄すさまじい剛ごう力りきに、微み塵じんに粉ふん砕さいされる頭部。隣となりに立つ俺も魔杖剣を突きだし、〈蟻人〉の甲かつ冑ちゆうの腹部の隙すき間まに差しこむ。相手の体内で〈雷霆鞭フユル・フー〉を発動し、電撃で内臓を灼やきつくす。


    　口こう角かくから白煙をあげ、〈蟻人〉が倒れていく。続いて進軍してくる〈蟻人〉の青銅剣による刺し突とつ。刃やいばを返して弾き、さらに旋せん回かいさせて頭部に鋼はがねを叩きこむ。〈蟻人〉は脳のう漿しようと緑の体液を顎あごから吐いて倒れていく。


    　後続の〈蟻人〉たちが剣や槍を振り上げてくる。絶望的な数の差だった。俺は汗に滑る柄つかを握りこむ。左手の銀の腕輪が重い。


    　俺たちに向かってくる〈蟻人〉たちは、無表情だった。まるで機械のように進軍してくる。行軍の足が緩ゆるみ、止まった。


    　膝ひざが折れて、先頭の〈蟻人〉が倒れた。後続も同じように次々と倒れていく。青銅や鉄の剣や槍が落下していく。口から汚きたならしい体液を吐いて痙けい攣れんする直立型の蟲むしたち。死ぬ瞬間まで彼らは無表情だった。


    　キャスケルが咒じゆ式しきを解除し、大きく息を吐いた。


    「うまくいったようだ」


    　戦闘の突然の収束に、俺は事態が理解できない


    「どういう、ことだ？」


    「キャスケルの咒式、化学錬れん成せい系第二階位〈蟲壊殺ムドア〉だよ」


    　魔杖剣を杖つえにして立っていたボートが解説してくれた。


    「咒式によって非ひ有ゆう機きリン系殺虫剤であるピレスロイド系化学物質のｄ─テトラメリンを生成したのだよ」ボートが指で組そ成せい式しきを描き、説明する。「ピレスロイド系薬剤は、昆こん虫ちゆう類や両生類、爬は虫ちゆう類の神経細胞上の受容体に作用し、脱分極だつぶんきよくを生じさせる神経毒でね。逆に哺ほ乳にゆう類や鳥類の受容体に対する作用は弱く、我ら人間には効かないというわけだ」


    　坑こう道どうの闇のなか、キャスケルが白い歯を見せて笑う。


    「ウルガ、今の掩えん護ごはなかなか良かった」


    　一息吐いて、キャスケルが魔杖剣を鞘さやに納めていく。


    「あの感じでブレッデンを補佐してくれれば、まず大だい丈じよう夫ぶだ」


    「これからも頼むよ」


    　ブレッデンの分厚い手が俺の肩を叩き、ボートが拳こぶしを掲げてみせた。隊の一員として俺はようやく認められたのだ。


    　キャスケルは熟練した攻こう性せい咒式士だ。ボートは冷静な後こう衛えいだし、ブレッデンも力のある前ぜん衛えいだ。この咒式士たちと進んでいけば、俺はいずれ迷宮を制せい覇はし、ある程度の名声と報ほう償しよう金きんを手に入れるだろう。そして地上のエリダナの街に出て、咒式士事務所を開ける。


    　少し時間がかかるだろうが、叶わない夢ではない。努力すれば、俺のような田舎いなか咒じゆ式しき士しでも、ラルゴンキンやパンハイマのような一流の咒式士にもなれるのだ。


    　そこであいつを迎えにいく。苦労をかけてばかりだが、これで彼女も喜んでくれる。エリダナに呼んで、いっしょに住もう。結婚式には団員にも出てもらおう。団長に子供の名付け親になってもらってもいい。


    　なぜか胸が熱くなったので、上を向いて耐える。砂さ塵じん。天井から零こぼれていた。天井が揺れていた。


    　違う、足元だ。坑こう道どうそのものが揺れていた。


    　キャスケルも異常に気づき、魔ま杖じよう剣けんを構えなおす。ボートやブレッデンも周囲を警戒する。地下で地震に遭あうなど、最悪の事態だからだ。


    　遠くから、赤ん坊の鳴き声が聞こえたような気がした。


    



    



    「ウルガ？　そのような人は知らないですね」


    　肥ひ満まん体たいに前掛けをかけたピペップが答えた。背後では歯車が軋きしむ悲鳴。蒸気機関が刻む重苦しい喘ぜん鳴めいがさらに重なる。


    　第四階層のピペップの仕事場で、俺たちは腕輪の入手先を尋ねていた。


    　熱気がこもる室内。壁や床には血ち飛沫しぶきの跡が跳ねていた。天井には梁はりが渡され、無数の歯車や滑車が設置してあり、先には鎖や鉤かぎが垂らされていた。室内には、吸引機や圧力計、さらには用よう途と不明の機械が並んでいた。機器の間には黒塗りの柩ひつぎが並んでいる。


    　奥の壁の棚たなには〈異い貌ぼうのものども〉の模型が並べられていた。棚のなかで子鬼に邪じや妖よう精せいが歯を剝むきだしている。奥の部屋には、大鬼トローレや人じん頭とう蜥蜴とかげといった大型の模型までもが安置されていた。


    　模型たちは肌の表面、毛穴まで表現された凄すさまじい精せい巧こうさを誇っていた。模型ではなく剝はく製せいらしい。それぞれに値札がつけられており、それなりの値段となっていた。


    　作業台の上では、鼻唄を歌いながらピペップが解かい剖ぼう刀とうや鋏はさみを振るっていた。解体しているのは子鬼の死し骸がい。鮮やかな手並みで刃やいばが動き、哀れな〈異貌のものども〉の髪の毛や服、鎧よろいを剝はぎとっていく。


    「この腕輪を、あなたが装飾商に売ったのはたしかです」


    「と言われてもですね」樹じゆ脂し製の手袋に包まれたピペップの手が、死体の腹ふつ腔こうを探る。「ここでは毎日毎日〈異貌のものども〉の死骸が、ついでに人間にアルリアンにランドックにドラッケン族の死体が、入れかわり立ちかわりで運びこまれてきましてね。そいつらの死体にくっついているものを、それぞれの店に売っているわけでして」


    「よく見てください」


    　問いかけるニーニアを無視して死体の腹腔から、ピペップの手が抜かれる。指先で握るのは、腸や肝かん臓ぞう、膵すい臓ぞうに脾ひ臓ぞう。よく分からない臓器まであった。ニーニアの顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむが、それでも前に出る。


    「この腕輪の持ち主を思い出してください」


    「あ、ちょっと退どいてください」


    　内臓を金属の膿のう盆ぼんに捨てて、ピペップが作業台から離れる。肥ひ満まん体たいを揺らして歩いていく。壁際に並んだ柩ひつぎの前に屈かがんで、機器の操作盤に指を躍らせる。


    　ピペップの操作を眺ながめながら、俺は方向を変えて尋ねてみる。


    「これはなにをしているのだ？」


    「ご存じない？　単なるプラスティネーションの作業ですよ」


    　ピペップは軽く答えた。


    「死体を一〇％ホルマリン溶液に浸ひたして室温で十日間ほど静置するなど、さまざまな固定方法を応用して組織を固定する。第一行程を施ほどこしたものがあれですよ」


    　芋いも虫むしのような指先が示すのは、黒塗りの柩。どうやら内部には〈異い貌ぼうのものども〉の死し骸がいが詰まっているらしい。


    「次に、死体を流水で丸一日ほど水洗いをするのです」


    　ピペップの指が躍り、楽しそうに語っていく。


    「それを氷点下二十五度に冷却したアセトンに沈め、冷凍置換で水分と脂肪分を抜いていきます。脱水と脱脂が進んだ段階で常温のアセトンに移します。行程を何回か繰りかえして、さらに脱水と脱脂が必要なら、塩化メチル溶液に入れるのです」


    　死体が入っている柩に、巨大な掃そう除じ機きみたいな吸引機が設置されていた。


    「アセトンに浸つかった状態の死体を、溶けた状態の樹脂に入れます。そして真空吸引機を使って室温で一日かけて吸いあげていくのです」


    　真空吸引機は、排気口のゴム栓せんに三方栓がつながれ、耐圧ゴム管が密閉式の柩へと伸びていた。


    「吸引すると、アセトンは急速に気化していき、代わりに死体へシリコン樹じゆ脂しが浸しみこんでいきます。アセトンがシリコン樹脂に完全に置換されるわけですね。で、これが完成品の一歩手前の状態です」


    　ピペップが機械を操作すると、ゴムで密閉されていた柩の蓋ふたが開く。アセトンが染みついているらしく、柩からは林りん檎ごか柿かきが腐ったような臭気が室内に広がる。臭気は、すぐに強力な換気装置に吸いあげられていった。


    　続いて、天井の梁はりに設しつらえられた滑車から鎖が降りてくる。鎖の先には、輪が作られていた。ピペップが柩に駆け寄って作業を行う。今度は鎖が巻き上げられていく。上がってきた物体に、ニーニアが息を呑のむ。


    　鎖につながれていたのは、[image: ]蝠こうもりの翼に、赤い鱗うろこを持つ長い管のような胴体。首の先端についていたのは人間の男の顔。


    「〈異い貌ぼうのものども〉の人じん頭とう蛇へびの死骸、か」


    「それも通常の緑の個体ではなく、珍しい鮮紅色の人頭蛇ですよ。これは貴重品です」


    　ピペップが嬉き々きとして語った死体の表面には、液状の樹じゆ脂しがまとわりついていた。瞼まぶたや唇くちびる、毒どく牙がの先から下がった樹脂が氷柱のようになり、凍死した死し骸がいのようにも見えた。


    「表面に付着した余計な樹脂を取り除きながら、小さい臓器なら三日、人体ほどなら何か月かはこうやって室温で放置して硬化させていくのです」


    　ピペップは誇らしげに語り、手袋に包まれた指先を伸ばす。


    「すると、永遠に腐敗しないプラスティネーションの美術品ができるというわけです。うん、素晴らしい」凍った人じん頭とう蛇へびの顔を撫なでる。「咒じゆ式しきで一気に置換すると、ここまで美しい出来上がりにはならない。芸術とは、やはり技術が必要です」


    「ま、さかまさか……」


    　ニーニアの目が見開かれる。両の掌てのひらで口を覆おおうも、悲鳴のような言葉が漏もれる。


    「ウルガも、こんな無む惨ざんな模型に!?」


    「無惨などと、プラスティネーションを愚ぐ弄ろうしないでくれませんかね」


    　無理解な大衆に詰なじられた芸術家のように、ピペップが哀しげに首を振った。


    「それに、人類の遺体は単に葬式用に整えるだけです。ここでは死者がよく生産されますからね。よほど美人ならともかく、単なる男の死体に施術などしないですよ」


    「もう一度、真ま面じ目めに腕輪を見てやってくれないか」


    　俺はニーニアを前に引っ張りだす。女は握っていた腕輪をピペップに突きつける。


    「と言われましてもねぇ。地下へ潜もぐったものの名めい簿ぼと照らしあわせ、多くの死体と装飾品を見ていますが、個々のものを覚えているわけがないのですよ」


    「そう言うなよ。珍しい形の銀の腕輪だから覚えやすいはずだが？」


    　俺の言葉の横では、ギギナが感情をこめずに屠と竜りゆう刀とうを引きぬく。


    「と言われましてもねぇ」


    　巨大な刃やいばが一いつ閃せん。ピペップの埋うもれた喉のどに突きつけられる。男の額ひたいに冷や汗と脂あぶら汗あせが流れる。刃を突きつけたギギナは、退屈そうだった。


    「ドラッケン族に噓うそ偽いつわりは通じない。すでに私はこの仕事に飽あき飽きしているから、少しでも手間をとらせると、どうなるか知らぬぞ？」


    「げ、芸術家をバカにしないでいただきたい。暴力には屈しないですよ」


    　喉元の冷たい刃にも、ピペップは一歩も引かない。ピペップの喉を覆う皮膚の半分を刃が切り裂く。もう半分ほど進めば出血する。


    「ギギナよ、止やめておけ」俺は屠竜刀の上に手を載せて、制止する。「そいつはツザンの同類だ。極度の変態には金も暴力も通じない」


    　俺が諦あきらめの言葉を発したとき、ピペップの表情が変わる。


    「もしかすると、あなたがたはツザン大先生のお知りあいなのでしょうか？」


    「知りあい、というほどでもないが」俺は問いたくないが問う「もしかしてピペップ、おまえこそあの変態女医の知りあいか？」


    「とんでもない。私ごときがツザン大先生の知りあいだなんて！」


    　ピペップの目には、陶とう然ぜんとした光があった。


    「あの人が作る解かい剖ぼう標本やプラスティネーション標本は、本当の芸術品だ。特に開かい腹ふく内臓標本の腕前なら、間違いなくウコウト大陸一だろう。いや五十年に一度の天才だ」


    　女神に対するような崇すう拝はいを、ピペップが熱く語る。


    「あの人は停滞し、古い因習に縛しばられていた内臓や死体愛好家界を変革する革命家でした。そして迷える愛好家たちの良き導き手なのです。私もツザン大先生の内臓標本、『革命家ブムーシュの聖なる心臓と消化器系』を見て激しい天てん啓けいに打たれ、この道に入ったようなものです」


    　ピペップの小さな目のなかでは、自じ嘲ちようと誇りが入り交じっていた。


    「熱心に作りすぎたせいか、このような地下でしか[image: ]作活動ができなくなりましたが、後悔はしておりません」


    「聞きたくないが一応聞いておくと、なにをしてこの迷宮に追われたのだ？」


    「はい、ツザン大先生の作品の習作をしようと、非処女の幼女の死体を盗みだし、伝染病で死んで半分ほど溶解した胎たい児じの死体を……」


    「わーわーわー」


    　俺は両手で耳を覆おおう。聞くべきではなかった。それはどう考えても地下に潜もぐるしかない。


    　ピペップの目が初めて、ギギナを見据えた。


    「そういえば、顔の保存術なら、あなたと同じドラッケン族にも達人がいましたね」


    　ピペップが思い出す。


    「ユラヴィカ氏も素晴らしい芸術家ですね。ツザン大先生と張り合うほどの逸いつ材ざいでしたが、さすがに生きている人間の顔を剝はいで作るのは前ぜん衛えい的にすぎましたよ」ピペップが続けていく。「残念なことに賞金首になられたようですが、今はどこでなにをしておられるのやら。あの鮮やかな天才の作品は、もう見られないのでしょうかね」


    　ギギナは無表情。ドラッケン族の犯罪者も多いが、すべてと顔見知りというわけでもないらしい。そこでピペップの顔が戻る。


    「と、業界の外におられるかたには意味のない話でしたな」


    　ピペップも残念そうだった。屍し飾しよく士しの目が俺の姿を捉える。改めて気づいたように、俺を見据える。


    「そうか、そういうことか。ツザン大先生の名前を知っており、なおかつその骨格、その肌の色いろ艶つや」ピペップの小さな目が、Ｘ線放射装置のように俺の体を舐なめ回すように見ていく。「あの人がご執しゆう心しんの内臓、患者四九七〇七〇一号とはあなたのことなのですね」


    「せめて外見の赤毛に知覚眼鏡クルークブリレで判断してくれ。あと人を番号で呼ぶのはツザンだけにしてくれよ」


    「素晴らしい」


    　ピペップが俺の体を下から上まで見る。


    「さすがツザン大先生が目をつけるだけあって、内臓は天使か楽園でしょう。私のプラスティネーション魂だましいも騒ぎますよ」


    　視線がなんか恥ずかしいので、両手で体を覆おおって隠す。


    「なんなんだおまえらは？　おまえらは全員、人間を内臓と番号で区別しているのか？」


    「おっと、大先生の素材に私が手をつけるなど、不ふ遜そんにすぎる」


    　ピペップが向きなおる。


    「では、大先生のお知りあいのためなら尽じん力りよくを惜しみません。なんでしたか、腕輪の入手先をお尋ねでしたね？」


    「そ、そうです！　よく見てください！」


    　ニーニアが掲げた腕輪を　ピペップの細い目が覗のぞきこむ。執しつ拗ような視線の嫌けん悪お感にもニーニアは耐えた。ピペップが観察している間、俺とギギナは立っているだけだった。


    「趣味の話に付きあうことで相手が話してくれる結果となったのはいいが、しかしろくでもない知りあいのお蔭かげで、なんとかなりそうになるとはね」


    「ドラッケン族の先人の諺ことわざにある『糞くそは糞蠅ばえを呼ぶ』という言葉を教えていなかったか？」


    「糞蠅が言うな」


    　俺たちの言いあいを無視し、ピペップが首を振った。男は指輪に仕込んだ量子演算器を起動。検索で浮かぶ文字を、小さな瞳が捉える。


    「二日前に、地下探索をしていた攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもの死体が運ばれてきましたが、それに混じっていた銀の腕輪ですね。なんとか意い匠しようで覚えています」


    「ウルガは、ウルガは死んだということですか!?」


    　ニーニアの悲痛な叫びが、作業場に響く。安心させるように、ピペップが不器用だが温かい笑みを浮かべる。


    「いや、腕輪に手首はついていなかったですし、死者名めい簿ぼのなかにウルガという名前はありません。たぶんどこかで落とした腕輪が死体に混じっていたのでしょう」ピペップが続けた。「死体の山はこの下、五階の端、ディンゴット地区から引き上げられました。ウルガさんとやらは生き残っていて、その辺りにいるのかもしれません」


    「ありがとう」


    　ニーニアが涙目のまま微ほほ笑えむ。なぜ礼を言われたのか、ピペップが分からないといった表情を浮かべた。


    「捜しにいくか」


    　俺とギギナが歩きだす。背中から、ピペップが声をかけてくる。


    「ツザン大先生のためにも、気をつけてください。第五層といえども、あの場所はまだ地図すらできていない危険地区です」


    　片手を挙げて礼を言い、俺たちはピペップの仕事場をあとにした。


    



    



    　闇のなか、俺の荒い呼吸だけが響く。照明器具はすでに失った。魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握る手は、汗で滑る。


    　俺には分からない。なにがどうして、こうなったのか分からない。すべてが溶けていき、崩くずれていく。もう赤ん坊の泣き声は聞きたくない。すべてがどうでもよかった。ただ、無性にあのころに帰りたい。薄汚い町並み、不機嫌な両親が懐かしい。そして、そして……。


    　かつての俺は、なにかを摑つかみたかったのだ。


    　今でも摑めると信じている。今この瞬間にも助けが来てくれると。そうでなければ、おかしい。俺の人生がこんなところで終わるはずがない。こんなところで終わるなんて脇役の人生だ。俺はそうではない。必ず富と栄光を摑むはずだ。だから生き残れる。こんな危機は最後の大だい団だん円えんを盛りあげるための演出にすぎない。そうであるはずだ。そうでなければならない。


    　ほら、音が聞こえる。救いの足音が。


    



    



    　ギギナが生体変化系第一階位〈螢明ネミノン〉の咒じゆ式しきを発動。屠と竜りゆう刀とうネレトーの切っ先に、分子量約五万のタンパク質とルシフェリンが反応した淡い光が灯ともる。俺もギギナから式を分けてもらい、魔ま杖じよう剣けんヨルガの先に光を灯す。


    　俺たちは坑こう道どうに足を踏み入れる。冷ややかな空気が身を包む。


    「第五層。ここからが迷宮の本番だ」


    　俺とギギナの間にニーニアが立つ。


    「これで大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」


    　ニーニアは自らの姿を見下ろす。防ぼう刃じん繊せん維いの戦闘服。指先までを覆おおう防刃繊維の手袋に、爪つま先さきと踵かかとに金属を埋うめこんだ戦闘用長ちよう靴か。自らが護身用に持ってきた短剣を腰に差した姿は、駆けだしの攻こう性せい咒じゆ式しき士しにも見える。俺は軽く息を吐く。


    「残念ながら、市場で整えただけの武装は気休めだ。どちらかというと俺たちが護衛しやすいだけだ」


    　光を宿した刃やいばを掲げて、迷宮の奥を照らす。


    「こんな場所にウルガがいたのね……」


    「ニーニア！」


    　俺はニーニアの肩を摑んで引きよせ、入れ替えるように刃を突きだす。魔杖剣の切っ先が肉を突き刺し、壁に縫ぬいつける。


    　切っ先に貫つらぬかれたのは、床から生はえたような緑色の長い管だった。先端には環形生物のような丸い口が開いている。口の内側に向かって肉食動物のような細かい牙きばが並んでいた。金属に貫かれる苦痛に、管の体と側面から生えた触手を[image: ]よじって身み悶もだえしている。


    　俺は嫌けん悪お感を抑えつつ冷静に〈雷霆鞭フユル・フー〉を発動し、異い形ぎようのものを感電させる。体内から焦こがされて〈異い貌ぼうのものども〉は即死。沸ふつ騰とうした黄色の体液を流しながら床に倒れる。


    　ニーニアは、自らの肩に残った触手の切れ端を手で払う。触手が落ちたあとも、まだ悪お寒かんが残っているかのように肩の装そう甲こうを擦こすりつづける。


    「な、んなんですかこれ？」


    「〈肉喰管ウワーム〉という低級の〈異い貌ぼうのものども〉だ」剣の先で、死し骸がいを示す。俺にとっては珍しくもない。「暗がりに潜ひそんでいて、通りかかる生物に食いつく。あとは溶解液で肉を溶かして、環状の口で啜すする」


    　焦げた臭気をあげる管の根元をたどっていくと、人間の死骸の眼がん窩かがあった。脳を栄養として生はえていたのだろう。犠牲者はまだ若い男だった。


    「ここから先は、魔人に妖人、そして〈異貌のものども〉の世界だ」俺は事実を告げる。「油断すれば、すぐに死体の仲間となる、死と闇の王国だ」


    　ざわめく音。通路に開いた排水用の穴から、黒い粒が転がり落ちる。黒い粒がさらに落下していき、黒い波となる。蠢うごめく波は闇色の甲こう虫ちゆうたちだった。俺たちが下がると、黒い絨じゆう毯たんが進んで連なり、〈肉喰管〉と宿主となっていた人間の死骸に群がる。


    　赤い目を喜き悦えつに輝かせ、甲虫たちが死体を囓かじっていく。生きているときは手が出せなかったが、死んだ今では〈肉喰管〉も餌えさにしかすぎない。


    　目を見開いて、ニーニアは迷宮内部の残ざん酷こくな食しよく物もつ連れん鎖さを見つめている。


    「ウルガの腕輪が発見されたディンゴット地区へは、この坑こう道どうを抜けねばならない」


    　俺の言葉に、ニーニアが惑う。


    「それでも行くか？」


    　ニーニアは坑道の奥の闇を見つめ、また甲虫どもの食事の風景に顔を戻す。最後に俺とギギナを見つめ、細い顎あごを引いてうなずいた。


    「ええ」


    　燐りん光こうに照らされる青い瞳に、決心の光が宿っていた。


    「行きます」


    　ニーニアが歩きだす。俺とギギナが顔を見合わせる。急いでニーニアを左右から挟はさみ、護衛する。


    「こんな地獄のような地下になにがあるというの？」


    　歩く女の唇くちびるから、つぶやきが零こぼれた。


    「ここにあなたが望んだなにかがあるというの？」


    　ニーニアの問いは、迷宮の通路に反響した。


    



    



    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを掲げ、宿ったルシフェリンの青白い光が坑道を遠くまで照らす。


    　俺たちは、坑道の分ぶん岐き路ろに到達していた。前方では、道が三つに分岐している。


    「ここで分岐、するのか？」


    「もしかしてだが」ギギナが口を開く。「貴様の人生のように、道に迷ったか？」


    「いや、記憶ではこちらで合っているはずだが」


    　俺の言葉にギギナが呆あきれたような声を出す。ニーニアも不安げな顔をしていた。俺は携帯を取りだす。これほどの地下では、厚い地盤に遮さえぎられて電波がまったく届かないために、即時性で確認はできない。登録してある地図しか頼るものがない。その地図からの結論。


    「やはり俺の記憶にあったように、地図上ではまだ直線が続いている」


    「迷宮が変化したのだろうな」


    　ギギナは軽く言うが、重い事実だ。一いつ辺ぺんが数百メルトルから数キロメルトルもある地下迷宮で迷うと、即座に死に直結する。だからこそ記憶力と地図は必須なのだが、両方が現実の迷宮を表わしていない現状は考えられるかぎり最悪だった。


    「ええと、そちらは行き止まりですよ」


    　遠くからの声が通路に反響する。


    「誰だ？」


    　言いつつ俺は魔ま杖じよう剣けんを掲げる。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを掲げて、反響する音から相手の所在地を探ろうとする。光が前方に広がる三方向の通路、背後の直線を照らしていくが、人影も〈異い貌ぼうのものども〉の影もない。


    「こちらは地図士です。そちらに向かいますが、攻撃しないでくださいね？」


    「分かった」


    　返答をすると、金属音が律りつ動どう的に響く。梯はし子ごを下る音。しかし通路が複雑に交差しているため、俺には発信源が割りだせない。とりあえず、聴覚に優れるギギナが見ている方向に魔杖剣を向ける。


    　梯子を下りる音が停止し、天井の穴から人影が降ってきた。着地音が通路に反響する。


    　強化コンクリの床に着地したのは、まだ若い青年だった。兜かぶとの下にある薄茶色の目が、俺たちを見上げる。


    「この第八〇四坑こう道どうは、壁が崩ほう落らくして新しい通路が発見されたのです」


    　青年が手袋に包まれた手を掲げ、地図にはなかった道を示す。


    「ついでに、この先にある第八〇五坑道は、地盤が崩ほう壊かいして道が途切れています。まだまだ落盤が続きそうで危険であるのが最新情報です」


    　青年が報告してきた。暗あん視し眼め鏡がねを首から下げており、左手には地図端末を握っていた。青年というより、まだ少年といった幼さが残る面おも差ざしだった。


    　俺は握っていた魔杖剣を床に下ろす。


    「助かった。そちらが地図士というのは本当らしいな」


    「や、これは地図士をご存じである人がおられて助かります。ボクは地図士のヤコービーと申します」


    　ヤコービーが笑う。微ほほ笑えむと、本当に二十歳はたちになるかならないかの年だと分かる。傍かたわらのニーニアが取り残されている。


    「ああ、説明しておくと、日々増築し改築されているエリダナや地下迷宮を記録しつづけることが、地図士の仕事だ」


    　物珍しそうな目で、ニーニアがヤコービーを眺ながめる。青年が笑う。


    「役所の使いとして動きまわるのですが、毎日毎日、街と迷宮は変化していき、いつまでやっても終わりがない。ま、だからこそ、ボクたちの仕事がなくならないわけなのですが」


    　溜ため息いきとともに、ヤコービーは両手を広げてみせる。戦闘服は下から上まで一体成形。携帯のような冷却装置を背負い、腰には魔ま杖じよう剣けんが下がっている。


    「狭い迷宮で振りまわしやすいように、短い柄つかと刀身のオルドレイク社製〈生き埋うめのゴーント〉系魔杖剣を愛用。それに左右に逃げ場がないために、中距離用の封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんを身に帯びている。そこそこ長く迷宮地図士をやっているものの証拠だな」


    　ギギナが指摘し、俺が引きとる。


    「古き良き伝統というやつさ」


    「あれ？　お二人さんは攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしても、やけに地図士に詳しいですね？」


    　ヤコービーの疑問の目と声に、俺とギギナは視線を横目で交かわした。懐かしさが表情に出ることを堪こらえるようにした。


    「攻性咒式士の仕事で有名なものは〈異い貌ぼうのものども〉や他の攻性咒式士との戦いだろう。しかし副業として、この地図士を選ぶ攻性咒式士も少なからずいるということだ」


    　刻々と変化するエリダナの街や地下、そして辺境を調査するには、黒社会の妨害や〈異貌のものども〉という危険があり、普通の人間には物騒すぎる。


    　そこで、咒式を使い、剣技に優れた咒式士たちが、市に雇われて投入されることが多い。危険の多い地下迷宮に赴おもむくものを、とくに迷宮地図士と呼ぶ。


    「あ、そうか、その白銀の髪に屠と竜りゆう刀とう、赤毛に知覚眼鏡クルークブリレ」


    　ヤコービーが俺とギギナを凝ぎよう視しし、やがて会話を切りだしてくる。


    「もしかして、間違っていたらすいませんが、アシュレイ・ブフ＆ソレル事務所の、ギギナさんにガユスさんでは？」


    　ヤコービーの問いに、俺は不ふ承しよう不ぶ承しよううなずき、ギギナは顔を逸そらした。なにを隠そう、迷宮地図士は、俺とギギナも何回かやったことがある副業だ。ヤコービーが微ほほ笑えむ。


    「これは光栄ですね。迷宮地図士の高名な先輩に会えるとは」


    「先輩というほどでもない」


    　なんとも面おも映はゆい過去話だ。


    「有名なのは、ラルゴンキンのカテドラ迷宮討とう伐ばつとパンハイマの迷宮大炎上、ジオルグによる青迷宮の制せい覇はのほうだ。イムホテプにいたっては、地下迷宮を自分で作りあげてしまった怪物だろう？」


    「たしかに凄すごいです。あの四人の逸いつ話わは。それぞれが一流の咒式士です。第十層以降に達したのは、その四人と率ひきいられた攻性咒式士しかいないですからね」


    　ヤコービーの目には、少年のような素直な感かん嘆たんの光があった。


    「でもそれは大昔のことです。ボクら若い世代のエリダナ迷宮地図士の間では、なんといっても、ジャベイラさんとイーギーさんによる双子迷宮の制覇、ルチルア事務所の遺跡探索。そしてガユスさんとギギナさんのアムラヒ迷宮の探索、さらにクエロさんのグアッド大迷宮の単独制せい覇はが語り草になっているのですよ」


    「懐かしいが、痛い記憶でもあるよ」


    　俺は隣となりに立つギギナを横目で眺ながめる。


    「ギギナが〈異い貌ぼうのものども〉を倒すことに夢中になりすぎて、十層に足を踏み入れただけだ。地図を作るという目的はほぼ果たせていない」


    「それでも、凄すごいですよ。難関と言われた第九四四水晶道は、あなたたち二人が切りひらいて、今も地図に載っていますよ」


    「ま、おまえさんもこの迷宮を制覇して、ラルゴンキンみたいになってくれ。ただし、パンハイマのようにはならないようにしてくれ」


    「ガユスのようにも、な」


    　ギギナが落としてくれたので、ここらで話を打ちきっておこう。知りあいやクエロの名前をこんな地下の底で聞くとも思わなかった。


    　今は、苦い思い出に囚とらわれている場合ではない。話に完全に置いていかれたニーニアが困惑顔をしている。


    「それで、ヤコービー。俺たちはディンゴット地区へ行きたいのだが、最新版の地図をくれないか？」


    　ヤコービーが苦い顔をする。


    「第五層の第八〇五坑こう道どうの先にあるディンゴット地区は、今現在、第二級危険区域となって封鎖されています。五組の迷宮地図士十八名と、九組三十九名の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが行ゆく方え不明になっていて、一部の死体が回収されたばかりです」


    「相手は？」


    「不明です。新種の〈異貌のものども〉が出たらしいとしか分かりません。正体が判明するまで、進むことをお薦すすめしません」


    「残念ながら、進む必要がある」


    　ヤコービーの賢かしこい意見を拒否した俺に賛同するように、ニーニアが身を乗りだした。女の目は地図士を見据えていた。


    「どうしても行かなければならないのです」


    　ヤコービーは目を床に落とし、上げた。


    「分かりました」


    　地図士の精せい悍かんな顔に戻ったヤコービーが、地図端末を操作しはじめる。目線で合図されたので、携帯で情報を受けとる。転送された立体光学映像が起動、緑の光が浮かびあがる。瞬時に光の線で迷宮の姿が描かれていく。


    　三次元空間を縦じゆう横おう無む尽じんに通路が交差している、複雑怪奇な迷宮の画像。蟻ありの巣穴を数十個組みあわせたものより、さらに複雑な構造だ。


    「これが最新の迷宮街の状態です。ガユスさんたちの時代より、新しく三百六十六の道が発見、または〈異貌のものども〉によって建造され、百二十九の道が地盤沈下で消滅しています」


    　ヤコービーが指を振ると、明滅する青色光が生まれる。


    「点滅している光点が現在のボクたちの位置です。これからはガユスさんたちの座標を示すように設定しなおしました」


    　ヤコービーが操作すると、光点が少し移動した。


    「なるほど、それがヤコービーの前にいる俺たちの位置というわけか」


    「先に言ったように第八〇五坑こう道どうは落盤しています。隣となりの第八〇七坑道は、〈蛆うじ喰くいジャーク〉が率ひきいる大鬼トローレの一団の支配領域になっています」


    「ジャークはまだ生きていて、首を集めて回っているのか」俺とギギナがいた時代から生きている〈異い貌ぼうのものども〉に感心している場合ではない。「迂う回かい路ろの第八一二坑道はどうだ？」


    「第八一二坑道は縦穴がエラン湖とつながってしまって、魚人のハイゾ族が侵攻してきています。元々第八一二坑道を根ね城じろとしていた屍し葬そう士しのペテルグの屍し蠟ろう兵へい団だんと魚人族が、日々喰らいあいをしていますね。もう三か月も激戦が続いています」


    「魚人に死人使いか、めんどくさい相手だな」


    　地下の底の底にある暗闇で、咒じゆ式しきによって動く無表情な死体の群れと、全身を鱗うろこに覆おおわれた無表情な魚人どもが凄せい惨さんな殺しあいをしている。考えるだけで気が滅め入いる。


    　濡れた足音。


    　振りむくと、闇の奥から現れたのは水に濡れた鰭ひれ状の足。鱗に覆われた体に、さらに魚ぎよ鱗りんを重ねた鎧よろい。五指に分かれきらない鰭状の手には銛もりや手て斧おのや槍。紡ぼう錘すい形けいの顔の両側に配置された無表情な瞳が、大きく見開かれた。


    　それは二足歩行する魚類。


    「魚人がここまで来ているのかっ！」


    　即座に魚人どもが甲かつ冑ちゆうに手斧や槍、武具を打ち鳴らし問答無用の戦闘態勢に入る。向こうにしても、角を曲がったばかりで俺たちに出会った遭そう遇ぐう戦だ。


    「地下迷宮での戦闘方法を教えてやろうっ！」


    　一団と俺が咒式を起動する前に、一瞬でギギナが間合いを詰めていた。屠と竜りゆう刀とうの柄つかが伸ばされ、長大な槍となる。魚人の前列が避けようとするが、狭い通路で逃げ場がない。


    　間合いの外から、ギギナの長大な横よこ薙なぎの一いつ閃せん。魚人三体の胴体がまとめて両断。青い体液を撒まき散らしながら、三つの上半身と三つの下半身が迷宮の天井や床に吹き飛ぶ。


    　ギギナの眼前、貝や[image: ]さん瑚ごを連ねた飾りを全身にまとった魚人が、魔ま杖じよう錫しやくを掲げていた。先端には発動寸前の強きよう酸さん咒式。ギギナが刃やいばの勢いのままに体を屈かがめて、左に下方向の螺ら旋せんとなって旋回。


    　開いた空間を〈矛槍射ベリン〉によって生みだされた鋼はがねの槍が飛ひ翔しよう。魚人の眼球や喉のどを貫つらぬく。倒れてゆく魚人の咒式士が咒式を発動したため、強酸が天井に放たれ反転。自らの体を溶解させていく。悪臭と蒸気。


    　旋回から戻ってきたギギナの刃が、遠心力を乗せて放たれる。残る魚人の前ぜん衛えいが掲げる亀かめの甲こう羅らの盾たてに激突。刃は盾ごと鱗うろこ鎧と魚人の体を両断し、迷宮の壁に衝突。


    　轟ごう音おん。ギギナが反射的に背後へと返した刃が魚人の胴体に命中し、青い体液が噴出する。巨漢の魚人が苦く悶もんの声をあげた。しかし、屠と竜りゆう刀とうは胴体の半分まで達しながら、両断はできない。魚人の着込んでいた鎧よろいが分厚すぎて、力が載らない刃やいばでは切断不可能。さらに装そう甲こうの下からは斬ざん撃げきに抵抗する繊せん維いが見えた。


    　おそらく高硬度の鎧の下に、攻こう性せい咒じゆ式しき士しのようにさらにポリパラフェニレンベンゾビスオキサゾールを液えき晶しよう紡ぼう糸し化した、防ぼう刃じん繊維のザイロンを着ていやがるのだ。鉄の十倍、アラミド繊維の二倍の引っ張り強度は斬撃に対して強い抵抗を示す。鎧に防刃繊維、魚人の鱗うろこに粘ねん液えきという四重の防御層が、必殺のギギナの一撃に耐えた。


    　胴体に屠竜刀を埋うめ込まれて瀕ひん死しの状態ながらも、巨漢の魚人が大おお鎚づちを振りかぶる。振り下ろされた大鎚の先端は、巨大な巻き貝だった。岩をも砕くだく超質量の一撃は、終点で停止。


    「緩ゆるい」


    　ギギナの左の掌てのひらが受け止めていた。


    　魚人が驚きよう愕がく。自らの超質量攻撃を受け止める攻性咒式士など、見たことがなかったのだろう。一瞬の隙すきに、迷宮を照らす閃せん光こうとなった俺の雷らい撃げきが疾走。魚人の側頭部に着弾、百万ボルトルの電圧で感電。眼球が破裂し、唇くちびるのない口から沸ふつ騰とうした血液と蒸気を零こぼしながら巨体が倒れる。


    　体液と死体が落下していくのと同時に、ギギナの背後では一撃を受けた壁が崩ほう落らくしていった。壁の向こうには、闇に閉ざされた通路が続いていた。


    「また新しい道が発見されたようだな」


    　ギギナがつぶやき、俺も刃を戻す。遭そう遇ぐう戦は一呼吸もしない間に終わった。通路にはギギナの刃で両断された四つの惨殺死体と、俺の咒式による槍に貫つらぬかれ強きよう酸さんで灼やかれ、雷撃で死した二体の死し骸がいが転がる。


    「魚人はあいかわらず人類を敵視しているな」


    「この人数は威い力りよく偵てい察さつ部隊だな。数だけは多いから、昔は魚人相手に苦労したものだ」


    「思い出させるなよ。五十を越える魚人との消しよう耗もう戦はもう思い出したくない」


    　俺が嫌な思い出を振りはらうと、ギギナは大鎚を受けた左手を振っていた。


    「しかし、人間を一撃で破壊する魚人の大鎚を掌で受けとめるなど、ギギナはもう人間ではないと思うぞ？」


    「さすがに痛むが、な」ギギナが余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、手を戻す。「だが、重装甲の下に防刃繊維を着込んでいたとは予測できなかった。魚人が人類の技術を取り入れているとは初耳だ」


    「地下で屍人使いのペテルグとやりあっているうちに、覚えたのだろう」


    　振りかえると、ヤコービーが感かん嘆たんの、そしてニーニアが呆ぼう然ぜんとした顔をしていた。


    「凄すごい」


    　ヤコービーが唸うなる。


    「魚人は集団で動き、腕力に優れ、咒式も使うために〈異い貌ぼうのものども〉でも弱くはない。それがこんな一瞬で……」


    　俺は小さく笑ってみせる。ギギナが屠竜刀を肩に担かつぐ。ヤコービーがうなずく。ニーニアも、護衛としての俺たちが少しは頼れることを理解したようだ。


    「それで、どうなっている？」


    「あ、道でしたね」


    　ヤコービーが地図を再起動させる。


    「地図士から高位の攻こう性せい咒じゆ式しき士しさんたちの応援を要請していますが、大鬼トローレと魚人が討とう伐ばつされるまで両坑こう道どうの交通は不可能です」ヤコービーの指先が躍り、立体光学映像の坑道のいくつかが赤で塗りつぶされていった。「隣の第五六三坑道を右に曲がり、坂を下って第七二九坑道へ、そこからディンゴット地区に出る道が一番安全だと思われます」


    　迷宮地図士の指定で、安全な道が淡い青の光で示されていく。記憶させてから、俺は携帯を畳たたんだ。


    「助かったよ。現役の地図士と出会えてよかった」


    「いえ、先輩の実際の戦闘を見せていただいたうえに、お役に立てて光栄です」


    　ヤコービーが白い歯を見せて微ほほ笑えむ。


    「あと、こちらも仕事でしたから」


    　左手を恭うやうやしく差しだしてくるヤコービーの姿があった。


    「おまえはいい攻性咒式士になるよ」


    　俺は苦笑いをしつつ、地図士の後輩の手に銀貨一枚を放りこんでやった。ニーニアは不思議そうな顔をしていたが、これが迷宮や辺境で地図士に出会ったものの礼れい儀ぎだ。


    「それでも気をつけてください」


    　その場を去ろうとする俺に、ヤコービーが声をかける。


    「大鬼や魚人、屍し蠟ろう兵団を避けたというのに、ディンゴット地区で全滅する攻性咒式士が大量に出ていることは事実です。あそこにはなにかがあるのです」


    　若き地図士の顔に、曇どん天てんのような懸け念ねんが表われていた。


    「むしろ、魚人や大鬼どもが普段の生息地から動いたのは、なにかから逃げているのかもしれません」


    「分かっている」


    　俺は手を掲げて答える。


    　遠くで怒号と悲鳴が聞こえた。続いて金属が激突する甲かん高だかい音と、女の笑い声。爆ばく裂れつ咒式の轟ごう音おんが最後に響き、物音が絶えた。


    　ここも危険なようだ。ヤコービーはすでに背後の道へ歩きだしていた。


    「急ごう」


    　俺たちは先へと進んでいく。さらなる迷宮の奥へ。


    



    



    　ヤコービーが教えてくれた坂を下っていくと、第五階層にあるディンゴット地区に入る。


    　まだ迷宮地図士など人の手が入っていないらしく、坑道には照明が設置されていなかった。天井も壁も床も濡れたような岩盤が剝むきだしになったままだ。地下水が漏もれているらしく、足下を小さな川が流れていく。進むたびに、足音と同時に水音があがる。


    「どうして」


    　燐りん光こうに照らされた坑道に、ニーニアの唇くちびるから零こぼれた問いかけが反響した。


    「どうして男は、危険な場所に行きたがるの？」


    　俺も、そしてギギナにも答えずに足を進めるだけ。ニーニアが口にしたのは、人類が何億回も繰りかえしてきた問いと諌いさめの言葉。俺に答えはない。答える資格もない。


    　用心深く角を曲がると、靴くつ裏うらが水を踏みつけた。ギギナが光を宿した刃やいばを上げていくと、惨状の現場に到達していた。


    　ニーニアが息を呑のむ。


    　足元に広がるのは、血の泥流。源泉たる死体は酷ひどいものだった。


    　迷宮地図士の二人は、悲ひ惨さんな死体となっていた。巨大な存在に踏みつぶされたらしく、胸から肋ろつ骨こつが飛びだしていた。また別の死体は、頭部が脳のう髄ずいと頭ず蓋がい骨こつと眼球の汚きたならしい挽ひき肉にくとなっていた。死体の手は地図端末を握っていたままだった。


    　まだ動いている端末を見ると、ディンゴット地区の順路が開拓されていた。名前も知らない地図士の後輩は、死の直前まで任務に忠実だったのだ。情報を携帯に取りこみ、遺志を無意味にしないようにした。


    　奥を眺ながめる。装備が違う三人の咒じゆ式しき士したちも、無む惨ざんな死を遂とげていた。


    　人形遊びを人間でしたかのように、手足や全身の骨が折られた死体だった。光を動かすと、首から引きちぎられた三人の頭部が、積み木のように重ねられていた。


    　髭ひげ面づらに禿はげ頭あたまに長髪、それぞれの眼がん窩かから零こぼれた眼球と黒く凝固しはじめた血が、咒式士たちの無念の涙にも見えた。後輩たちの死に、俺とギギナは軽く黙もく禱とうした。


    「ウルガはいたか？」


    　俺がうながすと、ニーニアが嫌けん悪お感を堪こらえつつ死体に近寄る。女は緊張した面おも持もちで、手を挙げていく。指先は、死体の甲かつ冑ちゆうの肩口につけられた紋もん章しようを示す。


    「この紋章、ウルガが言っていた紋章みたい。組んでいる攻こう性せい咒式士さんたち、たしか〈キャスケル同盟〉の紋章よ」


    　指先は最悪の事態への予感に震えていた。ニーニアは顔を逸そらしながらも薄目で五人の死体を眺める。女は気き丈じように全員を確認していく。そして弱々しく首を振った。ウルガはいないようだ。ギギナの屠と竜りゆう刀とうが岩盤に下ろされた。視線は死者を検分していく。


    「剛ごう剣けん士しに錬成士、機き鎚づち士しまでもが殺やられている。相手は厄やつ介かいそうだ」


    　ギギナが死体の装備を一いち瞥べつし、結論づけた。


    「地図士にしても護衛であったであろう攻性咒式士にしても、装備からいって高位咒式士ではない。三から五階かい梯てい程度の咒式士たちだろうな。だがしかし、合計五人、多系統の咒式士がそろっていて全滅している。よほど強力な〈異い貌ぼうのものども〉が出現したようだ」


    　生存者を探そうと、視線を奥に向ける。青白い光に照らされて、坑こう道どうの奥まで見えてくる。血の点が坑道の奥に続いていた。俺とギギナがうなずき、血けつ痕こんを追っていく。怯おびえながらもニーニアは背後からついてくる。


    　角を曲がり、坂を下り、三さん叉さ路ろを抜け、血痕をたどって進んでいく。生存者は気力で逃走したらしい。


    　狭い坑道を抜けると、広間に出た。玄げん室しつのような四角い部屋だった。奥に血痕が続いていき、終着点には血溜まりがあった。


    　中心には、人影が膝ひざをついていた。ニーニアの手が腰の短剣を握りしめ、唇くちびるが叫びを吐きだす。


    「ウルガっ！」


    　走りだそうとするニーニアを、俺の手が止める。玄室に地震が起きていた。


    　轟ごう音おん。岩盤が砕くだける音とともに、ウルガの手前、床が破裂する。白煙のなか、一いつ対ついの巨大な物体が生はえていた。それは寸すん詰づまりの肉の塊かたまりだった。


    　警戒の声をあげようとすると、岩盤が破裂。土砂が巻きあげられ、煙えん幕まくと攻撃になる。俺が反射的に放っていた〈雷霆鞭フユル・フー〉は岩を砕くだけ。俺たちは回避に移る。


    　轟音とともに立ち上がっていく巨体。俺たちの前に、巨大な肉の壁が立ちふさがった。


    「まんまぁー」


    　俺とギギナの刃やいばの先に宿る〈螢明ネミノン〉の光に照らされ、天井や壁に巨大な影が映る。


    　巨大な存在だった。球体の頭部は軽自動車ほどの量感。支えるべき胴体も球体に近い。岩盤を摑つかむ四し肢しは、肉がはちきれんばかりに寸詰まり。全身を包む表皮は、肝かん臓ぞう疾しつ患かんのような赤黒さだった。眼球は漆しつ黒こくの空洞となって、涙の代わりに赤黒い血を流していた。尖とがった唇からも赤黒い涎よだれを垂らしている。


    「まんまぁー！」


    　喃なん語ごで叫ぶ赤子だった。四つ足をついてはいはいする赤子。ただし、全長六メルトル半、全高三メルトルという超巨大な赤子。掌てのひらと膝が踏みつける岩の床に亀き裂れつが入るほどの巨大質量だった。


    「まんまぁー！」


    　赤子が前進し、地響きがあがる。手を振り上げ、俺たちに下ろす。


    「ギギナ、斬るなっ！」


    　反応していたギギナの縦の大剣が勢いを横に変えられ、一気に後方跳躍。残影を、寸詰まりの掌が叩く。岩盤が割れ、破片が吹きあがる。眼球のない眼がん窩かのまま、赤子は首を傾かしげる。摑もうとした玩具おもちやが、自らの手に握られなかったことを理解できないらしい。


    　赤子の掌が、横に裂けていた。ギギナの斬ざん撃げきが掠かすめたのだ。巨大な掌から噴出する黒血。黒い飛沫しぶきが床の岩盤に振りまかれる。


    　眼窩と唇から零こぼれる血液が頰ほおと顎あごを伝わり、大地に零れる。岩盤に生まれた黒血の海が、アルカロイド系毒物に特有の臭気をあげる。


    「まああああああああああああああっ！」


    　絶叫。火がついたように泣き叫ぶ赤子。表面で炸さく裂れつしたトリニトロトルエンが、加速された鋼はがねの刃やいばが搔かき消されていく。俺が紡つむいでいた〈爆炸吼アイニ〉が、泣き声で阻はばまれたのだ。


    「音声式の咒じゆ式しき結界かよっ！」


    「そうか」後退しつつギギナが叫ぶ。「〈大忌子ゾイクリング〉か、厄やつ介かいなっ！」


    「おまけに体液が猛毒ということか！」


    　後退していたギギナの戦闘装束と白はく磁じの肌が、焼けただれていた。即座に横移動するも赤子の顔が追尾してくる。汎用はんよう性能の高い〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つが、先の〈爆炸吼アイニ〉と同様に無効化される。火花が煙えん幕まくになり、俺とギギナが後退する時間を稼かせいだだけだ。


    「〈異い貌ぼうのものども〉でも、よりにもよって〈大忌子〉とはね」


    「エミュレルバルクの森に棲せい息そくするという珍種が、エリダナにまで来ているとは」


    　玄げん室しつを動きながらつぶやく俺に、ギギナが返す。


    　二人とも図鑑や伝聞でしか知らないが、〈大忌子〉は目撃例も数件しかない希少種だ。巨人の亜あ種しゆの幼形成熟だともヨード類の摂取不足による甲こう状じよう腺せん異常が種族として固定したとも言われているが、詳細は不明。


    　分かっている生態は、母親を求めて彷徨さまよって見つけた相手を捕まえるが、巨きよ軀くと猛毒で殺してしまう。そしてまた新しい母親を探しもとめるという不自然なものだ。どうやって繁はん殖しよくしているのか、どういう進化系けい統とう樹じゆに位置しているのかも不明であるまさに異い形ぎよう、〈異貌のものども〉だ。


    　赤子による喃なん語ごの咆ほう吼こうが、玄室の空気を震わせる。


    　肉の塊かたまりが振られ、猛毒の血液が玄室に撒まき散らされる。悪臭が鼻び孔こうをつく。


    「巨人族の体格から繰りだされる強烈な打撃に、接近戦を拒否させる猛毒の体液」俺の唇くちびるからは苦い事実の確認。「遠えん隔かく咒式で倒そうにも、音声式の咒式無効化か」


    「迷宮探索を行うような、駆けだしの低位咒式士では歯が立たないだろうな」


    　巨大な〈大忌子〉が動く。俺とギギナは後退。異形の突進に立ちすくむニーニアをギギナが捕まえ、さらに退避。雷らい撃げき咒式を放つも、赤子が掲げた手には効果がない。突進する赤子の前に、立ち上がる人影。


    　瀕ひん死しのウルガが立ち上がり、魔ま杖じよう剣けんを掲げていた。先端に紡がれるのは咒式。しかし男の横顔は鉛なまり色だった。


    「……殺やらせるかよ、それは俺のだ」


    「ウルガっ!?」


    　ニーニアを横目で見て、ウルガは蒼白な顔を前に戻す。歩んでくる巨大質量に向かって、刃を掲げる。


    「てめえらに、俺の出世のための獲え物ものを捕られてたまるかよっ！」


    　雄お叫たけびとともに、ウルガが〈大忌子〉に向かっていく。〈大忌子〉の寸すん詰づまりの右手が振られ、ウルガが受けた剣ごと吹き飛ぶ。返される巨大な手の軌道の先にニーニアがいた。反射的に俺が前に出る。


    〈大忌子ゾイクリング〉の腕の一撃。魔ま杖じよう剣けんの峯みねに手を当てて防ぐが、体ごと俺は飛ばされる。背中と後頭部に衝しよう撃げき。玄げん室しつの壁に激突し、息が詰まる。脳のう震しん盪とうを起こして急速に暗くなる視界。


    　壁から床に落ちて、さらに顎あごを打つ。


    「ガユスっ！」


    　ギギナの声と〈大忌子〉の叫び声が遠い。


    



    



    「ガユス。来いよ」


    　俺を呼ぶ不敵な声。それは兄の、ユシスの声だった。


    「ガユス兄さん。大好き」


    　俺を呼ぶ優しい声。それは妹の、アレシエルの声だった。


    　ユシスとアレシエルとともに、俺は歩いていた。茂みを抜けて、見晴らしのいい高台に出る。故郷の街を一望できる、俺たちがお気に入りの場所だ。


    　爽さわやかな風がアレシエルの長い髪をなびかせ、ユシスが額ひたいに手をかざす。


    　尊敬する兄の傍かたわらで、俺も風に身を任せていた。俺は兄を見上げる。


    「兄さん、俺は大きくなったら兄さんのような攻こう性せい咒じゆ式しき士しになりたい」


    「そうか」


    　ユシスが俺の肩に手を当てた。俺の羨せん望ぼうを受けとめるかのようだった。触れられた肩が熱い。


    　違う。現実にはこんな優しい場面はなかった。


    「この町を出て、広い世界を見たいんだ」


    　俺が素直に言うと、ユシスの口くち許もとが微ほほ笑えみの形に綻ほころぶ。アレシエルも口に手をあてて、喜んでいた。


    　違う。現実にはこんないい時代などなかった。


    「攻性咒式士になって、どうしたいのだ？」


    　優しくユシスが問いかける。


    　違う。現実にはこのように問いかけられたことはなかった。


    　間近に見ているというのに、ユシスとアレシエルの顔が分からない。


    「それはね。攻性咒式士になったら、俺は……」


    「ガユス！」


    　雷鳴が響く。


    「起きろ、ガユス！」


    　不吉な声が世界を暗転させる。木々が眼下の街並みが、ユシスの笑顔がアレシエルの微笑みが混ぜあわされ、回転していった。


    



    



    「ガユス！　いつまで寝ている！」


    　目覚めると、岩盤の床があった。〈異い貌ぼうのものども〉の猛毒の体液に、俺が吐いた血。顔を上げると、ギギナの横顔。俺は相棒に抱えられていた。背後にはニーニアの心配そうな顔。


    　目を前に戻すと、巨大な影。〈大忌子ゾイクリング〉が玄げん室しつで破壊のかぎりを尽くしていた。床のほとんどが破壊され、瓦が礫れきが山となっている。壁に大穴が開いて、闇が覗のぞいている。黒い毒の体液が、床のあちこちでアルカロイド系毒物の臭気を放っている。


    　ギギナの手から離れて、立つ。額ひたいから流れる血を拭ぬぐい、知覚眼鏡クルークブリレの位置を直す。


    「俺はどれくらいの間で気絶していた？」


    「五秒だ」


    　傍かたわらに立つギギナも、全身に鮮血を流していた。自分の流血もあるだろうが、眼前の〈大忌子〉の毒血も混じっていた。負傷と毒に対して、治ち癒ゆ咒じゆ式しきを発動している。


    　ウルガの姿を捜すと、〈大忌子〉の背後で気絶していた。戦闘力のないニーニアと気絶していた俺を抱えて、さらにウルガに注意が向かないようにギギナは必死で引きつけていたようだ。相棒ながら、この困難な事態でよくぞ全員の無事を確保できたものだ。


    「まんまぁあああああああああああああああああああああああ」


    〈大忌子〉が前進し、振り上げていた手を下ろす。巨人の一撃が床を破壊。俺は雷らい撃げきを放ちながら後退。ギギナはニーニアを抱えて後方跳躍。二人が並ぶ。


    「行くぞ、腕力バカ」


    「失神眼め鏡がねこそ遅れるなよ」


    　俺とギギナは、一瞬の視線の交差で戦術を確認。俺は咒式結界を突破できる貫通力に優れた咒式を選択。突進とともに、〈大忌子〉の右手の薙なぎ払いが放たれる。巨大質量の下を、四足獣の姿勢のギギナが潜くぐっていく。伸び上がるのと同時に、剛剣が突きだされる。


    　尖とがった唇くちびる、歯が一本もない暗黒の口こう腔こうに鋼はがね色の刃やいばが叩きこまれる。舌や口こう蓋がいを縦に割っていくギギナの刃、弾ける猛毒の体液。〈大忌子〉の声なき絶叫が、玄室に響きわたる。


    　だが、咒式を阻そ害がいするまでにはいたらない無意味な叫び。相手の防御を封じたギギナが高速退避。入れ代わるように、俺は化学鋼こう成せい系咒式第四階位〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を発動。


    　タングステンカーバイド製の砲弾が生成、咒式力場に従って空中を疾しつ駆く。〈大忌子〉の黒々とした眼がん窩かの間、眉み間けんに着弾。


    　顔面の造ぞう作さくが中央に集まったと思える時間もなく、後頭部が破裂。


    　脳のう髄ずいが、不吉な葡ぶ萄どう色の挽き肉となって炸さく裂れつ。脳髄と血が後方の床に降りそそいでいく。大量に流れ出た体液が、床の岩盤に撒まき散らされる。猛毒の体液の凄すさまじい悪臭が鼻び孔こうをつく。


    　顔正面に四つめの穴を穿うがたれた赤子が、よろめいて後退していく。玄室の出入り口に手をかけて、倒れることを防ぐ。


    「まんまあああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    〈大忌子〉は脳のほとんどを失っても絶命しなかった。尖とがった唇は、大だい音おん声じようを響かせる。音声結界を最大限に展開。俺は思わず耳を押さえる。ニーニアは耳を押さえて床に這はう。


    　ギギナが一刀を提げて突撃するが、〈大忌子〉は玄室の奥にある出入り口に達していた。寸すん詰づまりの腕を振るい、出入り口を破壊する。壁が崩ほう落らくし、瓦が礫れきと土砂を降らせる。


    　白煙からギギナが後退。俺も並ぶ。


    「脳のほとんどを失ってもまだあれだけの力があるか。尋じん常じようではない生命力だな」


    「親の顔が見たいものだ」


    　いくら珍しく強大な〈異い貌ぼうのものども〉であろうと、到達者階級の攻こう性せい咒じゆ式しき士し二人がそろっていては敗れる道理がない。


    　俺とギギナは崩ほう壊かいした出入り口を眺ながめる。ニーニアも安心したように、立ち上がる。女の顔に雷が閃ひらめく。


    「そうだ、ウルガは!?　ウルガはどこっ!?」


    　玄室のなかでウルガの姿を捜す。ウルガが倒れていた場所には血けつ痕こんだけが残っていた。引きずられたような跡は、崩ほう落らくしてできた穴に続いていた。


    　ギギナの刃やいばと、俺の爆ばく裂れつ咒式で瓦礫の山を破は砕さいする。闇の奥には、赤黒い〈大忌子ゾイクリング〉の血と、深しん紅くのウルガの血が続いていた。


    「連れ去られたか、ウルガが逃げた方向に〈大忌子〉が逃げたか」


    「どちらにしても最悪だ」


    　焦あせるニーニアを間に挟はさみ、狭い通路を俺とギギナが進む。


    「どうしてウルガはこんな危険な場所に向かったの？」


    　女の声には、心底からの疑問。


    「どうして……」


    　血の道標を追って、通路を進み、何度も曲がり、傾斜を降り、また登っていく。点々とした床の血の跡を追って、石段を登る。


    



    



    　俺たちの足は巨大な空間に出た。遠く見上げた先にあるのは、白はく亜あの壁。建物でいうと五階ほどもありそうな高い天井には、薄紫や薄青の水晶が逆さの山脈となって下がっていた。内部が発光しているのか、青白い光が大だい伽が藍らんを照らしていた。


    　視線を下ろすと、大理石の床が広がる。美しい平面を裏切るように、なにか重いものを引きずったような巨大な溝みぞがあった。白亜の柱が並んでいたが、床と同じように傷跡が螺ら旋せん状に取り巻いていた。巨人たちの神殿であったのかもしれない。


    　視線を下ろすと、伽藍の床に立つ人影。魔ま杖じよう剣けんを掲げたウルガだった。〈大忌子〉によって負傷させられた全身から鮮血が滴したたり、白い床を汚よごしていた。


    「ウルガ……」


    　近寄っていくニーニアに従って、神殿の中央に向かう。ウルガの横顔を見ると、目は恐怖に見開かれていた。


    　ウルガの視線を追うと、神殿の中央にある瓦礫の山に〈大忌子〉が這はっていた。


    「まんま、あ……」


    　象をも越える巨体は、寸すん詰づまりの手足を痙けい攣れんさせていた。


    　破裂した赤子の頭部を咀そ嚼しやくする牙きばが止まる。赤子が倒れ、地響きがあがる。


    　現れたのは、女の顔だった。白い額ひたいに頰ほお、切れ長の瞳をした女の顔が空中に浮いていた。深しん窓そうの姫君のような美しい顔だった。女の目は黒い涙を流し、唇くちびるは黒い涎よだれを流していた。〈大忌子ゾイクリング〉と同じ猛毒の涙と唾だ液えきらしく、アルカロイド系毒物の臭気をあげている。


    　女の顔の下には、外骨格に包まれた虫のような六本の足が折りたたまれていた。女と虫の足が上昇していく。女の顔から下に続くのは、節のある長い長い胴体。節ごとの側面にそれぞれに動く短い節せつ足そく動物の歩ほ脚きやくが生はえていた。


    　全体として、百足むかでの形をしていた。顔と畳たたまれた腕がある頭部を掲げるだけで、二階の窓から見下ろすほどの巨体。支える百足の胴体は渦うずを巻き、全長十数メルトルもある。長い体は、〈大忌子〉の死し骸がいを踏みつけていた。


    「あがぢゃあああああん、わだしのあがぢゃあああああん」


    　猛毒の涙と涎を流しつつ、女の顔を持つ大百足が慟どう哭こくの悲鳴をあげる。〈異い貌ぼうのものども〉が人間の言葉を叫ぶ事例は、少しはある。しかし、眼前の光景は異様にすぎていた。


    　ウルガは動けない。俺もギギナも動けない。ニーニアにいたっては、口を開いたまま呆ほうけていた。


    「あれが親、か……？」


    「なぜ子供を殺す、んだ？」


    　問いかけつつ、俺には分かっていた。大百足の頭部に近い、折りたたまれた足が摑つかむのは卵だった。内部には〈大忌子〉を小さくしたような胎たい児じの姿が見えた。


    「瀕ひん死しの子供は、次の子供を産むための栄養にしたほうがいいという判断なのだろう」唇は皮肉な感想を漏もらした。「神秘に包まれた〈異貌のものども〉の生態系が、少しだけ解明されたというわけだ」


    「あがぢゃんころぢたあああ、ゆるさないいいいいっ」


    　姫の顔を持った大百足が、体を反転。ウルガに襲おそいかかる。青年は必死に回避する。長い体が神殿の床に激突する前に足をつく。百足は、次に長い体を動かして大回りをする。俺とギギナ、ニーニアの背後を迂う回かいしつつ這ってくる。巨大な手足が忙せわしなく動き、床を這はってくる異様な光景だった。


    「ごはんごはんんううううううううううううううううううっ」


    　節足動物の足が広げられ、捕ほ食しよく行動に移る。金属の輝きを帯びた足の一撃を、ギギナが屠と竜りゆう刀とうで受ける。ギギナの踵かかとが石床を踏み割る。ギギナの眼前、百足の先にある女の顔は、深窓の姫君のような清せい楚そさと美しさを持つ。


    　しかし、切れ長の目は下劣な食欲に爛らん々らんと光って猛毒の涙を流す。紅くれないの唇からも毒の涎を零こぼしている。生理的嫌けん悪お感を催もよおす光景だった。人間の顔をして知性がありながらも、下等生物と変わらない食欲。そして知性ゆえの敵意と殺意、さらに狂気。


    「まさに這はいずる美女、這いずり姫」


    「新種の名付け親になれて良かったな」


    　ギギナが全身の力を込めて、刃やいばを振り上げる。剛ごう力りきで突進を逸そらされ、百足むかでの長い胴体が神殿の床を這はっていく。大百足が無数の足で移動するだけで、床が砕くだかれていく。


    　後退するギギナに入れ替わり、俺は魔ま杖じよう剣けんを突きだす。全力で〈矛槍射ベリン〉を多重展開。十数本の鋼はがねの槍が放たれ、高速で這う百足の外骨格に着弾。鋼の槍が何本かは浅く刺さる。しかし、ほとんどが撥はね返される。


    「戦車なみの装そう甲こうかよっ！」


    　追撃に紡つむいでいた爆ばく裂れつ咒じゆ式しきを、効果が見込めないとして緊急停止。大百足は無数の足を動かして高速移動。俺は次の咒式を高速で紡ぎ、動きの先を予測して電でん磁じ雷らい撃げき系咒式第五階位〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を放つ。着弾。這いずるものは床で高速蛇だ行こうし、プラズマ弾は装甲の一部と床を削けずりとっただけ。


    「巨体だが、速いし、こちらの攻撃を予測しやがる。〈大忌子ゾイクリング〉より質たちが悪いぞ！」


    　ウルガが大百足を追って走っていた。俺とギギナは、ウルガを追う。


    「おまえは下がっていろ！　新米咒式士の手に負える〈異い貌ぼうのものども〉ではない！」


    「ふざけるな！　こいつも俺の獲え物ものだ！」


    　血けつ気きにはやるウルガが叫びかえす。新種を倒して報告すれば、名声が得られるということしか見えていないのだろう。神殿に突き立つ巨大な柱の間を抜けつつ、ウルガが巨大な怪物を追う。ウルガが逃げないかぎり、俺たちも退却できない。


    　走りつつ、不得手である雷撃系の〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉から、得意の〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉に咒式を変更。発射。大百足は体を[image: ]よじり、タングステンカーバイドの砲弾は床を大きく砕くだけ。


    　俺が狙った〈這いずり姫〉の頭部は、神殿の柱に摑つかまっていた。摑まったと思ったら、無数の足が高速で動く。巨大な柱に螺ら旋せん状に絡からまり、上昇していく。俺は戦車砲弾を連射し、天井へと追いつめていく。俺たちの視線も上がっていく。


    〈這いずり姫〉は大だい伽が藍らんの空中へ飛ひ翔しよう。頭部から、隣の石柱に体を巻きつけていく。今度は下向けの螺旋となって高速降下してくる。先読みして〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を発射。柱を破壊。倒壊していく柱から、〈這いずり姫〉が長い体を離し、一気に急降下。神殿の床が、倒れる石柱と大百足の急降下攻撃によって破は砕さい。俺とウルガは転がって逃げていた。


    　地上に着地した〈這いずり姫〉は、俺たちへと突撃。俺はさらに転がって回避するも、側面の歩ほ脚きやくに引っかけられたウルガが飛ばされていく。


    「ウルガっ！」


    　ニーニアの悲鳴があがるも、二人に構っていられない。轢ひき逃げしていった長い列車はまたも石柱に向かい、螺旋の上昇を開始。


    　立体の爆裂咒式なら命中するが重装甲によってほぼ無意味。かといって、プラズマや砲弾の高い破壊力がある咒式では、高速でしかも立体移動する対象の急所を捕捉できない。


    　落下に備えて、魔杖剣を上空に突き上げる。視界の端に動くものを捉えてその場から緊急跳躍。大百足の尾が寸前まで俺がいた空間を薙ないでいき、柱の側面を砕くだく。流れるように黒い塊かたまりは動いていき、俺が続けた雷らい撃げきが躱かわされる。


    「あたらないあたらない、ぎゃきゃきゃきゃきゃきゃきゃきゃきゃきゃっ」


    　高低さまざまな柱と柱の間を、高速で行き交かう大百足むかでの巨体。まるで海のなかを縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る魚のようなものだった。


    　ようやく俺にも理解できた。この神殿は〈這はいずり姫〉の餌えさ場ばなのだ。


    　天空からの落下。〈這いずり姫〉の垂直攻撃。俺は爆ばく裂れつ咒じゆ式しきを体側で発動させて緊急回避。全身の骨を軋きしませながらも、直撃を回避した。耳が痛い。目め眩まいを振りはらう。神殿の伽が藍らんに噴き上がる瓦が礫れきのなかに、飛ひ翔しようするギギナがいた。


    　ギギナは空中で回転。石柱に体を巻きつけ螺ら旋せん上昇していく大百足の胴体に着地。螺旋階段のように駆け上がっていく。


    　自らの背中の異変に気づき〈這いずり姫〉の顔が反転。後方のギギナへ美び姫きの面おも差ざしが向けられる。


    　振り返った顔の下から放たれる足と、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが激突。六本の足の連撃を、一振りで屠竜刀が弾き、火花と轟ごう音おんが散る。虫の足と刃の剣けん戟げきが交かわされる間も、胴体の螺旋上昇は止まらず、見上げる俺にしても狙いがつけられない。


    　石柱の頂上付近に到達。〈這いずり姫〉が跳ねた。空中で長い体がうねる。ギギナの刃やいばが一いつ閃せんし、節足動物の最前部にある脚が三本吹き飛ぶ。


    　顔を守る防御の幕が開いた瞬間、ギギナの刃が直進。美姫の口こう腔こうに切っ先が突きこまれる。柱から長い体が離れ、地面に落下。長い胴体と尾が落下の衝しよう撃げきで跳ねる。


    　ギギナの刃が〈這いずり姫〉の顔面を貫通し、後頭部から抜けて石床に縫ぬいつける。脳を貫通されようが〈異い貌ぼうのものども〉は絶命せず、残る三本の歩ほ脚きやくを振りかざす。ギギナが体を切り刻まれながらも刃をさらに奥へと突き刺し、固定。鮮血の尾を曳ひきながら後方へ逃げる。ギギナがいた空間を百足の尾が薙なぎ払う。


    　しかし、これで〈這いずり姫〉の動きが停止した。


    　電でん磁じ雷撃系咒式第五階位〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を発射。ようやく刃を引きぬいて半身を起こした〈這いずり姫〉の胸板に高熱のプラズマが着弾。抱えていた胎たい児じごと胸板を蒸発させて貫通。


    　美しい女の目が、口に刺さったままの屠竜刀を通して、大穴が開いた自らの胸板を見下ろす。循じゆん環かん器きや呼吸器官が収まっていたはずの胸部は消失し、穴の断面は炭化していた。


    〈這いずり姫〉の目の縁から、猛毒の涙に代わって沸ふつ騰とうした黒血が零こぼれる。屠竜刀が刺さったままの口からは煮えたぎる大量の毒血が吐きだされる。そのまま頭部は横倒しになる。続いて撥はねあげられた胴体が落下。重低音を神殿に響かせ、粉ふん塵じんをあげた。


    　俺の手が掲げていた魔ま杖じよう剣けんを下ろす。高位咒式の連続発動で機関部が熱せられ、陽炎かげろうを生んでいた。止めていた息をようやく吐きだす。


    　眼前の列車のように長大な死し骸がいの上に、ギギナが足をかけていた。〈異貌のものども〉の美女の唇くちびるに刺さっていた屠竜刀の柄つかに手をかけ、引きぬいた。


    「このようなものがいるとは、エミュレルバルクの森は愉ゆ快かいな〈異貌のものども〉が溢あふれているのだろうな」ギギナの美しい唇くちびるに、不敵で残酷な笑み。「いつか行きたいものだ」


    「絶対行かない。俺は地獄へ旅行になど絶対に行かない」


    　俺はギギナを牽けん制せいしておく。思い出して、背後を振りかえる。


    　柱が倒れ、瓦が礫れきに埋うまる神殿内部を捜す。石いし塊くれの傍かたわらに、ウルガが倒れていた。


    「ウルガっ！」


    　神殿の隅に隠れていたニーニアが姿を現す。


    〈這はいずり姫〉の死し骸がいを迂う回かいして、ニーニアが歩く。慎重な足どりで、女は婚約者に歩みよっていき、立ち止まる。


    　ニーニアがウルガの前にひざまずく。俺とギギナが横に並んでいく。死体の周囲に広がる血の海で、ウルガは絶命していることが分かる。劇的なこともなく、ただ巻きこまれて死んだ。


    　なんとも呆あつ気けない、ただの死だった。


    　俺は分かりきった言葉を投げかける。


    「すまない。俺たちの力不足ゆえにウルガは……」


    　死体の顔を見つめていたニーニアの顎あごが引かれ、悲劇を肯定した。


    　ウルガの死体には左手首から先がなく、止し血けつ帯たいが巻かれていた。婚約の腕輪は自然に落下していたのだろう。


    「ウルガ、あなたは変わっていなかったのね」


    　捨て去ったはずの懐かしい故郷、自らを育ててくれた優しい両親、ともに遊び学んだ友たち。さらには愛した女と、誓ちかいあった約束。


    　ウルガの死によってすべてが断ち切られた。永遠に、永久に。


    　迷宮に転がる死体、攻こう性せい咒じゆ式しき士しにありふれた末まつ路ろのひとつとなって。


    　死者となったウルガと、死者を眺ながめている俺。同じ道を進んだ両者を分けてしまった原因は、なんだろうか。才能に努力、環境に仲間、そして運不運。


    　すべてが違うと言えるが、たいして変わらないとも言える。


    　横たわるウルガの顔には、苦く悶もんの表情。左手を失い、地下迷宮を一人で逃げまどったのだ。そして一条の光も差しこまない暗闇のなかで、激痛と流れていく出血に耐えていたのだ。


    　仲間たちの無む惨ざんな死。追ってくる〈大忌子ゾイクリング〉の影。そして自らにも訪れる失血死。寂しく苦しい死を前にして、それでも最後に立ち上がったのだ。


    　だが、ニーニアの瞳に浮かぶのは哀しみや憐れん憫びんの色ではなかった。


    「ウルガ、あなたは最さい期ごまで自分の夢しか見えていなかった」


    　ひざまずくニーニアの唇には、歪ゆがんだ笑みが刻まれていた。震えるような笑みだった。


    「一人前の攻性咒式士になると言ったのはいいけれど、残された私が、故郷が、どんなことになっていたか知っていた？」


    　嬉うれしくて笑うのではない。人は辛つらく悲しくても笑えるという、ニーニアの顔だった。


    「あなたが叶わない夢を追いかけている間に、あなたの両親は病気と老ろう齢れいで死んだわ。私も両親の借金のために高利貸しに嫁とつぐことが決まった。今どき身売りに近い結婚なんて、はっ、自分のことでなかったら大笑いしていたわ！」


    　ニーニアの唇くちびるからは一人語りが漏もれ、坑こう道どうの床に、ウルガの死体へと落ちていった。


    「あなたが待ってくれと言ったから待った結果がこれよ」


    　抜きはなたれたのは、闇にも鈍い銀色に輝く短剣。


    「ここに来たのはね、あなたの胸に短剣を突き立てるためよ。私に苦く渋じゆうの人生を歩ませたあなたを、青あお臭くさい思い出を、この手で殺すため」


    　短剣の柄つかに左手が添えられ、両手で握りこまれる。


    「さようならウルガ！」


    　刃やいばが降り下ろされる。刃が突き立った。ウルガの死体の傍かたわらにある床に。それは墓標なのだろう。


    「……さようなら」


    　ニーニアはもう一度別れの言葉を告げた。俺もギギナもかけるべき言葉がなかった。地下神殿の大だい伽が藍らんに、静寂が満ちていた。


    　手で膝ひざを払って、ニーニアが立ち上がった。女の顔には、憎しみも涙も後悔もなかった。ただ本当に決着をつけたという清すが々すがしさがあった。


    「いいのか？」


    「ええ。用事はすべて済みました」


    　ニーニアが静かに答えた。


    「死体も回収しないでください」


    　俺が理解できないでいると、ニーニアが寂しく微ほほ笑えむ。


    「ここが彼には、ウルガにはお似合いだから」


    　地下迷宮街で夢見た男は死に、女は去っていく。地下神殿にニーニアの寂しい足音が響き、入ってきた闇に立つ。俺たちもニーニアの背に続いて帰き途とにつく。


    



    



    　エリダナのビルたちが描く地平線に、夕日が落ちていく。


    　地上に戻った俺たちは、エリダナの街を見下ろす十階建てのビルの上に立っていた。


    　ニーニアが故郷に帰る前に、エリダナの全景を眺ながめたいと言ったのだ。


    　錆さびた手て摺すりを両手で摑つかんで、ニーニアは街を見下ろしていた。


    「ウルガが死んでも、街は平然としているのね」


    「そうだな」


    　大通りには遊泳魚の群れのように、一いつ時ときも休むことなく車が行き交かっていた。街角では仕事帰りの勤め人たちが家いえ路じを急ぎ、学校帰りの子供たちが笑いあっていた。


    　遠くから聞こえる爆音は、どこかの攻こう性せい咒じゆ式しき士したちがいつものように争っているのだろう。


    　天から地平線の彼方かなたへと、夕日は緩かん慢まんに落下していく。赤光がすべての光景を想いを、生を死を染めていく。追いかけていく夜の帳とばりが、藍あい色と群ぐん青じよう色の支配地を広げていっていた。


    「ウルガを夢と野望ごと呑のみこみ、無む惨ざんに殺した、汚きたならしい街のくせに！」


    　ニーニアの息が呑みこまれた。嚙かみしめられた唇くちびる。ニーニアはようやく激情を絞しぼりだした。


    「……どうして、街はこんなにも美しいのかしらね」


    「ああ」


    　俺は間が抜けた応えを返すしかなかった。


    　エリダナの街は、日々変化していき、そして悠ゆう久きゆうの歴史の流れのなかでなにも変わらない。


    　性しよう悪わる女のように誰を拒むことなく受け入れる。人もアルリアン人もランドック人もドラッケン族もノルグム人もヤニャ人もモルード人も、そして〈異い貌ぼうのものども〉でさえも受け入れる。


    　しかし、受け入れたように見えて、実は何者をも許してはいない。弱く貧しいものは容よう赦しやなく街の大おお顎あごに囚とらわれ、ウルガのように飲みこまれていく。


    　俺やギギナであっても、エリダナの街に受け入れられたなどと思ってはいない。


    　無む慈じ悲ひで残ざん酷こくで、人々の血と汗と涙を糧かてにする街。


    　だが、だからこそ、エリダナの街は美しく見えるのだろう。


    　何億回も繰りかえされた「なぜ行くのか？」という問いと諌いさめの言葉。


    　しかしそれは無意味だ。傍ぼう観かん者しやでいるかぎり、世界の隅っこで縮こまっているかぎり、我らは我らの姿を確認できない。なにをしたいのか、なにになりたいのか俺たちには分からない。


    　男であろうと女であろうと、あいまいな生に我慢できない人間がいる。そんな俺たちは、長い長い夢の途中で、エリダナという迷宮に囚われているのだろう。いつかの「攻こう性せい咒じゆ式しき士しになったら」という仮想の問いへの答えは、そこにある。


    　夕日から夜景へと緩ゆるやかに装いを変えていく街。ビルや家庭の人工の照明が、燎りよう原げんの百万の火であるかのように灯ともっていった。


    　そこには百万の人が住み、百万の笑みで笑いあい、百万種類もの夢が宿っているのだろう。


    　街の灯を反射する銀の腕輪。女の手が、ウルガの遺品を夕暮れと夜空の狭はざ間まに掲げていた。


    　ニーニアとウルガの腕輪が組みあわされ、帯と鎖による本来の二重の環わの姿を表わしていた。


    「いいのか？」


    「いいの」


    　ニーニアが答えた。


    「さよならウルガ。エリダナの街に食われて死んだ、私の愛いとしい人」


    　ニーニアが腕輪を投げすてた。銀の腕輪が夕日と街の灯に反射して、エリダナの川へと落ちていった。


    　銀の腕輪は、もう二度と分かたれることはなく、


    　そして誰にも捜されることはないだろう。


    　それでも、今日も明日も、これからもずっと。


    　エリダナの街は、誰かの夢と命を喰らって、輝いていく。

  


  
    [image: ]

  


  
    　窓から見えた夏の空は、突きぬけるように青い。日射しも青い炎のように暑かった。


    　青空を青春の象徴だと言った、頭の悪い詩人は死ねばいい。


    　窓枠で切りとられた四角い青空から、屋内に目を戻す。デルーセル予備校の三階の廊ろう下かを歩く。出しゆつ席せき簿ぼと講義内容を詰めた板のように薄い端末が、左手で揺れる。


    　樹じゆ脂し製の廊下に響く足音も、生徒たちの声や物音に搔かき消された。


    「センセが早く来ている」


    「めっずらし～」


    　返事代わりに挙げた自らの手に気づき、苦笑いが漏もれた。


    　副業でしている予備校だか塾だかの講師も、なんだか似合いすぎてきたようだ。


    　廊下を歩いていく。左腕に熱。絡からまってくる腕。


    「センセ、元気？」


    　テュラスが笑顔で俺に寄りそってくる。俺は左腕が極きめられる前に引きぬく。追いすがるテュラスの腕を反転して回避。廊下の壁を背にして死角をなくす。


    「おまえ、俺の腕に絡まる技術がどんどん高度化していないか？」


    「素直な愛情表現ですよ」掲げた両手の先で指を開閉させ、少女が微ほほ笑えむ。「最近は捕ほ縛ばく術の道場に通っていますけど」


    　武道の[image: ]始者も、まさか少女が俺に絡むために習われる日が来るとは思わなかっただろう。


    「では放課後～」


    　テュラスは去っていく。生徒たちに混じって、すぐに姿が見えなくなった。


    　過か酷こくな世界に直面する攻こう性せい咒じゆ式しき士しより、こんな平凡な仕事のほうが俺の性しように合っているのかもしれない。たまに夢想するが、弱気の証明だと頭を振って追いはらう。


    　廊下の端に生徒の一人がいた。開けはなたれた廊下の窓に肘ひじを乗せ、外を眺ながめていた。横顔はたしかノエスとかいう男子生徒だった。


    　憂ゆう鬱うつと億おつ劫くうさが混じった茶色の瞳は、夏の街を睨にらみつけていた。


    　講義室に向かう俺の姿が、ノエスの視界の端にとまったようだ。やはり億劫な動作で、ノエスは講義室の扉に向かっていく。


    　俺の爪つま先さきが講義室に入ると、空調の冷えた空気が身を包む。講義室内には、いつものように波のように連なった席が並ぶ。三十人ほどの生徒がそれぞれ机や椅い子すに座り、話したりじゃれあったりしていた。


    　俺が受けもっているのは、進学希望の高等学院の生徒と浪人生。今は前者のほうの講義になる。すでに夏休みのため、学生服ではなく私服で溢あふれている。雑誌を開いている男子生徒や、窓際で念入りに化け粧しようをしている女子生徒も見受けられる。


    　予よ鈴れいの前に講義を始めるほど、俺も勤勉ではなかった。後ろ手に扉を閉めて、教卓に向かう。端末を机の上に置く。講義室の喧けん騒そうを見回すと、最前列の席に座っていた女生徒と目が合った。


    　綺き麗れいな藍あい色の瞳。ハリーチェとかいう女生徒は、街で男を誘うように片目を閉じてみせた。登校日だったのか、自らの魅力を引き立たせることが分かっているのか、ハリーチェは白いシャツという学校の夏服姿のままだった。


    　シャツの襟えり元もとは大きく開けられ、豊かな双そう丘きゆうの上部が覗のぞく。暑しよ気きを鬱うつ陶とうしがって手で胸元を仰あおぐたびにシャツが揺らぎ、白い柔やわ肌はだが夏の雷のように閃ひらめく。若いのに雰ふん囲い気きがある娘だ。もう少しすれば、彼女を巡って男たちの争奪戦が始まるだろう。


    「ガユス先生、講義用の問題を複写しておきました！」


    　ハリーチェと俺の視線の間に、声と体が割りこんできた。


    　もう一人、清せい楚そな薄青の服を着ている女生徒だった。ソカヤとかいう女生徒で、こちらは自らを引き締めるために制服を着用しているのだろう。少女の手にあった紙の束が、教卓に叩きつけられるように置かれた。


    「助かるね、学級委員」


    「学校でもやっていますから」無愛想な顔でソカヤが続けた。「そろそろ開始の時間ですよ、ガユス先生」


    　控えめな予よ鈴れいが講義室内に響いていく。生徒たちが席についていった。


    「べつに俺は先生ではないよ。単なる講師だし。で、どうしていつもそんなに無愛想なんだ？」


    「愛想よくする必要があるのですか？」


    「世間では、それを人間関係を円えん滑かつにするための潤じゆん滑かつ油ゆだとか言っているね。ソカヤも微ほほ笑えんでみれば男たちが放っておかない」そこで意味深に言葉を切った。「俺も君と間違ってしまうかもね」


    「真ま面じ目めにしてください」


    　ソカヤの眉まゆが顰ひそめられた。頰ほおを染めると思ったら、年ごろの女の子の優等生には、性的なことを仄ほのめかすものは冗談としても不ふ愉ゆ快かいなだけらしい。


    　後頭部でまとめられた髪を翻ひるがえして、少女は席に向かっていった。荒々しい足どりで抜けていくソカヤを、ハリーチェが冷笑の笑みで見送った。俺の横にテュラスが立っていた。


    「センセ、浮気はダメですよ？」


    　声は怖かった。


    「だから俺の本命はジヴーニャだろうが」


    　そこで本鈴が鳴った。テュラスはハリーチェやソカヤに威い嚇かくの目を向けつつ、おとなしく席に戻っていく。軽く息を吐いて、俺は気持ちを切り替える。


    「えー、じゃあ今日も講義のようなものをはじめるよ～」


    　俺のやる気のない声が、開始の合図となった。


    



    



    「……というわけで、これが量子定数に干かん渉しようする相手の咒じゆ式しき自体にさらに干渉する、数すう法ほう咒式士の阻そ害がい咒式、または咒式干渉結界の特殊な一例だ。実戦で可能にするのは高位の〈異い貌ぼうのものども〉か超高位の咒式士くらいのものだが、時間をかけるか大人数で成立させることも可能だ。企業では、よく大型咒じゆ式しき装置の緊急停止に使われる」


    　長々と続いた論を締めくくる。知覚眼鏡クルークブリレを指先で押し上げ、講義室を見渡す。


    　講義室の机に並んだ生徒たちの顔。聡さとい生徒は理解しているようだが、半分ほどの生徒の瞳には疑問符が並んでいた。


    　テュラスと目があった。もちろん理解しているといった顔をしている。テュラスが右手を挙げていき、口の前で止める。指先で自らの唇くちびるに触れ、俺に投げてくる。


    　無視。テュラスが怒りをこめた視線を向けてくるが、返してやる道理も義務もない。


    　歩きつつ、全体の理解度を確かめる必要がある。


    「この問題は、そうだな、今は七月三十日の一時だからフルフラムに説明して……」


    　フルフラムだけは、机に突っ伏して寝ていた。「起きなさいよ、フルフラム」と左に座るソカヤが声をあげる。俺は小さく息を吐く。


    「起こさなくていいよ」


    「いいんですか？」


    「俺は注意などしないよ。ここは親切な義務教育の場ではない。疲労したまま起きていることも、寝ていて遅れることも本人が自由に決めていい」


    　右に座る気き丈じようなセイリーンが肘ひじで、フルフラムをつついて遊んでいた。


    　机から頭を起こすフルフラムをあえて無視し、授業を続ける。


    「理解するために咒式の基礎中の基礎、理論のおさらいに戻って考えるといい」


    　講義用の端末を操作し、立体光学映像を浮かびあがらせる。光の文字で描かれた年表と数字が示された。教卓の上の映像を、生徒たちにも見えるように拡大。咒式史の初期に焦点を合わせる。


    「六・六二六〇六八九六三×十の負の三十四乗（Ｊ・ｓ）と定義されていた作用量子定数ｈを操作し、局所的に変移させることが可能なら、Δｑ・σｐ+Δｐ・σｑ+Δｐ・Δｑ[image: ]ｈ/（ππ）により、熱量の不確定性は時間の不確定性に反比例する。これがイプラット研究室による咒式の基礎理論だ」


    　指の操作で、年表の次の数字を呼びだしていく。


    　今さら基本すぎて、生徒たちも退屈そうにしている。学習用や私用の魔ま杖じよう短たん剣けんをいじっている男子生徒や、携帯画面を見ている女生徒もいる。理解している生徒の側であるソカヤが、真ま面じ目めに聞いているのが健けな気げだね。


    「前ぜん戯ぎは丁てい寧ねいにということで続ける」


    　ソカヤの眉まゆ毛げに潔けつ癖ぺき性しようであるがゆえの不ふ愉ゆ快かいさが浮かぶ。気にせず続ける。


    「光速ｃは約二九九七九二四五八、重力定数Ｇは約六六七・三×十の負ふの十一乗、電子の質量Ｍｅは約九・一〇九三八一八八×十の負の三十一乗。これら永遠不変と思われた物理定数も、実は変動することがあるとされる。そこにつけこむことが咒式原理のひとつ、第二ディシャンネル理論だ」


    　俺は年表から外れた場所を呼びだす。表われたのは、激しく動く粒とも波ともつかぬ映像。荷か電でん粒りゆう子しを分かりやすく視覚化したものだ。


    「α＝四πεοｈｃ分のｅの二乗、この場合のｈは特別に作用量子定数を二πで割った定数を使っているが、微細構造定数として知られるものからも、この理論は補強される。まずは真空中の荷電粒子の振るまい、つまりεοを含む電でん磁じ相互作用ｅに関して、相対的な性質ｃと量子論的な性質ｈを関連づけている定数αは、約一三七・〇三五九九九七六分の一の値を持つと証明されている」


    　映像に微細構造定数、αの値が付け加えられる。


    「そこで、αの値が今より小さくなればどうなるか？」


    　原子を表示し、いわゆるαの値を下げていく。


    「男女関係に変換するなら、定数αは二人の間にある恋愛感情みたいなものだな」


    　講義室のそこかしこで小さな苦笑が漏もれる。例がくだらなくても耳に届けばいい。


    　原子を表示し、αの値を下げて電脳空間上で仮想実験を開始する。


    「こうなると、原子からなる固体密度が低下し、分子結合が今よりももっと低い温度で断たれ、元素周期表における安定した元素が増える。逆にαの値が大きくなれば、原子核内の陽子間に作用している電気的な反発力が、核子を結合させている〈強い力〉を上回り、原子核は存在できなくなる」


    　映像の原子が沈滞し、また破裂する。


    「愛情が消え失うせた倦けん怠たい期きの夫婦と、愛情が強すぎてついには殺しあいになってしまう恋人たち、冷めすぎても熱しすぎても上う手まくいかない男女関係のようなものだ」解説はしておこうか。「ま、図にしても言葉にしても、分かりやすくするための比ひ[image: ]ゆにすぎない。現実に引きよせれば、無味乾燥な咒じゆ式しき理論にも、興味が出たり、理解もしやすくなったりするだろう？」


    　ソカヤが横を向いて小さくつぶやく。


    「逆に分かりにくいです」


    「あ、そ」


    　気を取りなおして、俺は生徒に呼びかける。


    「さて問題。たとえば先ほどのαの値が〇・一まで増大、男女関係で言うと互いの愛情が強くなればどうなる？　先ほどの映像にあったように原子の一例を出して、説明してみてくれ」


    　右手の人差し指を回転させ、寝起きの欠伸あくびをしていたフルフラムを指名する。


    　眼め鏡がねの奥で、フルフラムの目が見開かれる。宝珠で作った演算式が必死に計算しているのだろう。やがてフルフラムの唇くちびるがおずおずと答えを述べていく。


    「えと、その。あれですよ。一例として、炭素の原子核は四方八方に分裂し、核かく融ゆう合ごうが起こらない。男女関係で言うと、意見が衝突して喧けん嘩か別れをしちゃう感じかな？」


    「正解。いきなり指名されたにしては、早い答えだ。たとえは俺と同じくらい下手だけど、即答できたことは褒ほめてやる」


    　唇に薄い笑みを浮かべてやると、フルフラムの緊張も弛し緩かんした。褒めて伸ばすのが俺の方針だ。熱血指導で妙な軋あつ轢れきを生むほど、俺に熱意はない。


    「ついでに、核かく融ゆう合ごうが起こらなくなることには捕足があって、α以外の定数、たとえば電子と陽子の質量比がαの変化を補うように変わった場合には、そのかぎりではない」そこで軽く落としておく。「二人の関係が悪くなろうと、子供がいたり財産分与の問題があったりして続いてしまう男女関係もあることに近いかな」


    「近くないです」


    　ソカヤが俺にだけ聞こえるように、小声で反論していた。俺は答えを告げる。


    「最初の咒じゆ式しきを無効化するという命題や、咒式干かん渉しよう結界の原理に戻ろう」


    　定義から考える。


    「咒式とは、真空から素そ粒りゆう子しを拾ってきて、組みたてることで物質を生みだしている。素粒子から組みたてられる原子の構造は、微細構造定数の制約を受けている。それゆえに相手の咒式自体に干かん渉しようして余分な素粒子を足してしまうと、原子構造が保てなくなって素粒子へと分解されてしまう」


    　映像の組そ成せい式しきの文字と数字の鎖が、鎖の輪が解かれたように崩ほう壊かいしていった。


    「錬れん成せいされた物質が、数すう法ほう咒式士によって消されてしまう原因のひとつがこの仕組みだ。前ぜん衛えいの咒式剣士は剣に咒力という乱数を乗せて阻そ害がいしている。これらの方法は特定の咒式を強引に無効化することに向いている」またも比ひ[image: ]ゆを続けておこう。「前者は咒式という恋こい文ぶみの内容を書き替えて無意味な文章にし、後者は恋文を破って届かなかったことにするようなものだ」


    　さらに補足が必要だろう。


    「対ついとして、確率操作によって微細構造定数を増大させた空間を作りだし、侵入してきた物体を分解する咒式干渉結界という無効化方法もある」指先で輪を自らの周囲を囲ってみせる。「原理的に阻害する力は弱くなるはずだが、全方位展開が可能だ。超高位の咒式士や竜、禍まがつ式しきなどが使ってくると、崩くずすことがまず一苦労になる。たとえで言うと、美女には程度の低い男では恋文を出させない雰ふん囲い気きがあるのに似ているかもしれないな」


    　生徒たちにも、各種物理定数の操作の重要性と基礎理論が飲みこめてきたらしい。


    「ついでに、咒式士の現場ではもっと早く答えを導きだす。そうでなければ、俺のような冴さえない攻こう性せい咒式士になるよ」


    　笑いが起こるかと思ったら、静まった。教師や講師が言うような、つまらない年寄りの笑いに、年ごろの生徒が笑うわけがない。


    「おいおい、少しは『そんなことないよ。立派ですよ』とか言ってほしいものだけどね。それが大人の社交術というもので、こちらのほうが実社会ではよほど役に立つ。うお、俺って今、少しだけ人生の先輩っぽいことを言っていないか？」


    　ようやく失笑みたいなものが講義室に発生した。生徒が笑う対象は、教師の失敗くらいなものだ。


    「はいはい静まれ、動物さんたち。先ほどの理論を少しだけ補足しておくからな」


    　立体光学映像のαの値を増大させてみせる。


    「レニウムからオスミウムへのベータ崩壊がαの値が変化する影響を受けやすい。また、天体観測から、六十億から百二十億年ほどで、このαの値は千万分の六ほど変化しているともされる。最初に言ったように、物理定数であっても永久不変ではないのかもしれない」


    　おまけに一言を足しておこう。


    「強引に敷ふ衍えんすれば、少しとはいえ世の中は変わっていき、いつまでも過去の常識が通用するわけではないのだろう。この世界を、激しく変化させたのが咒じゆ式しきで、あと勇気とか愛とかそこらへんもがんばって変化させたような気がしないでもない」


    　最後の言葉は私的な感想だが。


    　再びテュラスと目があった。またもテュラスが両手を挙げていき、口の前で止める。両手の指先で自らの唇くちびるに触れ、俺に投げてくる。無視。


    「おまえたちの学習意欲を引きだす、高僧のような徳とくの高いお話は、これでおしまい」


    「意欲なんか出ないよ」「失格講師～」という生徒たちの軽い非難の声が、むしろ心ここ地ちよい。


    　雑然としはじめた講義室に被かぶさるように、電子合成の鐘の音色。


    「あと、次の模試の申しこみと課題提出も早めにしておいてくれよ」


    　生徒たちがそれぞれ机の上で弁当を広げ、また外出していく。講義室の出入り口では、フルフラムが、セイリーンに蹴けられていた。慎重なフルフラムが、気が強く男おとこ勝まさりのセイリーンの癇かんに触ることを言ったのだろう。


    　講義室を出ようとする俺のもとには、何人かの生徒が駆けよってくる。


    「ガユっちセンセ、模試の申し込みをするから用紙くれ～」「あとの授業はないとしたら、風ふう俗ぞくにでも行くの？」「昼御飯は食べないの？」「なんか昔の俳優でセンセと似た人を見たけど、親しん戚せきか先祖なわけ？」「彼女よりあたしと遊ばないか？」


    　四方から浴びせられる少年少女の言葉に、俺は辟へき易えきする。


    「用紙は事務局にあるよ」「帰宅して本業の書類整理です。風俗は最近行きません。恋人がいて金がないから」「これから仕事だから、食事は向こうで済ます」「ラグマノフのことか？　親戚でも先祖でもないし似てもいない。とくに人生が」「男言葉の女には萌もえないし、遊ばない」とそれぞれ返答。


    　講義室の出入り口へと向かって足を進めた。テュラスが寄ってきた。


    「どうして愛情の合図を二回も無視するんですか？」


    「応えるわけがないだろうが」


    　テュラスを無視して講義室から出る。


    



    



    　後ろ手に扉を閉め、生徒の追撃を遮しや断だんする。扉から零こぼれる講義室の雑音が、間延びした音となって廊ろう下かに響く。


    　扉に背を預けて、音を殺した深呼吸をする。


    　幾度か繰りかえして、やっと動どう悸きが収まっていった。


    　子供、とくに少女を見ると胸が搔かきむしられるように痛む日々があった。今でもたまに襲おそわれる激しい後悔と悲しみ。


    　予備校の講師を辞めようとも思ったが、俺は続けていた。


    　磨ま滅めつでも贖しよく罪ざいでもない。日常に劇的な逆転はなく、ただただマヌケに続いていくのだ。それでも俺は、イエッガと名乗った少年に、妹のアレシエルにしてやれなかったなにかを、誰かにしてやるべきなのだ。なんとも浅ましい心の動きだと自覚はしている。


    　だがしかし、食いしばった歯や胸の痛みを置換してのみ、人は人を愛し、優しくできるとも俺は思っている。そうでなければ、苦痛は不条理なままでしかない。


    　気分を切り替えよう。明日はジヴと会う約束があった。鶏とり料理にする約束だが、久しぶりに手が込んだものを作りたい。


    「少しよろしいでしょうか？」


    　廊ろう下かに谺こだまする柔らかな声。経営者のメネケアが眠たげな瞼まぶたをして、こちらに向かってきていた。気持ちを切り替えて、上司の呼びかけに応じる。


    　小太りのメネケアは汗を搔かきながら、俺の前に立つ。ノルグム人が携帯を掲げる。


    「ガユスさんも携帯を起動させてください。ある生徒のことで相談したいことがありまして」


    　携帯咒信機を取りだすと、メネケアが情報を転送してきた。立体光学映像で描かれたのは、弛し緩かんした頰ほおに眼め鏡がねをかけた少年の姿だった。


    「私が受けもっている生徒、でしょうか？」


    「前任者から引き継いだあなたが見覚えもないのは仕方ないことです。直接会ったことはないはずですからね」


    「彼がなにか問題を？　おとなしそうな生徒ですが？」


    「ゴートレックさんという生徒です、ここに二回だけ来て、以降の出席がなく連絡も途絶えています」


    「それで、個人情報の下に地図があるのはなぜです？」


    　メネケアが苦笑する。


    「実はガユスさんに彼の家庭訪問をしてほしいのですよ」


    「塾や予備校が家庭訪問ですか？」


    　厄やつ介かいごとを全力で回避したい気持ちを隠し、疑念だけを声に乗せた。


    「ゴートレックさんのご家族に連絡はしてみたのですが、言葉を濁にごすばかりです。二回目には通話拒否までされました。どうやら、本人は家族と同居をしていないようなのです。別居先にいたっては、電話も電子文書も通じません。手紙で安否を尋ねたのですが、いまだに返答はいっさいありません」


    　俺は黙って聞いていた。頭の内部では、早く帰って書類を片付けて寝ることしか考えていなかった。メネケアは続ける。


    「私はゴートレックさんが通っている学校、マディッソ高等学院のほうに問いあわせてみたのですよ」そこでメネケアが声量を下げた。「すると、学校のほうにも一年前から通っていないということでした。どうやら、学校でちょっとした問題が起こって、登校拒否をしているようなのです」


    「問題とは、また迂う遠えんな話しかたですね」


    　俺はあまり考えないようにした。


    「学費が払われ、退学手続が取られないかぎり、生徒は生徒です」


    　メネケアの目に哀しげな色が射しこむ。


    「しかし、これでゴートレックさんが別居先の自宅で亡くなっていたらどうなるか、学校は危機管理に鈍感でしょうが、私たちのような民間企業はそうはいかないのですよ」


    　上司は眠そうな瞼まぶたで俺を見つめ、黙りこむ。仕方なく俺がその先を言う。


    「生徒が亡くなっていたら、どんなに関係がないと主張しても所属していた場所の評判が下がる。それで予備校としては早めに調べておきたい、ということですかね？」


    　メネケアは優等生の回答を見る教師のような笑みを浮かべた。どうやら、俺のことを少しは使える人間だと判断したようだ。


    　ようするに受講料は払ってもらいたいが、ゴートレックが危ないようなら退学手続をとるための判断情報を欲しているのだ。


    　メネケアは悪人ではない。ただ通常の経営者として、不ふ良りよう債さい権けんを切り離すようなものだ。


    



    



    　廊ろう下かを抜けて、非常階段を下りる。扉から駐車場に出る。


    　樹じゆ脂し製の屋根の下で、講師や一部生徒の車や単車、自転車が並んでいる。金属の乗り物たちは、夏の暑さに耐えるかのように沈黙している。


    　駐車場の出入り口、日陰になったコンクリ床で犬が寝そべっていた。白い毛皮に覆おおわれた腹が呼吸で波うっているのが見えた。


    　俺が近づくと、犬の三角の耳が立った。俺の姿を発見して、犬の顔が向けられた。一声吠ほえて挨あい拶さつしてくる。


    「番犬ならちゃんと立ち上がって吠えろよ、バーゼルフォン三世」


    　屈かがんで犬の喉のどを撫なでる。番犬は瞳を閉じ、俺にされるがままになっている。


    「主人であるメネケアの職場についてきているのはいいけどさ」俺はさらに喉を撫でる。「バーゼルフォン三世、自分では駐車場の番犬のつもりらしいが、実態は人ひと懐なつこい老犬にしかなっていないぞ？」


    　分かっているのかいないのか、バーゼルフォン三世は舌を出して喜んでいる。


    「たとえ侵入者が来ても、寝ころがって吠えるようなめんどくさがり犬で、なにを守っているつもりだ？」


    　苦笑する俺に撫でられるのがよほど気持ちいいのか、仰あお向むけになって、腹を撫でろと催促してくる。


    　視線を動かすと、俺の右手に人影があった。建物の裏口に設置された三段ほどの階段に、生徒が座っていた。ノエスだった。


    　少年の唇くちびるには煙草たばこが咥くわえられていた。奇妙な出会い。向こうも気まずそうだった。


    「犬、好きなんですか？」


    　先に口を開いたのはノエスだった。


    「好きだよ」俺はバーゼルフォン三世を撫なでつつ、言葉を投げた。「動物と遊んでいるといい人間に見えるし、なにより女受けがいい」


    「あなたらしい。それで、こちらは注意しないんですか？」


    　苦笑したノエスが右手を掲げ、紫し煙えんをあげる煙草を示してみせる。俺の腕には、犬の暑苦しい毛皮がまとわりついていた。


    「生きていると意味もなく苦しいってやつの気晴らしだろう？　安心しろ、それは思春期病だし、ついでに言うと一生ものだ」


    　少年が唇に咥えた煙草から、灰が落ちた。


    「あなたの授業のように、意味がない言葉ですね」


    「たかが言葉が、なにかの解決を呼ぶことなんてないよ」


    　そう、言葉は音波や文字の連なりでしかない。攻こう性せい咒じゆ式しき士しの仕事で、俺は嫌というほど味わってきた。言葉が示すもの、そして痛みのなかで理解するしかなかった。


    　濡れた黒こく曜よう石せきのような犬の瞳が俺を見上げてくる。悲哀に満ちた瞳。


    「バーゼルフォン三世よ、俺の腕に嚙かみつきながら見つめられても、まったくかわいくないぞ？」


    　犬も俺と遊ぶのに飽あきたらしく、腕から歯を離してくれた。白い毛皮を億おつ劫くうそうに揺らせて歩く。日陰のコンクリ床にある冷たい場所を見つけ、四し肢しを畳たたんで寝転がる。


    　ノエスを放置し、俺は自らの単車に向かう。


    「そうだ」単車に跨またがりつつ、振りかえる。「おまえ、ナテンド通りがどこか知っているか？」


    「いちおう学区内で通学路ですが、ナテンド通りになにか用があるのですか？」


    「家庭訪問だよ。ゴートレックとかいう生徒が予備校に迷惑かけていないかどうか、俺に見てこいというありがたい命令があったのさ」


    　煙草を喫すいおわり、ノエスが立ち上がった。指につままれていた煙草が、駐車場の奥へと投げすてられた。


    「ああ、では案内しますよ」


    「親切だな」


    「いえ、単にゴートレックはオレと同じマディッソ高等学院で同じ学級ですからね。わりと笑える偶然ですよ」


    　ノエスが侮ぶ蔑べつを含んだ笑みを浮かべる。


    　駐車場の片隅に寝そべる犬の瞳が、俺を見つめた。そして、また興味を失ったように瞼まぶたを閉じた。


    



    



    　七十八年型セルトゥラの喘ぜん鳴めいのような駆く動どう音おんを止め、路上に停める。俺の隣となりには、ノエスの単車であるワイオンＳ四〇〇が停まる。


    　単車から降りて、周囲を見渡す。ノエスが指で示す。低層住宅の間、ゴートレックの現住所は入り組んだアパートの奥らしい。


    「おまえはワイオンＳ四〇〇、ゴートレックは一人暮らし。学生は優雅なものだな」


    　肩を竦すくめるノエスとともに、アパートの敷地内に入っていく。


    　隣の住宅の間に壁が作られており、薄暗いコンクリの通路が続いていく。通路に沿った右側に貧相な板張りの扉が六つ並んでいる。錆さびついた階段が二階の渡り廊ろう下かにつながり、同じように貧相な六つの扉が並んでいた。


    　計十二世帯が住んでいるはずなのに、物音すらしない。歩いていくと、三つ目の扉には「金を返さない人間は犯罪者である！」とか「炭坑に連れていってでも返させる！」とか、仕事熱心な金融業者の貼り紙があった。いらない親切だが、デュピュイ率ひきいる三旗会の闇やみ金きんに借りていないことを祈るばかりだ。


    「そこだよ。そこがゴートレックの家だ」


    　ノエスが顎あごで示したのは、一番奥、六つ目の扉がゴートレックの住居だった。扉の錆びた塗料が剝はがれ、表札もない。ノエスが無ぶ遠えん慮りよに呼び鈴を鳴らす。無音だった。


    「壊れているのか？」


    「室内にはいるようだけどな」


    　俺は指で電力計を示す。内部で盛んに電力消費がなされていることを示して、針は激しく動いていた。傍かたわらに立つノエスは不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。


    　相手は呼び鈴の電力を落としている。仕方なく俺は扉を遠えん慮りよがちに叩く。返事はない。


    「おーい、ゴートレックよ。会ったことは一度もないが、俺は予備校のほうの講師のガユスというものだ」扉を軽く叩きつつ、さらに呼びかけてみる。「予備校側が生きているかどうかだけでも教えてほしいそうだ。死んでいるなら返事してくれ」


    　呼びかけを止めて、返事を待ってみる。なにも返ってこない。扉に耳を寄せて内部を窺うかがうと、かすかに物音が聞こえるのだが、応答する気がないらしい。


    「噂うわさが正しいなら、ゴートレックは出てこないですよ」


    　ノエスは煙草たばこを口に咥くわえていた。


    「ゴートレックは冴さえないやつでね。学校の同級生に殴なぐられ蹴けられ、金まで取られていたそうですよ。『息が臭くさいから、一回呼吸するごとに迷惑料を払え』だとか」


    　ノエスが喋しやべるたびに煙草が揺れる。


    「ゴートレックは平気な演技をしていましたね。友人同士の乱暴な交流だと周囲に思わせたくて笑っていました。本人は演技が通じていたと思っていたけど、誰も信じていない。単に最下層だとバレバレでしたよ。尻の穴に蛙かえるの卵を入れられ、箒ほうきの柄えで搔かきまわされたのを最後に学校に来なくなった。で、過か剰じように干かん渉しようしてくる家からも逃げた。親の金でね」


    　そこで少年は片目を閉じてみせ、煙草を捨てた。


    「あ、オレはそんなにヒマでも頭が悪いわけでもないから、ゴートレックで遊ぶことには関わっていませんでしたよ」


    「演技をしなくても、俺はおまえをそれほど頭が悪いとは思わないよ」


    　俺は冷れい徹てつに切りすて、携帯の調書を眺ながめる。


    「それで、予備校に入学したという経緯か。大学検定試験を通って見返そうとしたが、それでも馴な染じめなかったわけだな」


    　目線を落とすと、扉の傍かたわらには大きなビニル袋が三つほど積みあげられていた。一歩近づいてみると、強烈な腐敗臭が鼻を刺す。丁重に一歩退却する。


    「ああ、それも噂うわさどおりだ。すげえな」


    　ノエスも臭気を吸いこんだらしく、鼻先に不快感の皺しわを浮かべた。


    「話によると、家の外に洗せん濯たく物ものとゴミを出しておくそうです。それで週に一回ほど、お義理で母親が取りにきて、代わりに洗濯した服や食料の袋を置いていくそうですよ。母親が消えてから、ゴートレックが取りこむらしいですね」


    「やけに詳しいな」


    「ゴートレックを心配する友人の演技をして、母親から聞き出したのですよ。息子に興味を持つ他人がいると思えたのでしょうね。そんな親切で特殊趣味の存在が地上に存在するわけがないのに、笑えますよ」


    　扉に目を戻す。俺には薄汚れた扉の奥にある光景が、目に見えるようだった。


    　薄暗い部屋のなかには、天井まで積みあげられた本や雑誌。床に散乱するゴミと雑誌、脱ぎすてられたままの服や下着。尿にようが入った瓶びん。机の上には食べかけの冷凍食品が載った食器。闇のなかで映像を垂れながす電子端末の画面が、青白く光っているだろう。


    　室内の中央に座るのは、酸すっぱい臭気を放つ長髪の肥ひ満まん児じか骸がい骨こつのように[image: ]やせた子供。ありがちな想像だが、すべてが外れているわけでもないだろう。


    　俺は感かん慨がいもなくノエスに向きなおる。


    「それで？　おまえが親切にここまで案内してくれた理由はなんだ？」


    　ノエスの言動からゴートレックへの嫌けん悪おを感じとった俺は、言動の不一致を問うてみた。ノエスは懐ふところから煙草たばこの箱を取りだす。煙草を取りだし、唇くちびるの端で咥くわえる。


    「オレは、べつに親切心や学校への点数稼かせぎでここに来たわけではないですよ」


    　燐寸マツチで火が点つけられ、深々と肺に有害な煙を吸いこんだ。燐寸を投げると同時に、紫し煙えんを吐きだす。ノエスが右足を掲げ、扉を蹴けりつける。安っぽい塗装が剝はく落らくしていった。


    「ゴートレック、おまえを見ることでオレは安心しに来ているんだよ」


    　少年は鎌かまのような笑みを唇に刻んで、室内に呼びかける。


    「おまえを殴なぐり蹴り金を奪い、侮ぶ辱じよくしたやつらがどうなったか知っているか？　罰ばつを受け、罪を後悔していると思うか？」


    　紫煙の向こうにあるノエスの瞳には、怒りとも倦けん怠たいともとれる色が浮かんでいた。


    「いいや、まったく。元気に学校に行って、分かりもしない授業を受けているよ。休み時間にはおまえのことを話題にバカみたいに笑って、おまえが密かに思いを寄せていた女の子と犯やりまくって楽しくやっているよ」


    　俺は少し引き気味になっていた。構わずにノエスは扉に向かって語りつづける。


    「被害者であるおまえはどうだ？　学校にも行けない。かといって街で遊ぶこともできず、一日中部屋にこもって電子の海を漂って、くっだらねえ本を見ているだけで現実にはなんの力もない。仮想空間の海を漂って、二次元女の画像で自オ慰ナっているだけだ」


    　ノエスは淡々と語る。


    「心の底から安心できるよ。オレがおまえじゃないってことにな。おまえを追いつめたやつらじゃないってことにもな」


    　最後は滴したたるような笑いになっていた。扉の奥で物音がした。鈍い音は、おそらく室内のゴートレックが壁を殴なぐっているのだろう。さらに騒音。棚たなが引っ繰りかえされ、陶器が割れ精密機械が壊れる不協和音が響く。


    「あいつ、いちいち笑えるでしょう？」


    　ノエスが俺に笑みを向ける。


    「ゴートレックは、反抗しない物や顔を合わす機会がない相手にしか強がれない。ただの傍ぼう観かん者しやだったオレに、返事をすることすら怖いんですよ。いや、人間すべてが怖くて嫌いなんだろうね」


    　根本まで灰になった煙草たばこを、ノエスが扉に投げつける。扉の表面で火の粉こと灰を散らし、コンクリの通路に落下した。


    「ガユスさん、どちらがおもしろいですか？」


    「俺はゴートレックに共感はしない。かといっておまえに共感することもないよ」


    　続く言葉はない。俺は優しい両親でも、学校の熱血教師でもない。ついでにこの訪問も上司からの頼み事にすぎない。だとしたら、なにも言うべきことはない。


    「少し笑えたので、来てよかった」ノエスが冷淡な笑みを浮かべた。「では、オレはこれで」


    　ノエスが俺の傍かたわらを抜けて、敷地の外に向かう。単車に跨またがって発進させ、後ろ姿はすぐに街へと消えていく。


    　俺は扉へと視線を戻す。扉の向こうからは、ついに返答がなかった。


    　携帯を取りだして、メネケアにゴートレックの生存を伝え、切った。あとは最初の予定どおり、自宅に帰って仕事をし、寝るだけだろう。


    「じゃあな」


    　足は単車に向かう。


    



    



    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしての仕事を終えたエリダナの午後。建物の半ばから生はえた空中回かい廊ろうがお互いに連結され、複雑な迷路を作っている。濡れたアスファルトの路上には看板が溢あふれていた。店先の椅い子すに老人が座り、血抜きされた鶏にわとりが軒のき先さきに吊つり下げられている。


    　建物の谷間、開ひらけた場所に出る。栅さくに囲まれた一軒の施設の前に単車を停める。単車から降りて歩く。トタン屋根の小屋の傍かたわらに、作業服の男が立っていた。俺が手を挙げると、向こうも気がついた。


    「おやガユスさん、今日は鶏とりをお探しで？」


    「ああ、久しぶりだなボグス」俺は苦笑する。「ジヴに鶏の麦酒ビール蒸しを作ろうかなと思ってね。店で買うより、直接ここで買ったほうが安いし、いい鶏が買える」


    「そうですね、今日はいい鶏がいますよ」


    　ボグスの案内で小屋に向かう。近づくと、窓から騒々しい鳴き声が溢あふれている。扉を開けると、獣臭が押しよせてきた。扉を開けて入った風で、羽う毛もうが舞いあがる。


    　何百もの鶏が小屋のなかにいた。一匹一匹が金かな網あみの箱に入れられている。金網の箱は棚たなのように壁一面に積み重ねられていた。箱の前面は窓となっており、鶏の顔だけが出せる。窓の前に餌えさが流れる樋といが作られている。


    　養よう鶏けい場じようの主が、餌えさ袋ぶくろを抱える。袋の縁を切って、餌を樋に流しこむ。乾燥した穀こく物もつが樋を流れ、鶏たちの箱の前に食事を並べる。金網の窓から顔を出した鶏たちは、赤い鶏冠とさかを振りながら、樋の餌を[image: ]ついばむ。興奮したのか騒々しい鳴き声が響く。


    「狭い箱に閉じこめられているのだな。乙おと女めならかわいそうだと思うところだ」


    　俺の言葉に、ボグスが微ほほ笑えむ。


    「こちらのほうが衛生的な問題も少ないんですよ。むしろこうでないと危険なんです」


    　朴ぼく訥とつなボグスの眼が鶏たちを眺ながめていた。


    「鶏のつつき問題というやつですよ」


    　餌が上う手まく流れてこなかった樋を、ボグスの無骨な手が均ならす。餌にありつけた鶏が無機質な眼で、それでも嬉うれしそうに穀物を[image: ]む。


    「それぞれの小部屋に入れるのではなく、ある一定以上の数の鶏を自由に平ひら飼がいすると、一番弱い鶏を全員で追いかけてつつくのです」淡々とボグスが飼育方法を告げた。「それこそ、一番弱い鶏が死ぬまでやります。飼育者としての経営効率を抜きにしても、仲間につつき殺される鶏の姿は無む惨ざんですよ。猿も同じことをするらしいですね」


    　鶏たちが鳴き声をあげる。


    「で、どうします？」


    「そうだな、一匹もらおう」


    　鶏を買おうとした瞬間、電子音が響く。携帯が奏かなでるのはルル・リューでも異色の歌である「贄にえ王おうの呼び声」の音階。無記名の相手だが、いちおう出てみる。


    「助けて。ハイクゥ通り二丁目、暁あかつき第三ビル裏で動けないの」


    　若い女の声だったが、そこで途切れた。悪戯いたずらっぽいし忙しいので無視決定。ボグスと鶏の値段交こう渉しようを再開する。また着信音。先ほどと同じ無記名着信だったために、今度は無視する。さらに胸元から携帯の着信音楽が漏もれる。


    　携帯を確認する。三度目の無記名着信。あとでヴィネルにたどらせて、十倍の嫌がらせをすることにした。


    　しかし、俺の携帯には何個もの番号があって、今受けつけた番号は真ま面じ目めな場面での番号、予備校で使っているものだった。だとすると、関係者からの救難信号の可能性がある。教務の美人か、清せい楚そな受付嬢か。眼前ではボグスが笑っている。


    「忙しいようですね」


    「そのようだ」


    　俺は鶏にわとりを買うことを諦あきらめ、その場から立ち去った。


    



    



    　ハイクゥ通り、暁あかつき第三ビル前で単車を停める。


    　夕方の通りには、帰宅していく会社員や生徒が行き交かっている。周囲に問題がありそうな人物はいない。


    　単車から降りて、裏の路地へと入っていく。ビルとビルの間の谷底。空調機の廃液か酒だかで、濡れて暗灰色となったコンクリ床。酒さか瓶びんやら紙かみ屑くずやらが乱数配置で転がっている。


    　配管の陰に、見覚えのある姿が腰を落としていた。


    「やぁ、センセ。ホントに来てくれたんだ。うん、感謝感謝」


    　床に座ったハリーチェが右手を挙げ、挨あい拶さつしてきた。少女は、快活さと哀れみが混じった表情で、俺を見上げていた。


    　ハリーチェは酷ひどい有り様だった。


    　額ひたいからは流血し、飴あめ色の前髪を黒い房ふさにしていた。頰ほおや口くち許もとには、殴おう打だされたための青あお痣あざが浮いていた。シャツの釦ボタンが弾けとび、乱れた胸元からは千ち切ぎられたブラと豊かな乳ち房ぶさの上半分が覗のぞいていた。左手は体を支え、路地のコンクリに足を投げだしている。スカートから延びた右の足首に引っかかるのは、泥で汚れた紐ひものようなショーツ。


    　折りたたまれた左の太ふと股ももには、擦すり傷と血があった。尻を濡らす水溜まりは、紅が混じり、アンモニア臭を放っていた。


    「どうした？」と俺は訊かなかった。なにが起こったかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。不快感に、自分の眉み間けんに深い溝みぞが刻まれているのが分かる。


    「左の股こ関かん節せつがどうかなったらしく、立つこともできないのよ」


    　床の上で、ハリーチェが寂しく笑った。


    「こういうわけで親とか教師とか、友だちとかに助けを求められなかった、ってね♪」


    　落とし物が見つからないとでもいった、ハリーチェの声と瞳。


    「アタシに手を貸してくれると、センセのことが好きになるかもよ？」


    　上半身を前傾させて、少女が問いかけてくる。


    「病院でいいか？」


    「家に通報されるから、それはちょっとナシで。センセの咒じゆ式しきで治してほしーなーと思って連絡したんだけど、どう？」


    　俺は無言で首を振った。魔ま杖じよう剣けんや予備弾だん倉そうを見るまでもない。今日はあいにくと生体系の弾を持っていないのだ。持っていてもたいした治療はできない。


    　無言で上着を脱いで、ハリーチェの肩にかけてやる。最後に袖そでへ腕を通すのを手伝ってやる。俺は腰を屈かがめて、右足首の下着を引きあげる。肩を貸して立ち上がらせると、少女が苦痛の呻うめきを漏もらした。肩を貸したまま歩くと、少女が悲鳴を嚙かみ殺した。


    「残念、だけど、一人で歩け、もしないのよ」


    　顔は青白い。


    「股こ関かん節せつを脱だつ臼きゆうしたのかもしれないな」


    　ハリーチェを背負って路地を戻る。ハリーチェの尻を支える俺の両手を、女の血と失禁した尿にようが濡らしていく。


    　表通りに人がいない瞬間を見計らって、一気に単車に戻る。慎重に少女の体を単車の後部座席に乗せていく。横座りになったハリーチェが跨またがった瞬間、苦痛に顔を歪ゆがめた。次に跨った俺の腰に、ハリーチェが手を回してくる。


    「センセって腰、細いね」


    「黙っていろ」


    　俺はなるべく静かに単車を発進させた。


    



    



    　隠れ家がのひとつ、セージュ第三ビルの自宅の扉を足で開ける。


    　ここに来るだけで凄すさまじい激痛だったらしく、少女の額ひたいは脂あぶら汗あせを流し、白い制服は汗で体に貼りついていた。


    　肩を抱えて廊ろう下かを進み、応接間の長椅子ソフアにハリーチェの体を横たえる。


    　棚たなを漁り、引きだしから治療用にまとめておいた弾倉を引っ張りだす。魔杖剣〈断罪者ヨルガ〉の機関部に叩きこみ、遊ゆう底ていを引く。長椅子に戻って、ハリーチェの横に跪ひざまずく。


    　ハリーチェの額の流血を確認し、止し血けつ咒じゆ式しきで止める。小さな裂傷はほぼ塞ふさがったので、髪で隠せるだろう。頰ほおや口くち許もとの青あお痣あざもなんとか散らせた。あとは化け粧しようで誤ご魔ま化かしていれば、いずれ治る範囲だ。


    「あとは股関節の脱臼か。見せてみろ」


    　ハリーチェが腰を浮かせ、スカートの端を持ち上げていく。右の太ふと股ももまで下着が持ち上がった。つまり、肝かん心じんなところは隠れていない。薄い陰かげりの端が見えたが、見なかったことにする。


    　衣きぬ擦ずれの音のほうをなるべく見ないようにして、少女の左ひだり膝ひざ裏を左手で持ち上げる。厳密に用量を計算し、右手の魔杖剣で化学錬れん成せい系第二階位〈阿主酔アモヘ〉の咒式を発動。モルヒネを生成。ハリーチェの瞳に陶とう酔すいしたような霞かすみがかかり、充分に麻ま酔すいが効いたことを確認する。魔杖剣を傍かたわらに置いて、ハリーチェの左太腿の付け根を右手で摑つかむ。


    　大だい腿たい骨こつの先端と、骨こつ盤ばんの位置を確認する。左手をハリーチェの膝頭に当てる。


    「行くぞ？」


    「待って、怖い」


    　麻ま酔すいでまどろむような瞳のハリーチェが、怯おびえた声を出した。


    「痛みはない。五秒待つ。五、四、」三で一気に押しこむ。鈍い音。関節が嵌はまっていくのは、脛けい骨こつを折るような感じだ。


    　麻酔で痛みはほぼないはずだが、体内の違和感と生理的嫌けん悪お感にハリーチェの顔が歪ゆがむ。丁てい寧ねいに嵌めていくと、完全に接合した。涙を湛たたえたハリーチェの双そう眸ぼうは俺を責めていた。


    「噓うそつきぃ」


    「必要悪と言え。脱力状態のときのほうが、上う手まく嵌まるんだよ」


    「センセの言いかた、なんかやらしいね」


    「やらしいことがおまえの頭にあるからだな。それより、もう立てるか？」


    　俺が顎あごで指示すると、ハリーチェは不思議そうな顔をしていた。ハリーチェが立ち上がり、左足の具合を確かめる。恐る恐る一歩を踏みだす。安心したらしく、軽く旋せん回かいしても問題はないらしい。


    　ハリーチェが自らの全身を見回した。清せい楚そな制服と肌には、血と泥の染み。そして尿にようと血と生なま臭ぐさい雄おすの臭におい。少女のかわいらしい鼻の頭に、不潔さを嫌う皺しわが浮いていた。


    「ちょっとお湯を借りていい？」


    　ハリーチェの問いに、俺が顎先で示す。バスの方向へ向かって、少女は跳ねるように歩いていった。


    「服は横の洗濯機に入れておけ。全自動で乾燥までやってくれる」


    　衣きぬ擦ずれの音に続いて、洗濯機が回る音。さらにシャワーの音が聞こえてくる。俺は長椅子ソフアの汚れを処理し、ゴミ箱に投げる。疲労して長椅子に身を深く沈める。


    「さてさて、勢いで助けてしまったが、なんとも厄やつ介かいな事態になった」


    　生徒を助けるなど、俺も善人になったものだ。むしろ講師らしくなったのかもと、口の端はに自じ嘲ちようめいたものが浮かぶ。


    　バスの扉が開く音に、俺の背筋が伸びた。


    「あのさセンセー」


    　ハリーチェの声が廊ろう下かの向こうから曲がってくる。


    「口のなかが生臭くてさ、なにか飲むものある？」


    「本宅ならともかく、ここでは珈琲コーヒーか紅茶くらいだな」


    「熱いのしかないの？　じゃ、紅茶でよろしく」


    　言いすてて、バスの扉が閉められる音。そしてシャワーの音が再開される。立ち上がって、俺は調理場に向かう。火台に薬や罐かんをかけて湯を沸わかす。


    　待っていると、再びバスの扉が開く音と、衣擦れの音。俺のほうは茶器に沸ふつ騰とうした湯をそそいで、茶ちや葉ばを蒸らす。陶器の杯はいにそそいでいたときに、ハリーチェが戻ってきた。洗濯しおわった服を着て、乾ききらない髪を手て櫛ぐしで梳といていた。俺が差しだした杯を受けとりながら、ハリーチェが向かいの椅い子すに座る。


    　湯気をたてる杯はいに唇くちびるが近づいていく。唇は一口だけ啜すすって離れた。


    「熱い」


    　俺も自分の杯に口をつける。


    　静かで気まずい時間。耐えきれなくなったのか、ハリーチェが口を開く。


    「なにがあったとか大だい丈じよう夫ぶかとか訊かないの？」


    「興味がない」


    「うーん、訊け♪」


    　ハリーチェは変わらず朗ほがらかに笑い、杯を机に置いた。


    「あたしはよく夜にバーとかクラブに出入りするんだ。そこで、男の子たちの輪に入って、飲んだり騒いだりしていたのよね」


    　ハリーチェは胸元に両手を掲げる。指が立てられていた。


    「で、男の子たちの一人、クラグスと寝たの。男の子たちをまとめていて、カッコいいと思えたから」人差し指が畳たたまれるも、そこで動作は終わらなかった。「でもさ、なんというかあたしって、惚ほれっぽいの。んで、他のフラナカスやボルーン、ワレントットにも誘われたから、それぞれと寝たの。だって、お願いって必死に言われたら断れないじゃない？」


    　両手の華きや奢しやな指がすべて畳まれ、ハリーチェが艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。俺は退屈な話に欠伸あくびを嚙かみ殺すしかない。


    「人にはいろいろ意見があるだろうが、本人がそう思うならいいと思うだけだが？　若いうちにいやっつーほど犯やっておけば、大人になってから恋愛で血迷うこともないだろうし」


    「でしょ？」


    　少女の笑みの端が歪ゆがんだ。


    「でもさ、全員と寝たことが分かったら、もう男の子たちがすんごい怒っちゃって。お互いに憎みあって、んで最後にはあたしが悪いって結論になって、全員で輪りん姦かんしてきてやんの。抵抗したら殴なぐる蹴けるでヒサンよ」


    　乾いた笑いとともに、ハリーチェが言った。仰のけ反ぞった喉のどが、意外と細かった。


    「いやー、尻の穴まで犯られて裂けちゃいました。そりゃ、お漏もらしもしちゃうよ」


    　ハリーチェの体験談は、どこまでも俺が予想した範囲内だった。よくある話すぎてまた欠伸が出そうだが、礼れい儀ぎとして我慢した。


    「さて」


    　ハリーチェが両手を胸元の釦ボタンにかける。静々とシャツの前をはだけていく。俺は長椅子ソフアの背に両手を垂らしたまま、尋ねてみる。


    「で、それはなんのつもり？」


    「なにって、お礼をしようと思ったんだけど？」


    　ハリーチェの手が止まり、異国の言語を聞いたように首を傾かしげる。俺は苦笑する。


    「ありがたいが、それはどちらかが予備校を辞めてからにしてくれ」


    「センセ、アタシとしたくないの？」


    　傷ついたような翳かげりが、ハリーチェの双そう眸ぼうに差しこんだ。


    「いやまぁ、したくないと言えば噓うそになるけど」正直に言いすぎたのだが、少女の誇りを傷つけないように修正する。「そんなことをしなくても、俺は誰にも話さない。約束する」


    　俺の言葉にも、ハリーチェは納得できていない眉まゆ根ねを寄せていた。


    「そういえば、センセにつきまとっているテュラスにもそんな態度だよね」


    「そういうことだ。もう帰れよ」


    「なるほど、意外に賢いんだね」


    　ハリーチェは鼻で笑った。そして、短いスカートの端を閃ひらめかせて去っていった。玄関の金属扉が開き、苛いら立だつように閉まる音。俺は長椅子ソフアに座ったまま、天井を仰あおいだ。剝むきだしのコンクリ肌に、配管が交差していた。


    　互いに真意を隠した会話だった。輪りん姦かんされた事実を黙ってほしいために、ハリーチェは俺に体を差しだす。生徒と犯やったという事実は俺の弱みになる。暴ばく露ろすれば俺を道連れに醜しゆう聞ぶんの爆弾が炸さく裂れつする。先ほどの会話はそういう取引なのだ。


    　黙っていれば分からないとも思うが、ハリーチェが携帯で録音や録画をしないと考えるのは油断のしすぎだろう。隠れ家がに引き入れて治療したことで、すでに罠わなに嵌はまっているともいえるが、取引をしなかったことで向こうも俺に悪意を向けることもない。そこまで理解して、ハリーチェは素直に帰ることにしたのだ。


    　ハリーチェはとても世界が分かっている少女だ。若い女の体という性的資源は、男を相手にするときにとても有効な手段だ。


    　そして寂しいことだ。ハリーチェは、男との関係のすべてを、自分の性的資源を通じての取引としてしか見られないのだ。


    　ハリーチェの感性に寂しさを感じ、一方で理解している俺がいた。


    　俺は瞼まぶたを閉じた。今夜来るジヴには、鶏とり料理を諦あきらめてもらおう。


    



    



    　朝日が昇るが、俺の気力は上がらない。


    　世の中の動きに興味がないし、仕事にも熱意が湧かない。青年の憂ゆう鬱うつというやつだな。


    　ムダ思考をしていた俺の眼前を、颶ぐ風ふうをまとった影が通りすぎていく。


    　目線で追うと、飛ひ翔しよう物ぶつは煉れん瓦が壁へきに激突。煉瓦壁を擂すり鉢ばち状に歪ゆがませ、逆さとなった咒じゆ式しき士しが叩きつけられていた。巨漢の唇くちびるからは血が零こぼれ、白目を剝むいていた。


    　左から右に視線を戻すと、左の裏拳を振りきったギギナの長ちよう軀くがあった。拳こぶしの熱気によって、陽炎かげろうが揺らめくような幻覚の向こうに、闘神の美び貌ぼうがあった。


    「ガユス、戦闘に集中しろ」


    「なんというかギギナは早く死ね。後世におまえの遺伝子を残さないだけで、人類全体に貢こう献けんする偉業になるよ」


    　俺の背後で、肉がアスファルトに落下する鈍い音。落ちた咒式士の上に、剝はく落らくした煉瓦の破片が降りそそぐ音が侘わびしく続いた。ギギナの剛ごう力りきが乗った裏拳を受けたのだ。相手の咒じゆ式しき士しは肋ろつ骨こつ全損で、背骨も砕くだけているだろう。


    　陽光にギギナの犬歯が真しん珠じゆ色にきらめいた。


    「貴様の間抜けさを証明してくれたことに、礼を言うべきかな。刃やいばで」


    「今のがドラッケンで流行の笑いか？　どこで笑うのか説明してほしいものだね」


    　俺は渋々と現実に戻りつつ、魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握りこむ。


    　ギギナの前方、路上には、三人の攻こう性せい咒式士が魔杖剣を構えていた。悪相に、殺意と焦しよう燥そうと脅おびえとが複雑に入り混じっていた。


    「ええと、こいつらは詐さ欺ぎだか窃せつ盗とう団だんだったかな？」


    「知らぬ」


    　切りすてたギギナが無む造ぞう作さに歩を進めていく。


    「遊び相手とするには物足りないが、息抜きの軽い運動にはなる。光栄に思え」


    　言葉が戦闘再開の合図。奇声とともに、魔杖剣を抱えた背広の男が突進してきた。


    　剣先を巨大な屠と竜りゆう刀とうで軽く弾いて、ギギナが右足を突きだす。槍となった踵かかとが突き刺さった腹部で体を前に二つに折り、背広男が吹き飛ぶ。道路標識に激突、今度は鉄管を支点に体が反そり返かえる。


    「道路標識には速度注意と激突注意とあるが、安っぽい皮肉をしたつもりか？」


    「私ではなく、相手に言ってやれ」


    　もう一人の前ぜん衛えいが、横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを繰りだしてきていた。髭ひげ面づらに似合わず化学系咒式士らしく、刀身には〈蒼酸アリキノ〉の咒式が乗っていた。


    　鈍い打撃音。シアン化水素の猛毒を帯びた必殺の刃は、ギギナの掲げた左ひだり膝ひざと下げた右みぎ肘ひじの間で挟はさまれていた。髭面の目が見開かれ、刃を押すか引くか一瞬迷った。


    　屠竜刀が半月の弧を描いて反転。長い柄えの石いし突づきが、髭面の側頭部に激突。咒式士は脳のう震しん盪とうを起こして垂直に倒れた。猛毒の刃も当たらなければ意味がないし、命中してもギギナならすぐに無毒化してしまう。最初から最後までどうしようもなかった。


    　隙すきを衝ついたつもりで、後方の雷らい鳴めい士しが放った〈雷霆鞭フユル・フー〉の雷の帯も、反転した屠竜刀が受け止めて無効化。左手で耳を搔かきながら、俺はかなり手加減した〈矛槍射ベリン〉を発動。


    　鋼はがねの投槍の群れが、ギギナの掲げた両脇を抜け、雷鳴士に殺到。右肘、左下腕、右膝、左太ふと股ももを正確に撃ちぬく。着弾の衝しよう撃げきで奇妙な踊りを舞って、男はアスファルトに倒れた。


    　悲鳴をあげることもできず、四人の犯罪咒式士たちが無力化された。


    　壁の大穴の下に倒れている巨漢。地面で胃液を吐いている背広。失しつ神しんしている髭面。そして四し肢しを、鋼の槍に撃ちぬかれた男が倒れている。


    「相手に合わせて咒式を生成する量や質、速度の増減すらしない、教科書のままの使いかただな。ギギナが少し変則的な体術をしただけで対応できないし、連れん係けいもない。咒式学校で教えられたままだと、この先も同じことになるよ」


    　俺の言葉は、賞金首たちには届いていないだろう。


    　戦闘が終わると、通行人たちは見物を止やめて歩きだした。賞金首と猟人かりゆうどの闘争など、エリダナでは交通事故なみにありふれた光景だからだ。


    　ギギナに賞金首たちの監視を頼み、自販機に向かう。迷ったが冷えた水を買う。ギギナにも一本を投げて、自分の水の蓋ふたを開ける。飲みおえたときには、通報で呼びだされた警察士たちが到着した。


    　さらに遅れて到着した救急車に、四人の賞金首たちが積まれていく。無む惨ざんな光景を眺ながめつつ、俺は缶をゴミ箱に投げる。


    「平和な世界で、なにをしているのだろうな。あいつらも、俺たちも」


    「平和な世界など存在しない」


    　見ると、ギギナは路上の廃車の側そばに立っていた。


    「世界のすべては戦場だ」


    　唇くちびるは感かん慨がいを刻む。


    「第十四次クアリンガ戦線は凄すさまじい激戦だった。どこもかしこも同じだ」


    　真紅の唇から零こぼれたのは、懐なつかしむようなドラッケン族の声だった。


    「そういえば、ギギナは軍属だったかな？」


    　ドラッケン族の戦士は、完璧な造形の顎あごを引いて肯定した。相棒の過去は初耳なことが多い。互いに互いの過去を詮せん索さくしないからだ。


    　ギギナの瞳は俺を見ていなかった。


    「氷雪が荒れ狂う戦場では、戦闘火か竜りゆうや〈異い貌ぼうのものども〉が吠ほえ猛たけり、幾千もの魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍そうが鈍く煌きらめいていた。咒じゆ式しきが撒まき散らす破壊と死の嵐が、戦士たちの命を麦穂のように軽々と刈りとっていく」


    　ギギナの鋼はがねの瞳は、遠い過去の戦場を彷徨さまよっていた。


    「クバーン千せん竜りゆう長ちようが死に、ザジル副官も死に、栄光の第一〇二尖角怒ど竜りゆう隊たいは崩ほう壊かいした」


    　ドラッケン族の戦士の右手が、拳こぶしを握っていた。高揚か恐怖か、それとも苦い思い出か。凄すさまじい力が五指に込められているのが見てとれた。


    「私は戦友とともに走った。咒式の雨を潜くぐり、屠と竜りゆう刀とうを振るって敵の頭ず蓋がいを叩き割った。硝しよう煙えん漂う荒野を越え、血河を渡り、腐乱死体が溢あふれた塹ざん壕ごうを進んだものだ」


    　結論を言わないギギナの瞳が、俺を見据えた。戦場の戦士の瞳から、街の戦士の瞳。どの時代でもどんな場所でも、ギギナは変化しないのかもしれない。


    「つまらぬ話をした」


    「たしかにね」


    　雰ふん囲い気きを建てなおすように、俺は軽く返した。救急車が撤てつ収しゆうしていき、道を開けさせるために警報を撒き散らす。


    　俺は携帯で賞金首の収容手続きをしていく。


    「そうだな、たまには無駄な話もいいだろう。世界は戦場だという話だったな」


    　喋しやべりながら確認したが、やはり賞金額はたいしたことがない。ギギナが左手を掲げる。戦士の掌てのひら、美しい造形の指は陽光よりも白かった。


    「我々が生きているこの社会も、戦場となんら変わらない」


    　ギギナの五指が回され、周囲を示す。


    「世界では、今この瞬間も砲弾が飛び交かっている。経済に言論といった見えない砲弾が。頭をブチ抜かれるのが怖いなら、地に額ひたいをつけて耳を塞ふさいで這はいつくばれ。世界の片隅、塹ざん壕ごうのなかで縮こまっていろ。それが弱者に許された生きかたなのだろう」


    　俺は携帯から顔を上げずに、ギギナの意見を鼻で笑った。


    「極論だね。血を見るためなら危険を厭いとわないという原住民の理論だ」


    「弱者のために現実を薄める気はない。人類は洗練された原始人にすぎず、どこまでも闘争の種族だ」


    　ギギナの目に映る世界は、俺と同じ現実ではなかった。


    　誰もが知っていて容易に口にすることだが、実感はしにくい。殺し殺され、人の世は逃のがれえぬ闘争の場なのだろう。経済闘争に敗れたものは飢うえ苦しみ、自己実現の闘争に敗北したものは誰からも相手にされない。世界は非情だ。


    　だが、ギギナの論理にはどこか違和感を覚えた。


    



    



    　青い朝日に灼やかれながら、予備校に到着した。同どう僚りようのレシドから、日程表を受けとる。新しい指示式を使うので、生徒がいないうちに講義室へ向かうことにする。


    　生徒たちの登校には早いため、静かな廊ろう下か。足音を響かせることが無ぶ遠えん慮りよのような気がして、俺も静かに歩く。


    　誰もいないだろうと扉を開けると、先に来ている人間がいた。机に腰掛けていたハリーチェが、携帯から顔を上げる。


    「センセ、早いですね」


    「ああ、講義の準備があってね」


    　少女の自然な微ほほ笑えみと挨あい拶さつに、俺も普段のように応えた。昨日のことなど、彼女のなかでは些さ細さいなことで削さく除じよされたのだろう。


    　講義室の立体光学装置の後部を開いて、持ってきた端末と線でつなげる。新しい指示式を選び、読みこませていく。


    「あいかわらず、センセは昨日のことに触れませんね」


    　機器越しにハリーチェを眺ながめる。再び携帯に落としたままの、少女の問いだった。


    「気遣いをしているつもりだけどね。それが逆に鬱うつ陶とうしいか？」


    　ハリーチェが微笑とともに小さく首を振る。二人の間に静せい謐ひつが降り積もっていく。


    　陽光のなかで、講義室の埃ほこりが極ごく微びの羽う毛もうとなって舞い踊る。そんな無音の時間だった。俺が装置を操作する音と、ハリーチェが携帯を弄いじる音だけが響く。


    「何回かこういう経験があるけど、男の子たちって必ず怒るんだよね」


    　零こぼれた言葉の方向を横目に眺ながめる。ハリーチェは疑問の表情をしていた。


    「だって、お礼というか仲良くなろうと寝ただけよ？　自分の女とでも思ったのなら、誘った男を怒ればいいのに、なぜかアタシに怒る。意味分かんないよ」


    「男の子は弱いんだよ。だから優しくしてやってくれ」


    　自分にも少し当てはまることに、俺は寂しく笑った。現実の女の子の強さに、割りきる感覚に、弱く幼い男の子がついていけないだけなのだろう。


    「男の子の青春ってたいへんだね」


    　ハリーチェは姉のような苦笑を浮かべていた。寂しく達観した笑みで、ハリーチェは携帯を畳たたんだ。通路を歩いて、俺の横に並んで問いかけてきた。


    「センセは、学生時代はどのような学生だった？」


    「どのような、と言われても、普通だったよ」機械の設定を変えながら返答する。「勉強してヴォックル部で暴れ、連れどもと遊び、女の子とやらしいことをしていたね」


    　ハリーチェが手元を覗のぞきこんでくるので、俺は続けた。


    「体育で使う跳び箱があるだろ？　あの一番上を黒板消しにしたこともあったかな。とんでもなく大きな面積が消せて、笑ったものだ。今となっては、なにがおもしろかったのかまったく分からないけど」


    　ハリーチェの口くち許もとが柔らかく綻ほころぶ。つまらないことで笑ったことが悔くやしいのか、すぐに平静な表情に戻す。


    　もちろん、俺の青春はそれだけではなかった。妹のアレシエルの悲劇。俺、そして次兄であるユシスとの確執。進路が分かれたヘロデル。青春の一言で済ませられるようなものではない。しかし、それをハリーチェに言ってもどうしようもない。


    「あの……」


    　ハリーチェが戸惑うように問うてきた。


    「なに？」


    「いえ、いろいろとありがとうございました、って言っておこうかなって」


    「そりゃどうも」


    　利発なハリーチェにしては、なんだか意味のない会話だ。なにかの時間を稼かせぐかのような妙な会話だ。


    「あの……」


    　次の指示式を読みこませていると、ハリーチェが再び声をかけてきた。


    「なんだい？」と右目だけで眺めてみる。


    「その、センセの」ハリーチェが口ごもった。「本人は自信がないでしょうが、考えかたや授業を、アタシはそんなに嫌いではないですよ？」


    「あ、そ」


    　どうやら俺は少女にまで心配されているようだ。こちらの作業は終わった。装置から端末を離して、片づけつつ俺は微ほほ笑えむ。


    「告白だと思って期待したんだけどね」


    「そんなありがちなことはしませんし、あなたも期待していない。そして、アタシは優しくしてくれた人への敬けい慕ぼと恋愛感情を混同しない、ということもご存じのはず」


    　ハリーチェの不敵な表情が、呆あきれたようなものへと変化していった。


    「もしかしてセンセは恥ずかしがり屋さん？」


    「卒業後に、そのやらしい体でお礼しなさいってことさ」


    　ハリーチェがお義理で笑った瞬間、扉が開けられる。


    「今の、どういうこと!?」


    　戸口に立つのは、息を弾ませているテュラスだった。


    「センセ、ハリーチェとなんかというかその、関係あるわけ？」


    　少女は鼻息を荒くして俺に詰めよってくる。テュラスは勘かん違ちがいで俺に興味があるのだが、なんとも間の悪い登場をしてくれる。


    「関係なんかないよ」


    「関係がない人間が、体でお礼をしてなどと言うの？」


    　テュラスが意地悪く微笑ほほえむ。目線はハリーチェに向けられる。


    「どこかの女は見境がないという評判だし、どこかのセンセは泣いている女に弱いから、勢いってことがあったら大変ですよね」


    　テュラスは鋭い。そして遠回しの牽けん制せいが痛すぎる。


    　俺は困ったようにハリーチェを眺ながめる。助けられるのは、ハリーチェしかいないからだ。


    　ハリーチェが横目で俺を見て、小さく笑った。


    「センセとはなにもないわ。ただ、相談に乗ってもらっただけ。今のもアタシの自尊心を傷つけないための冗談よ」


    　どうやら助けてくれたようだ。テュラスは静かな目で、俺とハリーチェを見比べる。


    「本当かしら？」


    「ええ。良いとは言えないけど、悪くはない講師よ」


    　ハリーチェは髪を搔かき上げつつ答えた。テュラスは不敵な笑みを返す。


    「あなたにも、少しは男を見る目があるようね」


    「見る目がないから相談したのかもしれないけどね」


    　気のないハリーチェと焦あせるテュラスでは、恋愛の場数が違う。


    「ま、センセに今の職を失ってまで動く度胸はないか」


    　安心したようにテュラスが続ける。それなりに正しい分ぶん析せきだ。


    「……卒業後が勝負だものね」


    　怖いことを言う。二人の少女に翻ほん弄ろうされる俺がおもしろく見えたのか、ハリーチェが微ほほ笑えむ。意地悪な笑みだった。


    「でもね」


    　ハリーチェの声音に嫌な予感が疾走する。


    「センセに背負われたけど、背中が広いのよね。あとセンセの家のお風ふ呂ろって、蛙かえるのお人形さんがあっておもしろいのよね」


    　テュラスの余裕の表情が、驚きよう愕がくに変わっていく経過が見えなかった。


    「どういうことっ!?」


    「さあ、準備に戻ろうっと」


    　振り向きつつテュラスが叫ぶ。同時に、俺は講義室の外へ疾走する。


    　講義室の扉を抜けて、廊ろう下かに出る。「どういうことか説明してもらいますよ」と追いすがるテュラスを無視して扉を閉める瞬間、ハリーチェの横顔が見えた。


    　白い頰ほおを朝日に染められ、少女は携帯で話していた。


    「あ、もしもし、カラッツ？　うんあたしアタシ、ハリーチェ。うん、今夜は朝まで飲もう。もう子供の男はダメでさ、やはり社会人くらいでないと話にならない～」


    　もう別の男と遊ぶらしい。女の子はしなやかで強いね。


    「なぜまたあの子を見ているんですか？」


    　テュラスを押さえて、扉を閉める。傍そばにあった箒ほうきを立てかけて開けられないようにする。そして廊下を全力疾走。手前の角を曲がって、壁に貼りつく。


    　箒が折れる音。講義室の後部扉から出てきたテュラスが廊下を走っていく。


    「どういうことか説明してくださいっ！」


    　鬼の横顔が通り過ぎていき、俺は胸を撫なで下ろす。ジヴだけでも大変なのに、さらにめんどくさい事態になっている。授業が終わるまでに、上う手まい噓うそを考えつく必要がある。ジヴにクエロ、女探偵のイビサ、振り返ると、俺は女におちょくられる人生だ。


    　遠回りして講師室に戻ると、レシドに話しかけられる。近ごろの生徒は難しいとかそこらへんだった。てきとうに相あい槌づちを打っておく。


    　メネケアが室内に入ってきた。俺を手招きしたので、寄っていく。


    「先日はどうも。ゴートレックさんは、出席日数が足りないので除じよ籍せき扱いにしました」


    「そうですか」


    　当たり障さわりのない返答をして席に戻る。誰もゴートレックに興味がない。寂しいことだが、経営者としては妥だ当とうな判断だろう。俺が経営者だったならば、同じことをする。


    　事務整理をしていると、開始時間になった。


    「動物園の飼育係としては、そろそろ行きますか」


    



    



    「……これらの物理定数があるために、咒じゆ式しきを使ってもこの世に存在しないものを生みだすことはできない。つまり中性子が二つ連結された原子や、陽子が二つ連結した原子、炭素に酸素が六個連結した六酸化炭素という物質を錬れん成せいすることは不可能だ」


    　講義室には、ハリーチェが、ソカヤが、セイリーンが、ノエスが、そして他の生徒たちの顔が並んでいた。フルフラムも、さすがに今日は起きていた。テュラスは授業が終わったら、速攻で俺に尋ねに来るといった憤然とした顔だった。


    　厄やつ介かいごとは先送りにしよう。手を一振りし、立体光学映像に各種咒じゆ式しき方程式を示していく。光の文字と数字で、フニエリ・アンセルビ方程式、第三レメディウス定理と証明、ヨルティティス・シュービィによる限界理論、高次ヨーカーン定理と、代表的な咒式原理が並んでいく。


    「学校用の咒式など、考えるだけムダだ。数千から数万の思考類型を記憶し、問いに応じて当てはめて答えればいいだけだ」


    　暗記の推すい奨しように、生徒たちが非難の声をあげる。俺も気持ちは分かる。


    「おまえらは嫌がるけどさ、学校の先生にしても俺にしても、昔の偉い人が発見した考えの正誤表に照らしあわせて、鸚鵡おうむ返しのように喋しやべっているだけだぞ？」


    　ソカヤが怒ったような瞳をしていた。


    「では先生、そんな学校の咒式に意味はあるのですか？」


    「ないよ」


    　俺の簡潔な結論に、生徒たちの顔に相そう似じ形けいのように呆あつ気けにとられた表情が浮かぶ。無視して、立体光学映像を変化させる。


    「では、次に実際の問題に下りていく。これが代表的な咒式の組成だが、ここに補助式を足していく」俺は立体光学映像に手を翳かざし、組成式の一部を改変してみせる。「このテネッソンの咒式効率理論によって式が簡素化され、理論的には発動効率が二・四二五六から三・一七八一％ほど上がる。現代の咒式士は、こういった補助式を……」


    　講義室を見回すと、生徒たちの目は立体光学映像を見ていなかった。互いに顔を見あわせて、落ちつかない様子だった。フルフラムの眼め鏡がね越しの瞳と目が合う。しばらく迷っていたようだが、意を決したように一人でうなずく。


    「センセ、その、意味がないってどういうこと？」


    「先ほどの話か？」


    　記憶をたどってみて、指し示すものがようやく分かった。


    「いや、言葉のままの意味だが？　それがどうしたんだ？」


    「あの、さっきの話、無意味だという意味がちょっと……」


    　講義室の時計に視線を向ける。生徒たちの気分を切り換えて理論を説明する時間と、ムダ話をする時間を天てん秤びんに乗せる。組成式の映像を消しつつ、俺は意見を述べていく。


    「俺の考えだが、学校は工場だと思っている」


    　言葉を区切って思考をまとめてみる。


    「最初に言ったように、学校のお勉強咒式は正誤表に合わせるだけだ。社会と企業が必要とする人材、ようするに従順で勤勉で、上の言うことには逆らわない、より良い企業咒式士や咒式師という製品を生産する場所だろう」


    　端末をまとめ、机の上で一回転。


    「企業の役に立つ咒式士や咒式師を作るために選別し動機づけし、競わせる。咒式を教える学校とやらを、それ以上のものだと美化はしないし、それ以下だと貶おとしめる気もない。工場は製品を作るが、それに意味を問われても困る」


    　俺としては当たりまえの意見を言ったつもりなので、授業を再開しようとした。視線の重圧。最前列のソカヤの瞳には、怒りと疑念が渦うず巻まいていた。


    「それでいいんですか？　人間を製品扱いして、知識と教養を、咒じゆ式しきをぞんざいに扱って!?」


    「さぁ？」


    　俺は素直に返すと、ソカヤが絶句する。


    「俺には、知識も咒式もたかが道具で、単に企業製品としての品質の高低にしか思えない」


    　生徒たち一人一人の顔には、納得できない、または納得したような表情が交こう錯さくしていた。どんなにくだらなくても、論を続けないと授業を再開できない雰ふん囲い気きだ。


    「実際、普通の社会人は学校に思い入れなどないよ。なぜなら、ほとんどの人間にとって、学校は社会に出るまでの単なる通過点にすぎない」


    　自分が言っていることの退屈さが嫌になる。


    「学生時代に思い入れがあるのは、学生時代に悔くいがあるやつか不良生徒くらいのものだろう。なぜなら、彼らの感覚が学生時代で止まっているか、その地点が頂点で、あとは社会に搾取されるだけの下降線だからじゃないかな」


    　それぞれの脳のう裏りに、それぞれの現状が思い出されたのだろう。俺の意見に呆あつ気けに取られている生徒がいれば、またうなずいている生徒もいる。


    「実際は『できること』を考えて、だんだんと諦あきらめることが大事なのだろう。みんながみんな『好きなこと』をすれば英雄や運動選手、芸術家なんて役立たずな人間だけで世界が溢あふれかえってしまう」


    　俺は小さく笑った。


    　子供時代の俺自身はいったい何者になりたかったのか。ヴォックルの花形選手、ベイルスの四番打者、画家、音楽家、会社経営者、咒式学者、良き青年、良き男、良き夫、良き父親。そして良き人間。


    　どの時代でどの夢を持っていたのかは思い出せない。だが、どれも叶えられなかったし、攻こう性せい咒式士を目指していなかったことだけはたしかだ。


    　ソカヤが理解していいのかどうかと、迷った顔をしていた。


    　ダメだ、女が困った顔をした途端に、甘い言葉で優しくしたがるのが俺の悪い癖くせだ。これは死ぬまで女に頭が上がらない性質なのかもしれない。


    「全員に特別な才能があるわけでもない。学校の咒式は、中程度の人間の、中程度の人生を実現するのに必要なものだと思えばいい。たとえ十年後にゴミだと思える授業であってもね」


    　唇くちびるからは柔らかな声が出ていった。


    「学校の先生が言う『みんなと仲良く』というのは、翻ほん訳やくすれば『どうしても気に入らない糞くそ野や郎ろうとも仲良くしろ』ってことだ。だけど『この主義主張、この神様を信じなさい、これを好きになりなさい』と同じ内心干かん渉しようのような気がする」


    　ソカヤが考える。俺は続ける。


    「人間関係を構築する能力はものすごく大事なことだ。それでも『どうしても気に入らない糞くそ野や郎ろうとも仲良くしろ』という不可能なことは無視しよう。できるのは、敬けいして遠ざけるなどの共存する手法を学ぶことだろうと思うよ」


    　生徒たちも互いを見る。誰もが仲良しになり、幸せになるわけでもない。俺は笑う。


    「だから、子供という空洞に詰めこむのは、屑くずやゴミでいいんだ。屑やゴミでもいいから空洞を広げて、必要になったら屑やゴミを捨てる。そして空洞の奥行きを観察すれば、なにが可能で不可能かを見る余裕がでてくる。あとは各自の[image: ]そう意い工く夫ふうだろう」


    「そう、なんですか？」


    　疑問の声を残し、ソカヤが考えこむ。俺は少しだけソカヤがかわいく見えた。


    「それが人生の楽しいところでもある、かな？」


    「またてきとうな返事をして！」


    「悩め若人わこうどよ。なにも考えないより、悩んだものの人生は豊かになり、ほんの少しだけ人に優しくできるのさ。と、どこかの偉い人が言っていそうな台詞せりふをあえて言っておくよ」


    　生徒たちのなかで、テュラスだけが薄く笑っている。


    　軽く溜ため息いきを吐ついて、気分を切り換えよう。


    「というわけで、とりあえず今は夏の模試に向けてがんばれ。結果が出ればおまえたちも嬉うれしいが、俺も実績になって嬉しい」


    　生徒たちの抗議を無視して、講義を再開した。


    　ノエスだけが、俺を烈れつ火かのような眼まな差ざしで睨にらみつけていた。


    



    



    　講義を終えて講義室を急いで抜ける。廊ろう下かを抜けて階段に向かい、二階から自動昇降機エレベーターに乗る。六階の屋上に出る。


    　見下ろすと、建物の一階からテュラスが飛びでていた。俺からの説明を求めたいらしい。


    　やはり裏から出よう。階段で下りていき、扉を開けて裏の駐車場に出る。いつかのように人影が待っていた。


    　まるで待ち伏せをするかのように、ノエスが階段に腰掛けていた。俺は罠わなにかかったふりをすることにし、悠ゆう然ぜんと階段の手て摺すりに背を預けていく。ノエスが口火を切った。


    「いつもガユスさんはなにも言っていない。単純なソカヤのように、オレはまるめこまれない」


    　ノエスは俺に詰めよるように続けた。


    「理想論や正論は要らない。オレは耐えがたい日々を生きぬく手段が欲しいんです」


    　俺に返すべき言葉はない。そんなものは俺にも誰にも分からないからだ。


    「あいつも、ゴートレックもそうだった。ただ弱かっただけだ」ノエスが吐きすてるように続ける。「社会が悪いなんて言っているやつは、決まってくだらない人間だ」


    「だろうな」


    　俺の同意が追い風となったのか、ノエスの語調が強まっていく。


    「ゴートレックは、社会や学校の圧力から、幻想世界に逃げたんだ。ソカヤは秀才気どりだけど自分ではなにも考えられないマヌケだし、ハリーチェは頭の悪いやらせ女だ。重圧を上う手まく避けていれば、ああならずに済んだはずなのに」


    　社会に、そして俺に挑戦するようなノエスの目だった。


    　俺は長い溜ため息いきを吐ついた。結論はひとつだ。


    「ノエス、やはりおまえは良い子でしかないよ」


    　哀れな思いで、俺はノエスを眺ながめた。


    「おまえの思考は、上手く立ち回っているように見えて、実はそういう風になれ、という社会と学校の要望に忠実に応えているだけなんだよ」


    　階段に腰掛けているノエスの顔に、特大の疑問符が浮かぶ。


    「その思考で社会に出ても、上手く立ち回ることができるだろう。敵がいて、それを打ち倒す。弱いものが負けて、強いものが勝つという企業の咒じゆ式しき士しや咒式師として戦っていくと思う。そう、なんの疑念を持つこともないだろう。実際に、それで上手く生きられてしまうからな」


    　俺は眼前のノエスに言っているのか、それとも他の誰かに問いかけているのか。


    「今でさえそうなら、将来のおまえは典型的な企業咒式士や咒式師になる」


    　夏の日射しが、俺の影をコンクリ床に縫ぬいつけた。


    「結局、おまえは学校や社会の思考を批判しているように見えて、上手く乗せられている。『いろいろと苦しいこともあるけど、我慢して働こう。社会や企業、ひいては利益のために』という向こう側が作った仕組みに、すべてが回収されているだけなんだよ」


    「それは、その、オレは企業に利用されようとも賢い生きかた、をしているんですよ」


    　迷いつつもノエスが答えた。先ほどの意見と違ってきているが、気づかない。


    「それは、賢い生きかたでもなんでもないよ」


    　一言でノエスの思考を断ち切った。


    「おまえの思考はゴートレックの思考とまったく同じだよ。ただ社会に順じゆん応のうするかしないかと立ち位置が違う、ただそれだけのことだ。そして他人は自分とは違う。考えかたも、感じかたも、そして痛みの程度も」


    　俺の言葉は、自らをも抉えぐる。


    「おまえこそ理想論で喋しやべっているだけだ。ゴートレックの痛みを自分に引きよせているのか？　おまえは社会に順応して壊れることを正当化しきれるのか？」


    　俺の問いに、ノエスは黙りこんでしまった。なにかを反論しようとして、言葉が出てこない様子だった。


    　ノエスはゴートレックを、他人を一生理解できはしないだろう。人はそれぞれ違うということを理屈と頭では分かったつもりで、おそらく分かってはいない。


    「小利口なつもりで、価値観をどこかの誰かに預けただけの労働製品。性能と価格の競争から逃のがれることは我々にはできない。だったら順応したほうが楽なのかもしれない」


    　続けておく。


    「しかし、誰一人として順応しきってはいない。一流企業のすぐ側そばの精神科は、過労で訪れる企業人で繁はん盛じようし、失業した中高年たちが途方に暮れ、自殺していくよ」


    　ギギナの思考に対して抱いた違和感の正体も、今なら分かる。


    　ドラッケン族の思考では、強者になることが求められる。だが、どうしても強くなれない人間のことは、まったく考えられていない。


    　病人、老人、競争に負けたもの、競争をすること自体が嫌いなもの。それらの人間や意見は顧かえりみられることはない。それは寒々しい世界。救いのない世界だ。俺たちが生きるのは、そういう世界なのか、そうではないのか。それともこれから変わるのか。ギギナは自覚しつつ、踏み越えようとしていた。


    「だったら、あなたはどうしろと言うのです!?」


    　ノエスの言葉に、俺は返答しなかった。俺の言葉に、ノエスは返答しなかった。


    　世界に居場所がなかったゴートレックは、幻想世界に退却した。イエッガを騙かたった少年は陰いん惨さんな殺人に魅せられた。ハリーチェは喪失する記憶すら持たずに、男たちの間を彷徨さまよう。ソカヤは初めて疑問を抱かされて、ただ立ちつくしている。


    　ノエスが問いかけ、そして俺はなにも示せずにいる。


    　それでも社会は極点の氷壁のごとく、永久に変わらぬままにそびえている。


    「世界が刻々と変わっていても、ノエスのような子供たちの周囲は、なにも変わっていない。古くて狭い世界に閉じこめられ、古くて狭い価値観しか持てなくなっている」


    「なにを言っているのか分からない。ガユスさんは言いわけしているだけだ」


    「だろうな。俺が言っていることも、誰かの利益に回収されていくだけのものだ」


    　俺の態度自体が断絶だ。指摘しても、どうなるものでもない。そんな思いが、続く言葉を噤つぐませた。


    　失望を目に宿らせたノエス。座して語らぬ俺。ノエスが立ち上がった。そして駐車場から講義室へと去っていった。


    　扉が閉まる音を聞いても、俺の唇くちびるはなんの言葉も紡つむがなかった。


    　都合のいい結論など、どこにもないからだ。


    　視線を感じて後ろを振りかえる。通りすがりの生徒が、非常階段の三階に立っていた。ハリーチェは眠そうな顔をしていた。どうやらノエスと俺の会話を聞いていたらしい。


    　俺が顔を向けると、ハリーチェが微ほほ笑えむ。


    「男って気持ち悪っ」


    　そのとおりだよ、ハリーチェ。


    「夏風に吹かれて、スカートの中身が見えているけど、それは見せているのか？」


    　魅惑の逆三角形は、夏の空のように薄い青色だった。これが真理だといいね。


    　ハリーチェはスカートの端を押さえた。


    「センセ、最低」


    　かくして真理だか真実だかは、閉ざされた。


    



    



    　俺とギギナは街角を走っていた。突きでた看板や配管。曲がりくねった路地の前方を走る薄い背中は、賞金首だ。


    　細いうなじに珠たまの汗を浮かばせ、枯れ木のような足を必死に動かし、俺たちから逃げている。発達しきらない骨格、右手に握っているのは旧式の魔ま杖じよう短たん剣けん。刀身は鮮血に濡れている。


    　相手に続いて角を曲がる。通路に交差する配管や、廃車を避けて追跡していく。


    　標的はヨディート・アハナン。まだ青年期へと移行する途中の少年だった。


    　ヨディートは三十分ほど前に場ば末すえの賭と場ばに入って、全財産を無くすほどの大負けをした。この賭場は不正だと難なん癖くせをつけ、なだめにかかった店員と客の二人を雷らい撃げき咒じゆ式しきで殺し、卓の羅ら紗しやの上にあった金を摑つかんで逃走。指し紋もんから賞金首として指名されている。


    　経歴はありがち。学校で咒式を覚えても就職できず、自分が強いと思いこんで街に出たら、子供扱いされて通用しなかった。毎年飽あきもせずに量産される若い犯罪者だ。


    　怯おびえた顔が頻ひん繁ぱんにこちらを振りかえって、逃げきられるかどうかを確かめている。


    　直線になった。ヨディート少年が逃げる通路の先には、希望であるかのように海沿いの通りが見えた。俺は全速力で追いかけつつ、咒式を紡つむぐ。俺の傍かたわらを、ギギナは踊るように駆けぬけていく。


    　飛ひ燕えんとなって疾走するギギナ。右手には魔鳥の翼となった屠と竜りゆう刀とう。死神の大鎌がヨディートの首筋に狙いを定める。


    「殺すなっ！」


    　俺は紡いでいた咒式を破は棄きして〈矛槍射ベリン〉を発動。一本だけ合成された鋼はがねの槍が、ヨディートの足の間に着弾。足を取られて標的は転倒。上空をギギナの剛ごう刀とうが駆けぬけて、枯れ葉色の髪の毛が千ち切ぎられていく。


    　ヨディートが通路の先に転がっていく。俺たちも通路から通りに出る。海沿いの街並みが広がり、海風が俺たちに吹きつける。潮の匂においが鼻をかすめる。いい天気だった。


    　石いし畳だたみの上で、ヨディートが起き上がる。少年が見上げたのは、突きつけられた魔杖剣の銀の切っ先。荒くなった呼吸を隠して、俺は告げる。


    「詰み、だ」


    　ヨディートの顔には、怒りと恐怖。


    「たった三万、三万イェンを奪っただけなんだ！　賭場のあいつらは不正してオレから六万も奪ったんだ！　だからだから！」


    　口こう角かくから泡を飛ばして、ヨディートが喚わめく。線の細い顔は、恐怖と怒りで歪ゆがんでいた。


    　俺の隣では、ギギナが不満そうな瞳で屠竜刀を右肩に担かついでいた。


    「お優しいことだな」


    　相棒を無視して、俺は少年に語りかける。


    「分かるな？　生き死にお構いなしの賞金首であるおまえを、俺は殺さないようにした。おとなしく捕まってくれ」


    　俺はなるべく平静な声を出して、捕ほ縛ばく錠じようを腰の後ろから取りだす。


    「抵抗するなよ？　抵抗すれば俺は怖くなっておまえを傷つけてしまう。だからおとなしく捕まってくれよ？」


    「クソったれ！」


    　少年は世界を憎んでいるかのような声を発した。


    「学校も世界もてめえも、すべてがクソったれだ！」


    　ヨディートが咒じゆ式しきを発動させながら、下から魔ま杖じよう短たん剣けんを振りぬく。だが遅い。遅いんだよ。魔杖剣を旋せん回かいさせ、俺は渾こん身しんの力で振り下ろす。鈍にび色いろの刃やいばは、少年の頭頂から額ひたい、鼻筋まで断ち割った。


    「俺もそう思うよ」


    　ヨディートの顔面に刻まれた割れ目から、脳のう漿しようと血が零こぼれた。少年の手からは魔杖短剣が落ち、路上で硬質な音をたてた。血は少年の喉のどから、胸元まで赤い滴しずくとなって垂れていた。


    「えひ？」


    　顔面に刃を差しこまれたまま、ヨディートの体が痙けい攣れんした。青春の痙攣、断末魔というやつだった。


    　俺は刃を動かせなかった。少年の体が傾斜していき、刃が抜けていく。路上に倒れた少年の死体から、鮮血が溢あふれていく。頭ず蓋がいの断面から粘ねん度どの高い脳漿が零れた。


    　通勤や通学で通りかかった人々は、一瞬だけ少年と俺を見るために立ち止まる。そして、賞金首と賞金稼かせぎだと理解すると、退屈そうに足早に去っていく。ヒマな何人かが立ち止まり、死体を眺ながめている。


    「わー、死体だ」と携帯で写真を撮っている若者もいる。一人の中年男が薄うすら笑いを浮かべて、俺に尋ねてくる。


    「や、賞金稼ぎのお兄ちゃん。こいつが抵抗したから仕方ない正当防衛だと証言してやるよ」


    　興味深そうに続けた。


    「で、こいつ、どんな悪いことをしたの？」


    　俺は天を仰あおいだ。


    　路地の峡谷の底から見上げる空は、残ざん酷こくなまでの蒼そう穹きゆうだった。


    　物理定数はやはり変わらず、青い日射しが俺と少年の死体を平等に灼やいていた。


    「クソったれ」


    　俺は薄笑いを浮かべる男に答えた。


    　まったくクソったれだ。
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    「そんなバカな！」


    　老人の悲鳴めいた叫び声が、法廷に響きわたった。傍聴席の最前列にいる老人の両手が、木製の栅さくを摑つかみ、軋きしませていた。


    　浅黒い肌を異境の正装で包んだ異国人。老人の黒い瞳は正面を向いていた。視線は、中央の証言台の向こうに座る裁判長と裁判員、そして左右に並ぶ十二個の無機質な立方体を見据える。


    　立ちならぶのは、人格のない咒じゆ化か裁判装置だった。宝珠が膨ぼう大だいな判例検索を行い、超高速演算をもってそれぞれ違う論理精せい査さをし、裁判長に提示する。


    　裁判長席の背後の電光表示板には、弁護側意見に緑の光で賛成九、赤い光で反対三という票が無情に示されている。


    　さらに上方では、咒式陪ばい審しん員いんたちの意見が集計される。一万種の民意を反映する一万種の仮想思考が論理を処理する。即座に賛成八七六四票、反対一二三六票と出た。論理を司つかさどる咒化裁判装置たちと、民意を司る仮想陪審員たちの意見の合がつ致ちに、判事たちがうなずく。


    「当法廷は咒化裁判装置の審議と仮想陪審員の合意を材料として独自に判断し、弁護側の主張を受けいれ、被告を無罪とします」


    　判事の言葉に、またも咒式裁判装置たちが論理精査を行う。緑の賛成が十票、赤の反対が二票となって点灯し、判事の判決が支持された。


    　老人の目は下手側の検事を見据え、次に上手側の弁護士を見据える。憎ぞう悪おの眼は、最後に被告を凝ぎよう視しした。


    「以上、閉廷」


    　判事が告げると、検事や弁護士、無罪判決を受けた被告も立ち上がる。


    　無罪となった元被告人は巻き毛の弁護士と握手をし、無罪判決の喜びを分かちあう。弁護士は憮ぶ然ぜんとした表情で握手を受ける。元被告が法廷を去ろうとして、傍聴席に視線が向けられる。


    　被告だった男と、傍聴席の老人の視線が一瞬だけ交こう錯さくする。元被告は勝利の味を嚙かみ殺すように唇くちびるを引きむすび、身を翻ひるがえした。法廷から去っていく男の背中を睨にらみつける老人の双そう眸ぼうには、煮えたぎるような憎悪。視線で殺そうとする殺意があった。


    　老人の唇が嚙みしめられ、奥歯が軋きしむ。握りしめられた栅が、剛ごう力りきによって破は砕さい。


    「人殺しめ、許さないぞ！　家族を奪われた人間の悲しみを知れ！」


    　傍聴席から審議席に足を踏み入れた老人に、咒式廷てい吏りたちが左右から立ちふさがる。咒式廷吏二人だけでは止められず、老人が進む。慌あわてて飛びだした八人の廷吏が、老人に絡からみつく。　手と足、背中や腰や首をそれぞれ筋力強化咒式による凄すさまじい力で拘こう束そくして、ようやく老人の歩みが止まった。


    　廷吏の腕と体の厳重な拘束の間から、老人の首が伸ばされる。皺しわに埋うもれた瞳が爛らん々らんと輝き、自由となった元被告の背中を視線で刺し貫つらぬいていた。


    「絶対に許さない！　必ず殺してやる！」


    　哀しい殺意の叫びは、法廷に響きわたった。


    



    



    　膝ひざをついた姿勢で、魔ま杖じよう剣けんを鞘さやから抜きはなつ。


    　室内に射しこむ陽光が、刀身の上で冷たい光に変換された。次に床に伏せて、魔杖剣の刃やいばを掲げる。作用量子定数を操作。魔杖剣の先端に、青白い燐りん光こうで紡つむがれた咒じゆ印いん組そ成せい式しきが発生。化学錬れん成せい系第三階位〈爆炸吼アイニ〉により、トリニトロトルエン爆薬を生成。さまざまな起爆方法があるが、今回は同時に生成された雷らい汞こう、アジ化か鉛えんを起爆薬にして炸さく裂れつさせる。


    　生成されたトリニトロトルエンは、鉄片も混ぜられない極ごく微量。爆風というより、風を巻きおこすだけだった。


    　烈風が壁と棚たなとの隙すき間まに吹き、挟はさまっていた小さな金属の円盤を向こう側へ飛ばす。


    　俺は立ち上がり、巨大な棚の反対側に回る。再び屈かがんで、魔杖剣の先端を使い、金属片を手前に引きよせる。指先で目当ての金属片を摑つかんで、俺は安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。右手の魔杖剣を鞘に戻しつつ、立ち上がる。


    　左手の親指と人差し指の間に摘つままれているのは、銀色に輝く五百イェン硬貨。


    　お金様は美しい。事務所の窓から射しこむ光に照らされて、神こう々ごうしいまでの輝きだ。


    「ガユス、頭は大だい丈じよう夫ぶか？」


    　名前を呼ばれて、俺は振りかえる。


    　応接室への出入り口に、相棒のギギナが立っていた。銀の髪。鋼はがね色の瞳は薄く青と紫の色を帯びて、刃の輝きを宿している。通った鼻び梁りようの下には、皮肉な笑みを描く唇くちびる。美び姫きのような容よう貌ぼうだが、凶悪な瞳と眉まゆや顎あごの力強さが男であることを示している。


    「棚と壁の間に五百イェン硬貨が挟まったから、咒式を使って取っただけだが？」


    「おまえの頭は、神々の悪ふざけが起こって生まれたとしか思えない。しかも時々ではなく常々の悪ふざけだ」


    　仕事上の相棒が近づいてくる。俺は優しく言いなおす。


    「ごめんごめん。壺つぼに入った果くだ物ものを取ることに三日もかかるギギナには、あれが魔法に見えたんだよね」


    「口の利き方を知らぬ男だ」立ち止まったギギナが、美び貌ぼうを歪ゆがめて不ふ愉ゆ快かいさを示す。「その場合、私ならばきっちりと壺を割って果物を取りだす」


    「うわぁ、知能指数が負の値である人がする解決だな」ついでに先ほどの事態の道理を教えておく。「咒式具の詰まった棚は重い。動かすより咒式使用のほうが楽だ。お分かり？」


    「五百イェン硬貨と使用した第三階位まで発動できる咒弾とは、経済的に釣りあうのか？」


    　返す言葉はない。俺は目先の小銭に弱いのだ。あと女にも、事件にも、陰謀にも弱い。


    「しかし、最大の問題はそこではない」


    　ギギナが鼻び孔こうから呆あきれたような息を漏もらす。次の瞬間、ギギナの手が閃ひらめく。気づくと、俺の指先にあった硬貨が消失していた。


    　ギギナの右手に、五百イェン硬貨が摘まれている。


    　俺が見ていると、ギギナが棚たなまで歩く。そこで奪った硬貨を投げて、掲げた右の足の甲に載せた。次に左右に長い腕が広げられ、両手の五指が巨大な棚の両端を摑つかむ。力を入れた様子もなく両手を上げると、棚の下と床の間に空間ができた。一トーン以上ある棚が、軽々と持ち上がったのだ。


    　ギギナの右足が振られ、五百イェン硬貨が壁に当たった瞬間、棚が高速で下ろされた。まったくの無音ということは、一トーン以上ある棚を落としたのではなく、下ろしたのだ。


    　前ぜん衛えい咒じゆ式しき士しの剛ごう力りきは、人間の常識など軽く超越するのは分かっている。それでも目まの当たりにすると驚くしかない。振り返ったギギナは平然としていた。


    「問題は棚という家具の近くで、極小とはいえ爆ばく裂れつ咒式を使用した罪だ。家具を傷つけるなど、悪鬼の所業としか思えない」


    「ああそうか、思い出したくもないが、俺の相棒は家具に名前をつけたりする、かなり頭が不自由な人だったな。現実に触れると湿しつ疹しんが出る現実拒否症。治療薬は死」


    　ギギナは真剣な表情のまま続けた。


    「もう一回取りなおすということで許してやろう。だがしかし、次に家具に対して危険な咒式を使ったなら、貴様の頭を割る」


    「咒式を使わなければいいんだな？」


    　反射的に俺は訊きかえす。ギギナがうなずき、俺は残念そうな顔と声を作る。


    「いやその、先ほどギギナが棚を下ろすときに、硬貨が壁と棚を傷つけるような角度で挟はさまっていたけど、それはいいのか？」


    　俺の言葉にギギナが慌あわてて振りかえり、先ほどと同じ動作で棚を持ち上げる。すでに屈かがんでいた俺は、魔ま杖じよう剣けんの切っ先を伸ばし、落ちてきた硬貨を受け止め、素早く引きもどす。直後にギギナが棚を下ろした。


    　戻ってきたギギナの美び貌ぼうには苦渋の表情。俺は自らの舌先を見せて、指先で示す。


    「今、俺は咒式を使っていないよな？」


    「口こう舌ぜつの徒とめ」ギギナが笑顔で腰の刀の柄つかに手をかける。「攻こう性せい咒式士としての生きかた、いや死にかたを教えてやろう」


    　抜きはなたれた柄が、背負われた刃やいばに連結。全長一〇七一ミリメルトルという長大な刃が前方へと振り下ろされた。空気を裂く一撃を、俺は背後に下がって回避。すでに魔杖剣を抜きはなち、臨戦態勢をとっている。


    「俺のほうこそ、ギギナを殺す理由に溢あふれているよ」


    　刃をギギナの鼻先に向ける。


    「ギギナが意味なく買う高い咒式装備と事務所の家具とで、我が事務所は万年経営難だ。つまり、そろそろギギナという不ふ良りよう債さい権けんを切りすてる必要があるね」


    「美を理解せず経済だけで語るならば、人は計算機にすぎない。ならば、不完全な計算機にすらなれないガユスを処分してやろう」


    　事務所の私室で、俺とギギナは刃をもって対たい峙じしていた。五百イェンと家具のために殺しあいを始めるとは、命の価格破壊も極まりすぎだろう。


    　緊張感を破ったのは、鈴が鳴るような電子音。ギギナと目線を合わせていたが、相棒も緊張感が消えてしまったようだ。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを床に突きたてて、休戦の体勢になる。俺は自らの懐ふところから携帯咒じゆ信しん機きを取りだし、起動。立体光学映像で立ち上がった文章を一読した。


    「イアンゴからの依頼だ」


    「あの弁護士か。口こう舌ぜつの徒との同類だ」


    「一応我が事務所の顧こ問もん弁護士だよ。しかし問題がある」


    　俺は体を事務所の窓に向けて、顎あごの下に手を添える。


    「仕事を請けないとならないが、一人ではできない仕事のようだ。去年組んだデフテラスはエリダナの外に出たし、ラルゴンキンは嫌いだし、パンハイマは大嫌いだし、エルヴィンはそもそも猫だし、空気は生命体ですらないし……」


    　俺は相棒らしき存在へと、視線を向けてみる。


    「あ、残っているやつがいた。ギギナが行く気がないなら万事平和だけど、どうする？」


    「私はそこまであとの順番で呼ばれる存在で、しかも断ってほしいことが前提か」


    　俺が重々しくうなずくと、ギギナが刃やいばを振り上げた。


    



    



    　自動昇降機エレベーターから降りて、ビルの廊ろう下かを歩く。


    　イアンゴ咒式法律事務所と書かれた札ふだが下がった扉を抜けると、事務室が広がる。


    　観葉植物が置かれ、応接椅い子すと机が置かれている。奥の執務机で電話を受けていたイアンゴが、俺たちに目線を向けて手を上げる。弁護士が電話を切りあげ、応接椅子に向かう。


    「久しぶりだな。時間がかかったようだがどうした？」


    「ああ、ギギナと愉ゆ快かいな斬りあいと罵ののしりあいをしつつ車に乗ったので、時間がかかっただけだ」


    「……おまえたちの関係だけは、私にも理解できないな」


    　金髪の巻き毛の男が理解不能といった表情を見せる。


    「安心しろ。俺自身も俺とギギナの関係が敵か味方か分からない」


    　勧められてもいない応接椅子に、俺は腰を下ろす。ギギナも続く。


    「いい椅子だ。弁護士事務所という無味乾燥な場においても、色香を失わない」


    　俺の隣となりに座る巨大不燃ゴミ、家具バカのギギナの感想は無視しておこう。


    　正面のイアンゴの身を包むのは、紺こん色の高級背広。純白のシャツの襟えりや袖そでが鋭角に尖とがっている。赤いネクタイも垂直。襟元に控えめに輝くのは、天てん秤びんを模した弁護士の徽き章しよう。


    　イアンゴはエリダナでも有能な刑事弁護士であり、また俺とギギナのアシュレイ・ブフ＆ソレル咒式士事務所の顧問弁護士でもある。


    「そういえば、今期のヴォックル賭と博ばくでも万年最下位のタルフォルズに賭かける気か？」


    「それがどうした？」とイアンゴは平然と返してきた。


    「いいや、俺と警察のベイリックの定期収入源だからいいけどな」


    「愛ゆえに、だ」


    　イアンゴは力をこめて答えた。俺は呆あきれておく。


    「賭け事と愛は別物にしておかないと、人生が辛つらくなると思うが？　仕事もそうだろう？」


    　俺が話を仕事の方向に向けると、金髪の巻き毛の下で、イアンゴの唇くちびるは言葉を吐きだすことを忘れているようだった。俺から話を切りだす。


    「話を戻すと、俺を呼びだすとは、あまりいい事態ではないな？」


    「幸せな事態で攻こう性せい咒じゆ式しき士しを、しかもおまえたちを呼び出す人間がいるのか？」


    　イアンゴが反射的に答えて、俺は苦笑するしかない。


    「俺以外の事務所の人間の品行が原因なら、それは謝罪するよ」


    「ごく自然に私だけの責任にしているところが、ガユスの恐ろしさだな」


    「喋しやべるか死ぬかどっちかにしてくれ。全人類が後者を希望しているのだが？」


    　俺とギギナは横目で牽けん制せいしあう。争いが再燃しそうだが、知ったことか。


    「説明に入ろう」


    　俺たちの闘争を邪魔するように、イアンゴが言葉を割りこませた。腕利き弁護士の金色の口くち髭ひげが、口の歪ゆがみに合わせて跳ね上がる。


    「話というのは、今年の一月、連続して女性が殺された。覚えていないか？　ジェリン・バサ・ロットン、エリンデ・ファイスという二人の女性が殺害され、死体が切り刻まれた事件を？」


    　記憶検索をかけようとして、諦あきらめた。


    「様々な人種と国家、欲望と謀ぼう略りやくが入り乱れるエリダナでは毎日毎日事件が起きていて、俺にもすべてを把は握あくすることなどできない。殺人は、もはや新聞の三行記事でしかないよ」


    「それもそうだな」


    　イアンゴが考えこむ。


    「こう言い替えよう。殺害された女性が両の目玉を抉えぐられ、耳と鼻が切り取られ、性器と子宮が取りだされた事件だ。さらに、開いた腹部に目覚まし時計が突っ込まれていた、といえば分かるな？」


    「ああ、あの事件か」


    　即座に喉のどの奥に苦いものが滲にじむ。連続殺人で、ザッハドの使し徒とが関わったとも噂うわさされる、陰いん惨さんな事件だった。イアンゴが解説を再開した。


    「その事件の最重要容疑者だったのが、ラトセゲ・ロエイフ・バンクリフ。よりにもよって結婚記念日に逮たい捕ほされたラトセゲ氏が、私の依頼者だ」


    「結婚記念日に逮捕される、ね。俺より運の悪い男がいて安心したよ」


    　俺の言葉を無視し、イアンゴが左手を伸ばす。机の上の書類を摑つかむイアンゴの左手の薬指には、結婚指輪が嵌はまっていた。指先が翻ひるがえって、書類を俺たちへと差しだす。椅い子すから身を乗りだして書類を受けとり、戻る。横からギギナも覗のぞきこんでくる。銀髪が肩に触れるが無視。二人で文字面づらを追っていく。


    「ラトセゲとやらは、バンクリフ産業で出世し、取締役の一人となった男か」


    　男の経歴など興味ないが、仕事だから仕方がない。


    「で、十三年前にバンクリフ家の娘プレアムを妻として婿むこ入いりし、先代から引き継いで常務取締役代表となる。あとは現在五十七歳、現住所はスターゼ通り三丁目四十五番地。出身はウガリ州バラーデ市。最終学歴は皇立リヘイアス大学院、取得学位は経済学修士号ね。選良人生まっしぐらだな」


    　読み飛ばして肝かん心じんの事件の概要を摑つかもうとしたところで、イアンゴが続ける。


    「かなり難しい状況だったが、私が弁護してラトセゲ氏の容疑は晴れた」


    　顔を上げると、冷れい徹てつな弁護士としてのイアンゴの顔が迎えた。俺に言えることはひとつ。


    「弁護士はご苦労なことだ。悪人の弁護も大変だな」


    「よく言われる嫌味だ」イアンゴが薄く笑みを返してくる。「悪人本人に言われたことは初めてだがな」


    　俺は苦笑する。もちろん俺としても、咒じゆ式しき弁護士が定められた法に則のつとり、被告の法的権利を守る仕事だとは分かっている。逆にイアンゴから見れば、攻こう性せい咒式士の俺たちは法的に武装と賞金首の逮たい捕ほ権を持っているといえども、凶悪犯に近い存在だと思えるだろう。


    　さらに言えば、俺やギギナもあまり法に忠実なわけでもない。命がかかった場所では、無法の徒との規則に従う。イアンゴと俺たちは、お互いの領分を超える地点においては、それぞれに利用しあうというだけのことだ。


    　俺は重ねた脚を組みかえ、書類を軽く振ってみせる。


    「それで、どこから俺やギギナの出番が必要とされるのだ？　裁判は結けつ審しんしたのだろう？」


    　ギギナにいたっては、退屈すぎて欠伸あくびを嚙かみ殺していた。


    「問題は三人目の被害者、チチェリ・ヤーガ。正確に言えばその父親が大問題だ」イアンゴの青い目に苛いら立だたしさと怒り、そしてかすかな怯おびえの色が掠かすめる。「書類の二枚目に書いてあるが、被害者の父親はブーツォ・ヤーガ。東方二十三諸国家から流れてきた攻性咒式士だ」


    　再び書類に目を落とす。


    「ここにあるのは、顔写真と年齢と住所。二年前にエリダナに来訪とあるが、それ以外はほとんど空白だな」下に目を走らせる。「攻性咒式士としては甲こう二種しゆとあるが、東方諸国家での咒式士資格が、龍りゆう皇おう国こくや七都市同盟でいうとどれくらいのものか分からないな」


    「調べておこう」


    　イアンゴが答えて続ける。


    「補足しておくと、ブーツォはエリダナでは咒式士の仕事をせず、主に工場勤務をしていたようだ」


    　ブーツォの厳しい生活が垣かい間ま見みえ、俺自身のことを思い出してしまった。


    「一週間前の結審でラトセゲ氏が無罪の判決がくだされたとき、傍聴席のブーツォが暴れたのだ。『絶対に許さない、必ず殺してやる』とまで叫んだのだよ」


    　語尾には溜ため息いきが混じっていた。そこには事務的ではない青い瞳があった。イアンゴは法廷の　ブーツォの慟どう哭こくを鮮明に思い出したのか、堪こらえるような表情だった。俺にもやりきれない。遺族の憎ぞう悪おは深いに決まっている。


    「またブーツォ本人には、動機と充分に復ふく讐しゆうを行う力があると思われる。そこでラトセゲ氏は身の危険を感じ、私を通じて腕利きの攻こう性せい咒じゆ式しき士しを雇いたいとした」


    　イアンゴの眼まな差ざしは俺たちを見つめていた。


    「そこでガユスとギギナ、おまえたちに護衛を頼もうと思ったのだ」


    「判決で無罪が出たのだろう？　他に真犯人がいるとしたら、ブーツォがラトセゲを恨うらむ意味もないはずだが？」


    　疑問の色を帯びたギギナの声。イアンゴの目に苦く渋じゆうの色。唇くちびるの端がわずかに痙けい攣れんしていた。


    「詳細な事情は本人から聞いてくれ。では頼んだ」


    　疲れたように言ったイアンゴは、椅い子すに深く背を預ける。それ以上の会話を続ける気はないらしい。


    



    



    「では、頼むぞ」


    　知りあいの攻性咒式士に電話をかけてから、車で移動する。


    　オリエラル大河を渡って北上。エリダナ北西部の高級住宅地スターゼ地区にある、ラトセゲの自宅、には向かわない。


    　エリダナの南西部に到着し、瀟しよう洒しやなマンションに足を踏み入れる。自動昇降機エレベーターで五階に到着。


    　廊ろう下かを渡って、五〇一号室の前に立つ。呼び鈴を鳴らして、イアンゴからの紹介だと告げる。呼び鈴に携帯をかざして身元確認の信号を送り、相手の確認を待つ。


    　各種電子と咒式の鍵かぎが外される音が、控えめに鳴る。


    　隠れ家の扉がおずおずと開けられ、出迎えた男がラトセゲ・ロエイフ・バンクリフだ。


    　細身の体格と独特の銅線のような髪、太い眉まゆはイアンゴから携帯に送られた写真どおり。違う点は、落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥の疲労しきった藍あい色の瞳、顎あごの不ぶ精しよう髭ひげだ。


    「君たちが護衛か？」


    　身元確認したうえに再度の確認。おそらく精神的にかなり参っているのだろう。俺は無言でうなずく。


    「待っていた。来てくれ」


    　不精髭の顎で奥の部屋を指し示し、依頼者が廊下へと歩きだす。ラトセゲの背中に続き、俺とギギナが歩いていく。


    　廊下を抜けて、応接室にある革張りの椅い子すにラトセゲが腰を下ろす。低い応接机を挟はさんだ席に俺が座る。左の席にはギギナが腰を下ろし、前ぜん衛えい職の体重で椅子を軋きしませる。俺が口を開く。


    「事件は大変でしたね」


    「ああ、まさかあの大事な日に逮たい捕ほされるとは思わなかった」


    　ラトセゲの声には苛いら立だちが滲にじんでいた。結婚記念日に逮捕された苛立ちだろうか。


    「確認しますが、あなたは警察が容疑をかけた一人だった。犯行当時に近くにいたことから疑われたが、証拠不十分のため、イアンゴの弁護で無罪となった。遺族のブーツォはあなたを恨うらんでいて、危害を加える恐れがある。それで護衛を依頼された、でよろしいでしょうか？」


    「そうだ。法的決着を無視して、被害者の遺族が私的な復ふく讐しゆうに走るかもしれない」


    　ラトセゲの藍あい色の瞳は、せわしなく机や自らの手元を移動している。


    「こちらとしては護衛の仕事に異存はないのですが、果たしてブーツォ氏があなたに危害を加えるとまで言いきれますでしょうか？」


    「結審のときの、ブーツォ氏のあの目、あの言葉」ラトセゲの瞳が俺を捉えた。「私が彼の娘を殺した犯人として断定しているとしか思えない。実際、結審以降のブーツォ氏の消息は絶えているそうだ。これで用心しないほうがどうかしている」


    　疑うような言葉を投げたが、俺自身はブーツォが復讐を行う可能性はありえると見ている。


    　なぜなら、攻こう性せい咒じゆ式しき士しは人間を殺す力、咒式を使うことができる。ブーツォは極大の殺意を容易に実現する力があって、なお踏みとどまれる人間であるか。


    　攻性咒式士という力と間接的に聞くブーツォの言動を合わせると、復讐の実行可能性を否定しきれない。それでもなお、俺は問いかけてみる。


    「警察に身辺警護を依頼されては？」


    「最初の一週間は周囲を見回ってくれた。だが、それだけだ」ラトセゲの頰ほおが引きつる。「すでに妻と娘たちはエリウス郡の外に出している。私自身は大事な商談の最中で、出るわけにもいかないのだ」


    　彼が経営しているバンクリフ産業は、逮捕の時点でかなり評判を落として、取引先の大半を失っているだろう。無罪判決で信用が戻ってきたとはいえ、こんな短時間で元の取引状態になるわけでもない。犯罪は、関わっただけでも人々に傷を残す。


    「この取引さえ解決すれば、私も郡外に出る」ラトセゲが椅い子すの上で拳こぶしを握る。「あと一週間でいい。その間だけ私を守ってくれ」


    「いいでしょう。八月三日から一週間、その条件で契約しましょう」


    　携帯で契約を受ける。あらかじめイアンゴが提示していたとおりの報ほう酬しゆうを確認し、契約完了。俺とギギナは護衛計画を練ねるべく、席を立つ。ラトセゲが俺たちを見上げていた。


    「訊かないのか？」


    「なにをですかね？」


    　分かっていて訊きかえすと、ラトセゲが言いよどむ。口元が動き、ようやく言葉を吐いた。


    「私はブーツォ氏の娘を、チチェリ嬢を殺してなどいない。あんな恐ろしい殺人を実行する理由がない」


    「分かっています」


    　ラトセゲが所有するバンクリフ産業は、事件前まで中堅企業として充分以上に上う手まく回っていた。妻と二人の子供がいて私生活にも問題はない。


    　それでも、ラトセゲに犯行の可能性がまったく皆無ではないところが人間の難しさだ。犯人が犯人という看板を掲げて歩いてくれるわけもない。


    「我々の仕事は護衛であって、あなたの無実の真偽は関係ありません」


    「そうか、そうだろうな」


    　ラトセゲが俺の冷静な商売感覚にあいまいにうなずいた。


    「だが、相手のブーツォ氏が私を恨うらむことを分からないでもない。真犯人がいまだ現れない以上、私が犯人にしか見えないのだろう」


    　ラトセゲが視線を動かした。落ち窪くぼんだ目に生気が戻る。


    　視線の先には、出窓に飾られた立体光学写真があった。


    　写っているのは笑顔の妻、そして被害者のチチェリと同い年くらいの二人の娘。中央には、家族に囲まれて困ったような顔をしたラトセゲが立っている。典型的なまでに幸せそうな一家の肖しよう像ぞうだった。


    「私にも愛するものがいる。真犯人でもないのに殺されるわけにはいかない」ラトセゲは少し寂しげに続けた。「それに勘違いでブーツォ氏を新たな殺人者にしたくはない」


    　ラトセゲの言葉に、俺はうなずく。


    　もちろん依頼者の言葉の真しん偽ぎは分からないが、俺を傭やとった料金のうちとしておいただけだ。


    



    



    　周囲の確認のためにマンションを出る。


    　見回すと、道の向かい側に大きな車が停まっていた。車の側そばに立って会話していたのは、紺こん色の背広の男と青シャツの男。二人の腰には魔ま杖じよう剣けんが下がっている。紺色の背広の男のほうが俺とギギナに気づき、手を挙げる。


    「久しぶりだな、ガユス。呼びかけに応じてみた」


    「ああ、来てくれたかメッケンクラート。わざわざすまない」


    　背広の男に歩いて近づき、挨あい拶さつをしておく。


    「気にするな。うちとしても仕事はありがたい。二人だけだと長時間の護衛は辛つらいだろうから、お互いさまだ」


    　メッケンクラートが青シャツの咒じゆ式しき士しの肩を軽く叩く。


    「テセオン、おまえも挨拶しろ。ガユスとギギナはおまえより長く攻こう性せい咒式士をして、階かい梯ていもかなり上なんだ」


    　テセオンとかいう青シャツの咒式士は、憤ふん慨がいしたように顔を逸そらす。若さだろう。俺は出てきた欠伸あくびを嚙み殺す。


    「そんな体育会系の挨拶など不要だ。強制的な礼など、内心の敵意を育てるだけだろうしな」


    　俺の応対で、派手な青シャツの男の顔に敵意以外のなにかが生まれていた。


    「ならいいが。しかしこれは俺の人扱いの下へ手たさが出ただけだな」メッケンクラートが黒い長髪を搔かいて続ける。「護衛にしても、うちは俺が十階梯なだけで、あとはここにいない一人が九階梯、残りの七人はこいつを含めて七階梯だ。主力はあくまでそちらと考えてくれ」


    　メッケンクラートが青シャツの青年の肩を叩く。俺は依頼を確認しておく。


    「指揮官としてのおまえに不安はない。互いの事務所で補って護衛をしていこう」


    「それくらいでいいのなら」メッケンクラートが小さく笑う。「ここで俺の顔を立てるとは、あいかわらず攻こう性せい咒じゆ式しき士しにしては細かい配はい慮りよだな」


    「指摘されると恥ずかしいが、人間関係が破は綻たんしていることが攻性咒式士というのも古い認識だと思ってね」


    　路上で軽く打ちあわせをしておく必要もある。


    「先に言っておいたように、容疑者だったラトセゲ氏ほどではないが、弁護したイアンゴにも危険性があるような気がする。本人には事後承しよう諾だくになるが、イアンゴのほうも護衛してくれているか？」


    「言われたとおりに残りの七人を向かわせ、警護にあたっている。弁護士は自分の立場の危険性に気づいていなかったようだが、報ほう酬しゆう交こう渉しようも終了したよ」


    「メッケンクラートが気遣いできる人間で助かる」


    「護衛は難しい。襲おそう側はいつでも自由に襲えるが、守る側は常に周囲を警戒しなくてはならない」ギギナがつぶやく。「一人の人物を数日程度まで護衛するなら二人でもいいが、別々の場所にいる二人を一週間も護衛するともなると難しい。しかもイアンゴの場合は期限が決まっておらず、相手は使用咒式も分からない異郷の咒式士だ」


    　ギギナの指摘は正しい。枢すう機き卿けい長ちようの場合は観光案内と、元々の護衛がいたうえに、真相を知らなかったために受けたが、俺たちの事務所の規模では複数の長時間の護衛が難しい。だからこそ、中小の咒式士事務所で連れん携けいをとる。


    「いつものように頼むよ」


    　メッケンクラートが安心したような表情を浮かべる。懐ふところに左手を差し入れ、魔法のように銀の箱を取りだす。箱が開かれ、内部にあった煙草たばこをメッケンクラートの指が摘つまむ。


    「というか、おまえたちもめんどくさくて厄やつ介かいな仕事ばかり請けているね」


    「相棒が金食いでね」


    　俺の返事をギギナはすでに聞いていなかった。テセオンが動く。


    「メッケンクラート所長、俺が火を」


    「いいよ」


    　テセオンが燐寸マツチを出そうとするが、メッケンクラートは制止。自分で煙草に火をつけて、喫すった。煙を吐きだしながら、口を開く。


    「警察のベイリック警部補に話を聞いてきたが、聞くかい？」


    「手回しがいいな」と言うまでもなく、メッケンクラートは手回しがいいし、頭が回る攻性咒式士だ。だからこそ、たまに組んで仕事をする気になる。


    「ラトセゲとブーツォ双方のために一番いい結末は、警察が真犯人を逮たい捕ほしてくれることだ。それで捜査はどうなっている？」


    「前振りをしていて残念だけど、捜査に進展はないね」


    　メッケンクラートが持つ煙草から、紫し煙えんが流れていく。


    「ブーツォとチチェリのヤーガ親子は、どうやら偽造の滞在許可証でエリダナに入った不法移民。東方二十三諸国家からではよくあることだ」


    「エリダナは市内や近隣、地下にまで地雷を抱えている以上、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの流入に甘いからな」


    　俺は肩を竦すくめる。自分も同じような理由でエリダナに入ることができたからだ。


    　係けい累るいも引き立ても能力もなにもなく都会に来た田舎いなか咒式士と、すべてを捨ててきた不法移民の咒式士。どこにも違いはない。咒式士といえば思い出す。


    「そういえば甲こう二種しゆというのは、こちらの咒式士でいうとどのくらいの階かい梯ていにあたる？　おまえは東方諸国家に少し縁があるだろう？」


    「仕事で行ったことがある程度だが、甲二種を俺に聞くということは、ブーツォの強さがそれに当たるわけか」メッケンクラートが額ひたいに指を当てて考え、翳かげっていく。「たしかこちらで言えば、十二から十三階梯の間だったと思う。あまりよくないな」


    「洒しや落れにならない相手だな」


    　俺とギギナが顔を見合わせる。そこまでの強敵が相手になるかもしれないとは思っていなかった。襲撃者と護衛という差があるため、楽観視はまったくできない。


    　メッケンクラートが続ける。


    「耳よりの情報は、裁判のあと、ブーツォを強制送還させるべきだとする移民局と、被害者の遺族をより悲しませることはできないと人道的措そ置ちを主張する裁判所が話しあっているうちに、ブーツォ本人が消えたことだろうね」


    「行ゆく方え不明のままか？」


    「現状でのブーツォはあくまで被害者の遺族だ。事件が起こってからでなくては、建たて前まえ上公的機関は動けないということらしい」男の鋭い目が俺を見据える。「ガユスよ、おまえさんから見て復ふく讐しゆうされる可能性は高いと思うか？」


    「ブーツォ本人を見ていないからなんとも言えない、としたいが、備える以上に事件を起こさせないように俺とギギナ、そしておまえたちで動いているのさ」


    　メッケンクラートが深刻な顔をしていた。


    「最初にめんどうで厄やつ介かいだと言ったのは、どう考えても警察のベイリックが核心を外した会話をしてきたことなのだよ」


    「たしかにな」


    　俺は一連の情報の意味を理解していた。


    「ベイリックは警察として事件解決の手助けになるなら、俺たちのような街の攻性咒式士にも協力を惜しまない。だが、メッケンクラートを通して今聞いた情報は、あまりにも当たり障さわりがない」


    「ついでに言えば、イアンゴにラトセゲがした話も、同じように当たり障りがない情報ばかりだったな」


    　ギギナの補足で、俺も思い出す。関係者全員がなにかを隠している。


    「情報屋のヴィネルかナテッロに、もう少し詳しい調査を依頼しておくか」


    　俺とギギナは歩き出し、護衛に戻る。


    「ガユスよ」


    　メッケンクラートの声が背中にかけられた。


    「なんだ？」


    「いや、今度落ちついて話そう。食事でもどうだ？」


    「おっさんと仕事の話以外で話したいとは思わない」


    　俺は前に向きなおり、仕事に向かう。


    　一週間とは、実際以上に長く感じる護衛になるだろう。


    



    



    　夕方近くに、エリダナ南西部を車が進んでいく。入り組んだ沿岸部を車が走る。


    　海沿いに広がるゲネデイン工業地区では、灰色の壁をした中小の工場が身を寄せあうように密集している。車を通りに停めて、工場と工場の間の狭い道を歩く。周囲の工場からの汚お水すいが溢あふれている箇か所しよを、跨またいで進む。護衛を交代する前に、俺には行くべきところがあったのだ。


    「あいかわらず不景気そうな街並みだな」


    　壁の連なりを眺ながめつつ、俺はつぶやく。人件費の安い海外への工場移転でツェベルン龍りゆう皇おう国こく内の工業は弱体化し、倒産した工場も多い。同盟が推おしすすめた世界規格、ダリオネートが言った人間を疎そ外がいする法則のとおりだった。


    　しかし、貿易都市と言われるエリダナでも、沿岸部では工業地区が多い。


    　路地を曲がると、オイレン工業と書かれた看板を発見した。視線を横に動かすと、コンクリを敷きつめられた敷地に工場棟が二つ。右の工場にある開けはなしの出入り口からは、鈍にび色いろの工場機械と、火花に騒音。そして工場内を行き来する工員たちが見えた。社名から考える。


    「ツァマト社の系列会社のひとつ、ツァマト重工業、の下請けであるトローデン社は、この前買収されていたな」俺は金かな網あみで囲まれた敷地に足を踏み入れた。「その下請けのリケイヘム部品産業、のさらに下請けがオイレン工業か」


    　目の前に広がるオイレン工業の工場で、ブーツォ・ヤーガは働いていたのだ。


    　周囲を見回してブーツォのことを聞けそうな相手を探す。工場の横に、部品を入れた箱を手押し車で押す工員の後ろ姿を見つけた。小走りで追いつき、工員の横に並んで問いかける。


    「すいません、ブーツォ氏について聞きたいのですが……」


    　声をかけると、工員が手押し車を放りだしてその場を逃げだす。全力で走って、工員の前に回りこむ。男はさらに逃げようとするが、俺は手を広げて阻そ止し。「話を聞いてくれ」と言うと、工員が両手と両りよう膝ひざを敷地についた。


    「見み逃のがして。ボク、なにも悪いことしない！」


    　工員が両手を握り合わせて叫ぶ。近寄って見ると、工員はツェベルンやラペトデス系ではない、赤しやく銅どう色の肌と彫りの深い顔立ちをしていた。相手の勘違いに気づいた。


    「ああ、違う違う。俺は警察でも移民局の人間でもない」


    「本当？」


    　態度からして不法移民らしき中年の工員は、心配そうな表情で俺を見上げる。手を貸して立ち上がらせてやる。


    「本当？」


    　俺の魔ま杖じよう剣けんを見つけ、工員がさらに警戒するような声を出した。


    「いや、本当に違う。俺は単なる攻こう性せい咒じゆ式しき士しで……」ここで弁護士側だと言うのは得策ではない。「ある人からの依頼で、ブーツォの行ゆく方えを捜しているだけ」だと少々噓うそをつく。


    「ああ、同郷会ってやつからの依頼ね。東方諸国家の人たち、仲いいからね。そうね、ブーツォさん見つかるといいね」


    　自分から仕掛けたとはいえ、純じゆん朴ぼくそうな工員の勘違いが胸に棘とげを生む。偽りを言うことと本当のことを言わないことと、二種類の噓がある。どちらがより深い罪悪なのか知りたくもない。


    　工員と俺とで手押し車を戻す。二人で歩きつつ話す。


    「ボク、ヌームといいます。ウルムンから来たんですよ」


    「遠い国からご苦労なことだな」


    　ウルムン共和国、といえばレメディウスのことを思い出す。世界はどこまでもつながっているが、今は重要ではない。話しつつ俺とヌームで工場の入り口に戻る。


    　工場は咒式による金属組成変換式ではなく、旧式の機械を操ることによって部品を作っていた。工員が機械を操作すると轟ごう音おんが鳴り、横から銀色の部品が飛びでる。部品は籠かごに入り、別の工員が手押し車で次の工程の機械まで運ぶ。


    「ここで部品を作っているね。なんの機械のどの部品か分からないけど」


    　俺の視線に気づき、ヌームが笑う。


    「ボク、もうエリダナで四年働いているから、ツェベルンの言葉、けっこう上手でしょ」


    「ああ、たいしたものだよ。日常会話に支障がない」


    　感心は本心からだ。異国を知るにはまず言語を覚え、異国人と喋しやべることが第一だろう。だとしたら、ヌームは優秀だ。ヌームが工場の入り口に手押し車を停める。


    「ありがと。母国では国語教師だったからね。言葉はわりと得意です」


    　汗を拭ぬぐって、ヌームが笑う。逆に言えば、国語教師といった専門職がエリダナでは単純機械労働をしなければならないことに胸が痛む。気にせずにヌームが本題に入る。


    「そうそう知りたいのはブーツォさんのことだったね。あの人はカワイソ。娘のチチェリさんが殺されて」


    　気のいいヌームの顔に、翳かげりが射す。


    「ブーツォさんいい人だったよ。よく働いたし、ボクとも仲良くしてくれた。ボクが風か邪ぜのときなんか仕事を代わってくれた。チチェリさんは看病してくれた。あの人たちは恩人、いや恩人たちね」


    　ヌームの目に優しい感情が揺らめく。


    「工場の仕事が終わると、給仕をしている娘さんが迎えにきてね。親子二人して家に帰っていたよ。祖国からは遠いけど、二人でいると幸せそうだたよ」


    　ヌームの眼まな差ざしを追うと、工場の出入り口が眼に入る。


    　夕日に照らされた門柱の間に、異国人の親子が立つ光景が見えたような気がした。優しい娘が見上げ、照れくさそうな老父が眼を逸そらしつつも、二人で歩いていく。


    　胸がせつなくなるような、ささやかで慎つつましい幸せの情景。


    　祖国と自らの力を捨ててまで欲した、平和で穏やかな日々がかつてそこにあったのだ。


    「でもさ、ウルムン語の需じゆ要ようがないから工員となったボクと違って、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの資格があるなら、咒式士事務所に行けば良かったのにね」


    　ヌームの残念そうな声に、俺は答えない。


    　紹介もない異国人の、しかも不法移民を雇う咒式士事務所はまず存在しない。俺を拾って育てたジオルグは例外的な存在だったのだ。


    　ブーツォが自分で事務所を開いても依頼者がいない。残る進路は、辺境や地下で〈異い貌ぼうのものども〉の果てのない討とう伐ばつに向かうものくらいだ。さらには黒社会か、エリダナに進出したがるさまざまな国家の手先になって使いすての刺し客かくにされるか、犯罪者になって賞金稼かせぎに狩られるかしかない。


    　攻性咒式士、しかも高位であるブーツォは、自分の力に自信と誇りを持っていただろう。


    　しかし、誇りを曲げてでもブーツォは娘の傍そばを離れるような危険な仕事を、犯罪者になることを避けたのだ。愛するものと送る平和な生活を求めて祖国を逃のがれたのに、エリダナで手放すわけにはいかなかったのだ。


    　自らがもっとも頼みにする力を捨ててまで、平和を選んだのだ。ブーツォは良き父、良き男だった。


    　だが、ブーツォがすべてを擲なげうってまで守ろうとした娘は殺された。最悪の惨殺方法で。


    「あなた、強い攻性咒式士なら賞金稼ぎでもあるよね。だたら犯人捕まえてよ」


    　ヌームの縋すがるような期待の眼差しに、俺は耐えられなくなった。「ああ」とあいまいに答えつつ、目線を逸そらした。


    　俺は救いを求めて工場に視線を向ける。ヌームは俺に頼むように叫ぶ。


    「無罪になた人絶対怪しいよ。証拠がなくなるなんてやぱし変よ」


    「どういうこと、だ？」


    　俺の問いに重なるように、工場の奥から爆音。悲鳴。振りかえると、機械の間から、男が転げでてきた。東方系らしく顔の造ぞう作さくが中央に集まった男の口からは絶叫。男が掲げる右の腕は、肘ひじより先が消失していた。筋肉と骨が覗のぞく断面は、間かん欠けつ泉せんのように血液を噴きあげる。


    「バヤン！　なんてことだ！」


    　叫んでヌームが飛びだしていく。バヤンと呼ばれた東方系の男に、ヌームや他の工員たちが駆けよる。俺も周囲に従って走っていく。


    　バヤンの右腕の断面から溢あふれる出血を、ヌームが手で止めようとする。飛び散る血液が、ヌームの頰ほおや作業服の胸や腕を朱に濡らした。


    「なんてことだ！　なんてことだ！」


    　他の工員が近くにあったロープを手にとり、暴れるバヤンの腕の根元を縛しばる。心得のあるものが咒じゆ式しきを起動して、バヤンの出血を塞ふさぐ。しかし階位が低いらしく、効果を外した。痛みに暴れる男の顔は蒼白になっていく。俺はバヤンを抱えつつ、魔ま杖じよう剣けんを抜きはなつ。ギギナがこの場にいないことが悔くやまれる。


    「全員離れていろ！」


    　見たことや研究したこともある。だが、実じつ践せん使用は初めてでもやるしかない。電でん磁じ雷らい撃げき系第二階位〈電灼封ソーフ〉の咒式を発動。五百キロヘルツルという高い周波数の高電圧を励れい起き。電流の波は高こう値ちの差を慎重に調整し、魔杖剣の先端と傷口の間に、滝状のアーク放電がつながる。


    　凄すさまじい蒸気と絶叫。傷口の細胞が熱ねつ凝ぎよう固こを起こして、出血が止まっていく。続いて増血咒式を発動。周囲のものたちも俺に続き、バヤンの顔に赤みが戻っていった。そこで負傷者は意識を失った。俺は治ち癒ゆ系が専門外だから、これでも上う手まくやったほうだろう。


    「なんの騒ぎだ？」


    　工場の奥から現れたのは、工員姿で北方系の顔立ちの男。工場の責任者らしき男は、バヤンや心配顔の工員たちを一いち瞥べつした。瞬時に結論を構築し、口を開く。


    「バヤンは家に帰せ。残りは作業を続行しろ」


    　言いすてて、男は工場の奥へと向かう。


    「ちょっと待て」俺は立ち上がって声をかける。「傷口を高熱で塞いだから、すでに出血死はない。だが病院で医師の再生治療を受けないと、感染症も怖いし、なにより元の腕や手や指は戻らない」


    「誰だ？」


    　責任者が冷たい目で俺を一瞥する。


    「通りすがりの人間だ」


    　俺は歩いて男に近づいていく。責任者は冷たい目をしていた。


    「ならば放っておいてやれ」


    「おい」


    　俺は相手に詰めよる。手が届く距離まで近づくと、北方系の男が悲痛な表情を浮かべていた。


    「バヤンも他の工員も、そして俺も不法移民なのだよ」


    　男の顔には拭ぬぐいがたい悲しみと諦あきらめがあった。男のつぶやきには、神聖イージェス教国の訛なまりがあった。


    「俺たちが病院に行けば、一発で祖国へ強制送還される。医療保険にも入っていないから、高額な医療費が払えない。だから病院へ行っても意味がない」男は苦い言葉を連ねる。「同じ理由で闇医者にもかかれない。だから寝かしておいて、働けるようなら続ける。働けないなら死ぬだけだ」


    　俺は立ちつくしていた。工場の騒音に混じって響く、嗚お咽えつの声に振りかえる。


    　意識を失ったバヤンを抱えて、ヌームの肩が上下していた。ヌームの草食動物の瞳が潤うるみ、切実な問いを投げかけていた。


    「どうしてボクたちは、移民はこんな目に遭あわなければならない？」


    　ヌームの問いは叫びとなっていた。


    「真ま面じ目めに働いて、誰にも迷惑かけていない。みんなの代わりに辛つらい仕事している。なのになぜこんな目に遭うの？」


    　叫びが工場内に響く。


    「どうして!?」


    



    



    「そうか、大変だったな」


    　メッケンクラートが工場での俺の話にうなずきつつ、窓際の椅い子すに座る。


    　今腰を下ろしたばかりのメッケンクラートの向かいの椅子に、俺は六時間も座っている。目線はひたすら外を警戒していた。


    「ブーツォの事情は分かるが、仕事に手を抜くことはしない」


    　向かいに座るメッケンクラートが煙草たばこを取りだして、火をつける。もちろん外から見えないように、紗しや幕まくの陰で紫し煙えんを吐きだしていた。


    　見張りに移るメッケンクラートに話をしながら、俺は違和感を覚えていた。なにか大事なことを忘れてしまっている気がする。照明を落とした室内に、メッケンクラートが吐きだす紫煙だけが緩ゆるく漂っていた。


    　視線を室内に戻す。ラトセゲが寝起きする部屋の扉は開けはなたれ、ギギナが前に座っている。門番がギギナであるかぎり、あの部屋へ侵入することはできない。外からの強力な咒じゆ式しきで部屋や建物ごと破壊するしかない。だから、俺は外を眺ながめている。


    　胸元で携帯が鳴る。交代の時間が来た。外の街並みの先に、朝日の兆きざしが見えた。俺は椅子から腰を上げる。ギギナも床から立ち上がり、屠と竜りゆう刀とうを柄つかと刃やいばに分離させた。


    「そろそろ俺とギギナは引きあげる。あとはメッケンクラート社で上う手まく回してくれ」


    　俺は背伸びをする。さすがに六時間も同じ姿勢でいると疲れる。


    「次は夕方にここで集まり、また交代しよう」


    「分かった。私は少し早入りしておこう」


    　俺とギギナは午後の予定を確認しながら、玄関に向かう。


    「今、ちょっといいか？」


    　歩きだそうとすると、メッケンクラートの声がかかった。


    「なんだ？」


    　振りかえると、メッケンクラートの唇くちびるが紫煙を吐いた。


    「ガユスにギギナが相当な腕であると、自分自身でも分かっているだろう？」


    「褒ほめられても、報ほう酬しゆうのそちらの取り分は増えないが？」


    「いや、そうではなくて」


    　実力派の攻こう性せい咒じゆ式しき士しが照れたように言う。


    「ガユスの小心で計算高くて狡ずるい所を俺は買っている」


    「ああ、取り分の割合を下げてほしいってことか。それならいくらでも下げてやる」


    「いや、貶けなしているのではなくて、そちらのほうが名将気どりよりよっぽど頼りになると言いたいだけだ」


    　メッケンクラートの左手がいつの間にか携帯灰皿を握っており、根元まで灰になった煙草たばこを押しつけて消す。


    「俺たちは傭よう兵へいみたいなものだ。犠牲の上の栄光に輝く名将より、損得計算ができて危険なときには撤てつ退たいしてくれる臆おく病びような凡ぼん将しようのほうを信頼している。ギギナはエリダナで一番の剣士で、付いていきたいと思っている前ぜん衛えい咒式士は多い。俺の部下たちも、他の咒式士事務所でもそういうやつが何十人かいる」


    　長いうえに意味が分からない話の流れに、俺は疑念を抱く。


    「だからなんだ？」


    　探りを入れてみると、メッケンクラートが真ま面じ目めな顔のままで言った。


    「俺らを従えて、おまえとギギナが頭になる気はないかってことだ」


    　メッケンクラートの声は真剣だった。


    「実際の話、十三階かい梯ていの攻性咒式士が二人だけ、なんて事務所は他にないぞ？　同じく十三階梯のラルゴンキンやパンハイマは、咒式士だけでなく後方支援や従業員を入れると百人から数百人単位という事務所を率ひきいている」


    　俺はまだ意味が分からない。


    「年下の俺を担かついでどうする？」


    「年で人が集まるか。集まるのは強さと賢さ、なにより器うつわのもとだ」


    　男が笑う。


    「頭二人体制は例がないわけではない。ロンレルは夫婦で分担経営。ガーレン姉妹にいたっては、名目上あの長女が頭だが、実際は三人姉妹の合議制だ」


    　メッケンクラートは自分の想像に興奮してきたようだ。


    「前に立つのが嫌というのなら、名前が通っていて実力に文句のつけようもないギギナを頭に担いで、経営と全体指し揮きをガユスがやればいい」男が言葉を続ける。「エリダナに固定された、ラルゴンキンとパンハイマの二大巨頭制度、それに続く七つの大手事務所、七門という勢力図。さらには黒社会三大組織の寡か占せん体制もそろそろ変わるときだ」


    　攻性咒式士の言葉は熱い。


    「俺たちのような、エリダナに食いつめて来た人間や、移民や難民、いわゆる除外された攻性咒式士たちは、担ぐ頭が欲しい。おまえなら、ガユスなら分かるだろう？」


    　メッケンクラートの目には、普段は存在しない熱さがあった。俺にも男が求めるものが分からないとは言えない。


    　俺自身が完全に食いつめてここに流れてきたのだ。それをジオルグに拾われて、クエロに育てられて、ギギナに鍛えられ、ストラトスと競って、ようやく少しは使える咒じゆ式しき士しとなったのだ。メッケンクラートはかつて俺が師に渇かつ望ぼうしたのと同じことを、俺たちに求めているのだ。


    　俺は深呼吸して、息を吐いた。握る手袋のなかの掌てのひらが汗ばんでいた。


    「その話はまた今度だ。今はラトセゲの護衛に集中してくれ」


    　俺が言うと、メッケンクラートはしばし迷い、うなずいた。自分が柄にもなく熱くなりすぎたので、俺が引いたと思ったのだろう。冷静になったらしく、男は薄く微ほほ笑えむ。


    「俺は待っている」


    「無駄話は終わりか？　行くぞ」


    　ギギナが歩きだし、玄関へ向かう。逞たくましい背に俺も続く。


    　マンションの外に出た。朝あさ靄もやの住宅街の通りを渡って、車に乗りこむ。動力を起動させ、発車。操縦環ハンドルを切って、車道に出る。見上げると、マンションの窓が見えた。紗しや幕まくの間から俺たちを見下ろしているメッケンクラートが見えた。俺は軽く手を振り、車の流れに乗る。


    「どう思う？」


    「なにがだ？」


    　ギギナに問うと、明確な答えは返ってこない。俺は言葉を続けることを止やめた。


    　メッケンクラートは過か酷こくな護衛という仕事で弱気になったために言ったことだろうし、俺自身も信じていない。


    　ギギナはドラッケン族の軍で百人を指し揮きし、千人の指揮代行をしたこともあるが、事務所を大きくすることには興味がないようだ。なにより、仲間という言葉と状態が俺には似合わない。


    　朝から信号と思考に囚とらわれ、車を止める。


    「そうか……」


    　俺はようやく引っかかった点を思い出せた。急いでヴィネルとナテッロに連絡し、それぞれに裏を取るように依頼した。難しいようで、さすがに明日までかかるらしい。


    　助手席では、ギギナが目を閉じていた。結論が出てから伝えよう。


    　俺の懸け念ねんが見当外れであればいいのだが。俺は静かにヴァンを発進させた。


    



    



    　護衛を開始して三日目。


    　ラトセゲが移動するときも会社に出るときも仮住まいのマンションに滞在するときも、俺とギギナとメッケンクラートの咒じゆ式しき士したちで警護をしている。他の仕事をほぼ受けていない専属仕事だとしても、神経が摩ま耗もうしていく。


    　依頼人のラトセゲが隠れ家がとしているマンションの傍そばに単車を停め、内部に入る。門衛に挨あい拶さつして、廊ろう下かを歩む。


    　廊下の奥へと向かうと俺の携帯が鳴る。取りだすと情報屋のヴィネルとナテッロからだった。ヴィネルからはお役所文書の複写、ナテッロからはかなり確度の高い筋からの情報だった。


    　文書を眺ながめながら、俺は自動昇降機エレベーターに向かう。上昇する箱のなかで、情報を読み解いていく。現れる意味を理解していくと、次第に不快感が増していった。


    　鈴のような音が鳴り、上昇が止まる。携帯の文書を一時停止し、自動昇降機エレベーターから降りる。廊ろう下かに立っているテセオンに挨拶をしてみる。


    「元気か？　どうなっている？」


    　返事をすることなく、テセオンが黙っている。やがて口を開く。


    「メッケンクラートの旦だん那なが言うなら、おまえらを少しは信じる」


    　俺としてはどうとも言えない。テセオンは促すように横の扉を開く。


    　室内に足を踏み入れる。部屋の奥で、ギギナは不動の警戒姿勢で応接椅い子すに座っていた。昨日見た姿勢のままだから、二十四時間も警戒していることになる。


    　護衛には前ぜん衛えいの探知と反射能力、攻撃への壁となる頑がん健けんな体たい軀くが必須なので、ギギナを主しゆ軸じくに護衛日程を組んでいる。十三階かい梯ていだが後こう衛えいである俺は、前衛主体のメッケンクラートの部下と組むことが多いようにしている。俺自身は今夜から明日の朝六時まで。あとは仕事から戻ったメッケンクラートとその部下たちと交代する。


    　俺は携帯を片手に提げたまま周囲を見回す。ギギナに問うてみる。


    「ラトセゲは？」


    「通路や窓に近づかせないようにしているから、ひたすら奥にいる」


    　ギギナの顎あご先さきが示す方向を見る。ラトセゲは廊下からも窓からも遠い場所の椅子に座っていた。依頼者は前に立つ部下に指示を出しつつ、電話をしている。


    「ラトセゲに話があるが付きあうか？」


    「背筋を伸ばすついでにいいだろう。それで、楽しい話なのか？」


    「ああ、とっても楽しい楽屋話さ」


    　俺の言葉にギギナが立つ。俺たちの傍かたわらを、バンクリフ産業の重役が歩いていく。話が終わったのかと奥に視線を戻すと、ラトセゲはまだ電話をしていた。


    「そうだ。仕事の片かたが付けば、私は一旦エリダナを離れる。だから心配するな」


    　ラトセゲの声は優しいものだった。通話相手の言葉を聞いた男は、一転して哀しみに満ちた感情を顔に忍ばせる。


    「違う、これはおまえのせいではない」


    　俺の注視に気づき、ラトセゲが目で待てと合図してくる。


    「ああ、愛している。事件が片付けば会いに行く。ではまた」


    　ラトセゲが手早く話をまとめて、電話を切った。


    　俺は内容を追究しない。会話からして女、つまり愛人が通話の相手だろうが、俺には関係ない。護衛の支障にならなければそれでいい。問題は他にある。


    　ラトセゲが俺の目に宿る険に気づく。


    「その表情は、なにか悪い話があるのか？」


    　机の上で手を組みあわせ、ラトセゲが問いかけてくる。依頼主に向けて、俺は左手に握っていた携帯を再起動。立体光学映像のおびただしい文字と映像があふれる。一読したギギナは、不ふ愉ゆ快かいさを刃やいばとして銀の瞳に宿らせる。


    「これがどういうことか、分かりやすく説明してくれないか？」


    　裁判記録の詳細を、ラトセゲの前に展開させたのだ。ラトセゲは両手を机の上で組んだまま、眉まゆ根ねを跳ね上げた。


    　ラトセゲの無罪や、ブーツォの殺意の点となると、イアンゴもベイリックも言葉を濁にごしていた。そこで、事件を調べると奇妙な点があり、裁判記録の詳細や周辺情報を取りよせた。


    「これでは、ブーツォがあなたを狙うことも、的まと外はずれな復ふく讐しゆうとは思えなくなってきた」


    　黙ったままの依頼主に向け、捜査や裁判記録の重大箇か所しよを拡大してやる。


    「ヴィネルが手に入れた事件の経過はこうだ」


    　親切な俺は声に出してラトセゲに聞かせてやる。


    「今年の一月十八日午後六時、近所の勤め人が帰りに近道を行こうとベイボ通りの工事現場を通る。昨夜からの雨で泥となった地面に、俯うつぶせに横たわっていた女の無残な死体を発見。通報を受けた警察が死体を検分し、捜査もせずに収容。ナテッロの補足情報では、被害者の容よう貌ぼうと所持品から不法移民と判明、移民組織の抗争による死体と決めつけたための杜ず撰さんな処置だ」


    　ああ、エリダナは腐っている。


    「さらには、収容所で三時間ほど死体が保管という名の放置をされる。勤務交代してきたまともな検死官が被害者を検死し、体内から目覚まし時計を発見。午後十時から、連続解体殺人の三人目の被害者として捜査を開始した」


    　そこで別の情報を組みあわせる。


    「同日、午後十時半。エリダナ北部で、無む灯とう火かの車に気づいた交通課の警察士が停止を呼びかける。しかし車は逃走し、警察士が咒じゆ式しきを使って車を強制阻そ止しした。運転手で所有者であったラトセゲが抵抗したため、警察の応援が呼ばれ車内捜索をされる。同車の後部荷物入れを開けると、泥と血がついていた。容疑者であるラトセゲに問いつめると、答えが不ふ明めい瞭りようだった」


    　どこまでも丁てい寧ねいに解説してやるよ。


    「荷物入れに付着していた血液を検査し、本署で照会すると、連続殺人の被害者のものと一致した。身み柄がら拘こう束そくののち、警察はラトセゲの自宅を捜索。バンクリフ家の近所の集積所へゴミとして出された袋から、ラトセゲの指し紋もんと現場の泥と血のついた靴くつを発見。緊急逮たい捕ほとなった」


    　いまだにラトセゲは一言も発しない。


    「しかし、ラトセゲ、おまえは単に死体発見をして、怖くなって逃げてしまっただけだという証言をする。さらに、警察士が車を停めた咒式は、逃走犯人ならともかく、交通違反の停止程度には使用されてはならない第三階位のものであった。同時に、裁判所の捜索令状が届く前の車内捜索も問題だった」


    　関係者が出てくる場面になる。


    「二点が違法捜査であることを、被告ラトセゲの咒式弁護士たるイアンゴに徹底的に糾きゆう弾だんされた。検察側は公判を維持できず、イアンゴ弁護士の奮戦もあり、わずか二回にしてラトセゲは無罪となる」


    　長く喋しやべって息が切れた。イアンゴの主張は正当すぎる。息を吸って、結論に向かう。


    「入手手段が不法と排はい除じよされて証拠にはできなかった。しかし、犯人でもないのに靴くつの処分、および死体発見をした本人が通報していないとなれば、疑われても仕方がないだろう」


    　ヌームが証拠排除に言及しなければ、俺はなにも知らずに護衛をしていただろう。


    「イアンゴにベイリック、そして本人と、関係者全員が積極的に話さないわけだ。ラトセゲ、おまえはかぎりなく黒に近い灰色だ」


    　俺の長く静かな追及を受けたラトセゲは、言葉もなく俺を見つめかえしていた。俺とラトセゲは互いの内心を探ろうと、視線を激突させていた。


    「被害者の遺族から猟奇殺人者を守る事態だとしたら、あまり笑えない筋書きだな」


    　俺はラトセゲに斬りこむ。ラトセゲは急所を突かれながらも、言葉の槍やりを振るう。


    「黒に近いとはいえ、私はまだ灰色だ。そして私は君たちの護衛対象の人物だ」


    「では、なぜ犯行現場にいた？　結婚記念日を放置してまであの場所にいた理由は？」


    「ここは法廷ではないし、君は検事でもない。私が答える必要はない」


    「手札が裏返って、屑くず札ふだだと分かったのだ。掛け金は上がるに決まっている」


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもは救いがないな」


    　ラトセゲが吐きすてる。俺は不ふ愉ゆ快かいになってきた。


    「裁判所に入ってもらって、この腐った交渉を続けるか？」


    「困るのはどちらだと思う？」


    　ラトセゲと俺は言葉の刃やいばを向けあう。俺は護衛対象が伏せた手札が致命的だと思っている。対してラトセゲはそれすらも依頼料金のうちにしろと暗に言っている。


    　俺とラトセゲの間に、長身が割ってはいる。


    「落ちつけ。一度外に出て頭を冷やせ」


    　ギギナの声は冷たい金属のようだった。


    



    



    　扉を叩いてテセオンに合図。俺たちが外に出て、テセオンが室内に入ることになる。テセオンは訳が分かっていないようだが、まだ俺とギギナの間だけの話にしたい。


    　俺は廊ろう下かの壁に背中を預ける。コンクリへと体温が移り、冷ややかだった。


    「ラトセゲが犯人だとしたら、俺たちのやっていることは単なる犬の仕事だ」


    「違う。我らは剣だ」


    「なにが違うのか俺には分からないね」


    　ギギナの戯たわ言ごとに反論しつつ、携帯を再起動。廊下の薄闇に浮かびあがる情報のうち、裁判記録を眺ながめる。


    「証拠品の靴くつの泥と血が現場のものである事実は動かない。ラトセゲが靴を車の後部荷物入れで運び、捨てたことも事実だ。ブーツォの行ゆく方えは情報屋やその他の網あみを張ったので、報告を待っていれば……」


    　裁判記録を眺ながめて、事実と現在の手段を確認していく。


    「俺たちにできるのは、不法捜査をしてしまった警察士に話を聞くことくらいだな」


    　書類に書かれた警察士の名前を指で弾く。不法捜査をしてしまったのは、バゼティシオ巡査部長という男だった。


    　バゼティシオに話を聞こうと警察署に電話をする。電話を受けた警官に、今日は休きゆう暇かだと返された。


    「不法捜査をしてしまったのは、バゼティシオ・ムフス・ガデン巡査部長。五十九歳。来年六十になるから、三月で定年か」


    「最後の年に違法捜査という失敗をし、事件を悪化させたわけか」ギギナの眉み間けんに、厭いとわしげな峡きよう谷こくが刻まれる。「他の経歴はどうなっている？」


    「エリダナ東署交通課勤務。皇立大学院から警察学校に入りなおした変わり種だ。三年前の妻との離婚以来、勤務態度はやや荒れぎみで、去年の春に交通課に左さ遷せん。それ以前は平均的な警察士だな。子供はなし。出身はウガリ州バラーデ市。現住所は、コブド地区五丁目三十三番地か」脳内地図に変換。「ここから近いな」


    　俺は顔を上げる。


    「事実の究明は今回の仕事ではない。私は護衛に専念するほうを勧める」


    「ではいつもと逆で俺が前ぜん衛えいとなる。ギギナは後こう衛えいとなってここで待機していろ」


    　俺のたとえに、ギギナが苦々しい顔をしたが、了りよう承しようするしかなかった。


    



    



    　疾しつ駆くするヴァンは、コブド地区の商業地を抜ける。


    　標識にあるコブド地区五丁目の表示を見つつ、車を徐行させていく。狭い土地にひしめきあうように、青い屋根に白い壁という簡素な住宅が並ぶ。


    　家々の間を抜けていき、三十三番地に到着して停車。錆さびた郵便受けと、同様に錆びた鋳ちゆう鉄てつの門もん扉ぴ。上から覗のぞくと、荒れ果てた芝しば生ふが玄関まで続いている。門扉に手をかけつつ呼び鈴を鳴らそうとして、体が泳ぐ。手をかけた門扉が開いていったのだ。


    　体を戻すと脳のう裏りに赤色灯が点滅。常に犯罪と接する警察士にはありえない無用心さだ。


    　門扉を握っていると、近所の人間たちが、通りの角から心配そうに俺を眺めている。口々に「警察？」や「なにか物音がしたけどなにかしら？」と言っている。焦しよう燥そう感にかられて、呼び鈴を鳴らそうとして手を止める。魔ま杖じよう剣けんを静かに抜きはなち、扉を開ける。


    　警報が鳴らない。撃退装置も作動しない。敷地内に無音で足を踏み入れる。門扉の裏を眺めると、設置されている電子と咒じゆ式しきの警報や撃退装置が破壊されて、機械や配線が撒まき散らされている。


    　俺は建物に向きなおり、敷地を走る。玄関の扉の把とつ手てに触れると、やはり開いている。壁に沿って敷地を疾走。角を曲がった裏庭には、ガラスの破片が零こぼれて陽光に輝いていた。


    　割れたガラスの上を避けて、敷地へと開いている出入り口に到着。その場から応接室を見渡せた。応接室の椅い子すや机が砕くだけ、棚たなが倒されていた。床に散乱するのは、逮たい捕ほを表彰する勲くん章しようや、記念の皿の破片。彩いろどるのは鮮血。


    　緋ひ色いろの句読点は、部屋の奥に向かって大きくなっていき、終点で濁だく流りゆうとなっていた。


    　応接室から外へと逃げようとしたのか、室内と敷地への境界線に初老の男が横を向いて倒れていた。頭部が割れ、桃色の脳と鮮血が溢あふれていた。胸や腹には槍やりや砲弾でも受けたような大小の穴が開いている。穴から零こぼれた紅くれないの濁流が、敷地に血溜まりを広げていく。


    　バゼティシオ巡査部長は絶命していた。


    　異常な事態に驚くよりも、確認すべきことがある。死体を跨またいで室内に足を下ろす。バゼティシオの死体の懐ふところを探るが、携帯電話はない。十数人が暴れたかのように、部屋は破壊されつくしていた。進めた靴くつの裏で、ガラスと陶とう器きがさらに細かく砕ける。横倒しになっていた固定電話を発見する。


    　操作して、着信番号の一いち覧らんを立体光学映像で表示した。延滞した公共料金の請求などが数件。それ以外の個人からは一件だけ。


    　用心したのだろうが、一回だけラトセゲの隠れ家がからの電話の番号があった。


    「なぜここでラトセゲの番号が……」


    　俺は事件の背景のすべてを理解した。走りながら携帯を取りだして、表示される時間に舌打ちが出る。続いてギギナを呼ぶ。道に飛びでると、呼びだし一回で通信連結。


    「ギギナ、ラトセゲといるか!?」


    「ああ、残念ながらな。三流らしい慌あわて声からすると緊急事態か？」


    　車に乗りこんで起動。近所の人間が俺の不法侵入に対してなにかを囁ささやいているが無視。


    「ブーツォが動いたらしく、バゼティシオ巡査部長が殺されていた。電話からラトセゲの隠れ家がも知られた。すぐにラトセゲを市外に移動させろ！」


    「分かった。貴様とはどこで合流する？」


    「途中のレシャン大通りの手前で合流しよう！」


    　ギギナの返事の前に携帯を切って、車を急速発進。相手は俺たちより一足早く動き、真相に気づいた。だとしたら、絶対にラトセゲを狙ってくる。


    　思考は乱れながらも、車は道を疾しつ駆くしていく。


    



    



    　エリダナ北西へ向かって、ヴァンが疾走していく。エリダナ市外へと出るレシャン大通りを避けて、脇道へ駆けこむ。路ろ肩かたに停車して外に出る。


    　店の電飾看板が、夜空を埋うめつくしている。夜の活気に触れようと、人々が歩道を歩いている。行き交かう車を見ながら携帯で連絡しようとすると、タイヤの音。メッケンクラート社の車があとから到着し、路肩に激突する。予測した時間どおりだ。


    　車の扉が開き、ギギナに守られたラトセゲが出てくる。


    「ギギナだけか？」


    「運悪く交代時間だった。他の咒じゆ式しき士しはあと三十分で到着する。メッケンクラートにも伝えたが、どれほど急いでも十分か十五分ほどかかる」


    　ギギナが答えた。同時に事態を断片的に聞いて不安顔になるラトセゲを、強引にヴァンに向かわせる。メッケンクラート社の車より、俺たちのヴァンのほうが走行性、防御力ともに上だと、言わずとも分かる。他の誰でもなく、ギギナが護衛にいることが心強い。


    「ラトセゲをここから離すことが第一だ」


    　俺が運転席、ギギナが助手席に飛びこみ、車体が揺れる。ラトセゲは後部座席に戻す。同時に背後から遠く響く轟ごう音おん。


    　振りかえると、ラトセゲの隠れ家がのマンションが、窓から黒煙を噴出させて炎上していた。俺が前に出てギギナを移動させて正解だった。連絡が遅れれば先制攻撃を食らっていた。


    　急いで発車しようとすると、ギギナが嬉き々きとした横顔となっていた。


    「電話では詳細を聞いていなかったが、どういう厄やつ介かいな事態になっている？」


    「バゼティシオ巡査部長は、ラトセゲから金を受けとり、わざと違法捜査をしたんだ」


    　俺は後部座席を見ずに、言葉を投げる。ギギナはいつもと変わらぬ表情。ラトセゲは沈黙していた。車は裏路地を走りだす。


    「故意にさせた違法捜査で、自らの犯行の証拠を排はい除じよさせた。そうだろうラトセゲ？」


    　全員の注視を受けたラトセゲは、それでも沈黙を保った。表情には俺を試すような惑い。ならば続けよう。


    「バゼティシオ巡査部長は今年で定年だ。警察の恩給は驚くほど安い。引退後の警察士が犯罪者になるのを防ぐために警察が用意する再就職口にしても、失態を犯したバゼティシオにはまともに割りふられない。そこでラトセゲが、自らの会社の椅い子すを用意すると声をかける」


    　俺の声は刺とげ々とげしいものだった。車内には沈黙。


    「事件発覚前後の数時間で警官の買収ができるか？」


    　ギギナが俺に問いかける。


    「二人の出身はウガリ州バラーデ市。ついでに同じ皇立大学院の先輩後輩かもしれない。進路は違ったがエリダナで再会し、事件以前から親交があったのだろうな」


    　我ながら気づくのが遅い。俺は続ける。


    「事件の真相はおそらくこうだろう。被害者を殺害したラトセゲだが、いつかは警察も尻尾しつぽを摑つかむ」俺は推測を述べる。「ならば、一旦は微び罪ざいで逮たい捕ほされて、あとで違法捜査によって証拠を排はい除じよし、通りすがりだったとして無実を証明したほうがいいと考えたのだろうさ」


    　ラトセゲの思考をたどってみせる。


    「誤算は、被害者の遺族が腕利きの攻こう性せい咒式士で、本気で命を狙ってきていることだ」


    　俺の推測に動どう揺ようするかのように、ラトセゲの唇くちびるが引きむすばれる。


    「上う手まくやったものだ。当事者で証人であるバゼティシオ巡査部長が死んだ今、違法捜査による判決操作に関与したことを警察は絶対に認めない」


    　車はホーン通りに向かう。


    「いや、バゼティシオが生きていても、低下した威信をさらに崩壊させる事実の公開など、警察がさせない。そして違法捜査が不正な判決への誘導だったと証明できなければ、判決を覆くつがえしての再審請求は起こせない」


    「そうか、エリダナ法修正第五条にある『誰もが同一の犯罪で二度の有罪にはならない』という法律に従い、一度出た無罪判決は絶対に覆らないのか」


    　ギギナが俺の意見を先取りしてくれた。


    「法では、ブーツォの娘を殺害したラトセゲへの刑事罰ばつをくだせない。ブーツォの無念は浮いたままになってしまう」


    　車を左折しようとした瞬間、車体に衝しよう撃げき。同時に俺の体が左に傾く。


    　違う、右の車輪が浮いて、左に傾いているのだ。車内に散乱する樹じゆ脂しと破片、溢あふれる悲鳴と怒号。右腹部に尖とがったものが当てられて、助手席のギギナを見る。強化樹脂の窓と合金製の扉を貫つらぬいた二本の歪いびつな槍やりを、両手で握る相棒の姿。ギギナが止めなければ、腹に当てられるどころか貫通していただろう。


    　着弾の衝撃で浮いた車体が着地。車内の人間も大きく揺れる。周囲では人々の悲鳴。咒じゆ式しき戦闘に巻きこまれまいと、逃げていく人々が見えた。車内で振りかえると、車体を右から左へと貫通した槍の群れは、ラトセゲの腹部に命中していた。


    　言葉もなく俺とギギナは分業を開始。ギギナは後部座席に向かい、俺は先に運転席から脱出してヴァンの左へと出る。抜きはなった魔ま杖じよう剣けんの先端に紡つむいでいた、化学錬れん成せい系第一階位〈斥盾ジルド〉を多重展開。二重の鋼はがねの壁が、ヴァンの車体の左側面全体を覆おおうように出現。さらなる槍の群れが壁に激突する、鈍い多重音。二重の鋼である壁の裏側に、亀き裂れつが生まれる。


    「二枚の壁でなければ貫通されていたな」


    　壁の左右に、裏通りの人々が逃げている光景が見えた。ヴァンの前に出て横目で確認すると、右の二つのタイヤが破は砕さいされて走行不能。


    　さらに着弾の鈍い音が不吉な雨音となって響く。防壁の上の看板が砕くだけ、電飾が割れ、破片が雨となって降りそそぐ。後部の右扉から飛びでたギギナは、右手に屠と竜りゆう刀とうを握り、左腕にラトセゲを抱えていた。


    　ラトセゲはシャツの腹部に二箇か所しよの鮮血の染みがあった。腹部を貫通し、折れた槍が見えた。


    　槍というより、おそろしく長い三角錐すい、山や羊ぎの角つののように捻ねじれた金属だった。ギギナがラトセゲに対して治ち癒ゆ咒式を開始していた。出血からすると、内臓まで達する重傷。


    　遠距離攻撃が止やんだらしく、音が絶えた。防壁の端から、通りを覗のぞく。防壁の外、横にあった飲食店の店先の机や椅い子すは破壊され、通りに停められていた車の側面の金属板や、アスファルトにはいくつもの穴が穿うがたれ、角が突き立っていた。


    「見つけたぞ、ラトセゲぇっ！」


    　老いた声に視線を向ける。人影が絶えた裏通りに、孤こ影えいが立っていた。


    　精せい悍かんな浅黒い顔には縦横に皺しわが刻まれている。心痛と復ふく讐しゆう心によって削そげた頰ほお。双そう眸ぼうは内心から零こぼれる憎ぞう悪おが、炎となって燃えさかっていた。右手に握られているのは、幅広で片刃の魔ま杖じよう刀とう。


    「娘を、チチェリを殺した罪は、死の罰ばつで償つぐなわせてやる」


    　ブーツォの声には、滴したたるような憎悪の響き。ラトセゲを防壁の背後に庇かばいつつ、俺は交こう渉しようを開始する。


    「引け、ブーツォ。ラトセゲの罪は確定していないし、償わせたいなら他の手段があるはずだ」


    「どのような？」


    　俺にはなにも言えなかった。ラトセゲを裁く法はないのだ。


    「ラトセゲを離して去れ」老人は悲痛な声で告げた。「そうすれば護衛どもの命までは取らぬよ」


    「そうもいかない。護衛対象を一度でも放ほう棄きした咒じゆ式しき士しに、次の仕事依頼はない」


    　軽く言ってみたが、この状況は不利だ。ラトセゲという負傷者を抱えて、殺意に身を焦こがした異国の高位咒式士を相手に逃走しなければならない。


    「血には血を。それだけだ」


    　ブーツォの要求は単純にして明快。そして、やはり俺には返すべき言葉がない。金属音。ギギナの肩口に巨大な屠と竜りゆう刀とうが掲げられた。


    「私は正式に依頼された護衛対象を守る。邪魔するなら敵として排はい除じよする。価値判断は相手の死体の上で、いくらでもすればいい」


    　ギギナが屠竜刀を正せい眼がんに構える。


    「警官を殺した時点でブーツォに退路はない。そうだろう？」


    　答えず、ブーツォは魔杖刀の引き金を絞しぼる。薬やつ莢きようが排出され、魔杖剣の切っ先の空間に見慣れぬ咒印構成式が構築。燐りん光こうによる数式は、ブーツォの背後へと伸び、ビルとビルの間の闇に吸いこまれていった。釣つり竿ざおを振るように、前へ刃やいばを下ろす。


    「ならば、ラトセゲもろとも死ぬがいい！」


    　光る数式が円えん弧こを描いた瞬間、ギギナがラトセゲごと俺を抱えて倒れる。悲鳴のような音とともに、防壁が砂上の楼ろう閣かくのように砕くだけた。後頭部の髪の毛が何十本と引きちぎられていく。俺とギギナが回転、ラトセゲも悲鳴をあげて巻きこまれる。防壁の破片が雨となって降りそそぐなかで立ち上がる。


    　路上駐車された車の向こう、ブーツォの傍かたわらに蠢うごめくのは黒く濡れた鱗うろこに覆おおわれた肌。


    　宮廷の柱ほどもある胴体は、長く長く蛇だ行こうし、全長は二〇メルトルほどもあった。腹の下を覆う鱗がアスファルトを削けずっていた。


    　全体の印象としては、巨大すぎる蛇へびだった。


    　しかし、ビルの二階の窓まで高く掲げられた鎌かま首くびの先、頭部が印象を裏切っていた。


    　蛇の胴体と首の先には、白い蓬ほう髪はつ、皺しわが刻まれた肌。鷲わし鼻ばなの上には、感情を宿さない二つの瞳。巨大な老ろう婆ばの顔面が鎮ちん座ざしていたのだ。顔からは防壁を貫つらぬいた凶器であろう、長く捻ねじれた角つのが突きだしている。


    「行け〈尖角姥蛇イナーナ〉よ！　ラトセゲを串くし刺ざしにしろ！」


    　ブーツォが魔杖刀を振り下ろし、大蛇の先にある姥うばの顔が反転。巨大な槍やりの穂先のような角の先端を、天高く掲げた。次の瞬間、落雷となって下りていく。


    　轟ごう音おんとともに、凄すさまじい火花が散乱する。一瞬で十数メルトルの距離を詰めた角つのの一撃を、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが受け止めていた。烈風はあとから路上や俺に吹きつけた。


    　ギギナの凄まじい剛ごう力りきと、人頭の大蛇の全力が拮きつ抗こうする。上空から落下してくる巨大質量を受けとめたギギナの踵かかとは、アスファルトを踏み割っている。衝しよう撃げきを殺しきれずに膝ひざが砕けたらしく、鮮血が弾ける。


    　ギギナの脇から、人間の胴ほどもある〈尖角姥蛇イナーナ〉の顔面が見えた。唇くちびるからは肉の腐敗臭が吐きだされ、背後の俺やラトセゲにも吹きつけてきた。


    　殺さつ戮りくへの狂喜を孕はらんだ巨大な目のなかで、瞳どう孔こうが激しく動きまわる。


    　角の先端に刃やいばが合わされ、軋きしり声と火花をあげる。ギギナが刃を外し、角が逸それた。瞬間、角は引きもどされていく。ギギナの追撃、さらに俺の掩えん護ごの刃は空を斬っただけ。


    　俺は走りだしていた。〈爆炸吼アイニ〉を紡つむぎ、本体であるブーツォへ発射。トリニトロトルエン爆薬が路上に炸さく裂れつ。


    　路上から白煙が去っていく。店先が破壊され、路上駐車の車が半壊した惨状が現れる。ブーツォが立っていた場所には、黒い壁が立ちふさがっていた。


    　それは〈尖角姥蛇〉の長い体がブーツォを中心に渦うずを巻き、何重もの防壁となっていたのだ。


    　大蛇の防壁が解除され、憎ぞう悪おの表情でブーツォが現れる。ラトセゲを抱えた俺と、負傷したギギナは表通りを疾走していく。


    「角といい鱗うろこといい、硬すぎるな。本当にあれは生物なのか？」


    　路上駐車の車の上を飛び越えつつ、ギギナが苦笑していた。着地と同時に、また俺と重傷で顔が真っ青なラトセゲに併へい走そう。ギギナは痺しびれたのか右手を開け閉めしていた。


    　ギギナの一撃を受けとめた角と、俺の爆裂咒じゆ式しきを受けて平然としている鱗は、異常な硬度だ。元から高い硬度なのだろうが、さらに咒式強化で組成の変化をさせられているのだろう。


    「異国には、まだまだ俺たちが知らない咒式と〈異い貌ぼうのものども〉がいるということだ」


    　アスファルトが削けずれる音。左手に大蛇が疾走していた。蛇だ行こうする腹部の下でアスファルトが削られ、掲げられた鎌かま首くびによって進行方向にある車が撥はね飛ばされていく。移動するだけで破壊を撒まき散らす、本当の怪物だ。体格だけなら竜にも匹ひつ敵てきする。


    　角を振りたてる姥うばの顔が白目を向き、苦く悶もんに歪ゆがむ。疾走する長い腹部の下から、管が伸びていた。管が膨ふくらんだと思った瞬間、大蛇の体が振られ、先端から球体を吐きだされる。


    　俺たちの前方に球体が落下。粘ねん液えきに塗まみれた数十もの青白い球体。それは卵だったらしく、アスファルトや壁の表面で爆はぜ割れた。


    「なん、だそれ？」


    　ラトセゲが苦痛よりも驚きの声をあげた。


    　卵から飛びだしたのは、おびただしい数の小さな蛇。個体のすべてに母親に似た幼子の人面があり、角を振り立てていた。小さな唇くちびるからは忌いまわしい産うぶ声ごえがあがった。


    　先を走る母親の金切り声で、子蛇たちが目を開く。眼がん窩かには、表情のない二重の円の瞳が収まっていた。


    　俺の背筋を怖おぞ気けが撫なで、緊急停止とともに爆ばく裂れつ咒じゆ式しきを放たせた。炸さく裂れつするトリニトロトルエンによる爆風と鉄片が小巻貝たちに殺到。しかし、爆裂の範囲外に何匹かの子蛇へびが逃げていた。


    　飛ひ翔しようする子蛇の姿が消えた瞬間、ギギナと俺の刃やいばが一いつ閃せん。九匹の子蛇と人面を両断。しかし、ラトセゲを庇かばったギギナの左肩に一体、俺の右肩、左脇腹、右太ふと腿もも、左脛すねに四体の子蛇の角つのが刺さっていた。


    　あの〈異い貌ぼうのものども〉は、自ら産み出した子供を、自動追尾する弾丸として放ってきたのだ。悪鬼の攻撃としかいいようがない。


    　そこで思考が破裂した。激痛で視界が真紅に染まり、膝ひざをつく。刺さった子蛇が回転し、体内の肉を抉えぐっているのだ。回転。ギギナが俺を抱えて路地に入り、ビルの物陰に退避した。壁の角かどを子蛇の群れが抉っていく。


    　涼やかな音とともに、苦痛が停止。ギギナが刃を振って、蛇どもを両断していた。続いてギギナ自身に刺さった蛇を斬りはらう。床に子蛇の死し骸がいが転がる。


    「親と違い、まだ子供の殻からは柔らかいようだ」


    　自らの体に穴を開けられて出血しつつも、ギギナの分析は冷静だった。


    　路地から、通りを突進してくる大蛇の横顔が見えた。姥うばの顔を掲げた鎌かま首くびが直角に曲がり、射出された。俺とラトセゲがギギナに蹴けり飛ばされる。回転する先で、大蛇の一本角を受けとめる屠と竜りゆう刀とう。


    　さらに転がっていく視界で、黒い鱗うろこに包まれた胴体が高速で迸ほとばしっていき、路地の看板や店先が破片に変えられていく。回転を終えると、工事中の路地の上空が見えた。さまざまな物体の破片が空中に巻きあげられていた。そして上空に向かって伸びる大蛇の胴体。頭部の先端から角が天に伸びる。


    　角の先には、衝しよう撃げきを受けとめたギギナの姿があった。


    　ギギナの左手が巨大老ろう婆ばの上うわ顎あごを摑つかみ、右手の屠竜刀が歯を止め、両足が下顎を踏みつけ、喰われることを防いでいた。大蛇も舌を伸ばしてギギナの胴に巻きつけて拘こう束そくしている。


    　咆ほう吼こうとともに、天高く掲げられた〈尖角姥蛇イナーナ〉の首が反転、急速落下。喰えないのなら叩きつけて殺そうという邪悪な目もく論ろみだった。


    　ギギナは逃げられず、大蛇の頭部ごと路上に落下。爆音と爆煙。工事のために張られた鋼板を背中で砕き、地下に侵入していく。俺が放った〈矛槍射ベリン〉は、地面に潜もぐっていく大蛇の尾を掠かすめただけ。


    　それ以上のギギナの安否を、目で追うことはできなかった。後方から迫るブーツォの刃を、俺は必死で受けとめていたからだ。


    　金属質の悲鳴があがる刃。足の下、地下からは大蛇とギギナが地下水路を移動し貫つらぬく凄すさまじい振動と破は砕さい音。ブーツォの腹部へと蹴りを叩きこみ、距離を離す。同時に刃を立てる。刀身に激突して、進路を逸そらされた子蛇どもが背後の壁に激突。


    　一匹が刃に真正面から激突。防御したといえど、刃にかかる凄すさまじい着弾の衝しよう撃げきに俺の足が浮く。腕力で撥はね返した子蛇へびとブーツォに向かって〈爆炸吼アイニ〉を放つ。爆ばく裂れつが子蛇と路地を破砕。白煙が吹き荒れる。


    　ブーツォを仕留めたかどうかを確かめる時間はない。俺はラトセゲを連れて逃げる。路地を抜けて、裏通りに出た。ビルの間に、幌ほろ屋や根ねが連なる市場が広がる。騒動を聞きつけて、人々が逃げていく光景が見えた。果くだ物ものが転がり、幌屋根が倒れていく。


    　大地を揺るがす重低音。眼前のアスファルトが破裂した。


    　黒い破片と爆煙を貫つらぬいて、黒い奔ほん流りゆうが天空へと駆け上がる。


    　先端には角つのを生はやした老ろう婆ばの顔。そして自らの咒じゆ式しきによって装そう甲こうを身にまとったギギナが、大蛇の顎あごの内部にあった。左手と両足で上下の顎が閉じられることを防ぎ、ギギナが耐えていた。右手は屠と竜りゆう刀とうを握っており、切っ先は老婆の左目に突き立てられている。眼球から鮮血を流しながら、大蛇の長い胴体が空中を渡っていく。


    　空中に伸びた大蛇が苦痛に耐えきれずに、道路に落下。胴体が掠かすめた幌屋根が粉ふん砕さいされ、商店の店先が完全破壊。商品が跳ね、アスファルトが砕くだけた。跳ねた尾が、路上駐車されていた車を一撃で砕く。


    　ギギナも刃やいばを握ったまま空中に投げだされた。途中で体を畳たたんで回転し、建物の壁を蹴けって路上に着地。俺とラトセゲが駆けよる。


    　ギギナは装甲に包まれた両肩を上下させ、兜かぶとの下の美び貌ぼうを苦痛に歪ゆがめていた。全身に展開する燐りん光こうは治ち癒ゆ咒式だった。


    「自分の体で地下掘くつ削さくをするなど、想像したこともなかったな」


    　美び姫きの唇くちびるから流れる血を手で拭ぬぐい、荒い息が吐かれる。


    「巨大質量の突撃を受けたまま、背中で下水路のコンクリ隔かく壁へきを貫通させられ、工事現場の鉄骨に叩きつけられ、アスファルトを突きぬけてきた。さすがに死を覚悟した」


    「いくら完全装甲して刃で防いだとはいえ、よく生きているな」


    　俺が見ているだけでもギギナは重傷だ。全身の骨が砕け、筋肉が断裂している。〈異い貌ぼうのものども〉の巨大質量はそれだけで脅きよう威いだ。


    「そして、洒しや落れにならぬ。ブーツォは〈支配者ヘルシヤア〉職だ」


    　俺は路上を振りかえる。〈尖角姥蛇イナーナ〉は左の眼球を失ったが、ようやく鎌かま首くびを持ち上げていた。傍かたわらにある車の上に乗る人影は、ブーツォ老人。爛らん々らんと憎ぞう悪おに煮えたぎる双そう眸ぼう。


    　凄すさまじい多重攻撃だった。使し役えきする〈尖角姥蛇〉は恐ろしく強力な〈異貌のものども〉で、おそらく東方諸国家における竜の亜あ種しゆだろう。


    　さらに、弾丸のような子蛇の群れを生みだし、多角多重攻撃をしてくる。子蛇の群れを回避しようと遮しや蔽へい物ぶつに隠れると、砲弾のような〈尖角姥蛇〉が突進してきて防壁ごと貫通してくる。本体のブーツォを狙えば、〈尖角姥蛇〉と子供が襲おそってくる。


    　ブーツォは〈異貌のものども〉を操る、いわゆる〈支配者〉職だった。戦法が独特のため、俺たちも苦戦している。戦術的には以前戦ったユーゴックに近いが、一撃の重さの桁けたが違う。


    　一瞬で戦場となった通りに、人影は絶えていた。荒こう涼りようとした風が吹き、倒れた幌屋根や踏みつぶされた無花果いちじくや鮮魚を撫なでていく。


    　ブーツォだけが、路上の車の屋根に立っていた。傍かたわらでは巨大な蛇へびが鎌かま首くびを掲げている。


    　俺とギギナは負傷を堪こらえて、ラトセゲの前に出る。ブーツォの執念の目が車上から俺たちを見下ろす。いや、街を見据えていた。


    「私と、娘のチチェリを、この街は、法は救わなかった」


    　俺とギギナは打開策を探していた。負傷したラトセゲの呼吸が荒くなってきていて、持久戦に持ちこまれれば絶命の危険がある。しかし治ち癒ゆ咒じゆ式しきを使わせてくれるような隙すきがない。


    「我ら親子は、政情不安で不景気な祖国から逃のがれて、遠いエリダナの街にやってきた。ただ、職と、娘を飢うえさせない居場所が欲しいだけだった」


    　ブーツォの激げつ昂こうに合わせてでもいるかのように、大蛇の尾が揺れる。


    「娘の悲劇は許せない。それ以上に許せないのはこの街だ。エリダナの街が許せない」


    　車の屋根から降り、ブーツォは魔ま杖じよう刀とうを構えた。大蛇も動き、アスファルトを削けずる。


    「殺された我が娘が不法移民というだけで、警察は捜査を放置していた。連続殺人の被害者だと分かり、初めて動いた。そして容疑者のラトセゲが金で仕組んだ違法捜査による無罪を覆くつがえそうにも、法が許さない。不法移民というだけで訴えることすらできない」


    　ブーツォの瞳は哀しみと憎ぞう悪おと、無む明みようの絶望の色に塗りこめられていた。


    「時間がない。一気に勝負をかける」


    　ギギナが一刀を提げて、歩みだす。ラトセゲを背後に残し、俺も相棒に続く。


    「不法移民というだけで、貧しいというだけで、我らはこのような苦しみを受けねばならぬのか？」


    　ブーツォの叫びはヌームや、かつての俺の叫びと重なっていた。


    　人々が、そしてブーツォが憧れたエリダナの豊かさも、不法移民や若者や弱者を踏みつけて成立しているのかもしれない。


    　通りを行くギギナと俺の歩みは疾走になっていた。呼こ応おうするようにブーツォも走りだす。勝負は一瞬で決まる。


    「ならば私が復ふく讐しゆうの女神ネイレスの代行者となって、娘の無念を晴らすしかない！」


    　叫ぶブーツォとギギナがさらに加速。互いの咒式の絶対的な間合いに入る。


    　空中から、〈尖角姥蛇イナーナ〉が鋭角の突撃を開始。俺の爆ばく裂れつ咒式が迎げい撃げき。トリニトロトルエンによる爆風と破片の破壊の嵐。一瞬早く、爆風を貫つらぬく閃せん光こう。


    　凄すさまじい金属音。尖角の先端を、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが頭上で再び受けとめていた。


    　貫こうとする超高硬度の角つのと止めようとするガナサイト重咒合金の刃やいばが、激しい火花を散らしていた。高く剣を掲げたままで動けぬギギナに向かって、子供の蛇が殺到。


    　ブーツォが勝機と見て疾走。俺は魔杖剣を振って、電でん磁じ雷らい撃げき系第三階位〈雷蜘蛛巣ウエツブ〉を多重発動。雷撃の網あみが闇夜に広がり、子蛇どもの殺到を捕捉。百万ボルトルという高電圧が、肉を焼き焦がし、伝導率が低い殻からを破は砕さい。火花が夜を照らす。


    　雷撃系が苦手な俺では雷の網の目が粗あらく、一体の蛇の槍やりが抜ける。俺の左太ふと腿ももに着弾。肉の内部で回転し、貫通していく蛇へびの角つの。


    　それでも俺には勝敗が分かっていた。


    　ギギナの刃やいばは、高速飛ひ翔しようしてきた角へ最初に斬りつけた場所に、正確無比な二度目の斬ざん撃げきを打ちこんでいたのだ。


    　屠と竜りゆう刀とうネレトーの機関部で撃鉄が薬やつ莢きようを叩き、咒じゆ式しきが発動。生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。無意識による限界制動を強制解除。ギギナの全身の四百種類、六百五十の強化筋肉すべての力が解放。強大な筋力が、刃の一点に集束。


    「おおおおるううううっ！」


    　刃が疾走し、金属光こう沢たくを帯びた角の断面が覗のぞく。次の瞬間には、宮殿の柱のように巨大な角を、一いつ刀とう両りよう断だん。老ろう婆ばの顔が額ひたいから鼻筋、顎あご、さらに突きだされた青い舌までもが左右に切断されていた。


    　勢いあまった刃は、大蛇の喉のど元もとまで切り下げ、駆けぬけた。青黒い鮮血が散る。


    　血の軌跡を曳ひいて疾しつ駆くしつづける刃は、突撃してくるブーツォに向かっていた。復ふく讐しゆう者しやが驚きよう愕がくの表情を浮かべつつ、右手の刃を掲げてギギナの斬撃を受ける。


    　掲げた刃は乾いた音を立てて分断され、屠竜刀はブーツォの左首筋に命中した。残ざん酷こくな死に神の刃は、左鎖さ骨こつと肋ろつ骨こつを砕くだき、肉を裂き、胸きよう郭かくにまで達する。


    　必殺の一撃は、心臓の寸前で停止。ブーツォは右手でギギナの刃の根元を握り、即死の一撃を停止させたのだ。


    　頭部を両断された〈尖角姥蛇イナーナ〉がようやくアスファルトに落下。重々しい音と青黒い体液を撒まき散らす。瀕ひん死しのブーツォの目が見開かれ、前まえ蹴げりを繰りだす。ギギナの胸板を蹴った反動で後方に逃げる。ギギナも後退。ドラッケンの戦士の体に開いた穴から鮮血が漏もれる。


    　俺は左太ふと腿ももを貫通した蛇の角を斬りはらう。足を引きずりながらもギギナの横に並ぶ。二人の体で、ラトセゲへの射線を防ぐ。視界に光がちらつくが、治ち癒ゆはあとだ。


    　頭と脳を分断され、のたうっていた大蛇の動きがようやく停止した。


    　俺たちの前方で右膝をつくブーツォは、左胸の傷を押さえている。即死は防いだが、すでに戦闘力を失っている。皺しわ深い顔面には、極限の憎ぞう悪おと悔かい恨こんがあった。


    「娘の、仇かたきを討うてぬと、は……」


    　ブーツォの左膝が崩くずれ、左に倒れる。戦場となった通りに、ブーツォが倒れ伏す。胸の傷から溢あふれた血液が、アスファルトの上に血の染みを広げていき、大蛇の青黒い血と混じる。魔ま杖じよう刀とうを握ったまま、ブーツォは死にかけていた。


    「許、さぬ、許さぬぞ……」


    「違う、私は本当に殺してなどいない！」


    　ラトセゲの絶叫。俺とギギナの間から、腹部の傷を押さえたラトセゲが歩みでる。


    「私は違う、違うのだ」


    「では、ここまでする理由はなんだ？」前方を見据えつつ、ギギナが口を開いた。「犯罪の真犯人と疑われるより、違法捜査をさせてまで犯行現場にいたことを隠したい理由があるとでも？」


    「それは……」


    　青白い顔色のラトセゲの目と口が激しく歪ゆがむ。これが演技かどうかも分からない。真偽がどうか判断するには、材料が足りない。俺の視界の端に光が明滅する。


    　答えようとしたラトセゲの唇くちびるから、血泡が零こぼれる。男の全身が痙けい攣れんする。


    　胸の中央の布地を突き破り、角つのが生はえていた。血に塗まみれた角が回転し、ラトセゲの心臓を完全破壊。


    　振りかえると、倒れたブーツォの魔ま杖じよう刀とうが咒じゆ式しきを紡つむいでいた。組成式は復ふく讐しゆう者しやの真後ろに向かい、瓦が礫れきの間を走り、ビルの壁面を伝わり、俺たちの背後から這はい、ラトセゲを背中から貫つらぬく大蛇の尾につながっていた。


    「違、う……」


    　ラトセゲの唇くちびるは大量の血液と小さな言葉を吐いた。俺は反射的に刃やいばを閃ひらめかせて尾を切断、残忍な回転を止めさせる。ギギナが治ち癒ゆ咒式を発動、しようとして止やめた。誰がどう見ても、倒れているラトセゲは即死していたからだ。


    　生死の闘争には勝ったが、護衛に敗れたギギナの顔には、寂せき寥りよう感が漂っていた。


    　地の底にある灼しやく熱ねつの溶岩が吹きこぼれるような笑い声。


    　再び振りかえると、倒れたブーツォの笑みがあった。大量失血で青白くなりながらも、真っ黒な笑みを満面に浮かべていた。


    　執念の差だった。殺人犯かもしれないと疑っているラトセゲを守る俺たちと、一命を賭として刺し違えてでも娘の仇かたきを殺そうとするブーツォとでは、最後の一線で分けた。


    　警報とタイヤが軋きしむ音。


    　路地の前後から、赤色灯が溢あふれ、警察車が三台と救急車が到着した。


    　警察の車からは完全武装した警察士が飛びだし、現場保存に向かう。救急車から出た救命咒式士がラトセゲを蘇そ生せいさせようとするが、ムダだろう。次に倒れているブーツォに近寄り、拘こう束そく。同時に治癒咒式をブーツォにかけていく。


    　路地に溢れる警察車の間に鼻先を突っこむように、車が停められる。扉を開けて、青シャツのテセオンと背広のメッケンクラートが姿を現す。


    　メッケンクラートが現場を見渡す。咒式士は惨状を一目見て、鎮ちん痛つうな表情を浮かべる。慌あわただしく動く警察士たちの後ろから、ベイリックとイアンゴが現れる。


    　警部補と弁護士を睨にらみつけるのは、拘束されながらのブーツォの勝利の瞳。老咒式士の唇が歪ゆがみ、そして勝利の雄お叫たけびをあげる。


    「やった、ぞ。無む益えきな法な、どクソ食ら、えだ。警察が堕落、し、弁護、士が法を弄もてあそんで犯罪者を守ろうと、裁きはくだ、される」


    　老復讐者の凄せい絶ぜつな笑みだった。


    「私の執、念の勝利、だ」


    　現場を見下ろすイアンゴは衝撃を受けていた。高級背広に包まれた肩が震えた。


    「違うのだ、ブーツォ。違うのだ」


    「……続きは俺が話す」


    　ベイリックがイアンゴを目で制する。


    「三人の被害者たちと同じ殺害方法、内臓を抜きとられた腹部に目覚まし時計を入れられたリーゼ・バリモウという若い女性の死体が、先ほど発見された」


    　ベイリックは静かに告げた。


    「死亡推定時間はラトセゲが始終監視されていた、昨日の午後三時だ」


    　言葉を瞬時に理解できなかった老ブーツォの顔に、衝撃が広がる。


    「噓うそ、だ。模も倣ほう犯はんだ……」


    「人体各部の切り取りかたや、目覚まし時計の種類は公開されていない。それが一連の事件と同じものだった。娘さんを殺害した手口とまったく同じだ」


    「そ、んな……、複数犯、でラトセゲの他に共犯が……」


    「猟奇殺人で共犯がいる可能性は少ない。どちらにしろ、おまえの娘や先ほどや過去の事件のすべてにラトセゲの不在証明はされた。ラトセゲは自らと家族を守るために、過か剰じように防衛しただけで、殺人に関してはまったくの無実だ」


    「そん、な……」


    　ブーツォの表情の煮えたぎるような憎ぞう悪おと復ふく讐しゆうの歓喜が、暗転していく。


    「……私は、無実の人間を、殺した、だけ？」


    　老人の目を、そして鼻を口を、虚無が塗りつぶしていく。イアンゴが拳こぶしを握りしめる。


    「……ラトセゲには、かつて愛しあう女性がいたのだ」


    　イアンゴの視線の先、ラトセゲに蘇そ生せい処置をしていた救命咒じゆ式しき士したちが、手当てを止やめた。壮年の男の目はガラスのようになっていた。


    　イアンゴは死体を見つめ、真相を告げていった。


    「ラトセゲにバンクリフ家への婿むこ入いりが提示されたとき、彼女から身を引いた。しかし、女はすでに子供を宿しており、別れたあと、男児を出産して死亡した。あとで知ったラトセゲは子供をエリダナに呼びよせ、家政婦を雇ってまで生活のいっさいを世話していた。そして激務の間に子供を訪問していた」


    　イアンゴが吐きだすように続けた。


    「事件があった日は、現在の妻との結婚記念日であったが、同時に男の子の誕生日だったのだ。隠かくし児ごであるがゆえに満足な愛情をそそげなかった子供を優先した事実を、ラトセゲは絶対に妻には言えなかった。だからこそ容疑者として疑われながらも苦く渋じゆうの判断をしたのだ」


    「そんなことが、分かる、はずがない。あとで言われても、分かるはず、が、ない……」


    　ブーツォのつぶやきは、周囲の警察士があげる物音に搔かき消されていく。


    　俺は苦い思いを抱いていた。


    　そう、そんなことは誰にも分かるはずがない。俺たちにしてもラトセゲを真犯人だと疑いつつ護衛していた。だからこそ、命を懸かけた護衛にはならなかった。


    　しかし、世の中はそんなことばかりだ。物語のように手がかりが前もって示されることなどない。後出しで真相が出るか、もしくは永遠に出ないことのほうが多い。だからこそ、いくらでも誤認逮たい捕ほがあり、冤えん罪ざいがある。誰にも絶対の真実や完全な法など示せない。


    　俺は搬はん送そうされていくラトセゲの死体を見つめた。警察士に拘こう束そくされたブーツォの茫ぼう然ぜん自じ失しつとした顔も見えてしまった。


    



    



    　エリダナ高等裁判所で、俺とギギナ、そしてメッケンクラートとイアンゴは傍聴席の前から二列目に座っていた。


    　ギギナの横顔には険しい表情があった。ギギナにしても、恐ろしいほどの執念で自らを出しぬいた咒じゆ式しき士しの行く末が気になったのだろう。メッケンクラートは、自分の人員配置の不幸な巡りあわせの結末を確認したかったのだ。


    　弁護士であるイアンゴもまた、行く末を見届ける義務があった。


    　六十席ほどの傍聴席は満員だったが、囁ささやきひとつない。厳げん粛しゆくな空気が支配しているなか、弁護士と検事の声だけが、法廷に響きわたる。


    　判事の左右にそれぞれ六つ、合計十二個並ぶ立方体の箱、無機質な咒化裁判装置が、弁護士や検事の発言ひとつひとつを論理精せい査さする。弁護士や検事が意見を述べるたびに、十二の論理で賛成と反対を提示。裁判長の背後にある電光表示板に緑と赤の光が激しく明滅する。


    　法廷の被告席に座るのは、まだ全身に包帯を巻かれているブーツォだった。


    　老人は無言でうつむいたまま、呆ほうけたような表情をしている。


    　ブーツォの娘の仇かたきを取りたいという思い、ラトセゲの愛する人への遺児への思いは誰も責められない。ただ、妻の心を守ろうと手間をかけた噓うそをつき、法への不信が加速された。それだけで、最悪の結末を呼びよせた。


    　不法移民であるブーツォと娘は法に頼ることはできなかった。無実であるラトセゲは違法捜査を演出して判決を操るしかなかった。


    　検察側と被告側、双方の意見が収束し、裁判官が息を吐ついた。


    　判事の眼は、自らの左右に並ぶ立方体の箱を眺ながめる。立方体である咒化裁判官たちが、膨ぼう大だいな判例を引きだす。当該判例をそれぞれ違う十二の論理で精査していき、宝珠が明滅する。


    　ついに、結論が出る。判事の上に浮かぶ表示板には、賛成十一、反対一と出た。


    　判事は自らの演算装置で最終的に精査し、うなずく。


    「……以上をもって、娘を殺害されたという悲劇で被告が精神的混乱に陥おちいっていたことと、被害者二名が判決を操った不法行為により追いつめられた事実は、情じよう状じよう酌しやく量りように値する」


    　咒化裁判官たちが出した十二の論理に対し、仮想陪ばい審しん員いんたちがそれぞれ違う一万通りの思考でもって民意を反映する票を投じていく。


    　集計終了。判事の上の表示板には、賛成九五四六票、反対四五四票と出た。


    　判事は厳げん粛しゆくな声で判決を告げる。


    「よって当法廷は、被告ブーツォ・ヤーガを一級故こ殺さつから、二級故殺へと認定。仮かり釈しやく放ほうなしの十五年の懲ちよう役えきとする」


    　意外な判決に法廷がざわめく。咒じゆ化か裁判官たちは賛成十二票を表示し、判事の判決を支持した。


    　俺の隣となりに座るイアンゴの表情は、まったく晴れがましいものがなかった。


    　判決を下されたブーツォは顔を上げもしない。傍聴席の人間が判決に驚きの声を漏もらす。記者たちが興奮した目と足取りで法廷を去っていく。裁判装置が光の明滅を停止した。


    「以上閉廷」


    　裁判官たちが席を立つ。ブーツォが廷てい吏りに両脇を支えられ、立ち上がる。


    「人殺しめっ、許さないっ！」


    　泣き叫ぶ女と少女たち。傍聴席の最前列に座っていたラトセゲの妻と娘たちだった。


    「家族を奪われた人間の悲しみを知れ！」


    「必ず殺してやる！」


    　妻と娘たちの叫び。写真で見た平和な家族は、憎ぞう悪おと殺意に顔をゆがめていた。


    「許さない」


    　法廷の喧けん騒そうにまぎれて、静かな叫びがあがる。ブーツォが初めて顔を上げた。


    　傍聴席の端で栅さくを摑つかむ少年だった。細身の体格と独特の銅線のような髪、太い眉まゆ。藍あい色の瞳。


    　ああ、ブーツォは、そして俺も一目で分かってしまった。


    　少年は、ラトセゲと彼が愛した女性の間に生まれた隠かくし児ごだった。父とは名乗れないラトセゲが、それでも全力で守った少年だった。


    「許さない」


    　少年の横顔が歪ゆがみ、唇くちびるからは烈れつ火かの言葉が放たれた。


    「絶対に許さない。必ず殺してやる！」


    　少年が押し殺した言葉を吐いた。遺児だと名乗れないがゆえの静かな声だったが、それはブーツォの表情を引きつらせた。


    　それは、かつてブーツォがラトセゲに投げかけた憎悪の言葉と同じだったからだ。


    



    



    　そして、ジェリン・バサ・ロットン、エリンデ・ファイス、さらにチチェリ・ヤーガにリーゼ・バリモウの四人の女性を殺害した犯人は、


    　いまだ逮たい捕ほされるどころか、手がかりすら発見されていない。
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    　降りつづく雨音が、室内の雑音を消していた。俺の長い溜ため息いきが、事務所の机の上に落ちる。


    　時計は十時十三分。早朝からの書類整理がやっと終了して、右肩を回す。次に左肩を回す。首も回す。疲れが泥のように全身にまとわりついている。


    　役所や裁判所や咒じゆ式しき士し協会に提出する書類は、どうしてこんなに退屈な決まりごとを重要視するのだろうか。おそらく、仕事を増やして役人を増やすためである、という例の法則だろう。


    　携帯咒信機を起動し、相棒、いやその可能性があるらしいギギナを呼びだしてみる。ギギナは朝からボリペル咒式士事務所とともに、雷竜の討とう伐ばつに向かっている。二回目の呼びだしで、ギギナにつながる。


    「あーギギナ、元気に死んでいるか？」


    「現在戦闘中だ」錆さびたギギナの声の背後に轟とどろく爆音。雨音の合間に金属が打ち鳴らされる音。「豪雨に泥沼、雷竜は報告とは違って、幼竜が一匹ではなく、二百歳級がさらに三頭。群れだったようだ。敵は強大、友軍は次々に倒れて苦戦している」


    　ギギナの声に被かぶさる最悪な背景音楽は「誰か、俺の肝かん臓ぞうを、小腸を拾ってくれ！」や「暗い！　目が見えない！　母さん助けて！」や「ああ、カレン、おまえの咒式士にならないでという引き止めに従っていれば。止やめろ！　俺の足を喰わないでくれえっ！」という野太い男の哀願。


    　屈強な男たちが漏もらす悲鳴が、惨状を示していた。


    「これで八人が戦闘不能、あとで助けてやるか……」と告げるギギナの声を衝しよう撃げき音おんが搔かき消す。同時に液体が迸ほとばしるような音。


    「なんだ、なにが起こった!?」


    「ああ、気にするな。私自身も今の一撃で左腕を食われただけだ。まさに最高の状態だ」


    　ギギナの声は平穏そのものだった。片腕を無くして最高ですか。


    「いや、普通なら皮肉にとるべきなんだろうけど、ドラッケン族でギギナだからなぁ。そちらの地獄の近所は楽しいのか？」


    「命がけの戦闘で、激戦に苦闘に死闘だぞ？　楽しくない理由があるのか？」


    　通話の背後には轟ごう音おんに爆音、悲鳴に断だん末まつ魔まという地獄の交響曲の演奏。


    「地獄にいて楽しいかという質問に、疑問形で返されると予想した人類がいるだろうか？　いやいない」


    「闘いに寄せてほしかったらそう言えばいい」


    　うわぁ、俺の言葉を負け惜しみと思っているんだぁ。


    「ええと、ギギナ君は素晴らしい大人物で偉大な戦士だけど、惜しいかな、三点、ただ三つの点でだけ間違いがある。どこだと思う？」


    「知るか」


    「答えは、ギギナが生まれてしまったこと。今生きていること。自殺する兆きざしがないことの三点ですよ」


    「貴様のくだらない言い草が湧いてくる根源を解かい析せきしたら、新エネルギーが発見できそうだな」


    　ギギナの声に、重低音が被さる。


    「雷竜の兄弟が出てきた。四百歳級か、これは久しぶりの大一番だな。参加できないガユスに同情するぞ」


    「ギギナ、直立歩行する糞くそと話す気分を知っているか？」


    「今の気分だが？」


    　即座にギギナが返してきた。


    「さて、すでに立っている咒じゆ式しき士しは私だけか。これは絶望的で楽しみだ」


    　ギギナの言葉に竜の咆ほう哮こうと雷が放たれる音が重なり、通信は途切れた。


    　俺は携帯を眺ながめてみた。


    「まぁ、死なないだろう。ギギナだし」


    　しかし、俺の周囲にはまともな人間が集まらない。ギギナがまともでない人間か、変な生物であるかの分類は、かなり難しい生物学上の問題だ。


    　携帯をしばらく右手で回していたが、書類作成は終了して依頼が入っていない今現在、急いでやるべき仕事はない。エリダナの最新情報を摑つかむため、報道でも見ようと携帯の立体光学映像を立ちあげてみる。動物園で翼竜の子供が生まれ、市議会の解散が近いという予報など、あまり俺の仕事に関係なさそうな放送なので局をいろいろ変えてみる。


    　思い出して、最近見ている番組の録画情報を呼び出す。今日が六月二十三日だから、先週放映ぶんを録画しわすれて、二週間前の番組になっているのがいかにも俺らしい。


    　映像が立ちあがり、主人公が喋しやべり、主題歌が流れる。


    　続く番組本編の内容は、よくあるものだ。正義の攻こう性せい咒式士が、毎回苦難や強敵に対し、仲間たちと協力して戦って解決するとかいう話で、三年ほど放映が続いている。先々週の最後に不吉な前兆があったから、先週でなにかが起こって、今週くらいに黒幕を倒すのだろう。


    　実際の番組も、そういう展開だった。見終わると、毎回そうなるのだが、自分が正義を行って勝ったような気になれて爽そう快かいだ。次の放送は今日の夜からだ。


    　一呼吸すると、見る前よりさらに疲れている自分に気づいた。


    　物語のなかの攻性咒式士は、たとえ裏切られ戦いに一時的には負けても、最後の大事な戦いでは必ず勝っている。一方で、敗北したり、金のために地を這はったり、守るべき依頼人が殺されたり敵になったりした、哀れな攻性咒式士のことは描いてくれていない。


    　そういえば、成功方法論の数と比較すると、敗北した場合に耐える方法を教えるものは少ない。主人公に自分を重ねるのがよくある見方なら、誰でも自分が正しい勝者の側に身を置きたい。つまり俺は……。


    　思考から導きだされる自分の現状に危機感を抱いて、携帯の立体光学映像を切る。とりあえず無理にでも仕事を探して現状を忘れよう。


    　燐りん光こうとともに、別の立体光学映像が立ちあがる。賞金首情報につなげてみると、擬ぎ人じん化された猟犬の映像が吠ほえる。携帯を操作すると画面が切り替わる。


    　先ほどの擬人化した犬の手が下に伸ばされ、最新の賞金首の写真と情報を引きだす。


    　五月にファーガイン銀行へ押し入ったとされる四人のうち、一人は連続強盗で有名なペレグレスと判明し、正式に賞金がかけられる。東部のゼネイン町に現れた〈食人鬼〉の群れの討とう伐ばつに向かったデラッタ咒じゆ式しき士し事務所が全滅。緊急応援が求められ、いくつかの咒式士事務所が名乗りを上げている。


    　保釈金を踏みたおして逃げた攻こう性せい咒式士バドゥーは、追っ手の咒式士三人を殺害してさらに賞金額が上がっている。エリダナ市警察の上官殺しの脱走巡査は、逃走先のエリウス郡北部の民家で籠ろう城じよう中。続きを呼びだすと、さらに数百件の賞金首の情報が出てくる。


    　どれも仕事とするには気が進まないが、同業者を小銭程度で捕まえる仕事はもっとも避けたい。俺が行かなくても誰かがどうにかするか、どうにもならないだろうと情報を切る。


    　携帯が鳴り響いた。


    　出ると、子供の泣き声を背景にした女性の挨あい拶さつだった。


    



    



    　長く続いた依頼人の説明を遮さえぎり、受けるかどうかをあとで答えると言って携帯を切った。


    　朝より、番組を見たあとより、さらに首が凝こっていた。どうしてこう精神的にも肉体的にも厄やつ介かいなことが舞いこんでくるのか。


    　厄介ごとが起こったとき以外に誰も攻性咒式士に用などないという、あたりまえの答えは黙殺しておこう。


    　携帯を戻そうとする、表面に表示された時計が見えた。午後一時十三分四十五秒。依頼人の話で三時間ほどが経過していた。


    　窓の外に目線を戻す。雨はまだ止まない。携帯で確認した天気予報では、明日まで降るらしい。この時間になってもギギナから連絡がないということは、生きているか死んでいるかだろう。どちらかしかないが、どちらでもいい。


    　依頼の件に戻り、俺は受けるかどうか迷っていた。かなり厄介だ。


    　結論。他の攻性咒式士に任せるより、俺がやったほうがいいだろう。


    　自分の思考すら完全に騙だませるのは、数ある攻性咒式士でも俺くらいのものだ。時間も差しせまっているし、所定の料金だけで受けることを文書通信で返しておく。


    　ギギナを呼ぼうとして、止やめた。遠征中で呼べないし、俺だけで解決すべきだ。


    　立ちあがり、椅い子すの背に掛けていた上着を取る。玄関に向かいつつ上着の袖そでに左腕を通したとき、降っていた雨を思い出す。雨あま除よけの外がい套とうも必要だった。


    　どこに片付けたかと、棚たなの中身を思い出していく。


    　ええと、傘かさ入れの棚には、ギギナから出されたけど却下した領収書の山。ゴミ入れには咒式士協会から送られてきた「正しい攻性咒式士の心得」というゴミみたいな冊さつ子し、というゴミ。クソ重い咒式具の棚には俺が厳選した猥わい褻せつ映像満載の記憶素子……。


    　考えれば考えるほど辛つらくなってきたのはなぜでしょう？


    　思い出した。咒式具棚の上の箱に放りこんだままだ。外套を引きだして、袖を通す。


    　事務所の呼び鈴が鳴った。妙に重い足を引きずって扉の前に立ち、監視装置を眺ながめる。事務所の前には、傘かさを差した人物が見えた。俺の息が止まる。


    　深呼吸をしてから、扉を開ける。横よこ殴なぐりの雨と湿気を含んだ風が吹きこんでくる。


    　雨と雲以上に午後の光を遮さえぎっていたのは、女性用の背広の人物だった。耳みみ朶たぶに付けられた耳飾りが、外からの風に揺れる。腰に斜めに掛けられた帯には、魔ま杖じよう剣けんが下がっていた。閉じられた傘の先端からは、雨の雫しずくが滴したたっていく。


    「えーと、どなたでしょうか？」


    　俺の問いかけに対し、口紅が塗られた唇くちびるに笑みが浮かぶ。


    「自己紹介をすると、あたしはキリロエ・エディンスト。あなたと同じ攻こう性せい咒じゆ式しき士しよ」


    　俺は実際に目にするという衝しよう撃げきに打たれたが、なんとか耐えた。


    「……もしかして、君があの有名なキリロエ、さんということか？」


    「存じていただけていて光栄だわ。室内に入れてくれると助かるのだけど？」


    　緑玉のような硬い色を帯びた、緑の瞳。キリロエの笑みは皮肉なものに変換されていた。俺が後ろに下がると、キリロエが事務所へ入ってくる。傘に入りきらなかった左右の肩や裾すそが雨に濡れていた。


    「どうもガユスさ……。いえ、敬称はお互いになしで行かない？」


    「ではキリロエ。ご高名はかねがね、この耳にも届いているよ」


    　先ほどの失敗から、記憶を引きだしつつ慎重に言葉を選ぶ。


    「三年前の火竜ゴエティオン討とう伐ばつから始まり、去年のミンガリア双頭巨人事件やアキュロイ子し爵しやく殺人事件の解決などが有名だね」


    「やけに詳しいことだ」


    　余よ裕ゆうの笑みとともに、キリロエが手で肩にまとわりついていた雨を払う。


    「ああ、これでも俺は情報通らしくてね。あと美人で強い攻性咒式士はなかなかいないから、注目している」


    「若い女だからといって、舐なめないでほしいけど？」


    「そういう意味で俺は侮あなどらないよ。失礼があったのなら謝る」


    　俺は会話の間合いを離して、相手を怒らせないようにする。


    「で、かの高名なキリロエが、こんな零れい細さい事務所になんの用だ？」


    「実は……」探るような目だった。「私が所属しているアッティンボル咒式士事務所のことはご存じ？」


    「有名な咒式士はだいたい覚えている。たしか全員に異名がついていて……」記憶を探る。「所長は〈公明正大なるアッティンボル〉に、副所長にして咒式博士号を持つ〈タランガ博士〉がいたな。他に〈死神エイネバー〉に、君の恋人の野心的な〈灼しやく熱ねつのジャーズフ〉に、陽気な〈笛吹きモラウズ〉がいたかな。あとは二十人程度の咒式士がいて、事務員や整備士を含めると四十人ほどもいる大所帯だったかな」


    「なかなか、という以上に詳しい。どうやら情報通というのは誇張ではないようね」


    　感心したようなキリロエの緑の瞳が向けられた。俺は肩を竦すくめておく。


    「だからこその先ほどの問いだ。有名なキリロエが俺の事務所になんの用が？」


    「ならば、あたしも前置きなしで事情を話すわ」


    　キリロエが厳しい顔をし、唇くちびるを嚙かむ。ひとたび押しとどめた言葉を吐きだす。


    「副所長のタランガ博士が、仇きゆう敵てきのバーデモン咒式警備社に内通していた。造反に賛同した咒式士たちがいて、彼らに騙だまされた所員たちにより、モラウズが暗殺された。そしてタランガ派は先週の会議でアッティンボル所長を解任したのよ。アッティンボル派だったあたしとジャーズフは追っ手から逃げた。だけど襲撃されて、二手に分かれて逃げるのが精一杯だった」


    　一気に事情を話し、キリロエは苦い感情を顔に滲にじませる。


    「先週のことか。さすがに最新情報は知らないな」


    「でしょうね。長年憎みあってきたバーデモン社とタランガ副所長、いや今は仇敵タランガが手を組むなど、誰にも想像できない展開だったから」


    　キリロエの苦く渋じゆうの表情を、眺ながめておく。


    「抗争から避難し、しばらくは、ここエリダナに滞在して再起をかけるつもりでいる」


    　顔が上げられ、キリロエが俺を見つめる。


    「逃げている仲間を待って再起するまでの間、しばらくここにおいていただけない？　勝手な言い草だとは思うけど、ここが最適の隠れ家がなの」キリロエが慌あわてて付け足す。「バーデモンとタランガによって資産凍結されていて、なにも差しだせないけど解決すれば……」


    　俺は思考し、用意していた台詞せりふを述べる。


    「構わないよ。しばらくいるといい」


    「え？」キリロエの顔には、驚きと疑いが絡からみあって表現されていた。「本当に？」


    「困っている人間を放りだすわけにもいかなくてね」


    　キリロエの複雑な表情に、驚きの成分が足された。


    「あなたがたにはいろいろな噂うわさがあるらしいけど、どれが本当？」


    「どういう噂か知らないが、悪い噂はすべて相棒の悪魔、ギギナの噂だ。俺は潔けつ白ぱくだよ」


    　俺のくだらない責任転てん嫁かに、キリロエの表情が和やわらぐ。


    「自分は天使ってわけ？」


    「残念ながらそういう真実にかぎって噂になってくれない。噂は当てにならないということだろうね」


    　キリロエが軽く息を吐く。柔にゆう和わな緑色になった瞳が俺を見つめる。


    「ごめんなさい。実はあなたが断れない人物だという情報から、ここを訪ねてみた。とくに困っている女の依頼は絶対に断らないという情報があったから」


    「女性でなくても依頼は断らない」俺は相手の誤解を訂てい正せいしておく。「主に経済的な理由で。ついでに、この事務所に来る依頼人も、電話帳で最初のほうにあるから、という理由がほとんどだ」俺は指先を回して答える。「なぜアシュレイ・ブフ＆ソレル咒じゆ式しき士し事務所と、相棒のギギナの家名が先になっているかといえば、それだけが理由だ」


    　キリロエが納得の表情。好奇心と同情から、溜ためていた言葉を告げることにした。


    「では、俺の仕事を少し手伝って返してくれないか？」


    　俺はなるべく優しい表情を作る。


    「急ぎの仕事が入ったのに相棒は出張している。なにより、俺自身が高名なキリロエの仕事を見てみたい。追われている身だろうけど、エリダナまでは追っ手も来ないだろう」俺なりに良い言い訳を考える。「手伝いが、キリロエ、君の身をかくまう交換条件でいいかな？」


    　俺の心情を理解したキリロエが微ほほ笑えむ。


    「あたしの心理的負担を減らそうとしているのだろうけど、そう言ってもらえるなら助かる」


    　素直な笑顔を直視できず、俺は目を逸そらした。


    「早さつ速そくで悪いが、賞金首の追跡を手伝ってくれれば助かる」


    「賞金首を捕まえることは、毎週やっている得意分野だと自負している」


    「さすがだね」


    　肯定する俺を見ることなく、キリロエの足がまた外に向かう。「待て」と俺は急いで戻る。再び棚たなの上の箱に手を入れ、ギギナの雨あま除よけの外がい套とうを手に取る。長身のギギナ用の外套なら誰でも入るだろうと、キリロエの頭から被かぶせる。


    「あら、優しいのね」


    　 俺はキリロエに手を伸ばし、頭の上の雨除けの庇ひさしを摑つかむ。視線を遮さえぎるように隠した。


    「有名人は変装しないとならないだろう？」


    　キリロエの唇くちびるが笑みを刻んだ。


    



    



    　雨はまだ続いている。車は目的地の近くに差しかかり、徐行していく。


    　雨粒に覆おおわれた窓から見えるビルの壁面には、街頭画面が設置されている。画面のなかの天気予報士が、エリウス郡の面積の七十八・八七五五％に降っている雨は明日まで続くと、数法咒じゆ式しきの莫ばく大だいな演算能力を披ひ露ろうしていた。


    　ヴァンはビルに向かう。小さな唸うなり声を未練のように残し、ヴァンが停まった。


    「あれが依頼の現場だ」


    　目の前にあるのは、分子制御されたコンクリとガラスで構成された一棟の社しや屋おく。


    　右に、同じような洒しや落れた外装をした建物が隣接している。


    「依頼人の話によると、社屋に隣りん接せつする自宅兼執務室が現場だ」


    「一族経営の会社が現場か」


    　雨除けの外套の庇の上で、雨が跳ねる。


    「傘かさを差すこともめんどくさいので、雨除けの外套を着たままで行こう」


    　キリロエが無言でうなずいた。キリロエが先に出て、車が揺れる。続いて俺も外に出る。軽くなった車が小さく揺れ、俺は後ろ手に扉を閉める。


    　頭から膝ひざまで覆おおった、薄い樹じゆ脂し製の外套の表面で雨が跳ねる。雨に打たれながら、二人で道路を渡っていく。俺たちの足元で水たまりが弾ける。


    　社しや屋おくビルの前を通り、隣の邸てい宅たく前に到着する。低い三段のコンクリ階段を上がって、扉の前に立つ。軽合金の扉は幾き何か学がく模様が透かし彫りにされていた。


    　表札にある凝こった字体は、ロコロフス家の邸宅だと示していた。


    「依頼人によって、すでに自動鍵は俺たちを認識して、扉は開いているよ」


    　無断侵入の説明をしつつ、俺は扉を開ける。曇どん天てんでさらに陽光が射しこまなくなった薄暗い廊ろう下かが見えた。戸口を覗のぞきこもうとするキリロエのために、俺は横に退どく。


    「まず現場を見ておいたほうがいいだろう」


    　俺とキリロエが廊下を歩いていく。途中の階段を通りすぎて、突きあたりを左に曲がる。奥に開けはなしの扉と、警察が張った立入禁止の黄色の帯が見えた。


    「来る途中に概要は話したけど、あそこが現場だ」


    　黄色い帯を手で払って、奥の部屋に入る。


    「勝手に入っていいの？」


    「すでに事故として処理されているから、入室の許可は出ている。問題はそのあとだ」


    　部屋を見回すキリロエに、俺は説明する。


    「死亡したのはバディエ・ロコロフス。五十五歳の女性。映像や書物、ようするに物語関係の記憶素子の輸出入と製作を行っている、ロコロフス貿易映像社の副社長だった。今け朝さ、彼女は自宅の書しよ斎さいで死体となって見つかった」


    　部屋にある家具は、書類棚と重厚な執務机。ロコロフス社の商品である書籍や映像記憶素子が山と積まれている。苛か烈れつな仕事が私生活にまで侵食してきたことが見てとれた。


    　アベラル織りの絨じゆう毯たんの上に散らばった書類。絨毯を控えめに染める血けつ痕こんが、不運な事故を静かに物語る。


    「そこが老婦人、バディエの死体があった場所か。事故とされたらしいけど、殺人の可能性はないの？」


    　キリロエの目は血痕が落ちた絨毯を見下ろす。血痕の周囲には陶器の破片が落ちている。


    「朝に家族が遺体を発見し、通報して警察が調査した」


    　俺は携帯の情報を呼びだす。


    「現場と物証の状態から推測されたことは、バディエは深夜まで自宅で仕事をしていて、立ち上がったときに過労かなにかの原因で足元がふらついたと思われる。彼女が寄りかかった棚の上にあった花か瓶びんが落ちて、被害者の頭部に落下した」


    　顎あごで足元の陶器の破片を示す。


    「痛みで被害者が後方に倒れ、机に後頭部を打ってしまった」振りかえると、重厚な事務机の角にも血痕があった。「当たった角度が悪かったらしく、脳のう挫ざ傷しようで午前一時から二時の間に死亡したと推測されている」


    　警察の簡単な検死情報を眺ながめてみる。


    「そう見えて、実は誰かが仕掛けた殺人事件、というのがよくある展開では？」


    「物語ならともかく、一般人は手のこんだ殺人をしない。ないとは言いきれないけどね」


    　報告書をキリロエに見せる。キリロエ自身が見ても事故死としか思えないらしく、不ふ承しよう不ぶ承しよううなずく。


    「殺人ではなく単に事故死だとしたら、救われない。年をとって副社長になっても、机に後頭部を打って死ぬなんて悲しすぎる」


    　キリロエの面おも差ざしに哀しみが宿る。


    「バディエ副社長も大変だったみたいだな。夫がやっていた小さな貿易会社を、社員二百人規模の会社にまで育てあげた。さらには六男一女を、会社の各部門を任せるほどに育てあげた。一種の女じよ傑けつだ」


    　俺は携帯で立体光学映像を起動し、生前の被害者の顔を眺める。老境に達した女性の顔は、厳しい商業世界を生きぬいた巌いわおのような表情をしていた。キリロエが問う。


    「夫はどうしていた？」


    「お飾りの社長さんだ。元々気弱な人物であまり経営に向いていなかったらしい」


    　俺の言葉に、キリロエは納得したようなしないような表情をした。


    「ここに住んでいたのは老夫婦だけだ。被害者の夫であるハンテッタが、死体発見の前夜から行ゆく方え不明となっている」


    「驚くほど夫が怪しいのでは？」


    「元々あまり家に寄りつかないらしいし、事故死とされたため警察も動きが鈍い。末娘だけが心配して、または最重要容疑者と思ってなのか、ハンテッタの身柄捕捉を依頼してきた。警察より先に見つけたいそうだね」


    　キリロエを眺ながめる。


    「そういった複雑な事情に陥おちいっている男を捜すことが、今回の俺たちの仕事だ。もちろん捜すだけだ」


    「どう考えても怪しい行方不明の夫を、ただ見つけるだけ？」


    「それだけ。凶暴な〈異い貌ぼうのものども〉も狡こう猾かつで残忍な悪の攻こう性せい咒じゆ式しき士しも出ない」


    　俺の簡潔な返答に、キリロエが苦笑する。


    「余計な仕事はしない、ってこと？」


    「必要な仕事だけをする、ってことだよ。それ以上に努力しても誰も褒ほめてくれないし、儲もうからない」


    「攻性咒式士なら、もう少し高い理想を持ったらどう？」


    　キリロエの口調に棘とげが混じる。


    「俺にとっては、生き方であるのと同じくらいに仕事でね」


    　誰かと違って、どうも俺は物語の主人公向きの性格ではない。問題を前に右う往おう左さ往おうする一般人に近い。


    　まだ納得していないキリロエに、立体光学映像でハンテッタの情報を見せる。五十三歳。ロコロフス貿易の経営者。書かれている経歴は、経営者になって以降が皆かい無むだった。続いて顔や全体の写真を表示。キリロエの鼻先に不快感の皺しわが浮かぶ。


    　机に座って控えめに微ほほ笑えむハンテッタは、肥ひ満まんした男だった。弛し緩かんした肉が全身を膨ふくらませている。肥満で顎あごが消失し、無ぶ精しよう鬚ひげに覆おおわれた贅ぜい肉にくが垂れ下がっていた。膨張した頰ほおで目や口が押しつぶされている。薄くなった頭部の下、眼め鏡がねの奥の小さな緑の瞳は怯おびえる小動物のようだった。肖しよう像ぞうの傍かたわらには、お人形が飾られている。


    「前言撤てつ回かいしておく。殺人事件を起こしそうもない男ね。見るからに弱く愚おろかだわ」


    「いや、それなりにいいところもあったと思うよ。たぶんだけど」


    　即応するような俺の弁護にも、キリロエは侮ぶ蔑べつの小さな笑みを口の端はに刻む。


    「ハンテッタの私室は二階だ」


    　二人で部屋を出て、廊ろう下かまで戻る。階段を上って二階に到着。


    　廊下の横手にある扉を開ける。左右の壁一面と床に、雑誌と本と記憶素子が溢あふれている。床には、お菓子の空き袋や宅配食品の空き箱が積みあげられており、寝台ベツドの上にまで雑誌が溢れていた。左手の棚たなの中段ほどに、画面と録画再生装置がそれぞれ六台収まっていた。株価や通貨相場を見るわけでもないのに、六つの画面を一度に見る事態が想像できない。


    　窓際の机の上では、武器を持った攻こう性せい咒じゆ式しき士しらしい人間の彫像が並べられている。彫像かと思ったら、立体光学映像が起動しており、古い映画が再現されていたのだった。


    「うるさいわね」


    　映像のひとつには、俺が今け朝さに見たのと同じ番組があった。例の勇ゆう敢かんで美しい女咒式士が仲間と協力して、苦難と強敵に立ち向かう連続活劇だ。キリロエの邪魔にならないように、俺は前に出て映像を遮さえぎり、すべての立体光学映像を切る。


    　キリロエが冷静な目で部屋を見回す。


    「子供、いや孫の部屋と間違えたの？」


    「いや、これがハンテッタの部屋だ」


    　ハンテッタの部屋には、仕事の用具はなにもない。時間を知らせる時計すらなかった。


    　この部屋は、ただ子供のままで大きくなった老人のための夢物語と玩具おもちやで埋うめつくされ、戯たわむれるためだけの部屋だ。キリロエが足元に倒れてきた雑誌を蹴けった。


    　ハンテッタの理想を投影したような本は、床に転がっていた。表紙では、勇敢で男性的な咒式士が右手に魔ま杖じよう剣けんを握り、美女を左腕で抱きつつ、白い歯を見せて笑っていた。


    　二人でさらに部屋を捜索したが、ハンテッタの行ゆく方えを示すようなものは出ない。電子端末にようやく電話帳や住所録を見つけたが、空白ばかり。何件かはあったが馴な染じみの玩がん具ぐ店てんのものがほとんどで、個人的な交友関係がほとんどない。数少ない交友関係にその場で電話してみるが、誰もハンテッタのことを知らない。


    　キリロエの不機嫌さが頂点にまで達する前に、外に出る必要がある。


    



    



    「納得いかないわね！」


    　助手席のキリロエの叫びが、雨音をも貫つらぬいて車内に響く。運転しながら聞いた俺の耳が痛くなり、思わず車を停止させた。キリロエの心情に同調してか、信号も赤になった。


    　横目で見ると、キリロエの緑の目が怒りに燃え、唇くちびるが不快感に歪ゆがむ。ヴァンの車しや窓そうを、まだ勢いを弱めない雨粒が叩いている。


    「ハンテッタという男は、自分の責任を全部放ほう棄きして妻に被かぶせていただけじゃないの！」


    　鼻息荒くキリロエが再び叫ぶ。横断歩道を進む通行人がキリロエに驚いたのか、雨あま傘がさの下から奇異の視線を投げかけてくる。これはあまりよろしくない。


    「声が大きいよ」


    「仕方ないでしょ！　本当に不ふ愉ゆ快かいなんだから！」


    　信号待ちの間にもキリロエが叫ぶ。


    「あたしは三年前の竜討とう伐ばつから、自分の人生を切りひらいていった。凶悪犯罪者の攻こう性せい咒じゆ式しき士しを捕まえ、言葉すら通じない〈異い貌ぼうのものども〉と戦った。女だからといって、引っこんでいる必要はないからね」キリロエの声量が再び大きくなっていく。「夫のハンテッタなら、妻と家族を守るべきでしょ!?　それを妻に任せて自分は夢物語に逃げこむなど！」


    　憤いきどおりがキリロエの声を張りあげさせていた。自分でも気づいて、キリロエは口を噤つぐんで座席に背を深く沈める。


    　落ちついたところで、信号が青になった。俺は雨のエリダナに車を発進させる。


    「誰もが、君のように勇気を持って苦難に立ち向かうような劇的な人生は送れないよ。むしろほとんどの人間はハンテッタのようにしか生きられない」補足するように続ける。「また、勝者がいれば、必ず敗北する人間が出てくる。強い人間がいれば、弱い人間もいる。立ち向かう人間がいれば、逃げてしまう人間もいる。責任はともかく、それぞれの性質がある」


    「それはそうだけど」


    「弱いということで否定されるのなら、この世において、英雄と犯罪者以外の人間は、被害者の役でしか出演できないことになるよ」


    　俺の言葉を、キリロエは受けいれられないようだった。


    「……それでも、やはり私には許せない」


    　キリロエの声は、軽けい蔑べつと哀れみの色を帯びていた。


    「私がハンテッタだったら、自分を恥じる。むしろ即刻死ぬわ。もはや現世は諦あきらめてもらって、次の人生に懸かけるしかない」


    「そう考えてしまう可能性もあるだろうから、俺たちがハンテッタ捜索に雇われたんだよ」


    　車は街を進む。


    「警察が検問でもやってくれればいいが、徘はい徊かい老人に近いと思われるハンテッタ相手に設置してくれるわけもない。地道に捜すしかない。本人を見つければ粘り強く説得してね」


    　キリロエが顎あごの下に手を添えて、俺が言外にほのめかした事実を考えこむ。


    「そうね、こんな弱くて愚おろかな男なら自殺する可能性もあるか」


    　悪戯いたずらを思いついたような目が左へ動き、俺の横顔を捕捉した。


    「では急ぎましょう」


    　キリロエが助手席から足を伸ばし、俺の左足に乗せた。キリロエの足の重みで俺の足裏が加速板アクセルを踏みこむ。ヴァンが強引な加速をしていき、通行人たちが逃げ惑った。


    　キリロエは愉ゆ快かいそうに笑っていた。


    



    



    　ハンテッタとバディエの家から三十分、オリエラル大河を跨またいでエリダナ東岸に入る。車を停める場所がないので、通りの反対側に停めておく。


    　依頼人の家に向かう。質素な二階建ての家の玄関に立ち、呼び鈴を鳴らす。扉から出てきた女性は、幼児を抱えていた。母親の腕のなかにいる男の子が、俺たちを不思議そうな瞳で見つめた。子供に目線で軽く挨あい拶さつして、依頼人の女性に自己紹介をする。


    「依頼を受けた、アシュレイ・ブフ＆ソレル咒じゆ式しき士し事務所のガユスです」


    「臨時手伝いのキリ、いえキーロです」


    　俺と、そしてキリロエの偽名での名乗りに、ナジャーチが複雑な表情をした。哀しみと苦味を堪こらえるような緑の瞳だった。苦いものを飲みこんだように、ナジャーチが口を開く。


    「……父の失しつ踪そうの件でしたね。どうぞ奥へ」


    　家の一室、ナジャーチは幼児を抱えたまま居間の椅い子すに座った。向かい側の椅子に俺たちも座る。ハンテッタ捜索の依頼者のナジャーチは、バディエとハンテッタの間に生まれた七人の子供のうち、末の娘だった。


    　深呼吸したあと、ナジャーチの目が俺だけを捉えて口を開く。


    「難しい捜索かと思いますが、父をよろしくお願いします」


    「ああ、分かっています」


    　頭を下げるナジャーチに、俺は厳げん粛しゆくな面おも持もちでうなずく。これまでにない意味での難事件になることが予想できる。ナジャーチの腕のなかで揺られる幼児は、俺とキリロエを興味深そうに眺ながめている。幼児が丸みを帯びた手を伸ばしてくる。キリロエの口元が綻ほころび、子供に挨拶をしてやる。


    「かわいいお子さんですね。そして人を怖がらない」


    　キリロエの言葉に、ナジャーチが一瞬戸惑いの表情を見せ、うなずく。


    「本当は、親族以外には絶対に慣れない子なのですけどね」


    　ナジャーチが侘わびしく微ほほ笑えむ。


    「話が進まないので、早さつ速そく質問をしてよろしいでしょうか？」


    　遮さえぎる形になったが、俺のもっともな話にナジャーチがうなずく。


    「行ゆく方え不明となったハンテッタ氏の人柄、友人関係などを教えてください。そこから調査していきたいと思います」


    　間を取るように、ナジャーチが椅子に深く身を沈めた。


    「父のハンテッタは、実に不遇な男でした」


    　女の声には哀れむような響きがあった。


    「父は、眼を開けている時間には苦痛しかないほど、虐しいたげられ疎そ外がいされていた」


    　ナジャーチの腕のなかで、幼児が身を[image: ]よじる。柔らかな頰ほおを膨ふくらませて、ご機嫌のようだ。


    「父はいい人でした。優しくて、映画鑑賞や読書が好きなおとなしい初老の男でした。若き日に良い物語を紹介したいという理想に燃え、外国の映画や書籍、それらを記録させた記憶素子を輸入する小さな貿易会社を立ちあげました。社員は父と友人たちだけでしたから、個人輸入業といったほうが正確ですかね」


    　女の声の調子が下がる。


    「そこへ転がりこんできたのが、バディエ、私たち兄妹の母です」


    　ナジャーチの目はせわしなく焦点を動かしていた。


    「母のバディエは、父の貿易会社を手伝いはじめました。最初はよくあるように経理をしていたそうです。二人の協力で会社は次第に大きくなって、製作も手がけていきましたが、途中から商機への嗅きゆう覚かくに優れ数字に強い母が仕切りだしました」


    　よくある話だ。ナジャーチの目は俺とキリロエを交互に見ていた。どこまで話していいか迷っているのだろう。しかしナジャーチは誰かに話したかったらしく、憤いきどおりのままに続けた。


    「数年後、会社の実権は母が握り、売り上げ至上主義の会社に変へん貌ぼうしました」


    　口調は険しいものとなる。


    「そこで父のハンテッタはお飾りの社長にさせられました。父の生き甲が斐いであった居場所が変貌させられ、無む惨ざんにも乗っとられたのです」ナジャーチの目と言葉には怒りがあった。「それでも父は、母にとっての良き夫、私たちにとっての良き父、時代に場所を譲ゆずる物分かりのいい経営者を演じようとしていた」


    　ナジャーチが続ける。


    「しかし、現実の生活は父の演技など打ち砕くだいた。妻には軽かろんじられ、息子たちには愚ぐ鈍どんそのものだと言われ、会社は利益追求の道具となりました。父は生き甲斐を奪われて、なお逃げ場所がなかった。あとはもう目を閉じて耳を塞ふさいで、自分の夢の世界に引っこんでしまうしかなかったのでしょうね」


    　ハンテッタの部屋は夢の繭まゆだったのだ。ナジャーチの事情説明に、キリロエが焦じれた。


    「バディエ副社長の死が、ハンテッタ氏のせいである可能性は？」


    「……それは絶対にない、です。父にそんなことはできないし、あれは事故です」


    　断言するナジャーチの顔に迷いはなかった。母を失い、父を捜すナジャーチに同情はしても、今は仕事が大事だ。仕事しかない。


    「ハンテッタ氏の行きそうな場所、と捜索を依頼されたこちらから訊くのは本末転倒ですが、なにか参考になることはないでしょうか？」


    「警察がおざなりに捜したようですが、まだ見つかっていないとしか言ってきません……」


    　ナジャーチが結果を告げる。キリロエの目が周囲を探る。


    「そういえば、副社長が死亡し、経営者が行ゆく方え不明という経営危機の状況で、あなた以外、他の兄弟の方々はどこに？」


    　横のキリロエが何気なく問うと、ナジャーチの血相が変わる。


    「父が行方不明になっても、兄弟の誰も捜そうともしない！　彼らは父より母の跡を誰が継ぐかを会社で会議中でしょうね。だから、だから私が依頼をしたのです！」


    　母親の怒気と怒声に怯おびえたのか、腕のなかの幼児が泣きだす。ナジャーチが慌あわてて幼い息子をあやす。


    「兄弟たちに話を聞いてもムダでしょうね、いえ、聞いてほしくありません」子供に優しい顔を向けながら、ナジャーチが思考を紡つむぐ。「そうですね。父の古い友人、ビゴーさんに話を聞いたほうがいいかもしれません。縁遠くなり目を悪くされているけど、まだご存命のはず」


    　ナジャーチが立ち上がり、棚たなに向かう。


    「警察に訊かれたときに連絡先を出したはずだけど……」右手に幼児を抱いたまま、棚を捜すのは難しいらしい。俺が手伝おうとすると「あった」とナジャーチが振りかえる。


    　携帯に住所を記録して、立ち去ることにした。玄関まではナジャーチが見送ってきた。


    「父に会ったら、伝えてください。もう我慢しないでいい、とね」


    　ナジャーチは俺を、そしてキリロエを見据えて言った。


    　母親の腕のなかで、幼子が右手の指を咥くわえて微ほほ笑えんだ。


    



    



    　外に出ると、雨は変わらずエリダナの街角に降っていた。


    　雨あま除よけの外がい套とうに覆おおわれた頭頂部や両肩を、雨が柔らかく叩いていく。


    「まだ追加情報はなし」


    　俺は携帯を戻す。


    「事故死とされている以上、緊急性のある相手ではない、か」と独ひとり言ごとも出てくる。賞金首ではないし、高額な報ほう酬しゆうもない。ヴィネルやナテッロといった情報屋を使うことは、あとで考えよう。


    　キリロエの唇くちびるから漏もれるのは、鉛なまりのような溜ため息いき。


    「地道に知りあいを訪ねて行きそうな場所や人を訪ねていくしかない、か」


    　車に向かおうとした俺は、ナジャーチの家に近づく一団を見つけた。


    　一団は六人そろって高価そうな背広を着ていて、家の玄関の前に立っている。男たちの一人が呼び鈴を鳴らす。


    「しかし湿気が凄すごいわね」


    　雨除けの外套に手をかけるキリロエに、俺の目が引きつけられる。


    「裏切り者に追われて隠れている人間が迂う闊かつに顔を出してどうする。せっかく雨なのだから、そのまま外套で顔を隠しておけばいい」


    「そうだった」キリロエが頭を覆う外套を手で引きおろして、口元だけで微笑む。「ハンテッタを追っていて、追われている自分という存在を忘れていた」


    「たまには自分を忘れてもいいけどね。ハンテッタのように幻想へと完全に逃げるのはどうかとは思うが」


    　俺のつぶやきに、キリロエが理解不能と首を左右に振る。


    　二人で車に向かおうとすると、ナジャーチの家の扉が開く。出てきたナジャーチの顔が、六人の男を前にして強こわ張ばる。途端に男たちとナジャーチの言い争いが始まる。


    「兄さんたちはなにも分かっていない！」


    「分かっていないのはおまえだ。社を立て直すことが、なによりも母と父のためだ！」


    　漏もれ聞こえる単語から、一団がバディエとハンテッタの息子たちだと分かった。兄弟と言い争うナジャーチの声が雨音に混じる。俺はキリロエの肩を摑つかみ、手近なビルの陰に連れこむ。


    「ええと、あたしが魅力的というのは分かるけど、段階を踏んだら？」


    「はいはい。いや、もしかしたらという考えが浮かんだのさ」


    　ビルとビルの間の谷底で、俺は必死に思考を紡つむぎ、言葉を見つける。


    「もしかしたら、バディエの死は父ではなく、兄弟の一人の仕し業わざかもしれない。だとしたら、捜している俺たちが迂う闊かつに前に出るべきではないだろう？」


    　キリロエがすぐに納得する。


    「その可能性はあるね。あまりにもバディエの死が簡単で無意味にすぎる。あんな死に方はありえない」キリロエが思考する。「しかし隠れるまでしなくても……」


    「兄弟たちが犯人と仮定するなら、めんどくさいことになるだろう？」


    　キリロエが納得した。二人で建物を出て、再び雨が降りそそぐ街を進む。車を遠いところに停めていて正解だった。


    　車の傍そばに、傘かさを差した男が立っていた。絹きぬのシャツに仕立てた背広。整った容よう貌ぼうに、軽薄な緑の眼まな差ざしがあった。


    「やあ、こんばんは。ちょうど印象的な人影を見つけてね」


    　男の唇くちびるが朗ほがらかな声を紡ぐ。緑の瞳に、脳内で危険信号が鳴る。警戒しつつ、俺はキリロエを庇かばうように後退していく。


    「なにか用かな？」


    「失礼。僕はテレンスス・ロコロフス。バディエの六男だ」


    　含みをもたせた粘着質の物言いだった。しかも事故死した母のバディエの息子であるとは言ったが、失しつ踪そうした父のハンテッタの息子であることを無視したことに、俺が気づかないわけもない。この青年とは立場的には敵対する。なにより、関係者に会うと、すべてがご破算になる可能性がある。


    「そちらの素敵なかたは？」


    「ナジャーチさんに頼まれてハンテッタを捜しているもので、キリロエという」


    　キリロエが胸を張って答える。「関係者に軽々しく名乗るなよ」と小声で言うも「正々堂々と名乗ってなにが悪いの？」と返される。追われているのに矛む盾じゆんが増大する。


    　キリロエの名乗りを聞いた男の唇と頰ほおには、極大の皮肉な笑み。


    「ああ、そうか、そういうことか。あんたが有名なキリロエか」


    　笑みには刃やいばが含まれていた。


    「ハンテッタ捜しとは地味な仕事をしているね」


    「余計なお世話だ。そちらこそ兄妹喧げん嘩かに参加しないのか？」


    　顎あご先さきで家を示す。玄関口では、ナジャーチと兄たちの争いが続いていた。


    「遺産と社の経営を考えるのがあたりまえだろうが！」と兄が叫べば「この冷血漢！　父の安否が気にならないの!?」と妹が怒ど鳴なりかえす。


    　肉親の争いに対し愉ゆ快かいそうに肩を揺らし、テレンススが笑う。


    「ハンテッタの行ゆく方えは無視して母の遺産と会社の実権を握りたい兄たちと、それでもお飾りで無能なハンテッタを捜すべきだとするナジャーチ。どうせ六男だから、僕は最終的に利益が出るほうに参加すればいいのさ」


    「それはご苦労さん。では愉快で楽しい家か督とく争いに興じてくれ」


    　俺はキリロエを連れて足早にその場を去ろうとする。テレンススは毒を含んだ笑みで、俺の背中に問いかける。


    「おや、僕にはハンテッタのことを訊かないのか？」


    「訊いてほしいということか？」


    　振りかえりつつ逆に問いを投げる。内心を指されたことに気づき、テレンススの表情に不ふ愉ゆ快かいさが一刷は毛けされた。逆に俺は安心することになる。男が続ける。


    「ハンテッタは、迫害された男でも、優しい男でもなかったよ」


    　懐なつかしむように色を帯びていた。


    「言うなれば自分がない男だ。おそらく、ハンテッタは自分が妻を殺したとでも思って、現場から逃げたのさ」


    「彼が夢見がちで他人に流されやすかったことは分かっている」


    「なにごとにも程度があるってことさ。ハンテッタはやりすぎた」


    　言葉の一撃に俺は返すべき言葉を失う。自分が主導権を奪ったことを確認し、テレンススの皮肉な笑みが戻ってきた。


    「ハンテッタが見つかったら僕にも教えてくれよ」


    　テレンススは手を掲げ、笑みを浮かべた。毒液が滴したたるような悪意に満ちた笑みだった。気き障ざな仕草で回転し、雨のエリダナへと去っていった。


    　不愉快さを振りまきつつ去っていく男の背を、キリロエが眺ながめていた。敵意に満ちた緑の瞳だった。


    



    



    　到着したのは、古い家だった。


    　雨に打たれる屋根は、そこかしこが反そりかえっている。外壁の板も古いらしく、白い塗料に罅ひびが刻まれて剝はがれ、老いた蜥蜴とかげの鱗うろこのようになっていた。強化材や咒じゆ式しきによって分子制御された建材を使わない、昔ながらの一軒家だった。


    　まるで老人が擬ぎ人じん化したような古こ色しよく蒼そう然ぜんとした家だった。軋きしむ木の階段を三段上がって、扉の前に立つ。さすがに電子製の呼び鈴を鳴らす。喘ぜん息そくの鴉からすが鳴くような呼びだし音が響く。出ない。もう一度鳴らす。四度鳴らしたとき、ようやく相手が出た。


    「なんだね？　押し売りなら頭を咒じゆ式しきで吹き飛ばすぞ!?」


    　割れた恫どう喝かつの声だったが、過か剰じよう反応に一いち抹まつの怯おびえも感じとれた。言葉と違って凶悪な人物ではないらしい。俺は呼び鈴に顔を近づけて呼びかける。


    「ビゴーさん、古いお知りあいであるハンテッタ氏のことで訊きにきました」


    「腐れ警察にはもう話したが？」


    　おお、いきなり腐れ警察と来ましたよ。


    「我々は警察ではありません。遺族からの依頼でハンテッタさんを捜しているものです」


    　丁てい寧ねいに出ておくと、相手の声が絶えた。


    「入ってくれ。今そこの鍵かぎを開ける」


    　電子鍵が解除された音。俺とキリロエは扉を開けて邸内に入る。冷ややかな廊ろう下かには誰もいない。奥のほうから人間の叫び声や爆発音が遠く聞こえる。


    「こちらだ」


    　呼び声と音の方向に向かって、板張りの廊下を歩く。キリロエの足元で床が鳴ることからも、家の外見と同じくらい古い床だ。


    　音が溢あふれる居間に出る。出入り口から見ると、部屋の床には乱雑に散らばった雑誌と本。天井まで達する棚たなには、同じような乱雑さで雑誌や本が詰めこまれていた。部屋の様子には、どこか既き視し感かんがあった。


    　この季節に、窓には厚い紗しや幕まく。残る壁の三方を雑誌と本と記録機器が埋うめつくしている。堆たい積せき物ぶつに囲まれた革かわ椅い子すに、ビゴーが座っていた。男が見ている立体光学映像では、攻こう性せい咒式士と竜が対決する大活劇が上演されていた。先ほどの叫び声や爆発音の発信源というわけだ。


    　ビゴーは俺たちの顔を見ようともせず、髭ひげに覆おおわれた顎あごで傍かたわらの応接椅い子すを指し示す。


    　俺とキリロエが顔を見合わせた。仕方なく、俺が足を踏みだす。雑誌と本と宅配食品の空箱の間を抜けて、椅子に近づく。埃ほこりが積もった背を払って、俺は腰を下ろす。キリロエは出入り口に立ったままで話を聞くことにしたようだ。


    　ビゴーが顔を上げる。髪に白い筋が目立ちはじめ、頰ほおに縦の皺しわが刻まれた、初老の男の顔。


    　眼がん窩かに収まるのは、濁にごった瞳どう孔こう。あらかじめ聞いていたとおり、白はく内ない障しようを発症して目が見えないらしい。立体光学映像も音声だけで楽しんでいるのだろう。


    「オレぁこんな状態だから、座ったままで失礼するよ」


    　右手を上げて挨あい拶さつし、左手で大活劇の音量を下げるビゴーに俺はうなずいた。


    　しかし、それでは視覚を失った相手には伝わらないので「お願いします」と言葉にする。お互いに名乗り、早さつ速そく本題に入る。


    「昨夜のことでなくても、ハンテッタ氏の人柄などを聞かせていただけませんか？　それが彼の行き先を推測する材料になるかもしれないので」


    「参考、参考ねえ」


    　白いものが混じった顎あご鬚ひげを撫なでつつ、ビゴーが言いよどむ。俺は床に落ちていた本を拾う。


    「とりとめのない話になるが、いいかね？」


    　立体光学映像の大活劇が無音で演じられる傍そばで、俺は耳を傾ける。


    「まずオレとハンテッタは、ロコロフス社がああなる前に組んでいた、同好の士で共同経営者といったところだ。オレには見えないが、あんたらは部屋を見られるから一発で分かるだろう？」


    　ビゴーが自じ嘲ちよう混じりに、手で部屋を示す。部屋に感じた既き視し感かんの原因は、ハンテッタの部屋と似ているからだ。


    「社が奥さんのものになってからは、オレぁ退職金をもらって手を引いてしまったがな」


    　ビゴーの語調が弱まり、見えない目が俺の手元の本や本ほん棚だなに向けられる。ロコロフス社が作成した映画や本が並んでいる。


    「あんたの手やそこに並ぶのは、難病の恋人を持った主人公の感動話や同性が妙に少ない学園生活、魔法や超能力で主人公が戦い、宇宙人や未来人がなにかをしたりしなかったりする話だ。奥さんが言ったように、これらは売れるだろうが、な」


    　ビゴーがロコロフス社の方向転換を突きはなした。見つめるキリロエは、侘わびしい眼まな差ざしになった。俺の手が持っていた本を戻そうとすると、ビゴーが察した。


    「持っていってくれ。もはやオレには必要ないよ」


    　握った本に、見えない眼差しがそそがれていた。


    「その時代から担当社員が失しつ踪そうし、責任者が責任も取らずに逃げだした。ロコロフス社は変わったよ。いや違うな。ハンテッタがいた昔からそうだった」


    　沈黙を割るように俺は問いかけてみる。


    「それでハンテッタ氏の人柄は？」


    　問いかけにビゴーが考えこむ。やがて答えが髭に覆おおわれた唇くちびるから押しだされてくる。


    「あいつはどうしようもねえ男でも、優しい男でも、また自分がないだけの男でもなかったように思う」


    「難しいですね」誰もがハンテッタを語るが、像が重ならない。「一人の人間を一面から言うのは難しいでしょうが、分かりやすく言えばどういった感じでしょうか？」


    「そうだな、なんと言ったらいいのか。あれだ、ああいう感じなんだが……」


    　ビゴーが顎鬚を撫でて、思考をまとめようとする。髪や顎鬚に白いものが混じっても、なんとなく若い茶ちや目めっ気けと愛あい嬌きようがある人物だ。俺はビゴーに言葉が降りてくるのを待つ。


    「そういやバディエはかわいそうだったな。きっつい女だったけど、あんなふうに無意味に死ぬこともなかった。性格はきつかったが、あれだけ努力して会社に尽くした人間が、あんなつまらない事故で死ぬなんて……」


    「バディエさんの死については……」とキリロエが喋しやべるのを、俺は手を上げて制止する。ビゴーが不思議そうな顔をするが、思考の邪魔をさせたくない。「続けて」と告げる。


    「あ？　ああ」


    　ビゴーが話に戻る。


    「そういえば、ハンテッタが犯人という可能性はなくもない。推理小説を読んで、妻を事故死に見せかけて殺す方法を熱心に探していたこともあるからな。しかしあいつに実行する度胸はないだろうし……」


    　ビゴーの濁にごった目が見開かれる。


    「ああ、言葉が見つかったような気がする」目のように口が大きく開かれる。「さっきのはこういう感じじゃねえか？　なんというか、ハンテッタには自分がないんだけど、自分しかない、そんな感じだ」


    　言った直後に、ビゴーは自分の言葉に疑問を持った。


    「少し違うな。クソっ、オレぁ上う手まく言えねえな。年をとると頭が錆さびてきやがる。そもそも若いときに酒を飲みすぎなければ、秘密警察に頭を殴なぐられまくらなければ。いや、ハンテッタのアホがオレをこの道に誘わなければ。しかし、この道の奥深さには感謝しているし……」


    　ビゴーが自問自答しだした。


    　おそらく、老人はいつも孤独な部屋でそうしているのだろう。出入り口に背を預けたまま、キリロエが小さくかすかにつぶやいた。「話の論ろん旨しが前後して美しくない」と。


    　ビゴーの思考は迷うばかりで結論が出ない。俺は思考の補助を差しだしてみる。


    「ではこう考えてください。妻が事故で死んだ場合、ハンテッタ氏の人格の中心が趣味にあるというのなら、同好の士であるあなたが彼なら、どこに行きます？」


    「……どこにも行かないし、行けないよ」


    　苦い言葉がビゴーの唇くちびるから漏もれた。


    「幻想が逃げ場にならねえなんてことは、ハンテッタもとっくに知っている」


    　ビゴーは続ける。


    「正義の味方が悪漢を倒し、美女と戯たわむれるような幻想に逃げることはできる。だけどオレら自身が現実であるかぎり、逃げつづけることはできない。いつかは現実に帰ってこなくてはならねえ。しかも、逃げたぶんだけ、負債は重くなって帰らざるをえない」


    　ビゴーは自分に反論した。


    「いや、行きたいかな。自分がいねえ場所に。矛む盾じゆんしているけど、俺がそう思っていることはたしかだ」


    　盲目の男は、寂しげに笑った。


    



    



    　雨のエリダナに電話をかけまくった。ハンテッタの同好の士が集まる酒場、思い出の港、取引会社へと、キリロエをヴァンに残した俺が足を向けた。


    　しかし、どこを捜してもハンテッタはいなかった。行き先をなくしたハンテッタのように、俺たちも雨のエリダナの街角で捜すべき場所をなくした。


    　車を走らせながら、助手席を眺ながめる。キリロエは待っている間に、俺がビゴーから譲ゆずられた本を車内で読んでいた。読み終わった本を、後ろの席に投げる。後部座席で二冊の本が重なる。


    「ロコロフス社の本を読んだのか？」


    「夫のハンテッタ体制が作ったのは、異世界に行った主人公が、仲間とともに魔法や超能力で戦って大だい団だん円えんとなる物語。妻のバディエ体制が作ったのは、大きな敵に立ち向かう主人公や、取り柄のない主人公に美女や美男、美少女や美幼女が惚ほれて学園生活をする物語ね」


    「感想は？」


    「まだハンテッタ時代のほうがまともね。あなたは後者のほうが好み？」


    「そうか」エリダナの街を進む車は右折していく。「俺はどちらにも賛成しないよ」


    　車を進めながら答えると、キリロエが不思議そうな表情をしていた。


    「どういうこと？」


    　雨に苛いら立だつ車の流れに沿って進ませながら、俺は仕方なく答える。


    「ハンテッタが送りだした安易な大団円やバディエ体制が語ったありえない物語を喜ぶのは、子供と子供で留とどまっていられる人間だけだろうな」


    　窓に吹きつける雨粒を眺めつつ、俺は言葉を連ねた。


    「幻想物語の否定ということ？」


    「そうではないよ。遠い未来でも大昔の王朝時代でも、また異世界や異次元の話でも、たしかにそうなる、と思わせる現実があるに決まっている」


    　運転ついでに続けてみる。俺は欠伸あくびをする。


    「安易でご都合主義の物語を、大人が喜べないのはそういうことだ。明確にどの現実でもありえないと思えてしまうからだろうね」


    「私に品評は難しい」


    「そうか？　君が昔言ったことだけど？」


    「よく覚えている、ってどこで聞いたの？」


    「さぁ、風の噂うわさかな」


    　俺は話を切っておく。口が滑ったが、油断は禁きん物もつだ。キリロエが続ける。


    「ある現実がそうであるとして、そこからどうするかということ？」


    「ある状況を乗り越えるか乗り越えられないか、しか物語はない。たとえば、誰もが幸せになれるという単純な結果は、老病死苦の前に立ちつくすしかない」


    　俺は自分の内心を眺ながめる。たとえば、レメディウスとドーチェッタ、またはあの男と我々では、誰が正義だったのか、誰にとっての大団円だったのか、今でも結論が出せない。


    　車は内心を示すかのように、道を曲がっていく。


    「物語は物語とすればいいのでは？　ただおもしろいだけで物語はいいと思うけど？」


    「俺も構わないと思う。ただ、それだけでは物語のための物語だ。幼児期を過ぎた人間に慰なぐさめのおしゃぶりを与えてどうする？　おもしろいだけでいいなら、脳に作用する薬物を摂取したほうが直接的でいいだろう？」


    　俺は長い息を吐く。事情が事情とはいえ、長く話しすぎた。


    「言いすぎた。しかし安易な結論は出せない」俺は付け足しておく。「たとえば、生物学的な人間であることと、そうあるべきこととは違うとして、そうあるべきなにかを探すことが物語だろうね。だから昔から今でも、そしてこれからも語られていく」


    　黙って聞いていたキリロエが、ようやく口を開いた。


    「それでも私は物語を愛する」


    「俺も愛しているよ」


    　キリロエの反論に、俺は信条を返しておく。雨のエリダナの街角で、ヴァンを停止させる。


    「ここで始まったからには、ここで終わらせよう」


    　二人で外に出る。庇ひさしの下に停めたヴァンの傍かたわらで、俺とキリロエは雨に濡れるロコロフス社のビルと家を眺ながめていた。


    　俺の携帯が震える。ナテッロからの情報が来た。雨のエリダナでは、目撃情報は全滅。それは分かっていた。次のヴィネルからの情報が重要だった。俺は立体光学映像をキリロエに示しつつ、内容を告げる。


    「出たよ。警察の確定した検死は最初のとおり。バディエは疲労かなにかの理由で棚たなに寄りかかり、頭に花か瓶びんが落ちた。転倒して後頭部を脳のう挫ざ傷しよう。疑いようもなく事故死だとよ」


    「そう、良かったわね」


    　キリロエが残念そうにつぶやいた。気をとりなおすように続ける。


    「ハンテッタは哀れね。自分がバディエを殺したと勘違いし、思わず逃げてしまったのでしょう」　そこで不安な顔になった。「だけど、無実が証明された以上、もう逃げなくてもいいのに。早く捜しだして助けてあげないと」


    　最初に会ったときは尖とがっていたキリロエの表情が、柔らかくなってきた。


    「そうだ。助けてやらないとな。もう解放の時期だ」


    　俺はキリロエではなく、自らに言い聞かせた。キリロエは街を眺め、俺を見つめる。


    「ハンテッタはどこにいるのかしら？　次はどこへ行く？」


    　キリロエの緑の瞳に映る、俺の表情は曇っていた。数々の情報を組みあわせ、俺は結論を出さなくてはならない。


    「いや、調査はこれで終わりにしよう」


    　最善とは言えないが、それしかない。


    「ハンテッタは逃げたままでいいのだと思う」


    　俺は本心からの言葉を紡つむぐ。キリロエは驚きを緑の瞳に浮かべた。


    「ようやく過か酷こくな現実から逃のがれたのだ。もう彼を追う必要はない。行ったまま帰ってこられないのなら、現実への負ふ債さいを返す必要もない」


    　俺の言葉に、キリロエは納得しない表情をしていた。雨に煙る自分の足元を眺め、顔を上げた。最後には納得したような顔になっていた。


    「そう、そうね」憑つき物ものが落ちたような優しい表情だった。「たしかに、もう私たちが追いつめる必要などないかもしれない。彼はどこかで幸せになったと信じましょう」


    「……そりゃ良かったね」


    　苦しげな声に、俺たちは瞬間的に振りむく。路地から姿を現したのは、背広の男。壁に寄りかかり、テレンススが苦しげな顔をして立っていた。傘かさも差さずに、頭や高価な背広の肩から背中が濡れていた。手は腹部を押さえていた。


    「ああこれか？」俺の視線にテレンススが気づく。「遺産というか会社の実権分ぶん与よのおこぼれに与あずかろうとしたら追いだされたよ」


    　テレンススの目には、雨を貫つらぬくほどの憎しみ。実権争いで美お味いしいところだけを取ろうとしても、上う手まくはいかなかったらしい。


    　だからこそ危険だ。俺は足を踏みだす。


    「やはり、まだハンテッタ捜しをやっていたのか」


    　テレンススの言葉に俺は走りだす。


    「よし、手伝ってやろう」


    　男の頰ほおには痙けい攣れんした笑み。予定していたものを得られなかったテレンススは、この場でもっとも危険な人物だ。


    「言うな！」


    　俺はテレンススの肩を摑つかみ、口を塞ふさごうと手を伸ばす。だが遅かった。


    「そこで、あなたはなにをしている？　ねえハンテッタ父さん？」


    　力を失った俺は重い雨のなかを振りかえる。キリロエが雨に煙る周囲を見回し、ハンテッタの姿を捜す。テレンススの右腕が緩かん慢まんに上がっていく。


    　哄こう笑しようするように、男の指先がハンテッタを指し示す。


    「なぁ、なぜあんたは玩具おもちやの魔ま杖じよう剣けんを腰に差して、女ものの背広を着ている？　どうして女咒じゆ式しき士しの仮装をしているのか、教えてくれよ？」


    　掲げられたテレンススの指先は、真っ直ぐキリロエに向けられていた。


    「ねえ、父さん？」


    「なにを言って……？」


    「キリロエ・エディンストって存在は、あそこにいるものなんだよ」


    　テレンススの指先が動く。ビルの壁面、街頭放送の画面を示す指に、ハンテッタの視線が誘導される。そこには、画面のなかの女咒式士が「あたしはキリロエ・エディンスト。復ふく讐しゆうに来た」と名乗りをあげる場面があった。


    「あれは、なぜあたしがあそこにいるの!?　なぜあたしの人生が放映されて!?」


    　画像のキリロエを眺ながめる、路上のキリロエの顔には極度の混乱があった。小さな瞳どう孔こうが恐きよう慌こうするように惑う。対して、画面のなかのキリロエは、自らが本物であることを誇るように胸を張っていた。


    「自分を、その姿を見てみなよ」


    　テレンススの冷えた声に従ってキリロエの瞳が下げられ、自らの手を眺める。


    　見えるのは、丸々と太った五匹の芋いも虫むしが蠢うごめくような指。


    　恐怖にかられたキリロエが鏡を捜す。必死な瞳は、路上駐車されたヴァンの窓を見つけた。雨に濡れた表面に手を突き、自らの姿を映す。


    　自らを見返すのは凛り々りしい女咒じゆ式しき士しの姿、だと思っていたキリロエの眼が見開かれる。


    　キリロエを見返すのは、老人の顔だった。


    　女咒式士のキリロエ、いやハンテッタが両手を掲げる。指先は恐る恐る自らの顔の造ぞう作さくを確認していく。


    　皺しわが刻まれ弛し緩かんした頰ほお。丸く痘痕あばたが浮いた鼻、弛緩しきった顎あごには不ぶ精しよう鬚ひげの感触があるだろう。跳ねあがった手が髪を触ると、女の鬘かつらがずれて、薄くなった頭部が露あらわになる。


    　怯おびえるように震える手で次に触った胸には、詰め物。下ろされていく手は、膨ふくれた腹、はちきれそうな女ものの服に触れた。


    　そこには女のように化け粧しようをして、鬘を被かぶった哀れな肥ひ満まん体の老人の姿があった。


    　雨音を切り裂く絶叫。言葉にならない悲鳴。老人は歩道に膝ひざをついた。雨水が女ものの背広の膝を濡らす。


    　幻想は砕くだかれた。　


    　キリロエは、俺が毎週見ている連続活劇の女主人公だ。俺が妙に事情に詳しかったのは、今朝に録画を見直したばかりだからだ。


    　俺は内心でもキリロエを一度も女性として扱わず、考えないようにしていた。


    　連続活劇の可か憐れんな女咒式士のキリロエではありえない、ハンテッタの肥満した体型。傘かさを差しても左右の肩が濡れる巨体、床を軋きしませる重量。矛む盾じゆんする言動。ハンテッタが自己を取りもどすまでは、本当の自分に気づかせないようにしていたのだ。


    　ハンテッタが俺を振りかえる。


    「……これはどういうことです？」


    　俺は雨に打たれながら、重く口を閉ざしていた。


    「……末娘で依頼人のナジャーチは、最初からことの起こりを知っていた」


    　ようやく説明の言葉が漏もれて、雨に紛まぎれた。


    「昨夜、ナジャーチの熱心なとりなしで、険悪になっているハンテッタとバディエが話しあった。昔のような物語だけを売りだす会社に、仲のいい家族に戻ろうと。ハンテッタは妻に自らの経営手腕のなさから、弱さと愚おろかさを指摘された。バディエの溜ため息いき混じりの『いいかげんに夢から醒さめなさい』という一言に、ハンテッタは逆上し拳こぶしを振り上げた」


    　俺に、濡れたアスファルトに手をつくハンテッタに、薄笑いを浮かべるテレンススに雨が降っていく。


    「しかし、拳をどうすることもできずにいる夫に、バディエが静かに溜息を吐ついた。これが最後の引き金となり、ハンテッタはバディエを突き飛ばして逃げた。ナジャーチは雨のエリダナに父を追った。そのあとは警察の検死どおり、起きあがったバディエは、過労からふらついた。書類棚に手をついたことで、花か瓶びんが頭に落ちて、倒れた彼女は後頭部を打って事故死した」


    　残ざん酷こくな事実を告げ、心理を解かい剖ぼうしていく。


    「ナジャーチに説得されたハンテッタが戻ってきて、二人でバディエの死体を発見した。自らが殺したのだと勘違いして耐えきれなくなったハンテッタは、逃げ場所を探した。だけど、会社にも家庭にも、どこにも逃げ場所がない。そこで男の精神は破裂した」


    　真相が雨に流れていく。


    「自我が完全に崩ほう壊かいする前に、自らの破片を搔かき集めようとした。老人は唯一逃げられる、物語のなかに逃げた」淡々と告げる。「末娘が見ている前で、ハンテッタは急いでバディエの服を捜した。なるべく女攻こう性せい咒じゆ式しき士しに見えるような服を選び、女性用の人工毛の鬘かつらを被かぶり、玩具おもちやの魔ま杖じよう剣けんを腰に差した。そこで哀れで無力で実権を持たないお飾りの経営者である老人のハンテッタから、強くて勇ゆう敢かんな女攻性咒式士のキリロエとなったのだ」


    　そうすることでしか自我の崩壊を押しとどめられなかったのだろう。


    「ハンテッタの内部では、キリロエ・エディンストになったからには、キリロエ・エディンストとして行動するのが当然だった。先週の放送であったように、上司の陰いん謀ぼうで事務所を追放され、仲間が集結するまで街の小さな事務所に身を寄せると言いだした。キリロエは電話帳を捲めくり、投げすてながら雨が降りそそぐ街に飛びだした」


    「それで？」


    　テレンススが意地悪い笑みを浮かべつつ、俺をうながす。俺は続けるしかなかった。


    「父に追いつけなかったナジャーチは家に戻り、電話帳を捲めくった。精神が破裂した父が見たはずの咒式士事務所を探した。電話帳の頭のほうにある、アシュレイ・ブフ＆ソレル咒式士事務所の名前が見つかった。俺は依頼人であるナジャーチにあらかじめ言われたように、キリロエとなったハンテッタを迎えた、というわけだ」


    　ハンテッタの耳に入った言葉は、心臓を突き刺しただろう。


    「俺たちのハンテッタ捜しは、そのままハンテッタ自身を取りもどさせる捜索行だった。事情を知っているナジャーチに目が見えないビゴーという、ハンテッタを傷つけないであろう人々を通して語られる自己像で、老人が自分を許し、受けいれるように仕向けたのだ」


    　声が暗転する。


    「だが、ハンテッタは最後まで自分自身を受けいれられなかった」


    　最終的に、俺はハンテッタを夢から連れもどすことを止やめた。だが最後の最後で末娘のナジャーチに託たくされた俺の目もく論ろ見みのすべてを、六男のテレンススが叩き壊した。


    　路上に膝ひざをついたキリロエならぬハンテッタは呆ぼう然ぜんとし、降りしきる雨を受けていた。腹ふつ腔こうに湧きあがる怒りのままに、俺はテレンススの襟えりを摑つかんだ。


    「なぜ彼に正体を教えた！　あの老人を夢から引きもどす必要などなかったのに！」


    　現実には、もはやハンテッタの幸せが存在しない。


    　バディエが亡くなった以上、仲直りはできない。バディエの力だけで成長した会社は、彼女の死によって衰退するか、崩ほう壊かいしていくだろう。バディエの死に恐怖し物語の人物に逃避した父に対し、息子たちは今まで以上に愛想を尽かすだろう。


    　しかし逃げこんだ幻想の世界で余生を戯たわむれる以外に、ハンテッタの幸せが見つからない。


    「俺はテレンススを、おまえを憎む」


    　襟えりを摑つかんだまま、俺は弱々しい声で男を糾きゆう弾だんした。


    　この世には醒さめないほうがいい夢もある。どんな悲ひ惨さんな悪夢であっても、最悪の現実より酷ひどいことはないのだ。


    　神話において原始の人間を楽園から追放した毒蛇のように、テレンススが微ほほ笑えむ。


    「こいつだけ幸せな夢のなかにいるなど許さない」


    　男の目には、断だん崖がい絶壁の上にいる道化の幸福を指摘する悪意。それ以上に、激しい憎ぞう悪お。


    「母は弱い夫に憤いきどおり、苦しんでいた。夢物語に没ぼつ頭とうしてまったく頼りにならない夫の代わりに、会社を、家庭を一人で支えた。最後は過労からの事故死だって？」テレンススの憎悪が炸さく裂れつしていく。「過労になるまで追いこまれたのは、ハンテッタの、父のせいだ。元げん凶きようの老人が一人だけ安楽な夢に逃げこむなんて、絶対に許されない！」


    　俺はテレンススの胸元を摑んでいた手を離した。テレンススは憎悪の目のままに、背後に下がっていく。


    　分かっている。テレンススが正しい。だけど、それでは人は生きられない。弱い人間に過か酷こくな現実だけを見つめろというのは、太陽と死を直視しろと言うことと同じだ。


    　雨に打たれて、テレンススが哄こう笑しようをあげていた。


    「全部終わりだよ。兄貴たちもナジャーチも見えていないだけさ。すべてを支えていた母が死んだ時点でロコロフス社もロコロフス家も、すべて終わりなんだよ」


    　テレンススの死刑宣告が響きおわると、雨の紗しや幕まくが音のすべてを消し去った。


    「……そうか」


    　女装した巨体の老人の唇くちびるから、感情の断片が零こぼれおちた。雨に濡れて鬘かつらが落下し、顔を上げる。化け粧しようが溶けて斑まだらとなり膨ふくれた顔。小さな緑の瞳には、理性の光が灯っていた。


    「……ボクはキリロエではなく、ハンテッタ・ロコロフスだったのだな」


    　ハンテッタは完全に自分を取りもどしていた。


    「ボクは、弱くて愚おろかで間抜けな老人である、ボク自身であることを許せなかったのだね」


    　ハンテッタが俺を見上げる。すべてを理解した顔には、責めるように雨が降りしきる。老人は責め苦を受けいれるように、両手を広げた。両手で断罪の夜の雨を受け止める。


    「ボクはこれからどうしたらいいのだ？　夢から醒めて哀れな老人に戻ったボクはどうしたらいいの？」


    　夜の雨の底で、俺はなにも言えずに無言で立っていた。テレンススが降りしきる雨よりも冷たい笑みを浮かべていた。終わりを知ったテレンススは、笑うしかなかったのだろう。


    　俺は奥歯を嚙かみしめて、結末を見届けた。携帯を取りだし、ナジャーチを呼びだす。


    「ハンテッタが正気に戻った」


    「え？」


    「最悪の経緯で記憶が蘇よみがえったが、保護してくれ」


    「ということは？　父を見つけてしまったのですか？」


    「ええ、そのとおりです。事故で死んではいなかったようです」


    　ハンテッタを見ながら、俺は結果を再び報告する。ナジャーチが迷った声を出す。


    「困ったわね。会社と家か督とく相続の資金捻ねん出しゆつや会社のことで兄たちともめているし、子供の養育や離婚訴そ訟しようのことがあるから私の家では……」


    　ナジャーチはそれからも父の引きとりを遠まわしに拒否し、通信を切った。


    　携帯を戻す。雨はハンテッタとテレンススに降りそそぐ。同じように打たれながら、俺は雨に濡れる親子を眺ながめていた。


    　天から降る雨は、誰にも容よう赦しやしない。


    



    



    　不条理な、だが世界にいくらでも溢あふれている事件をいくつか乗り越えて、俺は陽光のエリダナの街にヴァンを走らせる。ギギナとの合流地点に向かい、右折する。女の家にいたギギナを拾いに行くとは、俺はお抱えの運転手かと自じ嘲ちようするしかない。


    　見たことがある風景。自分があのロコロフス社と邸てい宅たくの前を通っていることに気づき、車を停めた。


    　建物の前には、売家の札が立っていた。会社のほうはすでに別の人間が買収したようで、ビルの入り口に掲げられた社名が変更されている。


    　バディエの死後、息子たちではやはり会社を維持できなかったらしい。


    　一いち抹まつの寂しさとともに、車を発進させる。よくある一族と企業の崩ほう壊かいといえども、けっして慣れない。慣れてしまったら、攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして強くなったとしても、人間としてはまたひとつの欠片かけらを失っていくのだろう。


    　途中で歩道の人影とすれ違う。


    　一目で分かったのは、車くるま椅い子すに座ったハンテッタと、背後から押している人物。


    　車を停めて、窓から振りかえる。歩道には、売りに出された元自社ビルと自宅を眺める、ハンテッタの痛切な感情を込めた横顔。車椅子の背後に立つのは、テレンススだった。


    　車椅子の背を強く握るテレンススの瞳は、父親の視線を追っていた。


    　テレンススの顔が動き、車から顔を出している俺に気づいた。


    　唇くちびるの端を歪ゆがめ、テレンススは例の皮肉な笑みを見せる。


    　結局、財産目当ての五人の兄たちはそもそも会社の実権以外に興味がなく、愛しただけのナジャーチも現実のハンテッタを引きとらなかった。


    　すべてを失った父を引きとったのは、厳しい現実を突きつけたテレンススだった。


    　意外な結末に、俺は複雑な感かん慨がいを抱いだいた。


    　テレンススは俺に向けて皮肉に自じ嘲ちようを混ぜた笑みを向け、車椅子を回転させた。背中を向けて、父の車椅子を押しはじめた。


    　去っていく男の背中を見送る。車椅子のハンテッタがなにかを語りかけ、テレンススが鼻先で笑う光景が見えた。耳を澄ませば、二人の会話が遠く聞こえた。


    「てめえの好きな夢物語は甘すぎるよ。これからは現実に則した話が売れる」


    「なにを言うのだね。物語は夢を語るがゆえに物語なのだよ」


    「うるせえ。俺がてめえの夢を終わらせたからこそ、今の再出発を始められたんだろうが」


    「だから、すべてを含めて今が夢の始まりなんだよ。いつの時代も、そういう苦難からの再生が物語の基本なんだ」


    「再生すればいいけど、そう都合よくいくのかよ」


    「するしかないさ」


    　喧けん嘩かをしながら、青年と車くるま椅い子すの老人は歩道を進んでいく。


    　どうやら、二人はまた一から物語の輸入と出版業を再開するらしい。


    　俺は前に向きなおり、加速板アクセルを踏んだ。ヴァンはエリダナの街を疾しつ駆くしていく。


    　現実は物語のように悪人や悪魔を倒して大だい団だん円えんにはなってくれない。誰もが幸せになれるとはかぎらない。大活劇ではないが、それでも事件が終わったあと、まだまだハンテッタの人生は続いていく。


    　苦難を乗り越えて再生するかどうかは分からないが、それでも続いていくのだろう。


    　俺は物語を愛する。物語によって人は自分だけではなく、他者を生きられる。それは、他者や世界を知るための多くの方法のひとつだ。


    　しかし、物語から英雄や恋人が現れたりはしない。現実の俺たちには、物語のなかのように熱い仲間や味方はいないし、運命の愛も大目的もない。輝かしい勝利も、なにもない。


    　安易な希望や砂糖をまぶした大団円は、慰なぐさめがほしいときには必要だ。だが、大部分の大人は甘い菓子だけでは生きてはいけない。人々に必要な物語は、ただ見方を変えること。そう、正しく絶望したあとに残った、あるかないかの希望を問うことだ。


    　自分という世界にとっての端は役やくを演じてくれるのは、最終的にはやはり己自身しかいない。実際に手を差し伸べてくれるのは、自分を愛してくれる現実の人間しかいない。


    　物語はどこまでも助けでしかない。それで充分なのだ。


    　開けはなした窓から、乾いた夏の風が吹きこんでくる。


    　ヴァンはエリダナの街を進み、坂を下っていく。


    　だからこそ俺は俺自身をもって、俺という物語を紡つむいでいくのだろう。前方にはギギナが見えてきた。相棒は退屈そうに欠伸あくびをしていた。


    　相棒の姿の先には、エリダナの街の全景が見えてきた。
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    　エリダナ東岸部。一等地のため、無闇に高い建物が規制されているイルフナン通りを上っていくと、花か崗こう岩がん造りの重厚な建物が見えてくる。


    　咒じゆ式しき士し事務所として、エリダナでも有名なラルゴンキン咒式士事務所の社しや屋おくだった。


    　地下にある訓練所に、激突音が響いた。


    　壁に巨体の男が叩きつけられ、床に崩くずれおちる。手に握っていた模擬魔ま杖じよう剣けんがなかばから折れ、巨漢の咒式士は白目を剝むいて失しつ神しんしていた。


    　何重もの衝しよう撃げき吸収材で埋うめつくされた壁でなければ、良くて重傷だっただろう。周囲には、さらにそれぞれ模擬魔杖剣や魔杖短剣を握った三人もの咒式士が倒れていた。


    「俺一人に四人がかりでこれかよ。図体だけで軟弱すぎる。たとえるなら豪華絢けん爛らんな大豪邸、ただし薄紙製」


    　訓練場に立つのは、橙だいだい色の短髪、アルリアン人特有の尖とがった耳に並んだ銀環。模擬魔杖剣を両手に提げたイーギー・ドリイエが、呆あきれた表情をしていた。若き分隊長の足下で、男たちが苦痛に呻うめく。


    「し、死ぬ。ここの、ラルゴンキン事務所の訓練は軍隊なみだ……」


    「それ以上だ！　二十四時間ぶっ続けで格闘訓練をさせるなんて正気じゃない！」


    　咒式訓練場は、高い天井と広い床面積を誇っていた。各種の最新運動設備が並び、残り半分を格闘場が占めている。十四人の新入り咒式士たちは、疲労と負傷で半死半生。全員が肩で息をし、床に手をつくか伏していた。格闘場の片隅で嘔おう吐としているものまでいた。


    「たかが二十四時間の基礎訓練でへばってどうするっつーの。咒式士、特に前ぜん衛えいは一週間くらいなら不眠不休で戦えないと話にならねぇ」


    　模擬剣の峰で肩を叩くイーギーは、心底呆あきれたようだった。事務所の人員拡充にともない、新入りの訓練指導をしていたのだが、イーギーには、今年の新入りは実力の進展がないように思える。


    「ここは天下のラルゴンキン咒式士事務所だ。他の事務所と実績が違うのは、てってー的な個人能力の見極めと、集団戦闘術を叩きこむからだ」


    　イーギーの目が、訓練所の壁を見上げる。掛かっていたのはラルゴンキン直筆の書。


    「つーかさ、おまえらラルゴンキン事務所の社訓の意味が分かってんのかよ？　あそこにあるように、攻こう性せい咒式士は人の剣で盾たてである。死ぬ気でやれ、むしろ死んだ気でやりやがれ！」


    「まあまあイーギー、そんなに厳しくしなくても」


    　立っているイーギーの隣、椅い子すに座していたのは女咒式士。亜あ麻ま色いろの長い髪、若い女にはない落ちついた雰ふん囲い気きのジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフだった。


    　花か瓶びんを丁重に脇へと移動させつつ、ジャベイラが包装紙を開けていた。現れたのは、高級感ただよう濃緑色の香水が入った瓶に、淡い薔ば薇ら色の革かわ靴ぐつ。


    　鼻唄まで歌いながら靴を足元に、香水を机にジャベイラが置いていく。訓練所の片隅の指導官室を完全に私物化していた。


    「今日の訓練は、これくらいでいいんじゃない？　社訓にも『なおかつ笑顔で突き進め』ってあるでしょう？　最初からそんなに焦あせる必要はない」


    　優しいとりなしの言葉。新人咒じゆ式しき士したちの顔に、慈じ母ぼを慕うような感情が浮かぶ。訓練場に立つイーギーは抗議の青い瞳だった。


    「ジャベイラ、買いもの帰りで機嫌がいいのは分かるけど、むしろもっと厳しくしないと」イーギーが続ける。「早めに才能と実力の見切りをつけさせてやるのも、こいつらのためだぜ？」


    「うーん、ちょっと待って、今、変えるから」


    「変えるってなにを？」


    　イーギーの疑問を無視し、ジャベイラの両手が机の引き出しに伸びる。左手は、髑どく髏ろの徽き章しようが輝く軍の制帽を頭に載せる。右手は、鼻の下につけ髭ひげを装着させていた。


    「総員、気をつけー！」


    　大だい音おん声じように新人咒式士たちの背筋が伸びる。ジャベイラの瞳どう孔こうが一回転。戻ってきたとき、そこに温厚な女咒式士は存在しなかった。


    「覚悟しろよ豚の糞くそども！　失禁＆脱だつ糞ぷんし、それを喰うほどの猛訓練で、肉体どころか人格から徹底改造してやるぞぉ。実の親や妻子でも見分けがつかないくらいになぁ！」


    「ええと、ジャベイラ。見たこともない新人格が出ているんですけど？　はじめましてって言ったほうがいい？」


    　イーギーをジャベイラは無視した。冷酷非情な女軍人の瞳が、全員の顔を睥へい睨げいする。


    「おまえら能無しどもの口くち癖ぐせは『一日一人はブチ殺さないと安眠できねぇぜ、アヒャッハー！　あとジャベ大総統閣かつ下か、超万ばん歳ざい！っ』といういい感じ希望！」


    　鬼おに軍ぐん曹そうから、軍曹の文字が取れたジャベイラの笑み。傍かたわらのイーギーが震える。


    「まぁ、これはこれでその、ぃぃ……」という青年の小さな囁ささやきは誰にも聞こえなかった。


    「さぁ、もいっちょ人格変換！　来たれ、さらに邪悪な人格！」


    　ふたたび瞳孔が大回転しはじめ、正面に固定。片目を閉じて、片足を撥はね上げる。


    「ポンピロ、ピンピロ、アロパルパ！　魔法少女ジャベイ……」


    　熱病に冒されたようにジャベイラの全身が震えだし、床に手をつく。


    「さ、去れ、忌いまわしき悪夢！　なかった、これはなかった人格なの！　二度と出てくるなっ！」


    　叫びつつ、ジャベイラは自らの頭を地面に叩きつける。錯さく乱らんするジャベイラの様子に、新人咒式士たちの間に動どう揺ようが広がる。


    「うわぁ、ここにいると、なんだか人として大切なものを失いそうな気がする」


    「俺、死にたくないなぁ。病気のお袋もいるし……」


    「おい、たとえちょっとあれがあれ的におかしくても先輩の話はちゃんと聞けっ！」


    　怒りのままにイーギーは手近の花か瓶びんを摑つかみ、防備壁に投げつけた。陶器が割れ砕くだける音に続いて、息を呑のむ音。


    　瞬間沸ふつ騰とうからイーギーは瞬間冷却していく。青年が向きなおると、鬼のジャベイラは消えさっていた。そこには道徳の教科書の表紙のような女の顔があった。


    「……イーギー、今投げたの、その尊敬すべき私の花瓶だって分かっている？　すっごく由ゆい緒しよあるバラッスス作の大事な花か瓶びんだって……」


    「ええっ!?　ごめん、本当にごめん！」


    　頭を下げるイーギー。


    「いい、いいって、悪意があってしたことじゃない、ないから……。そそそ、そう！　イーギーは軟弱な私に気合を入れてくれていたのよねっ!?」


    　顔面の筋肉を痙けい攣れんさせながら、ジャベイラが凄すさまじいまでの自己欺ぎ瞞まんを見せた。それでも全力でイーギーは頭を下げる。


    「ごめん、謝っても許されることじゃないけどごめ……！」


    　語尾に重なるのは、背後からの不吉なまでに軽い音。道理として、頭を下げると、腰に差した魔ま杖じよう剣けんの鞘さやが上がる。上がった鞘は何かに当たる。音速で振りかえるイーギーの眼前で、甲かん高だかい音とともに瓶が割れ、香水がブチ撒まけられる。


    　香水は、さきほどジャベイラが愛いとしげに眺ながめていた新作の靴くつに降りかかる。淡い薔ば薇ら色の表面に、無む惨ざんな濃緑色の染みと強烈な香気が広がっていった。


    「ね、ねぇイーギー。わざとでしょ？」ジャベイラの視線が彷徨さまよう。「この連れん係けい攻撃はありえない。『全部偽物でした～、本物はこっちだよ』と私を驚かせるどっきり落ちだと言って、お願いだから言って……」


    　ジャベイラの視線は、イーギーを、そしてこの世すら見ていなかった。


    「うふふ、そうよ。これは夢なのぢゃ。いーぎーが儂わしに意地悪をするわけがないからなぁ。あ、株の先物取引の精霊が見えるぞぉ♪　くれ、未公開株を儂にくれっ♪」


    「ああ、ダメだジャベイラ、そっち行っちゃダメだ！」


    　イーギーが茫ぼう然ぜん自失のジャベイラを揺さぶる。だが、経済的衝しよう撃げきは、女の魂を死後の楽園に連れていこうとしていた。


    「全員少しは静かになさい。訓練が訓練になっていませんよ」


    　戸口に立っていたのは、知覚増幅面ネーメンマスケで半面を覆おおった老咒じゆ式しき士しだった。副所長のヤークトーの冷たい一声で、広い訓練室のざわめきが静まっていた。


    　上へ向かう途中らしく、ヤークトーは電子書類を脇に抱えていた。


    「新人が一人前に育ってもらわないと、事務所が成りたちません」


    「大だい丈じよう夫ぶだって」


    「そうそう訓練はまだ初期段階だもの。これからが本番」


    　二人の分隊長の言葉に、新入り咒式士たちが「まだ続くのかよ」と苦く鳴めいをあげる。ヤークトーは薄い唇くちびるを引きむすぶ。


    「六時から、オダル退役軍人会館の復興祝しゆく宴えんが開催されます。ジャベイラとイーギー、非番で列席する者は忘れないように」


    　ヤークトーが言いのこし、その場を去っていく。


    　手を叩き、ジャベイラが軍の制帽を被かぶりなおしていた。


    「訓練は続くぞ！　まずは魔杖剣の分解と組み立て。三十秒でできないドン亀がめ野郎は、砂浜で産卵させるからなっ！」


    　急いで魔ま杖じよう剣けんの分解にかかる新人咒じゆ式しき士したち。女軍人からイーギーは半歩離れる。ジャベイラが素すに戻った。


    「ええと、これって接触感染や空気感染はしないから、引かないでね？」


    「……わー、病気だってちょっとは自覚していたんだ」


    　イーギーは全力の愛想笑い。ジャベイラの瞳どう孔こうがさらなる回転、鬼の瞳に固定。


    「さて、産卵できるまでやらせるぞ！　最後にその上を儂わしが全力疾走！　おまえらの可愛かわいい卵はぐっちゃんぐっちゃんだ！」


    　鬼女が叫ぶ。部下たちは疲労しきった顔となっていた。


    「ダメだおまえらは、まず社訓斉せい唱しようからだっ！」


    　訓練なのか嫌がらせなのか、よく分からないものが続くようだった。


    



    



    　所長室と書かれた、素そっ気けない札が下がった一室。


    　ヤークトーが電子端末の板を提出する。宙空に差しだされた報告書を、大きい手の太い指が受けとる。摑つかんだのは、三人掛けの応接椅い子すが小さく見えるほどの巨漢だった。


    　胸板も腕も足も、ラルゴンキン・バスカークのすべてが太く巨大。まるで業務用冷蔵庫が座しているかのような重量感だった。


    　太い指が器用に動き、立体光学映像が起動。さまざまな情報と分ぶん析せきが立体化。顎あご鬚ひげを撫なでながら、ラルゴンキンが目を通していく。鳶とび色いろの目は、表示される情報の羅ら列れつを見つめていた。


    　所長が報告を読んでいる間に、向かいの席にヤークトーが腰を下ろす。膝ひざの上で手をそろえた謹きん厳げん実じつ直ちよくな姿だった。机を挟はさんで座る二人は極太の巨漢と[image: ]そう身しん。なにかの戯ぎ画がとして描かれたかのように対照的だったが、これが二人の定位置だった。


    　ラルゴンキンの顔が上がると、ヤークトーの仮面の奥の目が迎える。


    「ご覧のとおりです。七月二十八日の時点で、社の能率が十四・三四五五％も落ち、上半期の業績も前年度より四・五〇三三％も下降しています」


    「新人が一人前になっていけば、いずれ戻る範囲だよ」


    　太い笑みを浮かべて、ラルゴンキンが書類に決裁していく。ヤークトーは冷静だった。


    「まだまだ先でしょうね。誰が脱落するかはある程度予測できますが、誰が一人前に、さらに一流となるのかは予測できません。それに春の事件で九人の咒式士を失ったことは痛く、まだ二人が復帰できていません」


    「ああ、レメデ、いや〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉事件、そしてウォルロットや〈古き巨人エノルム〉事件の影響は大きい。私たちにしても、そしてあいつらにしても、な」


    　署名していくラルゴンキンの手が止まり、窓の外を眺ながめる。そこには、平和に表の顔を見せているエリダナの街の全景が広がっていた。


    「去年の事件、パンハイマ女史の策略で戦列を離れた五人も、復帰はまだ先です」


    「……あの魔女が静かでいることも不気味だな。そろそろ動きだしそうなものだが」


    　ラルゴンキンの太い眉まゆに、滅多に見られない嫌けん悪お感が表われていた。ラルゴンキンとパンハイマの敵対関係は、エリダナの咒じゆ式しき士しで知らぬものはいない。魔女を話題にしたことを後悔するヤークトーだが、顔の表面には反映されない。


    「だからこそ、是非にでもガユスとギギナが欲しかったのもあるのだが」


    　ラルゴンキンが室内に向きなおる。仮面に覆おおわれた無機質な顔が変わらずあった。


    「戦力低下を補うべく一時的処置を具ぐ申しんいたします。地方支社長に任命した、三人の分隊長と部下たちを呼びもどすべきだと愚考します」


    「あいつらか」


    　知覚仮面ネーメンマスケの目が明滅する。


    「リリチェフ、アイアコクス、ザーロ。あなたが育てたあの三人と分社の部下たちを呼びもどせば、ラルゴンキン事務所は万全です。使いにくい三人ですが、実力は本物です。ですから今の難局にこそ必要では？」


    「あの三人はすでにそれぞれ咒式士として極まっていて、地方を任せている」


    　ラルゴンキンの横顔に懐かしさが浮かぶ。


    「それこそジオルグがミルメオンという怪物、クエロという完成された攻こう性せい咒式士を育てたように、あれらはあれでいいのだ」


    　鳶とび色いろの目がヤークトーを見据える。


    「今は本社に残した分隊長二人で大だい丈じよう夫ぶだ。至らぬところは、副所長のおまえが補ってくれればいい。支社長の三人もそうやって一人前になったのだ」


    　郷きよう愁しゆうの色が、鳶色の瞳に差した。


    「かつて、私がそうだったようにな」


    「そうでしたな」


    　知覚増幅面の下、老咒式士の瞳は過去を眺ながめていた。


    



    



    　轟ごう音おん。煉れん瓦が壁が破は砕さいされ、葡ぶ萄どう色の破片が散乱する。


    　爆煙の尾を曳ひきつつ影が走る。筋肉の束で構成される巨体、尻から生えた長い尾。全身は青緑色の鱗うろこに覆われていた。赤眼を輝かせ、異い形ぎようの生物は四足獣のように走っていく。


    　辺境の沼に生息する〈異い貌ぼうのものども〉の一種、人じん頭とう蜥蜴とかげだった。


    　長首の先に人間のような顔。禿はげ頭あたまの下、顔にある唇くちびるだけが耳まで裂け、肉食獣の犬歯を剝むきだしていた。唾だ液えきを垂らす牙きばは、小さな子供の手首を銜くわえていた。


    〈異貌のものども〉は、石壁に沿って逃走していく。まるでなにかに怯おびえるかのような逃走だった。


    　再度の爆音と爆煙。そして獣の悲鳴。


    　弾かれたように異い形ぎようが飛びのき、着地する。顎あご先さきが接地直前の低い警戒姿勢をとる。〈異貌のものども〉の左前まえ肢あしの肘ひじから先が断たれており、赤黒い血液を噴出させていた。苦痛と怒りで長い尾がのたうち、大地を叩く。


    　異い形ぎようの眼前の爆煙から、巨大な穂先が覗のぞく。


    「少しはずれたか」


    　とぼけた重低音の声の主が、白煙から歩み出る。ランドック人らしく、二メルトルを超える巨体。おそろしく厚い胸板や太い手足を包む、鈍にび色いろの重じゆう甲かつ冑ちゆう。頭部を兜かぶとが覆おおい、丸い覗のぞき穴がいくつか開けられた面めん頰ぼおが顔を隠していた。


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しのなかでも、鋼こう成せい系を得意とする重じゆう機き槍そう士しの完全武装した姿だった。手に握る魔ま杖じよう槍そう斧ふの一撃が、煉れん瓦がの壁ごと異形の腕を切断したのだ。


    　対たい峙じするのは〈異い貌ぼうのものども〉としては、下層である人じん頭とう蜥蜴とかげ。だが、牡お牛うしのごとき巨体から繰りだされる前まえ肢あしや尾は、巨猿の一撃をも凌りよう駕がする。半端な咒式甲冑なら、肉体ごと叩きつぶすことも可能にするのだ。しかし、対する攻性咒式士の全身に怯おびえの色はない。


    「個人的な恨みはないが、人を害したものは許されぬ」


    「おオ、おげの沼を埋うめタてた人間がガ憎憎い。だがらおげは悪ぐないいっ！」


    　咆ほう哮こう。人頭蜥蜴の叫びが大気を振動させ、子供の手首が落下。間をおかずに巨体が猛進。一瞬で間合いが詰まる。勢いのままに前肢が振られ、鋭い鉤かぎ爪づめが咒式士の頭部に向かう。


    　銀の一いつ閃せん。異形の右肘から先が消失。魔杖槍斧が縦から横へと軌道変化。


    　まずは太い右前肢が芝しば生ふに落下。次に苦痛を感じる間もなかったらしく、勝利の喜き悦えつを浮かべたままで人頭蜥蜴の頭部が転がっていく。


    　自らの死を思い出したかのように、右前肢と頚けい部ぶから鮮血を噴出させる。重々しい音とともに胴体が大地に転倒。長い尾が波打ち、そして胴に続いて静かになった。


    　吐きだされた息とともに、重機槍士の極限の集中が解かれる。巨きよ軀くを覆う甲冑の咒式を解除。重なる六角形の切り口を見せて、金属が量子分解されていく。


    　兜の面頰の下から現れたのは、栗色の短髪と無ぶ精しよう髭ひげ。若さに溢あふれる鳶とび色いろの瞳だった。壮絶な一撃を放ったとは思えない悲しみも、瞳に宿していた。


    「悲しむべきことだ」


    　攻性咒式士の柔らかな瞳が、声の方向を眺ながめる。薄い背中を持つ[image: ]やせた男が咒式士の横を通りすぎ、異形の死し骸がいと子供の手首の前に左ひだり膝ひざをつく。それは簡単な鎮ちん魂こんの祈き禱とうだった。


    「死せるものに区別はないか。それとも亡くなった子供のためか？」


    　若き咒式士が黒い僧服の男に問う。


    「いえ、どちらのものでもありません、死者のための祈りなどなく、ただ生者の慰なぐさめのためのものでしょう」


    　教会関係者らしい黒の僧服。薄い背中が淡々と語った。


    　元から生息する〈異貌のものども〉と、人間の自然開発。境界問題は年々悪化していっている。自らが不条理の最前線に立っていると、巨漢の咒式士は知っていた。


    「我ら咒式士は、どこまでも人類以外の味方にはなれぬよ」


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しは周囲を見回す。


    　敷地には、修道士や尼に僧そうたちの怯おびえた顔が遠く並んでいた。背景の礼拝堂の頂点にある光輪十字印が、陽光を背負っている。一分の隙すきもなく教会の風景だった。光輪十字印には黄金が散りばめられ、色いろ硝子ガラスの窓は手の込んだ細さい工くという、いささか立派すぎる教会ではあった。


    「教会の敷地だったか。血ち生なま臭ぐさい咒式士の俺には、もっとも似合わぬところだな」


    　巨漢の攻性咒式士は顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを撫なでる。


    「そうでもありません。咒式や科学のもととなった数学と論理学は、厳格な神との対話から生まれましたからね」


    　男が立ちあがり、振りむいた。豪華な教会に反比例するかのように、質素な僧服を着こんでいた。男、というより老人の顔の口から上は、金属に覆おおわれている。知覚増幅面ネーメンマスケを装着しているということは、数すう法ほう系咒式士でもあるのだろう。老人の言うように、教会の僧そう侶りよは治療や論理を操る咒式を兼ねることが多い。


    　ラペトデス七都市同盟人の作法として、巨漢の咒式士は分厚い手を差しだした。


    「名乗りが遅れた。俺はラルゴンキン・バスカーク。まだ駆けだしの攻性咒式士だ」


    「私はヤークトー・ペジメテ。ここにあるノシグス派教会の牧師。数法系咒式士として管理僧も兼任しております」


    　教会の敷地で、ラルゴンキンとヤークトーが向きあう。


    「若き咒式士よ、ここは静かな信仰と思索の場所。礼れい儀ぎを知るなら、疾とく去りなさい」


    　ラルゴンキンが差しだした手は、ついに握りかえされることはなかった。


    



    



    「俺のネクタイはどこだ!?　犬が交尾している柄じゃなくて、礼服用の白は!?」


    「知るか、それよりオレの靴くつはなぜ、両方右側だけなんだ!?」


    「なによ、この招待状？　角つのと髭と尻尾しつぽつきの私を落書きしたヤツぁ全殺しよっ！」


    　式典に出発する咒式士たちで、ラルゴンキン咒式士事務所の前は混雑していた。


    　出入り口前には黒塗りの高級大型車の群れ。一台の内部、運転席には、黒背広を着こんだイーギーが足を投げだして座っていた。


    　新調した魔ま杖じよう剣けんを扉に寄りかからせ、イーギーは刀身を鏡にネクタイを結ぼうとしていた。不器用というか慣れていないらしく、何度やっても結び目が不ぶ恰かつ好こうになる。


    　イーギーの隣となり、路上には、夜明け色のドレスに身を包んだジャベイラが座っていた。上腕までを覆う絹手袋。白い指先には、携帯を握っている。


    「そ、私が帰るまでは、おとなしく待っていなさいよ。夜には帰るから。ダメよ、他の女に浮気しちゃ。明日の休日は楽しみにしていなさい。一日かけて遊んであげるから。じゃね～」


    　翡ひ翠すいの耳飾りが揺れ、携帯咒信機にうなずく。ジャベイラが視線を戻すと、笑っているような、泣きだす寸前のような、イーギーの顔があった。


    「………………………………今の、誰？」


    　ジャベイラは何気ない顔で返す。


    「ああ、私の息子と娘」


    「なあんだ良かった……って、子供がいたの!?」


    「何度か話したし、写真まで見せたじゃろうが。すぐに私の母の家に逃げようとするから、浮気をたしなめただけよ」


    「いや、写真は見たような気もするけど、あまり見ていなかった。その、もっと綺き麗れいなものをいつも見ていたか……」


    「ああ、すまん。肝かん心じんの招待状を忘れた。所内に取りに戻ってくる」


    　ジャベイラが歩きだす。一拍遅れてイーギーが追う。


    「ちょっ、ジャベイラ。待てって話は……」


    「イーギー先輩！」


    「ああ？」


    　車から出ようとしたイーギーの動きが、女の声で止まる。


    　呼びかけの主は、男のような黒い背広を着こんだ、女咒じゆ式しき士しだった。


    　イーギーは目の前の女咒式士と履り歴れきを思い出そうとする。


    　小鹿のような[image: ]はつ剌らつとした肢し体たい、短めの菫すみれ色の髪と瞳には見覚えがある。たしかなんとかいう地方の、なんとか事務所から移い籍せきしてきた咒式士。いつの時期の新入りかは分からないが、名前はたぶんなんとかノン。刀身を鞘さやに戻して時間を稼かせぎ、結論。


    「ああ、リノンか。どうした？」


    　ようやくの返事。車の座席に腰を戻し、イーギーは道路に足を投げだす。女の顔が曇る。


    「……リャノンです。イーギー先輩、また私の名前を忘れたんですね……」


    「ちが、違うって。俺はリャノンと言ったって！」


    　また失敗したと思いつつ、語尾が跳ねあがるのは止められない。慌あわてて会話方向転換。


    「それに、そう、先輩と呼ぶのは止やめろ。俺とおまえは、たしか……同い年だろうが」


    「あなたは第二分隊の隊長で、わたしはまだ分隊配属も決まらない新参者です。他にどう呼べばいいのでしょうか？」


    　言われるとイーギーも困ってしまう、分隊も同い年が一人。一つ下が一人いるだけで、あとは全員年上だった。イーギーはめんどうなので互いを呼びすてしあっている。分隊以外もラルゴンキン事務所の全員がそうしていた。


    「もーなんでもいいよ」


    「じゃ、イーギー先輩」


    「はいはい、それでいいよ」


    「先輩とお話しできて良かったです」


    　イーギーの視線は、早歩きでビルに向かうジャベイラをひたすら追っていた。


    「じゃ、俺は所内に緊急の用事が……」


    「わたしも先輩みたいになれたらな、と思っているんですよ」


    　リャノンが溜ため息いきを吐ついて、イーギーの足がまた止まる。


    「これでも、わたしは故郷じゃ天才咒じゆ式しき少女と呼ばれていたんですよ。それで学院に行って、同時に事務所で実戦経験も積んで、この年で七階かい梯ていになり、かなりの自信があった」


    　話に引きこまれたイーギーの顔が、リャノンに向き直る。


    「あった、というのは？」


    　リャノンの口くち許もとがなぜか緩ゆるみそうになり、そして引きしめられた。


    「……地方の腕自慢だったわたしも、ここでは最弱の咒式士なんです。なんとか栄はえあるラルゴンキン事務所に入れたけど、完全に自信をなくして。それで同い年なのに分隊を任されているイーギー先輩に憧れているんです」


    「んー、俺って十五歳の時から、ラルゴンキンの親おや父じに無理やりくっついて実戦に出ているからな」イーギーは指で頰ほおを搔かく。「それでイヤでも咒式士として強くなっただけだ。おまえもそのうち慣れるよ。親父は見込みのある若いヤツが好きだから」


    「そういえば先輩って、ラルゴンキン所長に……」


    「口ごもる必要はないって。悪いことを訊いたわけじゃないよ。親父に拾われたことは、すっげー幸運だったと思っている」


    　イーギーは苦笑いをするだけ。リャノンは勢いこんで続ける。


    「あの、わたしにできることはありませんか？　いえ、ぜひ力にならせてください！」


    「いいって。俺、基本設定でいつも元気だし」


    　微妙に女の声と意味が変化したことに、イーギーが気づくはずもなかった。


    「で、そもそもなんの用だ？　早く略せよ」


    「あ、ええ、そう。そうですよね」


    　残念そうにリャノンは姿勢を正していく。攻こう性せい咒式士の顔となって報告を開始する。


    「ヤークトー副所長からの伝言です。所長が到着次第に出発。車は六台。参加者は現場と事務職が合わせて十七人。先輩が所長の車を運転するようにとのことで、わたし自身も後ろの車の運転手で参加します」


    「あ、そ」


    　イーギーが視線を戻した先で、ジャベイラの背中は、完全にビルの中に吸いこまれていった。リャノンの瞳に尖とがった険けんが宿る。


    「ジャベイラさんって鈍感なんですね」


    「え？　ああ。なに言ってんだおまえ」


    　イーギーは慌あわてて抗弁する。


    「あれで、ジャベイラはすごく細やかなんだ。たとえるなら、女の繊せん細さいさと豪ごう傑けつの度胸が同居しているって感じだ」落ちつきなく、イーギーは視線を足に落とし、腰の左右の魔ま杖じよう剣けんの柄つかを弄いじりはじめる。「さらにたとえるなら、興味のない対象は目に入らない競走馬なんだろうな」


    　イーギーが視線を上げると、怒ったようなリャノンの顔があった。


    「先輩も同じ系統の人間ですよっ」


    　アルリアン人の顔には疑問符。


    「はぁ？　俺は生体生成系の華か剣けん士しで、ジャベイラは電でん磁じ光こう学がく系の光こう幻げん士し。そんな違いも知らないのか？」


    「っ……もういいですっ！」


    　リャノンは足を踏みならした。怒ったように後続で停車していた車に向かう。乱暴に扉を開け、リャノンは運転席に納まる。車に腰掛けたままのイーギーは観客となっていた。


    「結論として、俺に女は理解できないな」


    　苦笑したイーギーは、自分が物ごとを考えるのに向かないのを自覚している。深く考えると頭痛がするのだ。それでもネクタイを直しながら、意図的に物思いに沈んでみることにした。


    　祖国たる神聖イージェス教国は、イーギーたちアルリアン人を憎んでいた。教義に反する存在という不条理な理由で、子供のイーギーすら迫害の対象だった。大だい虐ぎやく殺さつに巻きこまれる前に、両親に連れられて幼いイーギーは逃げた。ラペトデス七都市同盟に亡命した両親が病死し、ラルゴンキンに拾われた。言葉にすればそれだけのことだ。


    　実は、両親の顔も過去の風景もあまり覚えていないので、イーギーには実感できない。ラルゴンキンからの話とその他の書類で知っただけだ。


    　拷ごう問もん吏りによって背中に刻まれた光翼十字印くらいしか、過去が事実だったと証明するものはない。それすら本人にとっては曖あい昧まいだ。


    　咒じゆ式しき治療を受ければ消せるのだろう。しかし、傷きず痕あとを残しておくのは、両親や過去を忘れないために必要かなと思っていた。


    　イーギーの思考では、自分は過去の傷痕を忘れてしまうほど薄情なのだろうか？　しかしどう考えても激情家だとも思う。……ええと、この思考の結論は……


    「……ルップフェット」


    　イーギーはアルリアン人の魔ま除よけのおまじないをつぶやく。やはり軽い頭痛がするし、なにも結論が出ない。ネクタイの結び目も、ついにはうまく結べないままだった。


    　そうこうしている間に、ラルゴンキンとヤークトー一行がビルから出てくる。所長の周囲には人が溢あふれている。目線で合図し、ラルゴンキンの巨体が車に乗りこむ。そして運転席に座るイーギーに快活な笑みを向ける。


    「イーギー、私の車の運転は任せたぞ」


    　少年の顔でイーギーはうなずく。もちろん他の人間に任せたりなどしない。


    　そしてジャベイラとその副隊長のロップス、各分隊や事務員で参加するものが続々と車に乗りこんでいった。六台の車が起動し、目的地へと出発していく。


    　緩ゆるやかな車の振動がラルゴンキンの体を揺らす。男は窓に映る自らの顔、そして艶つややかな顎あご鬚ひげを撫なでている手に気づいた。


    　若いときからのくせだが、いつからなのだろう。


    



    



    　若き攻こう性せい咒じゆ式しき士しは、顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを撫でた。


    　盤上の駒こまを眺ながめ、ラルゴンキンは活路を見いだそうとしている。黒の駒の軍勢に包囲され、白の王は孤立していた。


    　盤を挟はさんだ向かい側には、老人が座していた。知覚増幅面ネーメンマスケで半面を覆おおったヤークトーは静かに待っていた。教会の敷地、緑の芝しば生ふに設しつらえられた石の机と椅い子す。机き上じようのチェルス将しよう棋ぎの盤を挟んで、ラルゴンキンとヤークトーが向きあっていた。


    　ラルゴンキンは、ついに自らの白の王の駒を倒し、打つ手なしと認めた。


    「参った。あなたほどの強い指し手に出会ったことがない」


    「私などたいした指し手ではありません」


    　午後の陽光が、二人の上を過ぎ去っていく。盤上の駒をつまみつつ、老人が述べる。


    「チェルス将棋なら、ラズエル家の御おん曹ぞう司しのレメディウス氏は九歳にして天才の名をほしいままにしています。龍りゆう皇おう国こくのモルディーン殿下などもなかなか非凡な指し手ですな。あのかたは大局を見据え、始まる前に勝っている型の指し手です」


    　勝負の分ぶん岐き点てんとなった地点まで、駒が戻されていた。


    「そしてあなたには、大きな視点で指すという優れた資質がありますが、まだ若い」


    「メーデンの婆さんにも言われたよ」


    　ラルゴンキンが苦笑する。苦みの成分が勝った苦笑だった。


    「あのご老人は腕が立ちますが、男の器量を顔で判断する。そしてなにより口が悪い」


    「あんたが言うかね」


    　老人との世間話で、ラルゴンキンの口調もくだけたものになる。


    「客観的な事実を述べただけのことです。私自身の資格は無関係ですよ」


    　ラルゴンキンの太い指が、駒を弄もてあそぶ。


    「しかし、俺にはこういう理詰めだけの競技は向かないな。これで俺の何敗だ？」


    「私の七十七連勝ですな」


    「札遊びは俺の七十八連勝だがね」


    「……確率勝負で七十八連勝とは、それは不正の告白ですよ。私には、ああいう騙だましあいの競技は向きません。向き不向きはお互いさまですな」


    　ヤークトーが淡々と述べ、ラルゴンキンが苦笑する。


    　ここで共感の笑いが起こっても良さそうなものだが、この老咒式士は一度として微ほほ笑えむことはない。人当たりの良さには定評のあるラルゴンキンといえど、この老人だけは扱いづらい。


    　だが、攻性咒式士の仕事の合間に、ついここに通いつめてしまう。それで新婚の妻に怒られることもしばしばだった。葉巻とヤークトーに会うことだけは、まだまだ辞められそうにない。ラルゴンキンが問いを向ける。


    「理詰めといえば、あなたの神と理論についての話を思い出した。あれはどういうことだ？」


    「古来、一神教の神は苛か烈れつでした」急な話にもヤークトーは冷静に返す。「約束をひとつでも違たがえれば大災害を起こすという荒ぶる神でした。だからこそ契約という概念が発達しました。すべてを明文化し、あとで解釈の違いだったと争わないために」


    　滔とう々とうとヤークトーは述べる。


    「いわば神の怒りを避ける必要があるため、神の理論の穴を見つけ、自らを守る言いわけ術として厳密な思考が発生したのです。論理学や数学という思考体系も、高度なものは一神教的な思考以外からは生まれにくかったでしょう。科学やその忌いみ子ごたる咒じゆ式しきは、これらの思想の継けい子しですよ」


    　ヤークトーの声は聖職者のものであり、また数学者の言葉であった。


    「平等主義、民主主義という思想も一神教からのものです。王と奴ど隷れいの差も、偉大な神の前にはなんの違いもない小さなものだとね。無限遠を設定することから生まれるものも多いということですな」


    　ヤークトーの舌先が止まり、首を軽く振る。


    「少し喋しやべりすぎました。年寄りは無駄話だけ饒じよう舌ぜつになる。反省せねばなりませんな」


    「いや興味深い話だ」


    　ラルゴンキンは顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを撫なでつつ耳を傾けていたが、やがてつぶやいた。


    「そこまで聞くと、あなたは神を信じているようには思えない。俺には、機械の性能について品評しているようにも聞こえたが？」


    　鋭い刃やいばを突きつけられたように、ヤークトーが沈黙する。


    「意外に鋭い。武勇一辺倒の男かと思いましたが、認識を改めねばなりませんな」


    「その程度に見られていたとはね。年齢と迫力不足を補うために伸ばしている髭が、逆に働いたか」


    　ラルゴンキンが無精髭を撫でつつ続ける。


    「なに、信仰心に口出しはしないよ。心にはいろいろな形があってもいいと思う」


    「その言葉も耳に痛いですな。近ごろは教会そのものが世せ俗ぞく化しすぎました」思わず老咒式士の苦い慨がい嘆たんが薄い唇くちびるから漏もれる。「神や天使に現世利り益やくを求めるという非論理性。それを信徒獲得のために教会が先導としたという歴史的事実。私の信じた論理とそれに立脚した倫理性は、もはや消えかかっています」


    「教会の腐敗か」


    　ラルゴンキンがつぶやく。ヤークトーの背後にある教会も、荘そう厳ごんを超えて華か美びの領域に達している。会計役のヤークトーの質素な服装から察するに、苦々しい現状なのであろう。


    「もうよしましょう。このような老人の愚ぐ痴ちには、なんら意義を見つけられません」


    　話を打ちきるように、ヤークトーが盤を閉じる。二人の間に緩ゆるやかな空気が流れる。


    「話は変わるのだが、来年、俺は今の事務所から独立して、仲間と咒式士事務所を開こうと思っている」


    　独ひとり言ごとめいたラルゴンキンの言葉に、ヤークトーは軽くうなずく。


    「それはおめでたいことですな」一拍の間を置いてヤークトーが付けくわえる。「私の仮面と声からでは感情をとらえにくいでしょうが、本心から喜んでいます」


    「俺は前ぜん衛えい咒じゆ式しき士しとしては、今のエリダナで随ずい一いちだという評判と自負がある。ともに来てくれる仲間も、前衛と後こう衛えいがそろっている」


    　ラルゴンキンの顔に真剣さが足される。


    「だが、全員が完全に戦闘型なんだ。剣や槍やりを振るい、爆薬や雷らい撃げきを紡つむぐことはできても、兵へい站たんを整え、綿めん密みつな計画を立てられる数すう法ほう系咒式士がひとりもいない」男が言葉を切った。「そこで、あなたのような咒式士が欲しい」


    　ラルゴンキンの瞳が、老咒式士を正面から見据える。直線の視線をヤークトーは静かに受け止めていた。ラルゴンキンは直線の言葉で続ける。


    「失礼だが、あなたの経歴を調べさせてもらった。皇こう暦れき四七一年のカロル討とう伐ばつ戦、四四七年の教会分裂会議の阻そ止し。その他数えきれない事件で戦場を分ぶん析せきし、咒化修道士たちに戦術を提供したのはあなただ。俺はなによりその知恵と経験が欲しい」


    　ラルゴンキンは腰を浮かせていた。重じゆう機き槍そう士しの瞳に、若き焰ほのおが燃えさかっていた。


    「俺に力を貸してくれないか？　あなたは教会の一僧そう侶りよなどで終わる人間ではない」


    「買いかぶりです」ヤークトーは小さく首を左右に振る。「私は実戦や作戦立案から、すでに十年以上も遠ざかっているただの千せん眼がん士しです」


    「有能で才気のある人間は、世の中に出る義務がある」


    　巨漢の咒式士の瞳は、若さと傲ごう慢まんさ。そして上に立つ人間が必ず持つ、強きよう[image: ]じんな磁力が宿っていた。


    「世に出ることを拒否するのは、能力と才能を自分だけのものだと勘違いする重罪だ。すべての力は人々のためにある、と俺は信じている」


    　ラルゴンキンは自らの言葉を疑わない。


    「だから俺と来い、ヤークトー。それがおまえの責務だ」


    　ラルゴンキンの瞳の重力に、老咒式士は引きこまれていくようだった。


    「……あなたには、人を引きよせる資質と実際的な力があることを認めます。それは私には存在しない資質です。私がもっと若いときに出会っていたなら、私を使ってきた指導者があなただったなら……」


    　うなずきかけた顎あごが止まる。知覚仮面ネーメンマスケに浮かぶ人工眼に冷静な光が宿る。迷いを解くように、ヤークトーの首が振られる。


    「いや言うまい」決断の声は厳しい。「そう、私には賭かけごとができない。とくに血けつ気き盛さかんな若い咒式士と歩むほど危険な賭かけは、もうできません。私は、私の知性と経験のために無分別なことができないのです」


    　始めから最後まで、老咒式士の声色は平坦なままだった。


    「若手随ずい一いちという俺の虚飾を見抜き、冷れい徹てつに計算するとはね」


    　ラルゴンキンが男くさい笑みを浮かべた。


    「その目、ますますあんたが欲しくなったよ」


    　ヤークトーの口の端に、困ったような皺しわが刻まれた。


    



    



    　過去の残ざん滓しを振りはらいつつ、壮年のラルゴンキンは現在に戻る。


    　建物の壁と、一階回かい廊ろうの柱に囲まれる中庭。高い天てん蓋がいの下、記念碑といくつかの墓ぼ碑ひを望んだ芝しば生ふのうえに会場があった。


    　会場中央の壇上では、腰が折れ曲がったバルフィエ元少将が挨あい拶さつをしていた。


    「えー、オダル退役軍人会館も無事復興を果たし～」


    　長い挨拶は演説になって続いていた。横には給仕女が立っていた。白いフリルがついた紺こん色の給仕服で、目だけは昆こん虫ちゆうのように冷ややかだった。


    　挨拶が続く壇上から、ラルゴンキンは目を戻す。会場は、立食形式の歓談の場となっていた。洗練された料理の皿が、目にも鮮やかな色で美味を主張している。数多くの食卓の間で、紳士淑しゆく女じよたちが社交辞令を交かわしていた。


    　オダル退役軍人会館の復興式典に集つどった紳士の一人として、ラルゴンキンは立っていた。顎あご鬚ひげを撫なでる癖くせのある、エリダナでも有数の堂々たる紳士として。


    　イーギーの姿も人波に交ざっていた。右手に握る子豚の腿もも肉にくを齧かじりつつ、ネクタイを左手で緩ゆるめる。いささか品の悪い紳士として。


    「つーかさ、俺たちはなんでここに呼ばれたんだ？　親おや父じのつきあいか、それともここに寄付でもしたのか？」


    「あのなぁイーギー、本気で覚えてないなーにゃ？」


    　ジャベイラの苦笑いの顔。原因は、彼女のまわり、皺しわと白しろ髭ひげと勲くん章しように埋うもれた退役軍人たち。乳や尻に伸ばされる老人たちの手を優雅に払いつつ、ジャベイラが続ける。


    「ここは、レメデ、いや失言。そう、〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉事件で破壊された建物なーにゃ。ここに出現した禍まがつ式しきを倒した咒じゆ式しき士しが、復興祝賀会に呼ばれるのはとうぜんなーにゃ」


    「他の隊の、しかも過去の仕事なんか、たとえるなら異次元の金利の話だ。それに俺は親父の指揮で動くだけ、あとは知らねーよ」


    「イーギー、それではいかんぞ」


    　分隊長二人の会話に、ラルゴンキンが入る。大きな手に持った皿が、子供用の品のように見えてしまう。


    「今は一いつ介かいの現場指揮官でいいだろうが、私が倒れた場合、もしくは数年後には、おまえかジャベイラかが跡を継ぐ必要がある。そろそろ経営や全体指揮を覚えてもらわねばならん」


    　ラルゴンキンの快活な笑みに、イーギーが必死に反論する。


    「親父は死なないし、俺が絶対に死なせない！」


    「私を見るな。私に見られるな」ラルゴンキンは笑ってすませる。「そろそろ世界を見て、見られるべきだ」


    「なぞなぞは俺には分からねーよ」イーギーは口ごもる。「それに、もしものときはヤークトーが所長を継ぐよ」


    　巨漢と青年の視線が、背後のヤークトーに集中する。千せん眼がん士しは一本の棒として立っていた。右手にはプリンの皿。


    「私は指導者向きではありません」


    「そうは思わぬ。ヤークトーはワシらを動かす作戦を立案する参さん謀ぼう役で、指揮官も向いていると思うぞ。これは歴戦の将軍たるワシの勘じゃ」


    　存在しない顎あご鬚ひげを撫なでつつジャベイラが述べる。ヤークトーの知覚増幅面ネーメンマスケの眼光が明滅。プリンの斜辺に対し、直角に匙さじが差し入れられる。


    「参謀と指導者は明確に違います。考えてみてください。あなたがたは、私の下で命を懸かけて働きたいと思いますか？」


    　イーギーが視線を左上に向けて想像し、やがて正面に戻しつつ、力強くうなずく。


    「……そりゃそーだな。たとえるなら、ヤークトーは絶対に負けない賭けごとを望む人間で、道を切りひらく人間ではないな」


    「少しは否定しなさい。そういう無ぶ遠えん慮りよなところがまだ若いというのです」


    　窘たしなめたヤークトーがプリンを口に含む。


    「うむ、数学的な美味で逆説的な感覚。それを解釈する内なる志向の喜び。人も咒じゆ式しきもかくありたいものです」


    　老咒式士がプリンを謎なぞの基準で品評する。会場を見回して、イーギーは頭の後ろで手を組む。口くち許もとからは子豚の足が覗のぞいていた。


    「ああ、退屈すぎ。しっかしレメディウス事件関係の祝しゆく宴えんなら、あいつらがいねーな？　ぐだぐだ眼め鏡がねと刃物バカなら、喜んでタダ飯に来そうなのに」


    「イーギー！」


    　ジャベイラの険しい声が飛ぶ。イーギーが身を竦すくめ、不ふ貞て腐くされたように視線を逸そらす。咥くわえていた子豚の足を、通りすがりのウェイターの皿に投げこむ。ジャベイラの頰ほおは強こわ張ばったままだった。


    「不用意な発言は控えなさい。それにあいつらも事件で深く傷ついている。軽々しく言うべきことではない」


    「そ、なに怒ることないじゃん。分かって、るよ……」別の感情に駆られたのか、イーギーは声を張る。「……それとも、あの眼鏡のことがそんなに気になるのかよ!?」


    「そこがあなたのダメなところ。強がらない男は根性なしだけど、それだけの男など歴史上のどこでも流は行やらない」


    　ジャベイラの持つ杯はいのなかで、葡ぶ萄どう酒しゆの水面が揺れる。


    「イーギー、考えなさい。他人がなにを思い、なにをして欲しいのか、自分にはなにができるのか。考えて行動できないのなら、あなたはいつまでも今のまま」


    　困惑しきったイーギーの表情があった。夕暮れに立ちつくす少年のようだった。


    「……だから、俺にはなぞなぞは分かんねーよ」


    「分からないという事実を分かりなさい。正誤問題なんてバカでもできるし、一定規律内の最善手を探すことも、しょせんはお遊ゆう戯ぎ。一人前の男なら、曖あい昧まいで複雑な問い、決定と[image: ]造に立ち向かいなさい」


    　珍しく峻しゆん厳げんなジャベイラの物言いだった。イーギーは衝しよう撃げきを受けて黙りこむ。なにか言いたいが、なにも言えない。悩む青年の肩を、ジャベイラが引きよせる。


    「噓うそよね～。そんなに怒ってはないのね～。おねいさん、ちょっとマヂになっちゃったから、ゴメンなのよね～」


    　ジャベイラの頰ほおがイーギーの頰にすり合わされた。


    「ちょ、やめろって。そんな子供みたいなマネはやめろって！」


    「にゃにぃ、遠回しに私がもう若くないと言いたいのかっ！」


    「酔っていると思いたい。でもこの人、素すでこれだもの」


    　イーギーは苦笑していた。ジャベイラはさらに続けるが、青年は拒否しない。


    「先輩はイヤがっていますよ！」


    　割って入ったのはリャノンだった。ジャベイラが青年から離れ、若き女咒じゆ式しき士しを見つめる。菫すみれ色の目が一直線にジャベイラを見返していた。


    「リャノン、おまえなんつー余計なことを」という叫びがイーギーの舌先で生まれ、口こう腔こうの外に出る前に嚙かみ殺された。


    　リャノンはさらにジャベイラを睨にらみつける。注視を受けるジャベイラは、ウェイターから次の酒しゆ盃はいを受けとっていた。


    「ジャベイラさんは狡ずるいです。分かっていながら気づかないふりをしている」


    　怒りとも嘲あざけりともとれるリャノンの声だった。


    「かといって突きはなしもしない、あなたは狡い。都合のいいときだけ手元にいてほしい。心が分かってないのはどちらでしょうね」


    　追及の声にも、余よ裕ゆうの態度でジャベイラは葡ぶ萄どう酒しゆの杯はいを揺らしてみせる。


    「あのね。他人の裏庭に踏みこむ侵入者は歓迎されない。瑕か疵しを指摘して他人を貶おとしめ、相対的に自らを持ちあげる。健けな気げだけど、手て管くだとしても浅ましいと思わない？」


    　言葉の槍やりの一撃に、リャノンの眉まゆと目尻が跳ねあがる。そして反撃を紡つむごうとする唇くちびるからは、ついになんの反論も生まれなかった。


    　左右を見比べるだけのイーギーには、会話が示すものがいまひとつ分からない。


    　自分に関して話されているのだろうが、どうも摑つかみどころがない。この場にいれば翻ほん訳やくしてくれただろうに、とイーギーは生まれて初めて赤毛眼め鏡がねの召しよう喚かんを望んだ。


    　しかし一秒後に、よけいに事態を混乱させるだけだと気づくくらいには賢明だった。


    　二人の女の間で撓たわめられた空気。復興式典の弛し緩かんした空気のなかで、そこだけが圧縮され凝縮していた。会場で歓談していた他の咒式士たちも動作のいっさいを停止。固かた唾ずを呑のんで成りゆきを注視するしかなかった。


    　客の間で、ラルゴンキンとヤークトーは傍観していた。見守ろうという合図を横目で交かわし、それぞれに料理を口に運んでいく。


    「ワシが第二次大陸大戦で同盟とやりあったときはもっとしゅごかった」


    　会場の壇上では、元少将の挨あい拶さつがまだ続いていた。演説に熱が入っている。


    「ベラン平原においての皇国第二四八連隊と七都市同盟の第四〇一師団との戦いは壮絶で、後のちに炎の七日間と呼ばれ……」


    　老人の熱弁を、会場のほとんどは聞いていない。壇上前に整列している老軍人や元軍人たちだけが思い出に相あい槌づちを打っているだけだった。


    　元少将の横に立っている給仕女の瞳に、飽あきが浮かんでいた。白いレースの縁取りがある袖そでと手を挙げて、下ろす。バルフィエ元少将の延えん髄ずいに女の手刀が入った。


    「こきゃぷっ」と奇声をあげて、老人が崩くずれ落ちる。


    「ああ、少将が急病に」と給仕女が老人を抱えて舞台の袖に下がっていく。


    　事態を楽しんでいたラルゴンキンの顔が一転して真剣になる。


    「なにか胸騒ぎがする」


    「不審な点はありません。強しいて言えば、適切な数より、ウェイターが四人ほど多……」


    　即座に計算してみたヤークトーの横顔が、突如として青一色に染められた。


    　全員が振りかえると、同じように祝しゆく宴えんの参加者たちが青色光のなかにいた。光源は中庭中央の青い太陽。光を構成するのは莫ばく大だいな咒じゆ印いん組そ成せい式しき。精せい緻ちに組みあげられた数式が絡からみあい、高い天てん蓋がいに届かんばかりに吹きあがる。ヤークトーが一歩下がる。


    「咒式波長を確認。三つ、いや四つ！　これは五月二十二日のときと同じですっ！」


    　ラルゴンキンの咒式士たちはすでに抜ばつ刀とうし、走りだしていた。しかし呆ぼう然ぜんと立つ人々に阻はばまれ思うように進めない。前兆もなく、天井で渦うずを描いていた数式が分裂。四つの流星となって会場に落下した。


    　青色光に包まれた四人の男女が、感電するように仰のけ反ぞる。続いて爆音と悲鳴。突風に料理や皿や中庭の装飾が撒まき散らされる。


    　混乱のなか、ラルゴンキンの巨きよ軀くが跳躍していた。爆風を叩き割る巨大な魔ま杖じよう槍そう斧ふが、二度目の爆風を引きおこす。


    　逃げまどう人々。ラルゴンキン事務所の咒式士たちが背後を守り、爆心地を凝ぎよう視ししていた。


    　ラルゴンキンが退避し、イーギーやジャベイラの戦列に並ぶ。魔杖槍斧〈剛ごう毅きなるものガドレド〉は、青い汚お液えきに濡れていた。ヘモシアニン基の青い血液が滴したたる。ラルゴンキンは爆煙を見据える。


    「おお、同志ジクジラが消失させられた」


    「運がねぇ」「数式に戻って」「消えちゃっだぁ！」


    「ああ、任務の時間、時間よ任務！」


    　多重音声とともに、爆煙が晴れていく。


    　近くにいた咒式士たちが視線だけで意思疎そ通つうし、疾走を開始。ラルゴンキンに続いて機先を制し、確認は二の次というあたりまえの反射戦術に入る。


    　爆音は咒式士たちの足元から響いた。先行した咒式士たちが天高く舞う。連動して大地から飛びだす金きん属ぞく塊かい。それは鈍にび色いろの人面。狂気の笑みを浮かべた幼児の顔だった。


    　叫びとともに笑顔が破裂。空中の咒じゆ式しき士しに数えきれないほどの礫つぶてが襲おそいかかる。鮮血とともに、前衛の咒式士たちが宙に舞う。


    「どっせい！」


    　瀕ひん死しの咒式士が吹き飛んだところへ、ジャベイラが走りこんで受け止める。攻性咒式士の左足は吹き飛び、横からの爆風に加速された数百もの刃やいばが、腹部から顔面にまで突き立っていた。咒式士は完全に戦闘不能。


    「地雷咒式発生！　全員、突進停止！　それぞれに防御陣形、掩えん護ご射撃しつつ負傷者救助っ！」


    　ラルゴンキンの怒号に、咒式士たちの前進が急停止。直進していた足を芝しば生ふに突きたて、横移動に変化。その場に咒式による盾たてや壁を構築、負傷した仲間を防御陣に引きこむ。


    　退役軍人たちや関係者が逃げる時間を稼かせぐべく、雷らい撃げきや鋼はがねの槍やりが猛然と放たれる。


    　低・中位の遠距離咒式が減げん殺さい・消失。さらに強力な咒式干かん渉しよう結界の発生。弾だん幕まくの爆風が急速に晴れていき、侵入者の姿が現れはじめる。


    「これなるは機き巧こうを撒まく者、〈秩序派オルドネン〉たる禍まがつ式しき、準じゆん爵しやくのゴルッギア」


    　大小数百もの歯車が組み合わされ、人の形となっていた。声は、顔の位置にある時計盤のような仮面から発せられていた。


    「禍つ式!?　砂さ礫れきの竜の置き土産みやげか!?」


    「どうして今ごろ!?」


    「考えるよりまず行動っ！」


    　誰よりも早く、イーギーが生体生成系第二階位〈蔦葛縛タツク〉を発動。[image: ]ねじりあって絡からみあう緑の触手が、宙を疾走する。


    　歯車の化身を一気に捕ほ縛ばくしようとする緑の縛ばく鎖さ。しかし、地下からの爆風が触手を断ち切る。連動して飛びでた人面型地雷が爆ばく裂れつ、原型をとどめないまでに蔦つたを切り裂く。


    「地雷咒式の起爆は、感圧式だけじゃないのかよ！」


    　ゴルッギアが展開したのは、化学鋼こう成せい系第四階位〈燎原雷爆茎イポ・ス〉の咒式。中庭の地下に埋まい設せつされた咒式地雷が相手の足を吹き飛ばす。連動して、同階位の〈燎原雷剣花イペ・ス〉による対人咒式地雷が上昇。七百四十もの刃を撒き散らしてとどめを刺す。二重の罠わなが、中庭の芝生を埋うめつくしていたのだ。


    　地じ雷らい原げんの防壁に、咒式士たちが突撃を躊ちゆう躇ちよ。大規模遠えん隔かく咒式を紡つむぎはじめる。


    　ゴルッギアの体が歯車を投とう擲てきし、咒式を解除して咒式士が回避。その全身が緋ひ色いろに塗りつぶされた。それは広場を横断するほどの太い炎の帯。


    「退避、防壁を捨てて退避っ！」


    　炎に包まれた咒式士の悲鳴。負傷した同どう僚りように消火咒式を浴びせながら、咒式士たちが退避していく。


    「おげは大喰らい、〈混沌派ケイオス〉の禍つ式、騎士のモズモ」「トをテクう、とヲるもウとおルもウっ！」「おメエェは黙れ鳥頭、ぐぞっ、実体化のための媒ばい体たいが悪いがら、滑かつ舌ぜつがちょっと悪メエェ」


    　濁にごった声は、三つの顔からそれぞれに発せられた。それは豚と鶏にわとりと羊ひつじの首を生はやした、巨大な球体。突きでた手足も恐ろしく太く、両手に握られているのは巨大な肉叉フオークと包丁。


    　炙あぶられたような肌は、料理の豚や羊や鶏の丸焼きを媒ばい介かいに生まれたためだろう。


    　豚の口からは炎が滴したたっていた。モズモの胸きよう郭かくが膨ふくらみ、第二射。膨ぼう大だいな火炎が、緋色の絨じゆう毯たんのように広がっていく。


    　火炎の吐息の正体は、生体生成系第二階位〈炎羅息アーミ〉の咒じゆ式しき。膵すい液えきとともに反応して得られる脂し肪ぼう酸さんエチルエステルと椰や子し油ゆを混合し、着火。大きく放射状に広がり、回りこんでくる火炎。粘ねん性せいのある液体が延焼を引きおこす。たかが第二階位、九百度程度の火炎といえども、禍まがつ式しきの途方もない咒力で合成されれば、高位咒式並みの広範囲と破壊力。


    　さらに第三射。猛火が退役軍人会館の中庭を焼いていく。咒式士たちは、密閉式の盾たてや檻おりを展開するか、退避するしかなかった。


    　退路の咒式地雷を踏んだ咒式士が、また吹き飛ぶ。降りそそぐ刃やいばの雨を回避しようとすると、横あいからモズモの炎を食らう。


    　遠距離戦闘に切り替えたジャベイラが、〈光条灼弩閃レラージエ〉を発動。灼しやく熱ねつのレーザーは干かん渉しよう結界を貫つらぬき、禍つ式に着弾。金属だろうが焼きつくす熱線が、光の破片となって散乱。標的たちの前面にあった銀の盾に防がれていた。


    「私めは映し身のもの、〈混沌派ケイオス〉の淑しゆく女じよパラレロト。お見知りおきを私めを」


    　料理の銀盆が基盤らしき銀の盾が、上に掲げられる。円盤の下から逆さに生えた、裸の女の上半身。投げ出された腕、銀色の瞳どう孔こうのない眼。異常さを強調するかのように、禍つ式は浮遊していた。


    　パラレロトの防御は、化学錬れん成せい系第五階位〈光曜撹銀紗幕マルーパ〉の咒式。高電圧のイオン化された分子の幕の内部では、電でん磁じ波の位相速度が極度に早くなり、電離層が電波を反射するように光線が屈折して弾かれる。銀色の盾たては光学兵器をほぼ無効化するのだ。


    「相性最悪っ！」


    　パラレロトがジャベイラと同じ〈光条灼弩閃レラージエ〉を三重発動。灼しやく熱ねつの光の刃が、咒式士たちの防壁を切断。悲鳴とともに、炭化した断面の腕や足が飛び跳ねる。


    「意趣返しかよ！　化学錬れん成せい系の熟達者でないのが悔くやまれるねっ！」


    　ジャベイラが後退した場所は、モズモの射しや程てい。


    「とヲるもウううっ！」叫んだ鶏にわとりの首が、電磁雷らい撃げき系第五階位〈雷霆散它嵐牙アガロス〉の咒式を放射。同時に豚の炎の吐息。千万ボルトルの雷と炎がジャベイラに殺到、一瞬で肉体が消し飛ぶ。焼き焦げることも蒸発することもなく、雷と炎の嵐がジャベイラを貫通、敷地で吹き荒れた。


    　横転して回避していたのは、もう一人のジャベイラだった。中庭の石せき碑ひに背を預けたまま歯ぎしりし、火炎が掠かすめた足の応急治療に入る。


    〈光幻體イリユー〉で作った立体映像を囮おとりにしての退避。さらに多重発動して、仲間への攻撃を分散させているが、防戦一方で誰も反撃に移ることができない。


    　ジャベイラは、傍かたわらに退避しているリャノンを発見する。新人咒式士は魔ま杖じよう剣けんも抜けずに震えていた。


    「怖いか、お嬢ちゃん？」


    　焦げたドレスの布地を、ジャベイラは足から剝はぐ。凍っていたリャノンが跳ねおきる。


    「ちが、違いますっ！」恐怖からの反発。そして怯おびえに移行する。「でも、でも、わたし、なにもできない。実戦を何度も潜くぐりぬけたはずなのに、体が動かない。悔くやしい！」


    「ハっ、喋しやべれるようになったね」


    　ジャベイラは前を見据えたまま咒じゆ式しきを紡つむぐ。


    「禍まがつ式しき、しかも騎士や準じゆん爵しやくほどになれば、竜と同じくらい強力な〈異い貌ぼうのものども〉だ。まだ死んでないだけ、あんたは幸運だ」


    　咒式の炸さく裂れつ音と禍つ式の怒号、咒式士たちの雄お叫たけびと悲鳴が飛び交かう。


    「しっかし、こちらがやるべきことを、向こうに完全にやられている」ジャベイラの唇くちびるは、苦々しい思いを吐きすてる。「ゴルッギアの鉄壁の地じ雷らい原げんが接近を封じ、さらに歯車の刃やいばを放つ。パラレロトの防壁が厄やつ介かいな光学系咒式を無効化、反撃する。そしてモズモの三重の猛襲が大型咒式を阻そ止しし、肉叉フオークと包丁を振るう、か」


    　後こう衛えい職の冷れい徹てつな分ぶん析せきが戦場に流れる。


    「一体一体はそこそこの強敵。だが、互いの能力不足を補い連れん係けいしてくると〈大禍つ式アイオーン〉の子し爵しやく級にも匹ひつ敵てきする戦力となる。ラルゴンキン所長が先制攻撃で一体を滅ぼしていなければ、さらに手がつけられなかっただろう」


    〈大禍つ式アイオーン〉どもが、オダル退役軍人会館に召喚式を設置していた予備戦力なのだろうが、誰が起動させたのだ？


    　優先順位の低い思考を排はい除じよ。ジャベイラはさらなる〈光幻體イリユー〉で立体映像を作る。モズモと　パラレロトの咒式攻撃が囮おとりに命中。禍つ式が悔しげな唸うなり声をあげる。


    　浮遊するパラレロトが重力力場系第二階位〈重偏覚グラミ〉を発動。空間のわずかな重力偏差から質量を感知。視覚との差分から実態を識しき別べつし、パラレロトは金切り声をあげる。


    「あそこ本体、本体あそこっ！」


    「あメエェはちょろ」「ちょろとめんどヲてくウ」「だがら殺ずっ！」


    　モズモの胸きよう郭かくが膨張。三つの口から火炎と雷、鋼はがねの槍やりが吐きだされる。ジャベイラとリャノンに迫る死の吐息。


    　二人の視界が回転。走りこんできたイーギーがジャベイラとリャノンを抱え、横転していく。


    　他の咒式士たちが行う掩えん護ご射撃の間に、さらにイーギーが回転して距離を稼かせぐ。回転の終点で女たちを突きはなす。


    　勢いのままにリャノンは転がる。即座にジャベイラが起きあがった。


    「イーギーっ！」


    　前方には、鋼の槍が突きたち、炎の子鬼が踊り狂うイーギーの背中。振りむいた横顔には、精せい悍かんな笑み。


    「無、傷で助けられれば、カッコよ、かった。だけど俺、不器用すぎる、からなぁ……」


    　搾しぼりだすような声のあと、イーギーは負傷と火傷やけどの激痛に呻うめいた。身を折り曲げつつ、燃えあがる礼服を脱ぎすてる。下の防ぼう刃じんシャツも破れており、裸の背中が露あらわになった。


    　四し肢しを地についた白い背中には、無む惨ざんな傷で描かれた光こう翼よく十字印。それは故郷で受けた、この世の無む慈じ悲ひさの烙らく印いんだった。


    　ジャベイラは後悔した。気づかない演技をして遠ざけても、イーギーは彼女のために死地に飛びこむ。強さを求める青年は、天へと伸びる樹木のように真まっ直すぐだったのだ。


    　イーギーは痛みに膝ひざをつく。火傷に[image: ]そう傷しように出血。


    「ルウうップフェットっ！」


    　尖とがった耳を震わせ、イーギーが叫ぶ。突きたてた五指が芝しば生ふを摑つかむ。


    「俺はまだルップフェットなのか!?」自らに問いかけるように青年が叫んだ。「攻こう性せい咒じゆ式しき士しになった今になっても、なにも分からず、誰も救えないほど無力なのかよ!?」


    　地に伏したイーギーは、立ちあがれなかった。


    



    



    　イーギーの叫びの前景。咒式士たちが隊たい伍ごを組み、禍まがつ式しきどもに咒式を浴びせていく。すべての動作は組織的で効率的だった。


    「キュベレリとダラゴー、ロップスは防壁の構築。ヘブラントは負傷者の治ち癒ゆ。シリーンは退路を塞ふさげっ！」


    　ラルゴンキンの叫びと、飛ひ翔しようしてくる歯車を魔ま杖じよう槍そう斧ふが弾く音が重なる。巨きよ軀くの背後には、左右を咒式士に守られたヤークトー。知覚増幅面ネーメンマスケにある六つの複ふく眼がんが戦場を分ぶん析せき。


    「具ぐ申しんします。ダラゴーはモズモの包丁により足を切断、ヘブラントの治ち癒ゆ咒式で三十四秒前後に復帰予定」


    「ダラゴーの代わりにシリーンが前進、そこで防げ、意地でも外に出すなっ！　無む辜この人々が守れないなら、おまえたちが咒式士などと私が名乗らせぬっ！」


    　判断材料を提供されたラルゴンキンの的確な指示が飛ぶ。すでに一般客は事務員によって退避させられていた。オダル退役軍人記念会館の中庭は、戦場として整えられた。


    　金属音。ラルゴンキンの魔杖槍斧と、ゴルッギアの射しや出しゆつした歯車の刃やいばが、何度も打ちあう。


    　反撃に紡つむがれたラルゴンキンの爆ばく裂れつ咒式。禍つ式に炸さく裂れつするトリニトロトルエンによる爆風の余波を、護衛の二人が盾たてとなって防ぐ。背後のヤークトーも腕を掲げて防いだ。


    　爆風と熱で一瞬だけ感覚遮しや断だん。老咒式士が巨大質量の消失を感知した刹せつ那な、轟ごう音おん。


    　ヤークトーが横手を見ると、護衛の咒式士たちが宙を舞っていた。芝生を穿うがつ爆心地には、巨大な球体。モズモの体がそびえ立っていた。


    　一・九〇四三トーンの巨体にもかかわらず、一気に地じ雷らい原げんを飛ひ翔しようしてきたのだ。しかし、無防備な飛翔など、咒式士たちの咒式の餌え食じき。全身に突き立った鋼はがねの槍やりや熱線に爆裂の傷は、モズモといえど軽傷ではない。


    　全身を自らの青い血液に染め、それでも六つの瞳は獰どう悪あくに輝いていた。


    「ヤークトーっ！」


    　陣形を抜けられたと気づいたラルゴンキンの叫び。しかしゴルッギアが重い歯車を射出し、ラルゴンキンの後退を許さない。芝生を歯車が深く抉えぐっていく。


    　迫るモズモの殺意の目を、老ろう咒じゆ式しき士しの人工眼が弾きかえす。


    「強引な突破戦術。この場合の成功確率は三十三・〇七五八から三十六・四〇〇三％。危険が多すぎて感心はしません。ですが敵軍の弱点および指揮中ちゆう枢すうの破壊だけは及第点ですな」


    「おメエェが作戦を作り、全員に情報を与え」「あのでっかいのが指揮し、士気を高めでいるるう」「まずは悪い入れ知恵をするおめえをごろすっ！」


    　三つの頭部のそれぞれの口で、モズモが叫んだ。巨大な肉叉フオークが振り下ろされ、老咒式士は反射的に交差した両腕で受ける。嵐の中の木の葉のように、吹き飛んでいくしかなかった。


    　ヤークトーは中庭の柱に側面から激突。知覚増幅面ネーメンマスケが叩きつけられ、亀き裂れつが生じる。


    「物語などであれば、知的な分ぶん析せき、をした人物が大兵を打ち負か、す、は、はずなのですが。現、実はやはり、腕力です、な」


    　ヤークトーの唇くちびるから言葉と鮮血が漏もれる。禍まがつ式しきにかぎらず〈異い貌ぼうのものども〉の超腕力を、後こう衛えいの千せん眼がん士しごときが回避し防ぐことは不可能だった。


    　咄とつ嗟さに巨大肉叉フオークの軌道を演算で見切って後退したが、柄えが掠かすっただけで現状のように身動き不能。両腕の筋肉断裂、左上腕の骨折。広こう背はい筋きんの中規模損傷と肋ろつ骨こつ四本の亀裂。左肺損傷。重い脳のう震しん盪とう。


    　次の瞬間には、自分は意識を失うだろうと冷静に分ぶん析せきした。


    　予測したように、ヤークトーの意識は途切れた。


    



    



    　黴かび臭くさい臭気がたちこめる部屋。石壁と石、雑然とした礼拝用具に祭壇。明滅する寂しい蛍光灯が、すべてを照らしていた。


    　地下室に閉じこめられてから、どれほどの時間が経過しただろうか。


    　自らの問いに、ヤークトーはすぐに答えられた。四十四時間四十四分と四十四秒。時間・分・秒のすべてがそろうという、美しい数字の配列。素数でないことが残念だった。


    　数列が変化するのを感じながら、ヤークトーは粗末な椅い子すに座っていた。


    　人工の瞳の先には錆さびた鉄てつ扉ぴがあった。外の左右には、屈強な咒化修道士が立ち、ヤークトーが逃げださないように見張っている。


    　これほどの時間がかかっている理由も、自分を生かすか殺すか迷っているのではあるまい。司教たちは、自分を事故死に見せる方法と罪を転化する方法を探しているのだろう。高級酒を片手に、膝ひざに娼しよう婦ふでも乗せながら、歓談しつつの欠席裁判は進んでいるはずだ。


    　石階段を下る足音。いよいよ処刑のときが訪れたらしい。ヤークトーは僧服の襟えりを整え、居住まいを正す。


    　足音に続いたのは打撃音。鋼はがねが擦こすれる音と、刃やいばが打ちあわされる金属音。最後に鉄扉が内部へと吹き飛ばされる。


    　体当たりで鉄てつ扉ぴを破ったのは、完全装そう甲こうされた咒じゆ式しき士しの巨体。血に濡れた面めん頰ぼおが撥はねあげられる。焦しよう燥そう感に溢あふれた、若きラルゴンキンの顔が現れた。


    「情報屋が言ったことをすぐには信じられなかったが、本当にあなたが囚とらわれているとは」巨大の男は、魔ま杖じよう槍そう斧ふを構えなおす。「とにかく急いで脱出するぞ！」


    　ラルゴンキンは巨体を出入り口に戻す。しかしヤークトーの腰は一ミリすら椅い子すから離れていなかった。


    「なぜ逃げない？」


    「なぜ、とは？」


    「教会の不正経理を告発しようとした者が、あなたが処刑されるのはおかしいだろうがっ！　逃げる以外になにをするのだ!?」


    「逃げません」


    　背筋を伸ばし、手を両膝に据えたまま、ヤークトーは返答した。


    「なぜなら私が潔白で正しいからです」


    　老咒式士は続ける。


    「冤えん罪ざいで私を殺せば、彼らが間違っていることが証明されます。弁明も許されぬ宗教裁判、法的な裏付けのない拉ら致ち監禁と死刑。それらは私の死後に各種報道機関へ届けられ、告発文章に絶大な説得力を持たせます。そうなれば教会の腐敗は一いつ掃そうされます」


    　人工眼を貫つらぬき、決意の光が発せられた。


    「そう、彼らがいかなる冤罪を企たくらもうとも、私の死、その不在こそが罪の動かぬ証拠となるのです。だから私は逃げることはできません」


    　悲憤も激情もなく、ただ冷厳な鋼はがねの論理だけがあった。


    　気け圧おされたようにラルゴンキンの唇くちびるが動く。


    「どう、してそこまでする？」


    「それがもっとも効率的だという論理と倫理の帰結だからです。そしてこの場所、咒化修道士の警戒網から脱出することは不可能です。私の事情と論理に他者は無関係。あなた一人でなら四三・〇九六七％で脱出可能なので、逃走することをお薦すすめします。以上証明終了」


    　素そっ気けないまでの返答。ラルゴンキンは説得して老咒式士を動かそうと考え、即座に無駄な考えだと放ほう棄きした。


    「あなたは、いや、あんたは真まっ直すぐすぎる。はっきり言えば無意味なまでの使命感だ」


    　唇を嚙かみしめ、ラルゴンキンは思考する。眼前のヤークトーは、まるでひとつの数式のような頑がん迷めいさだった。太い唇に不敵な笑みが浮かびあがる。


    「……と、深刻ぶる必要もない。それくらいはお見通しだ。実は第二の道があるからこそ、ここに来た」


    　魔杖槍斧が回転。石いし突づきが地下牢の床に突きたてられる。


    「この教会の咒化修道士どもを全員倒し、あんたを救う」


    「確率はおそろしく低いですな」


    　ヤークトーは淡々と返す。


    「咒じゆ化か修道士たちは、鍛きたえあげられた教会の武力で連れん係けいは軍隊並み。教会を守るためなら、命を捨てる。いくら高位咒式士で、若手筆頭の実力者とはいえ、あなた一人では十八人も倒せない。全勝する確率は二九・七八一四％にすぎません」


    「たしかに、俺もそんな低確率に命を懸かけるほどバカではない。俺がここに侵入していることは報道機関に伝えてある。騒動になれば仲間も踏みこんできて、勝てる」


    　ヤークトーは可能性を試算し、結果を述べるとともに軽く首を振る。


    「……それでも勝率は三九・二〇一四％ですな」


    「そしてヤークトー、あんたが俺を補助してくれればどうなる？　教会随ずい一いちの数すう法ほう咒式士たるあんたが、だ」


    「……それでもまだ五〇・〇〇二九％」


    「座して死ぬより、半々でも生きる目に賭けるべきだ。もし失敗して俺も死ねば、死体の証拠におまけがついてくる。ムダに大きいからな、さぞ隠しにくいぞ？」


    　胸を叩くラルゴンキンの内部が変化していた。若き咒式士は豪ごう気きに笑う。


    「私についてこいヤークトー。私は危険な賭かけは一度しかやらせない」


    「咒式士にそのような安全な仕事などありません」ヤークトーはまだ迷っていた。「あなたの発言の有効率は〇・〇二九五％ですな」


    「おまえは知性の力で悲観主義だ。だが、人は意志の力で楽観主義となるべきだ。言っておくが、私は仲間を死なせない主義だ。私がおまえを気絶させてでも救おうとする確率は、何％になると思う？」


    　ラルゴンキンとヤークトーが対たい峙じする。引きむすんだ唇くちびるから、老人が言葉を吐き出す。


    「……理論ではない場合、こういう断定的なことを結論としたくないのですが、そちらの確率はかぎりなく一〇〇％に近いでしょうな」


    　老咒式士の口こう角かくに、初めて淡い笑みのようなものが浮かぶ。


    「ならば一度だけ賭けてみましょう。この場の本命馬は誰の目にも明らかですからね」


    　ヤークトーが決然と席を立つ、ラルゴンキンが魔ま杖じよう槍そう斧ふを構えなおす。


    「さて行きますか、ラルゴンキン所長」


    「行くぞ、ヤークトー副所長」


    　二人の咒式士が扉を抜け、歩きだした。


    



    



    　知覚増幅面ネーメンマスケが再起動。


    「起きたか、ヤークトー」


    　聴覚に続いて視覚の復旧。栗色の髪と髭ひげ。ラルゴンキンの精せい悍かんな横顔があった。象のような優しい鳶とび色いろの瞳は、険しさを宿して前方の戦場を睨にらみつけている。咒式による金属の保護具が、ヤークトーの負傷を支えていた。


    「戦せん況きようは？」とは訊かず、ヤークトーの知覚増幅面ネーメンマスケは分ぶん析せきを開始していた。


    「論理戦術式を展開。各咒じゆ式しき力の数値化」


    　単純な数値化だと、九階かい梯ていのダラゴーの咒力係数は重傷で六・五五、同階梯の軽傷のシリーンは七・五五、十階梯のロップスは一一・〇九、同階梯のキュベレリは一〇・八七。そして戦意喪失のリャノンと意識不明のヘブラント、もともと戦闘向きではないうえに重傷のヤークトー自身、咒式展開が不能となった咒式士四人は戦力外の〇となる。


    　背中に負傷しているが、十二階梯のイーギーの咒力係数は三〇・六九。足を痛めたジャベイラで三一・四六。後方の十三階梯のラルゴルキンは軽傷で四二・五〇。不利だった。


    



    



    　イーギーは大地に手足をついていた。双剣を杖つえとして、倒れないだけで精一杯だった。


    　負傷で意識が朦もう朧ろうとしている。戦場となった会場では剣けん戟げきの音、炎や雷や爆ばく裂れつの音が響く。


    　リャノンの「先輩、立ってください！」という悲鳴が聞こえるが、どこか遠い異国の言葉のようだった。分からない。


    　立ちあがるべきなのだろうが、タチアガルとはどういうことだったっけ？


    



    



    　ヤークトーの思考は続く。禍まがつ式しき側の戦闘力は、人間とは比較できないほどの咒力と、咒式で不死身に近い体を形成・維持していることから計測しにくい。


    　無理にでも数値化すると、ゴルッギアが二六八・七六。モズモで二五七・五六。パラレロトは二三八・八四。質的合計は七六五・一六。先ほどの人間と対比すると、目め眩まいがするほどの個体能力差。旧式戦艦と弩ど級きゆう戦艦ほどの圧倒的な生物としての差だった。


    　損害は兵力比の二乗に比例して生じ、劣勢側が圧倒的被害を受けるという、集中効果の法則たる第二次法則をもとにした咒式戦闘方程式だけでは不完全にすぎる。同時に一いつ騎き討うちの法則である第一次法則をもとにした咒式戦闘方程式も、個々の場面で成りたつ。さらにそれ以上の分ぶん析せき値と解かい析せき式が必要だった。


    　個々の体術・剣技、咒式能力。それぞれの位置・体勢、地形・気候。可視光線、赤外線や紫外線による映像、質量による空間の歪ゆがみ。すべての数値と分析式が、空中に展開。


    　知覚増幅面の六つの瞳の明滅が終了。


    「対応戦術九〇七九三種を立案。低・中勝率戦術八九三〇四種を排はい除じよ。高勝率戦術一四八九種をラルゴンキン所長に転送」


    　ヤークトーからの戦術提案をラルゴンキンは体内通信で受けとった。網もう膜まくと鼓こ膜まくで処理しつつ、戦場を睨にらむ。勝利を確信した将軍の横顔となる。


    「八九四六九号と九〇四三二号、九〇七五四号戦術が私好みで気に入った」


    「唯一最善、ではありませんが、それらが最適でしょう。まことに良い判断かと」


    　ヤークトーがラルゴンキンと同種の、しかし控えめな笑みを返す。魔ま杖じよう槍そう斧ふ〈剛ごう毅きなるものガドレド〉が旋せん回かい。石いし突づきが床に下ろされる。


    「総員、ヤークトーの通信に連結、戦術を受けとれ。そして私の号令とともに一気に片づけるぞっ！」


    　全員が戦術を受けとり、従う態勢に入る。ラルゴンキンのさらなる大号令。


    「総員、立ちあがれ！　我らは勝つ以外を許されぬっ！」


    



    　イーギーの鼓こ膜まくに、ラルゴンキンの叱しつ咤たが叩きつけられた。


    　ただの一声で、背筋に鋼はがねが通り、心臓が熱く脈打つ。


    　全身に意志と血液が行きわたり、急速に意識が晴れていく。


    



    「社訓斉せい唱しよう。我らはなんぞ!?　そこで這はいつくばり、許しを請うものか!?」


    　ラルゴンキンの怒号。返されるは重なる咆ほう哮こう。


    「否！　断じて否！　我らは咒じゆ式しき士し、ラルゴンキンの攻こう性せい咒式士っ！」


    　地に伏していたイーギーの顔が跳ねあがる。


    「我らは、理り不ふ尽じんを切り刻み、不条理を刺し貫つらぬき、非ひ道どう外げ道どうの徒とを粉ふん砕さいするっ！」


    　青年の瞳に映ったのは、魔杖剣を掲げ、咒式を紡つむぎはじめる他の咒式士たち。横手には立ちあがろうとするリャノンの姿。すでに傍かたわらで戦闘態勢を整えていたジャベイラ。


    「我らは、無意味の上に意味を打ち立てるっ！」


    　全員がラルゴンキン社の訓示を唱和していた。ジャベイラがイーギーを見据える。


    「イーギー、ヤークトー爺じいさんの作戦は聞いただろっ!?　斬りこみ隊長のあんたが道を開かなくてどうするんだっ!?」


    　それは傷ついた男を心配する優しい女ではなく、凛り々りしい戦士の言葉と横顔。逡しゆん巡じゆんしていたイーギーの口くち許もとに、同種の笑みが刻まれる。


    　最前線に立つラルゴンキンの背中。背後も見ずに、宣誓がなされる。


    「咒式士ならば、ラルゴンキンの攻性咒式士ならば、壊して倒して、なおかつ余裕の笑顔で突き進めっ！　人の剣として盾たてとして、ただひたすらにっ！」


    「応おうっ！」


    　吐きだされたのは怒号。〈左利きのレグルスス〉で咒式を紡ぎ、イーギーは疾走。地じ雷らい原げんを駆けぬけていく。橙だいだい色の髪の残像。


    　イーギーにはよく分からない。イージェス教国での迫害と拷ごう問もん。故国から追われた父母とのあてどのない旅。その果ての両親の死。悲しいことだが、過去は過去だと思うだけだった。


    　放たれた矢のように、イーギーは走る。


    　イーギーを迎え撃つ、ゴルッギアの無機質な目が驚きよう愕がくに見開かれる。走るイーギーの足元で、地雷がひとつも爆発しないのだ。


    　起爆しないのではなく、イーギーの足は地雷を確実に避けていた。


    　地下の地雷内のトリニトロトルエンなどは漏ろう出しゆつしやすく、二酸化窒ちつ素そなどの副産物が含まれる。それを感知した咒じゆ化かシロイヌナズナの白い花は、赤い色素たるアントシアニンの赤紫に染まる。生体生成系第三階位〈雷示顕菜ウアサゴ〉の咒式の前には、地雷原の赤と安全地帯の白が一いち目もく瞭りよう然ぜんに分かれていた。


    「我が鉄壁の地雷原が破られた！」ゴルッギアの哀しみの叫び。「モズモ、乱戦に持ちこんでくれ！」


    　前ぜん衛えいのモズモが慌あわてて前進する。武具を閃ひらめかせ、突撃していく。


    「総員、イーギーの援護！」


    　モズモが三重の息を吐きだそうとするより、ラルゴンキンの指示のほうが早かった。


    　キュベレリの〈銀嶺氷凍息クロセール〉による液体窒素の槍やりが、豚の口に激突。氷点下数十度まで冷やされたアルコールと椰や子し油ゆが落下していく。ロップスは鋼はがねの槍を鶏頭とさかの嘴くちばしに命中させ、雷らい撃げき咒式を阻はばむ。羊頭は苦痛のなかから鋼の礫つぶてを吐き出したが、シリーンの〈磁界反障楯ハルパ〉の前に凶器が制止させられる。


    　ラルゴンキン事務所の連れん係けいは、禍まがつ式しきたちの戦術を無効化していく。


    



    



    　イーギーには難しい。ラルゴンキンに引きとられたこと。ジャベイラとの出会いと背中を合わせて戦う日々。なぜかリャノンも寄ってくる。


    　難しいが、変化を求められてもどうしていいか考えられない。


    　光線のように真っ直ぐに、イーギーは走った。過去が過去であるだけなら、前にしか進路はないのだ。


    「知るか、俺は俺だっつーのっ！」


    　イーギーが必殺の間合いに入り、モズモの巨大肉叉フオークが迎える。斬ざん撃げきを〈左利きのレグルスス〉の刃やいばで受けとめ、巨腕の内側を切り裂きつつイーギーは半回転。前面で双剣を畳たたみ、跳躍。交差させていた双剣を外へと開き、豚と羊ひつじの脳天を断ち割る。鶏にわとりの首を右の踵かかとでブチ折り、さらに飛ひ翔しよう。


    　羊と鶏の首は即死したが、脳のう漿しようを零こぼしながらも豚の頭部がイーギーを追尾。新調した〈右廻りのラカッド〉が振りきられ、咒式が発動。大地や傷口から噴きあがる緑の奔ほん流りゆう。


    　モズモを覆おおうのは、巨大な荊いばら。禍つ式の全身の動きが、縛ばく鎖さによって完全封鎖。三つの首の口も強制的に閉じられ、三種の吐息まで封じられる。


    　荊は、バラ科の植物が持つ、青せい酸さん配はい糖とう体たいのアミグダリンやブルナシンとその加か水すい分ぶん解かい酵こう素そを高濃度で大量に含む蔓つるだった。


    　モズモの全身に刺さった棘とげから、青酸配糖体とその加水分解酵素を注入。両者が反応して青酸を血中に遊離させる。遊離青酸はミトコンドリアの呼吸酵素たるシトクロムオキシターゼを失しつ活かつさせ、生体活動の根本たるアデノシン三燐りん酸さんの生産を阻そ害がいし、死に至らしめる。モズモも、口から青黒い血を吐いた。


    　荊いばらによる標的の強制停止、数千数万もの棘とげ、さらに猛毒という三段構えの咒じゆ式しき。生体生成系第六階位〈荊棘封縛緑獄監アムドウシヤ〉の前では、あらゆる生物が死に絶える。


    　重々しい音とともに倒れていくモズモを背景に、イーギーが着地する。


    「俺に難しいことは考えられないな」


    　イーギーの背中の傷が、風に晒さらされる。光翼十字印は、過去の痛みではなく、未来への道どう標ひようのようにも見えた。


    「今までラルゴンキンの親おや父じしか見えていなかった。だが、偉大さの下から歩きださなければならない。それから……」


    　イーギーは苦笑する。


    「ま、とりあえず走ってから考える。考えても分からないからさらに全力疾走。行動に勝まさる考えはない。たとえるならそれがイーギー流」


    　イーギーの不敵な笑み。倒れたモズモの死体が灰かい燼じんに還元されていく。地雷原に続く砲台と剣士の無効化で禍まがつ式しきの前線は崩ほう壊かい。一気に咒式士たちが突撃。


    「おおお、モズモが消失するとは!?」


    　自らの体から歯車の刃やいばを取りだしたゴルッギアと、咒式士たちが衝突。禍つ式の振るう刃が咒式士たちの突撃を弾きとばす。


    　それでも立ち向かう咒式士たちの血ち飛沫しぶきの背後、ジャベイラが咒式を展開していた。


    「よくぞ私の時間を稼かせいだっ！　いざ、人格大変換っ！　来たれ戦闘用人格っ！」


    　瞳どう孔こうと体が大回転。背筋を反そらしたとき、なぜか逆光の影となって服が破れた。桃色の光が去ったあとには、全身が桃色フリルな衣い装しように包まれたジャベイラが着地していた。


    「うわあ、あれってハズレ人格の魔法少女っ!?」「変身の物理的原理が不明っ！」「途中で裸になって、しかも暗転する意味が分からないけど、お子さまへの教育的には分かるような!?」「……でも、年とし増まの裸に興味がないから、まったく残念じゃないっ！」


    　咒式士たちが絶望の叫びをあげると、ジャベイラの口から蒸気が吐きだされる。


    「黙れ、蛆うじ虫むしどもっ！　口先だけのその他大勢はマスかいて寝てろっ！」


    　白煙の向こうからは、残忍な猛獣の瞳。唇くちびるには剝むきだされた真しん珠じゆ色の犬歯。


    「ピピルパ、ポポロパ、アロパルパっ！　超ちよう弩ど級きゆう魔法少女が推・参っ！　やっと出られたぜぇ！　むしろ私こそが本体。そして理性全廃はい棄き・咒力億倍、超開眼っ！」


    　魔ま杖じよう刺し突とつ剣けん〈光を従えしサディウユ〉がジャベイラの頭上で旋せん回かい。魔杖刺突剣にはなぜか宝石が配置され、翼が生はえていた。切っ先には禍まが々まがしい三重の組そ成せい式しきが宿る。


    「愚ぐ者しや、死すべし！」


    　ゴルッギアは猛然と突進してきていた。金属を多く含む自らの体は、半端な咒式など防ぐと見切っての突撃。振りかざされるのは、自らが丸ごと入れるほどの特大歯車。


    「ふわふわふぁんし～、どりどりどり～み～、ぷりぷりぶりち～！」


    　ジャベイラが奇天烈に反りかえって咒式発動。桃色の光を背に、魔杖刺突剣がゴルッギアに向けられる。


    「裏闇魔女っ子流、虐ぎやく殺さつ殲せん滅めつ奥義っ！　ぢぇのぢぇのぢぇのさいどっ♥」


    　刃の先端からは、なにも発生していないように見えた。だがしかし、ゴルッギアの鋼はがねの顔には苦痛があった。


    　ジャベイラの傍かたわらを勢いのままに五歩ほど進み、禍まがつ式しきの巨体は止まった。握っていた歯車が、鈍い音を立てて落下。横倒しに転がる。


    　ゴルッギアの目と口、鼻と耳と体のあらゆる穴から、青い血液を垂れながしていた。宝石のような眼球はすでにこの世を見ておらず、曇っていた。


    　展開されたのは、電でん磁じ放射系第六階位〈戮殺死過線熙煌ヴアレフオール〉の咒じゆ式しき。それは、位相空間内でタングステンやタンタルなどの金属に、電磁気力で高エネルギーに加速した膨ぼう大だいな陽子を衝突させ、原子核を破は砕さい。発生した中性子が連鎖反応を起こし、膨大な量の高エネルギー中性子線を生みだす。


    　中性子線に指向性を持たせて放射すれば、急性放射線障害により対象は即死。装そう甲こうや防壁などの無生物にはほとんど損害を与えず、生物のみを絶命させる不可視の咒式。ゴルッギアの金属の体といえども、生体脳や神経系がすべて死滅させられてしまう。


    　軍事拠点攻撃用の強力な殺さつ戮りく咒式を、さらに三重展開したのだ。まさに処刑。


    「あなたの心、つーか体ごと大だい虐ぎやく殺さつっ♥」


    　ジャベイラが片目を閉じ、桃色の舌を出す。背後のゴルッギアが揺らぎ、踏みとどまる。


    「まだ、死ねぬ！」


    　禍つ式は低い姿勢からの体当たりを開始。死滅していく意識を集め、体を崩ほう壊かいさせながらも最後の特攻。


    　ゴルッギアの顔の装甲に、振り下ろしたジャベイラの拳こぶしがめりこむ。金属の仮面が粉ふん砕さい。青い血の飛沫しぶきが舞う。拳が抉えぐられ、半回転したゴルッギアの頭部が大地に叩きつけられるっ！


    　あまりの衝しよう撃げきに胴体が跳ねあがり、そして重々しい音とともに沈んだ。


    　ゴルッギアの体が完全に跳ねあがらなかったのは、頭部をジャベイラの拳が貫通し、大地に縫ぬいとめていたため。拳に打ち抜かれた頭部からは、汚お泥でいのような薄青い脳のう漿しようが零こぼれていく。


    　崩ほう壊かいの中心点を撃ち抜かれては、ゴルッギアの重装甲の意味がない。腕力ではなく、前ぜん衛えい職の咒式士ですらありえないほどの正確無比な急所打ち。まさに死神の嗅きゆう覚かくと拳の合わせ技。


    　ゴルッギアの体が灰かい燼じんとなり、即座に光へと量子分解されていく。ジャベイラの唇くちびるから左右に蒸気が吐きだされる。吊つりあがった瞳には、極大の殺意。


    「きゃわいい勝利の仕草を邪魔するなよ、ビチグソ垂れの万年前座ごときがっ！」


    　耳が痛いほどの静せい寂じやくにジャベイラが気づく。周囲の咒式士たちが啞あ然ぜんとしていた。後こう衛えいが禍つ式を腕力で叩きのめすなど、前ぜん代だい未み聞もんだったのだ。


    「……ええと」


    　凍りつく仲間の視線に、ジャベイラが迷う。表情の急速変換。瞳に星と銀河を宿しつつ舌を出し、頭をこづく。


    「てへ、勝っちゃった??」


    「うわーっ、ジャベ姐ねえさん最高だっ！」「魔女っ子最強っ！」「俺を、その剛腕で抱いてくれえぇっ！」


    　咒じゆ式しき士したちの歓声があがる。魔法少女は目を閉じ、力強すぎる拳こぶしを突きあげる。


    「我、不敗にして絶対無敵なり！」


    　猛たけ々だけしい漢おとこの拳だった。


    



    



    　イーギーとジャベイラが死闘を制した遠景。円盤のパラレロトと相対するラルゴンキン、そしてヤークトーがいた。


    　ラルゴンキンの魔ま杖じよう槍そう斧ふが旋せん回かいし、逆さの禍まがつ式しきの腕が吹き飛ぶ。返された穂先が円盤の端を切断する。浮遊したまま後退するパラレロトが、多重レーザーを放つ。軌道を完全予測してヤークトーが退避。他の咒式士が追撃に移ろうと突進。爆煙が去りゆくと、禍つ式の姿は消えていた。


    　パラレロトは全力で中庭を逃走していた。


    「ああ、アムプーラ様、ヤナン・ガラン様はどこです？　私めに命令をくださいませ命令を私めにぃっ！」


    　料理や机が散乱し、いくつもの大穴が穿うがたれた会場を、禍つ式は必死に逃げる。


    　剣技・遠距離戦闘をこなすモズモと、地じ雷らい原げんを敷き堅けん固ごな体を誇るゴルッギア。主戦力の二体を失い、遠距離・反撃の掩えん護ご型たるパラレロトだけでの勝率は皆無。


    　出口に立ちふさがる影。あまりに大きく、あまりに分厚い巨体。完全装そう甲こうのラルゴンキンの先回りだった。


    「アムプーラとヤナン・ガランは、すでに我らが滅ぼした。おまえたちは〈夜会〉に遅れてきた間抜けだ。自らの世界に還るがよい」


    「我らは禍つ式アルコーン。揺るがぬひとつの数式。〈大禍つ式アイオーン〉のかたがたに与えられた命令を、全体のために間違いなく果たす存在！」


    　大地に接しそうな頭部から絶叫するパラレロト。銀色の目が、悲しく輝いていた。


    「使命はひとつ、〈夜会〉のために、咒式士の咒力を集めることっ！　さぁ、私めにおまえの咒力と命を寄越しなさい私めにぃっ！」


    「哀れな」ラルゴンキンの唇くちびるが哀歌のようにつぶやきを漏もらす。「すでに死した主たちの無意味な命令に、それでも従うしかないとは」


    　パラレロトの突進。光学咒式を連射しながら猛進してくる。レーザーに装甲を貫つらぬかれながらも、ラルゴンキンは魔杖槍斧を肩口に構える。


    「だが私も退ひけぬ。咒式士として、人の矛ほこと盾たてとしての責務と覚悟がある」


    　大だい瀑ばく布ふの一撃。パラレロトの円盤に〈剛ごう毅きなるものガドレド〉の斧おのが叩きつけられる。同時に化学錬れん成せい系第五階位〈曝轟収斂錐波アミ・イール〉が発動。擂すり鉢ばち状の指示式によって収束するヘキソーゲンの超威力が、パラレロトの全身を下っていった。禍つ式の全身が粉砕。崩れていく。


    　爆風の余波が、ラルゴンキンの顎あご鬚ひげをなぶる。


    「おまえたちは個々の存在に見えるが、実は全体と前列に従う存在でしかない。そうであるかぎり、人類は負けぬ。負けるわけにはいかんのだ」


    　ラルゴンキンの宣告が会場に静かに響く。パラレロトの破片は、灰となって散さん華げしていった。


    　鎧よろいを解除するラルゴンキンの隣となりに、いつのまにかヤークトーが控えていた。


    　灰の雪がヤークトーの肩に降っていく。そして、量子分解を起こして光となり、夕暮れの微風に吹きながされていった。ヤークトーは散りゆく塵ちりと光を最後まで眺ながめていた。


    　老ろう咒じゆ式しき士しの顔が前に戻され、ラルゴンキンと向かいあう。顔にはいつもの無表情な仮面。


    「しかし最後の締め、おいしいところは必ずラルゴンキン所長がもっていきますな」


    「それが華はな、所長の人徳というやつだ」


    「あなたには、どこかにまだ子供っぽさが残っていますな。ああ、報告を忘れていました」


    　重傷で動くのも辛つらいはずのヤークトーが、背筋を伸ばす。


    「ラルゴンキン所長に戦術と戦果報告。ラルゴンキン咒式士事務所の咒力の質的合計は一四〇・七一。質×量×量とすると、我らの総合咒力係数は六八九四・七九。禍まがつ式しき側の質的合計は七六五・一六。同様の計算で総合咒力係数は六八八六・四四。われらの総合的咒力係数から、禍つ式たちの係数を引くと、八・三五．その平方根で約二・八八九六三六六五五三五。最後の戦闘に参加した七人の咒式士から、その理論値を引き、約四・一一〇三六三三四四六五人が絶命するほどの咒式損害率。もっとも単純な咒式戦闘方程式においてですが、重傷六人に軽傷が一人というのは予測範囲内の損害です」


    　一気に告げたヤークトーが、腰の後ろで手を組む。


    「さて、以上で第一九〇五場における戦術方程式の展開、および証明も終了」


    　老咒式士の厳おごそかなまでに静かな声で、死闘の終幕が告げられた。


    「昔からおまえの話は長い、長すぎる」


    　ラルゴンキンが長大な魔ま杖じよう槍そう斧ふを肩に担ぐ。


    「だが、昔のヤークトーなら、大きな損害を出す戦いなど最初から拒否するはずだ。おまえも変わったのさ」


    「たしかに」とヤークトーの口くち許もとが引きしめられる。「このような大損害が出る戦いに巻きこまれるなど、千せん眼がん士しとして恥ずかしい堕だ落らく。後方支援の私が巻きこまれた時点で、戦術的に足手まとい。大きな失態でした」


    「……少し訂てい正せいする。おまえはあまり変わってないよ」


    　ラルゴンキンが笑う。ヤークトーは平然とした顔で、呆あきれた声を出す。


    「最初の予測どおり、あなたは危険な賭かけをこれからも何度もするのでしょうね」


    「おまえの演算能力で勝てると出た場合だけだ。頼りにしているよ。いわば私だけがいまだにな」ラルゴンキンが付けくわえる。「おまえの演算で、我が事務所が良い事務所であるという確率はどうなるかね？」


    　ヤークトーが思考に沈む。何気ない問いに、真剣に悩みはじめているようだった。


    　ラルゴンキンの顔の先には、部下の咒じゆ式しき士したちの姿。肩を貸そうとするリャノンだったが、歩きだすイーギーに追いつけない。


    　ジャベイラはかすかに微ほほ笑えんでいた。桃色の光に輝く、魔法少女の衣い装しようのままで。イーギーは笑っていた。


    「ちょっとそのカッコはアレだけど、やっぱジャベイラは強いよ」イーギーが息を吸う。意を決し、続ける。「あの、もう勢いで言うけど、俺はジャベイラのことが……」


    「……違うな。私はジャベイラではない」


    　遮さえぎったのはジャベイラの酷こく薄はくな笑み。声まで微妙に変化していた。


    「今の私は魔法少女ジャベイガっ！　原理不明なクソきゃわいい力で世界を滅ぼす、絶対の破壊者なりっ！」


    　暴れだすジャベイラを、咒式士たちが慌あわてて止めに入る。剛腕によって腕力自慢の前ぜん衛えいたちが弾きとばされる。イーギーが必死に飛びこみ、背後から羽は交がい締じめにする。


    　羽交い締めにされたジャベイラが、咒式を紡つむぎはじめた。先ほどの中性子線咒式が紡がれていることに、イーギーや周囲の咒式士たちの顔から血の気けが引く。イーギーの顔には、迷いの表情。それでも最終手段しかないと苦く渋じゆうの決断をした。


    　イーギーは息を吸いこみ、そしてジャベイラの耳へ呪いの言葉を吹きこむ。


    「ジヴーニャが来る、ジヴーニャが来るぞぉ」


    「ひぴぎひいっ!?」


    　魔女の全身から、無意味な桃色の光が一瞬で霧む散さん。そしてジャベイラは芝しば生ふに膝ひざをつき、胎たい児じのように丸まる。指をしゃぶりながら譫うわ言ごとをつぶやく。


    「ひいいっ、ジヴは、ジヴだけはイヤあぁっ！　黒き魔皇女様、私をお許しくださいませっ！心を、私の心を殺さないでっ！」


    　一言で元のジャベイラの人格と声に戻ったようだ。イーギーが幼児退行を起こしたジャベイラを抱え起こす。


    「ほら、だいじょうぶだって、ジヴーニャはいないから」


    「ホント？　ホントにジヴいない？　悪魔いない？」


    　イーギーを見上げるのは、闇の力に怯おびえるいたいけな幼児の瞳。


    「いないって、ほら、まわりをよく見て」


    　イーギーに手をとられて、ようやくジャベイラが立ちあがる。


    　自らの狂態に、ジャベイラは頰ほおを桜色に染める。咳せきをひとつして囁ささやく。


    「…………今のなしね」


    「え？　あ、うん」


    「よかっ……ぱべろろぱっ!?」


    　落ちついたとみえたジャベイラの表情が凍りつく。膝を伸ばしたまま、機械仕掛けの動作で立ち上がった。眼球が反転し、凶悪な意志が瞳に戻ってくる。


    「魔法少女たるジャベイガ様が、この程度で消えたとでも思ったのか！　暗黒の支配者ジヴーニャ様の下げ僕ぼくたる、この我が！　このマヌケどもれろれろぱっ!?」


    　ジャベイラが自らの肩を抱いて震えだした。


    「去れっ、去りやがれ、このアホ人格、ジヴの恐怖の刻印め！」


    「わた、私はいつか帰ってくる。人の心に悪と憎しみがあるかぎり、ジヴーニャ様の闇の力で私は何度でも蘇よみがえるのげろらめぱぱっ!?」


    　自らの肩に爪を立て、ジャベイラが立ちつくしていた。荒い呼吸で肩が上下していた。


    「どうやら、本体の人格が辛からくも勝利を収めた、ようね」


    　ジャベイラは泣きだしそうな顔をしていた。


    「というか、ジャベイガって安易な人格は、私の人格として決定済みなのっ!?　恥ずかしい技名を叫びながら咒じゆ式しきって!?　丸ごとすべてが人として失格でしょ！　こいつめ、この諸悪の根源めっ！」


    　譫うわ言ごとを叫びながら、ジャベイラは自らの頭を全力で殴なぐっている。


    「出てこいこのボゲっ、主人格たる私と一対一で勝負しろっ！　ブチ殺してやるっ！」


    　最後には、ジャベイラが魔ま杖じよう刺し突とつ剣けんで自らの脳のう髄ずいを抉えぐりだそうとする。イーギーが慌あわてて再度の制止に入る。


    「それだとジャベイラまで死ぬって！」


    　もつれ合う二人が芝しば生ふに伏す。


    　ラルゴンキンの視線にも気づかず、イーギーとジャベイラは芝生の上で向きあっていた。早馬のように荒い二人の呼吸。


    「…………………………またまたごめん」


    「いいよ。これもあれもジャベイラだし」


    　イーギーの苦笑い。


    「見上げるだけの瞳が、見回すようになってきたか」見直したようにジャベイラが優しく微ほほ笑えむ。「ま、そのうち考えるかな」


    「え、なにを？」


    　イーギーが訊き返すと、途端にジャベイラの表情が漂白されていった。無言で立ちあがったあと、イーギーに氷点下の瞳を向ける。


    「……あんた、やはり絶対にもう少し考える癖くせをつけたほうがいい」


    　イーギーの「なにを？」という問いかけを無視し、ジャベイラが歩きだす。


    　疲労し負傷した他の咒式士たちも、肩を貸しあって立っていた。全員がラルゴンキンのもとへと歩みはじめる。


    　先頭を進むジャベイラの足が止まった。


    「あ……、思い、出した。思い出してしまった」


    　全員が注視すると、女咒式士の瞳は空虚だった。イーギーがおそるおそる尋ねる。


    「どう、したジャベイラ？」


    「……私が変身したとき」


    　ジャベイラの双そう眸ぼうに火が灯ともされ、そして瞬時に燃えさかる業火となった。


    「……私が変身したとき、年とし増まの裸に興味ないって言ったヤツ、一歩前に出ろ」


    　会場で進む全員の動きが止まる。互いに恐怖に引きつる顔を見合わせ、黙りこむ。


    「……オレ様法廷で全員有罪＆即刻死刑。虐ぎやく殺さつ咒じゆ式しき発動もオレ様的に許可。ふわふわふぁんしー、どりどりどりーみー……」


    　桃色の光が溢あふれだし、全員が必死に制止にかかる。武器まで取りだして制止するものまでいるが、ジャベイラの猛反撃に弾きとばされる。


    　イーギーは顎あごを蹴けり飛ばされた。白目を剝むいている青年を、絶妙の位置でリャノンが受けとめる。女の唇くちびるには、してやったりという笑み。「やっぱアレは聞こえていたか。ま、いいや。結果的に先輩といい感じだし♪」と、膝ひざの上にイーギーの頭を載せていた。


    「強烈な個性の女より、かいがいしい平凡な女らしさに男は弱いのよね。あ、先輩の寝顔ってかわいい～♪」


    　リャノンは目を回しているイーギーの髪を撫なでる。悪戯いたずらを思いついた菫すみれ色の瞳。


    「これって好機!?　えい、唇を奪っちゃえげごばばらっ!?」


    「誰が強烈な個性女じゃあっ！」


    　口づけをしようとしたリャノンの頰ほおに、ジャベイラの回し蹴げりが決まる。吹っ飛ばされ、回転したリャノンが、起きあがった。


    　会場の前方では、手を煽あおって挑発するジャベイラがいた。


    「わしゃ、そーゆー女、私ってかわいいんですよ、と演出する腹黒い女が気に入らん」


    「それって、演出できない女の僻ひがみですよね」


    　ジャベイラの顔へ、リャノンの予備動作なしの鉄拳が入る。顔が横に流れ、戻ってくる。鼻血を出すジャベイラは笑顔だった。微ほほ笑えみのまま、無言の中段回し蹴りがリャノンの脇腹にブチこまれる。体を折り曲げ、リャノンは唇から胃液を吐きだす。それでも笑顔だった。


    　不気味なほど朗ほがらかな笑顔で、しかし一言も発しない女たちが対たい峙じする。ジャベイラは無差別猟奇殺人にたかぶる荒あら鷲わしの構え。対するリャノンは保険金狙いで親殺しをする獅し子しの構え。


    　怯おびえる咒式士たちの眼前で、殴なぐりあいが開始。数十発の殴おう打だ。肝かん臓ぞうに拳こぶしがめりこみ、顎が打ちぬかれる。互いが繰りだす一撃一撃が必殺の拳。


    　交差する渾こん身しんの鉄拳。互いの拳が、互いの顔を捉えていた。


    「リャノン、あなたは前ぜん衛えい職だったようだね。ホントに、ほんのちょっとの少しだけ見直したよ。気に入らなさかげんは、まったく減らないけど」


    「ジャベイラさんこそ、後こう衛えいのくせにちょっと拳が重すぎますよ。でも仲良くする気は。まったくありません」


    　二人の女が不敵に笑い、そして倒れた。同どう僚りようの咒式士たちが慌あわてて治ち癒ゆ咒式を発動する。二人から離れた場所で、イーギーは幸せそうな顔で失しつ神しんしたままだった。


    　騒動を見物する鳶とび色いろの瞳。苦笑いとともに、ラルゴンキンは顎鬚ひげを撫でる。


    「どうやら、我が息子は女の扱いが絶望的に下へ手ただ。そして女運がいいのか悪いのか」


    　優しい瞳は気絶する青年を眺ながめていた。


    「それでも、私を見つめるだけの時代はとうに過ぎ去っていたのだな。追いついてほしいが、いつか追いこされて寂しくなるのだろうな」


    　大きな足が芝しば生ふを踏みしめ、部下たちへと歩きだす。ヤークトーが思案顔のままに続く。


    「これぞ我が事務所、ラルゴンキン咒じゆ式しき士し事務所の気き風ふうだ。そうだろうヤークトー？」


    「そうですな。そして我らラルゴンキン咒式士事務所が良い事務所である確率は……」


    　ヤークトーが笑いもせずに告げる。


    「……九五・〇一八七％ですな」


    「そこは一〇〇％と言うべきだろうが」


    「一〇〇％などと断言することは千せん眼がん士しには不可能ですし、言わせたいのが露骨すぎまして。それでも少しおまけをしておきました。揺らぎ悩み迷う。その楽しさの分量だけ」


    　笑うラルゴンキンと謹きん厳げん実じつ直ちよくな態度を崩くずさないヤークトー。


    　ヤークトーは周囲に人がいないことを確認。さらに聞こえないように体内通信でラルゴンキンに語りかける。


    「しかし所長。なぜ今になってレメディウスの予備禍まがつ式しきが作動するのでしょう？」声には懸け念ねんの成分が含まれていた。「時限式発動としては時期がおかしいのです。かといって、術者たる〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉はすでにエリダナから一いつ掃そうされ、今になって貴重な戦力資源を我らに向ける意味がありません」


    　ラルゴンキンの瞳どう孔こうが細められる。


    「証拠はない。だが証拠を何ひとつ残さない手口。この悪あく辣らつさだけで一人の咒式士に絞しぼれる」


    　ラルゴンキンの鳶とび色いろの目には敵意があった。視線は斜め上方に向けられていた。オダル退役軍人会館の窓を貫つらぬき、夜のエリダナ市街へと。


    



    



    　遠いビルの上。電飾看板の美女の笑顔の前。毒々しい人工光を背に、何人もの人影が集っていた。


    　棘とげが生はえた首輪をはめた咒式士の男女。全員の首輪から鎖が延び、端を手が握っていた。


    　鎖を握る白い手。真紅の下げ駄た、続く病的に白く艶なまめかしい足。白地の東方衣い装しようには、鮮血色の牡ぼ丹たんや曼まん珠じゆ沙しや華げの花の刺し繡しゆうが赤く赤く咲いていた。襟えり元もとは大きく下げられ、白玉の両肩が覗のぞき、乳ち房ぶさが半ばまで覗くほど乱れていた。顔の上半分は、電飾の逆光で確認できない。


    　唯一見えるのは、長い焰ほのおのような髪と、血色の唇くちびる。その残忍で驕きよう慢まんな笑み。


    　隣に控える背広の秘書は、残念そうな顔をしていた。


    「パンハイマ様、どうやら罠わなは不本意な結果となったようです」


    「マラキア、おまえがとびきりの無能だからぢゃ」


    　影の女が一本の鎖を引っ張る。秘書のマラキアが影に引きよせられ、迎えたのは女の白い指。マラキアの両目に、パンハイマの人差し指と中指が突き入れられた。眼球が破壊され、そのまま眼がん窩かに指を引っかけ、顔を下げさせる。顔に向かって跳ね上がる女の膝ひざ。顔面を破壊されてマラキアが倒れる。


    「あ、ありがとうございます、パンハイマ様！」両の眼球と鼻骨を破壊されても、マラキアは喜びの声をあげる。「私のような豚に、気け高だかきあなた様の手で触れていただけるとは、無上の喜びっ！」


    　残る咒じゆ式しき士したちは、苦痛に転げまわるマラキアに熱っぽい羨せん望ぼうの視線を向けていた。秘書の股こ間かんの布地が、激しい勃ぼつ起きを示していた。


    「おまえが『人間なんか、絶滅するか禍まがつ式しきに支配されればいい。むしろ自分が禍つ式になりたい』などというアホどもを使うからだ」


    　朱しゆ塗ぬりの下げ駄たが、マラキアの股間に突き刺さる。鈍い音をたてて膨ふくらんだ布地が折れ、仰のけ反ぞる。男の太い絶叫が夜に響く。


    「ああ、思考力がなくても悲鳴だけは一人前だのぅ。黙れクソ無能」


    　パンハイマの踵かかとが捻ねじられ、下駄の歯でマラキアの睾こう丸がんまでがつぶされる。楽しめるわけもなく、マラキアは激痛に失しつ神しんする。女主人の命令に絶対服従し、悲鳴はあげなかった。パンハイマは苦々しい口元を見せていた。


    「レメディウス召喚式の解かい析せきと発動に、どれだけの大金と手間をかけたと思っている。あの場所でしか発動しえない、絶好の罠わなだったというのに」


    　パンハイマは部下を踏みつけた姿のままだった。部下の眼球や血に濡れた指先を垂らし、遠くを見据える。


    　凍いてつく怒りに歪ゆがむ、女咒式士の口くち許もと。遠く退役軍人会館の中から見上げる目。


    　遠いはずのラルゴンキンとパンハイマの意志が交こう錯さくする。


    「……まあよい。こちらの戦力はなにも失われていない。それに、さすがに二度はうまくいかないということぢゃな」


    　パンハイマの舌先が延ばされ、鮮血に濡れた指先を舐なめる。


    「そう、あのときのようには、な……」


    　真紅の唇くちびるが、禍まが々まがしい円えん弧こを描く。


    「さて、次はどの邪魔者を破滅させてやろうか」


    　真紅の衣を翻ひるがえし、パンハイマは去っていく。


    「愚おろかで無能な弱者を踏みつぶし、増ぞう殖しよくを防ぐ。支配者の義務で強者のたしなみも大変ぢゃ」


    　焰ほむらの後ろ髪に、部下の咒式士たちが奴ど隷れいのように続いていく。失神した秘書も、首輪の鎖で曳ひかれていった。


    　あとには、残ざん酷こくな笑みと、目にも鮮やかな赤い髪の残像だけが漂っていた。
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    　皇こう暦れき四九七年、八月七日、午後十一時五十八分。


    　会社の残業で遅くなったジヴーニャは、マンションの自動昇降機エレベーターの中で決心していた。


    　明日は、いよいよあの日だ。恐るべき悪夢の日がやってくる。この日が来るのを忘れまいと、年始に携帯電話の予定表に登録までしていたのだ。今夜は英気を養って、明日こそ去年の復ふく讐しゆうをなさねばならない。


    　十階に到着し、電子の鐘の音とともに自動昇降機の扉が開く。酸化チタンの光ひかり触しよく媒ばい塗料で化け粧しようされた白い壁を曲がると、廊ろう下かが伸びる。


    　ジヴーニャの深い翡ひ翠すい色の瞳が見開かれる。蛍光灯に照らされた強化コンクリ床に落ちた、黒々とした点を凝ぎよう視ししていた。点々と続く血けつ痕こんに視線が誘導されていく。終点である自宅の扉の前にたどりつくと、血溜まりがあった。


    　扉に凭もたれて床に腰を降ろした男が、自らの流す血潮に真紅に染まっていた。


    　顔と指先から血液が降下し、尖とがった耳が震えていることを自覚できた。


    「ガユスっ!?」


    　自分の声で呪じゆ縛ばくが解け、鞄かばんを投げすててジヴーニャが走り出す。服を血に塗まみれさせながらも瀕ひん死しの恋人を抱え起こす。ガユスの防弾・耐たい刃じん仕様の服の、胸と腹部が無む惨ざんに破れ、鮮血が溢あふれている。ただでさえ血色の悪い顔は、大量出血で蒼白になっていた。


    　伏せられた長い睫まつ毛げが上げられ、虚うつろな青の瞳がジヴーニャを見返してくる。


    「ジヴ……か」


    「ガユス、どうしたのっ!?」


    　鉄と潮の血臭が立ちこめ、女の胸に暗黒の絶望が広がる。


    「笑え、笑える話だ。やはりモルディーンには勝てなかった。翼よく将しようは反則の強さだ、な……」


    「ガユスっ！」


    「ジヴ、いいから聞いてくれ」


    　鋭い声に、ジヴーニャの嗚お咽えつが中断させられた。ガユスの左手が伸ばされ、女の白い頰ほおを撫なでた。恋人の真剣な瞳に、涙を堪こらえるジヴーニャ自身の姿が映る。


    「すま、ない。だが、俺の最低な人生の最さい期ごには、君に、会いたかった。そして、言い、たかったんだ」


    　青年の顔に笑顔が浮かんでいた。穏やかな笑顔だった。


    「ガユ、ス？」


    「ジヴ、君を愛している」


    　ガユスの唇くちびるから、真紅の迸ほとばしりとともに優しい言葉が吐かれた。女を見つめる青の瞳は、閉じていく瞼まぶたに隠された。頭部が自らの胸元へと折れ、ジヴーニャの頰を撫でていた左手が自らの流した血の海に落ちた。跳ねた赤の飛沫しぶきが、女の白い頰に恋人の残ざん酷こくな死を署名した。


    　いつかこうなることが、ジヴーニャには分かっていた。


    　愚おろか者には愚か者に相応ふさわしい死が待っていると、ガユス自身も語っていた。


    　二人で映画を見にいったとき、「本当に悲しいときに、人間がそんなことを言うわけがない」と、自らが笑って言っていたことを思い出していた。


    　だが、それでも、黒々とした血の海に沈む恋人の死体を前に、女は言わずにはおれなかった。


    「……う、そ。こんなの、は、噓うそよ」


    「うん噓」


    　軽い言葉とともに、ガユスの上半身が跳ね上がる。


    　血ち塗まみれの全身と顔。対して、青年の双そう眸ぼうには底意地の悪い笑みが浮かんでいた。


    「え？　え？」


    　ガユスは自らの服を見下ろし、短い裾すそを摘つまみあげてみせる。


    「ああこれ？　偽の血液だけど、臨場感抜ばつ群ぐんだろう？　血圧を低下させて、青い顔を作るのは苦労したよ。いや、咒じゆ式しきって便利だね」


    「あな、あなっ……」


    　ジヴーニャの氷結していた心が解凍、そして急激に沸ふつ騰とうしていく。右手の細く可か憐れんな五指が握りしめられる。


    「騙だまし、騙したのねっ！　信じられないっ、なんて悪趣味なっ！」


    　ジヴーニャの拳こぶしが、血の海に座りこむ恋人の肩を殴なぐりつける。


    「怒るなよ、だって午前零時は過ぎているだろ？　だから有効だ」


    　ジヴーニャ拳の嵐の下から、ガユスが携帯咒信機を掲げてみせる。小さな画面には、八月八日、午前〇時二分と示されていた。


    「今は、すでに今年の〈愚ぐ者しやの日〉に入っている」


    　ガユスの意地悪な笑顔。ジヴーニャの顔には、落雷に撃たれたかのような表情。


    「いちおう最初の噓だから、気づきのきっかけは与えたよ？」ガユスは微ほほ笑えむ。善意が壊滅したほうの笑みだった。「俺が見た目のままの重傷とするなら、階段を上ってこられるわけがない。ジヴを驚かすために自動昇降機エレベーターの床に血けつ痕こんがないことからも、容易に推理できる軽～い噓だよ」


    　親切そうに、だがまったく要らない解説をする恋人に、ジヴーニャの震える拳は行き場を失ってしまった。ガユスは笑いつづけている。


    「さて、これからが本番だ」


    



    



    　エリダナという街の名の元となったのは、エリダナという女性歌手だった。


    　彼女は、獰どう猛もうな侵略者たるフイブル族からエリダナを救った英雄として祭りあげられた。一いつ介かいの歌手として生きることを譲ゆずらず、公的な役職への就任要請のすべてを固辞した。


    　解放軍を指揮するエリダナを脇で支えた、フーリーという一人の女道どう化け師しがいた。彼女もエリダナと同じく女道化師としての職を貫つらぬいたが、人々に向かって一つの祭日を作ることを提案した。堅苦しい日々もほどほどにして、年に一日だけ人々が噓をついてもいい〈愚者の日〉を作る提案だった。


    　フーリーの冴さえたところは、その日を固定せず、代々の首長が年始ごとに〈愚ぐ者しやの日〉を発表して、あとは放置することにさせたところだ。御ご丁てい寧ねいに、当日までは〈愚者の日〉の日程の公的な報道はいっさい禁止という条文まで明記されていた。それにより、〈愚者の日〉を忘れて人々は過ごし、ある日突然、それを覚えていた人による噓うそが発動するのだ。


    　それ以来約六百八十年、エリダナの〈愚者の日〉は何度も起こった大戦や大災害を乗り越えて、途切れることなく続いている。


    　年始の発表の直後だと、人々が警戒してしまう。年末だと、それまでに騙だまされなかったことに気づいてこれまた警戒する。油断させるべく、その年の三月から十月の間とする必要がある。


    　その数字は、月と日の骰さい子ころを、市の二十四賢けん老ろうが順次に振っていって決められ、ときの為い政せい者しやによって発表される。つまり、皇こう暦れき四九七年度は市長ヒルベリオの年始の宣言により、八月八日にということになっていた。


    



    



    「関係回復が続いていたツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟により、恒こう久きゆう和平条約が提案される。神聖イージェス教国とバッハルバ大光国と後アブソリエル公国、ブリンストル女王国も賛成、六大強国主導により、大陸から戦争の可能性が駆く逐ちくされる……ことを希望する」


    「〈白銀龍ギ・ナランハ〉から人類への宣戦布告。眷けん属ぞくの竜と〈異い貌ぼうのものども〉を使って、天空からすべての都市に轟ごう雷らいを降らすという激烈な死刑宣告。しかし当社の骨つき肉の賄わい賂ろにより、なにごともなし」


    　八月八日、エリダナのエリュシオン紙には〈愚者の日〉に乗った噓記事が並べられていた。紙面から視線を外すと、朝日の射しこむ食卓にはサラダやパンの朝食が並んでいる。さらに食卓の先には、俺のほうをまったく見ずに頰ほおを膨ふくらませているジヴの姿があった。


    　昨夜の悪戯いたずらのあと、大笑いしながら後片づけをし、俺は謝った。


    　それでもジヴの機嫌は直らない。お蔭かげで、ジヴの自宅にも入れてもらえず、朝になって戻ってきて、必死の謝罪と口づけ、そして上等の葡ぶ萄どう酒しゆを進呈して誤ご魔ま化かしたのだ。


    「フーリーって女性は英雄だとは思うけど」ジヴの顔は不ふ愉ゆ快かいそうだった。「こんなバカげた日を作るなんて、絶対に絶対に性しよう悪わる女おんなだ！」


    　俺は笑いを返す。


    「そうか？　洒しや落れの分かる女だと思うが。同時代に生きていたら、俺は口く説どいていただろうな」


    「えーそうでしょうよ。根性腐れのガユスとは、さぞ気があったでしょうよっ！」


    「実際、俺は性悪女がそんなに嫌いではない」俺は自説を開かい陳ちんしていく。「素直なときのジヴのような女は、おちょくるには楽しいが、騙しあいの相手としては物足りないときもある。相手の歪ゆがんだ悪わる巧だくみを、それ以上曲がった悪巧みで[image: ]ねじ伏せることも、俺は好きなほうだ」


    「趣味が悪い。とんでもなく趣味が悪い」


    　ジヴの緑の瞳に、軽けい蔑べつと疑いの色が孕はらまれていた。


    「そんな趣味の悪い男でも、女の趣味は良くてね。大だい丈じよう夫ぶだって、俺はジヴを愛している」


    　俺は怒るジヴの腰を引きよせて、膝ひざの上に乗せる。胸の谷間に滑りこませようとした手を弾かれた。仕方なく食卓の上に行ぎよう儀ぎよく手を置いておく。ジヴの目は俺を責める。


    「そんなだから、あなたを両親に紹介できない。それ以前に愛情が感じられない」


    「本当に愛しているんだって。料理だって上う手まいし、最高の女だ」


    「本当に私の料理が美お味いしいって思っているの？」


    「ジヴの料理は最高だよ」


    　俺はサラダの添え物を肉叉フオークに突き刺し、掲げてみせる。


    「特にこの夏なつ蜜み柑かんが最高」


    「缶かん詰づめを開けただけのものを料理というかっ！」


    「いやいや、缶詰の開けかたがいいから、素晴らしい味に……」


    　俺の追い打ちに、ジヴが本気で怒りの表情を向け、予告なしの左ひだり肘ひじ打ちが放たれる。殺気のこもる一撃に前髪をもっていかれながら、俺は上体を捻ひねって回避。悔くやしげな表情をしたジヴの左肘は、蒸気すらあげているようにも見える。


    「俺を殺す気ですか!?　急所に当たったら間違いなく死ぬ一撃ですよジヴーニャさんっ!?」


    「戯たわむれよ戯れ、円満な恋人関係を維持するために必須の、優しい愛のた・わ・む・れ！」


    「噓うそだ、ぜってー噓だ。俺が逃げなかったら、確実に死んでいた！　あと、そんな苦痛をともなう愛は要らないですよ!?」


    「え、えーと、今日は〈愚ぐ者しやの日〉でしょ？　だからそれよ、噓、噓なのよ！」


    「……噓をつく日であって、暴力を言い訳する日じゃないことを理解している？」


    　頰ほおを膨ふくらませたジヴが、俺の膝の上から逃げた。


    「もう少しジヴの美お味いしい料理を食べたいな。得意のアルリアン風料理」


    　轢れき殺さつされた兎うさぎの死体のような料理が脳のう裏りを掠かすめた。


    「……は止やめにして、肉包みパイとかがいいな」


    　立ったジヴの憤いきどおった瞳と、座った俺の甘えたような視線が絡からみあう。許すしかないと思ってくれたらしく、ジヴが溜ため息いきを吐ついた。


    「仕方ないわね」


    　少し機嫌を良くしたジヴが台所に向かう。冷蔵庫の前に屈かがんで食材をとりだそうとする。


    「今日は胃がもたれるから、肉包みパイの挽ひき肉にく抜きがいいな」


    「そうなの？」


    「そうそう、酸味づけに刻んだ林りん檎ごを入れて、パイ生き地じはなしで、代わりに梨なしを入れて林檎を抜く。最後に風味の梨を外して、生地の内部に空気を入れて膨ふくらませてくれないか？」


    「ええと」


    　ジヴの横顔が、俺の複雑な注文を解読していく。やがて結論に達したジヴの鬼の形ぎよう相そうが、俺へと向けられてくる。


    「それってなにも残らないじゃないのっ！　私を騙だましっ……」


    　さすがのジヴも、続けようとしたマヌケすぎる言葉を飲みこんだ。必死に飲みこんだ。怒りのあまり、ジヴの秀しゆう麗れいな眉まゆと尖とがった耳先までもが痙けい攣れんしていた。


    「いいもん、私だって今年はガユスを騙だましてやるんだからっ！」


    　部屋の中央に立つジヴが、俺へと指を突きつけて宣戦布告を行う。俺は首を左右に振って、忠告してやる。


    「ごめんよ、ジヴ。そんな馬鹿正直な宣戦布告をわざわざするかわいらしさでは、今年も俺の餌え食じきが決定ですよ？」


    「あっ、見てガユス、空に子豚が飛んでいるわっ！」


    　ジヴが窓の外を指さして叫ぶ。


    「だから、そんなかわいい噓うそでは引っかからないよ」ジヴへと微ほほ笑えみを返し、指の示す先をお義理で見た途端、俺の笑みが凍りつく。「い、いや、待てよ、本当に空になにかが飛んでいる。子豚じゃない、あれ、あれは大きな、竜だっ！　逃げろジヴっ！」


    　俺は椅い子すから跳ねあがり、魔ま杖じよう剣けんの柄つかに右手を掛けながら左手でジヴを窓から引き剝はがす。蒼白な顔のジヴが弾かれたように逃げ、机の下に転がる。


    　呼吸をひとつしたあと、俺は魔杖剣の鞘さやで、ジヴの尻を軽く叩いてやる。


    「ほーら、大きなお尻竜が襲来した。撃退成功♪」


    　這はいつくばった姿勢のままで振りかえったジヴの顔には、恥ち辱じよくと怒りが浮かんでいた。


    「あなたはまた私を騙っ……」


    　言葉をなくしたジヴに、俺は厳げん粛しゆくな面おも持もちでうなずく。口くち許もとが痙けい攣れんしてしまう。


    「だいたいジヴは騙されすぎだよ」笑いを必死で堪こらえる。「去年も、俺が携帯で『ギギナに刺された、ああっ、混乱している。最後に、ジヴに、ツザンの診療所に来てく……』って切っただけで、半泣きで走ってくるんだもの」


    「ガユスの噓って、本当にありそうなんだものっ！」


    「噓の秘ひ訣けつその一、真実の割合を高めるほど噓が真実っぽくなるって、ん？」


    「どうしたの？」


    「いや、俺の携帯がどこかへ行って……」


    　ジーンズに回した革帯や、椅子の背に掛けておいた上着の内側にもない。


    「ジヴ、電話を借りるよ」


    　自分の番号にかけると、上から呼びだし音が鳴る。ジヴの自宅の中二階からだった。


    「不用品の物置場になっている中二階に、どうやって携帯を忘れるわけ？」


    「今け朝さ、喧けん嘩かしたときに飛んだのかな？　いいよ、梯はし子ごはどこ？」


    「私が行く。私の荷物がある場所に行ったら、ガユスは下着や恥ずかしい写真を探すなど、いらないことをするからね！」


    「鋭いね。名探偵ジヴの名推理だ。必ず無罪の人を犯人と指摘して死刑にするような迷推理だけどね」


    「真犯人は常にガユスだから、推理する必要がないだけ」


    　ジヴが梯子を持ってきて、立てかける。ジヴが神の曲線を描く尻を揺らして登る。中二階の紙箱の間に尻が入っていく荘そう厳ごんな光景を、俺は見上げていた。


    　長い時間が経過して、「見つかった」というジヴの声が返ってきた。俺は携帯を強制着信にして、音声を解放。上の電話に出たジヴに、優しく忠告してやる。


    「ジヴ、振りかえって下を見てごらん？」


    「なぁに？」


    　携帯を耳に当てたジヴが、紙箱の間から振りかえる。そこには携帯片手に、梯はし子ごを畳たたんだ俺がいた。


    「ジヴったら、おマ・ヌ・ケさん♪」


    　中二階では、降りられない怒りに震えるジヴがいた。


    「い、いわ、降ろさないつもりなら、この携帯も戻らないよ！」


    「それ、浮気用の予備だから、こっちが本機♪」


    　俺は後ろ手に持っていた携帯を見せてやる。ジヴは言葉にならない奇声とともに、携帯を放り投げてくる。俺は軽々と右手で受けて、微ほほ笑えむ。


    「俺に予備の携帯なんてないよ。見せたのはジヴの携帯♪　本物の携帯を返してくれてありがとうございます」


    　おそろいの外装にした携帯と携帯咒信機だからできた詐さ術じゆつ。ジヴの顔には凄すさまじい怒りの形ぎよう相そうが現れる。俺は痙けい攣れんする頰ほおを必死に抑えようとする。


    「笑ってはジヴに怒られるので、俺は笑いを堪こらえている。必死に堪えている」


    「現状報告なんかするなっ！　私を笑いたければ笑いなさいよっ！」


    「では、ジヴ姫様のお許しが出たので、失礼して」


    　俺は左手を前に回して、上空のジヴに恭しく一礼をした。


    「ぶははははははははははははははははははははははははははははははははっ！」


    　俺は腹の底から笑った。部屋に笑声が響き、横おう隔かく膜まくが痙攣して涙まで出てくる。


    　中二階では、ジヴが真冬に小屋を追い出された小型犬、というより子豚ちゃんのように震え、恥ち辱じよくに耐えていた。かわいそうになったので、俺は梯子を戻してやる。降りてくるジヴの足が、小さくよろめく。


    「なにもないところでよく転べるなぁ」と支えてやる。しかしジヴの緑の目には憎ぞう悪おがあった。唇くちびるから滴したたる怨えん嗟さの声。


    「怒りすぎて足がふらついただけ。原因は分かりきっているけどね」


    「原因は不明として、大だい丈じよう夫ぶか？　たしかジヴのお祖じ父いさんは神経系の病気で亡くなったと聞いたし……」


    「関係あるかっ！　殺す、絶対に騙だまし殺す！」


    「かわいい、かわいすぎるよジヴ」


    　吼ほえるジヴの、白金の髪に包まれた頭を胸に抱きしめる。そして甘く優しい声で告白する。


    「そんなマヌケな君が、凄すごく愛いとしい」


    　俺の腕のなかで、物凄い目をして見上げ、荒い鼻息を鳴らすジヴを見ると、笑いそうになる。


    「ジヴって耳が尖とがっているよね。よく見ると、ちょっと子豚っぽいかも」と自分の脳内解説にまた笑いの衝動が込みあげてくる。ダメだ、なんとか耐えろ俺。これ以上言えば本当にジヴが怒る。憤ふん怒ぬ寸前の恋人から目線を逸そらし、我慢する。


    　笑いを堪こらえる俺の腕の拘こう束そくを振りほどき、ジヴが逃のがれる。


    　振りかえったのは、ジヴの明るい笑顔。瞳の色は復ふく讐しゆうの炎に変わっていた。俺は嘆たん息そくを漏もらす。ジヴは左手を腰にあて、右手で俺を指してくる。


    「今年こそ私はガユスを騙だましてやっつけてみせるわっ！　覚悟しなさい、この悪者めっ！」


    　叫びとともに、ジヴが足早に歩いていく。机の上においてあった鞄かばんを引っ摑つかんで、俺へとまた振りかえる。


    「これからじっくりと計画を練ねってから復讐する！」


    「あの～もしもしジヴさん。もう一度言いますよ？　陰いん惨さんな復讐をするのではなく、楽しく騙しあうのが〈愚ぐ者しやの日〉ですよ？」


    　玄関の扉が開いて、力一杯閉められた音が響く。


    　すぐに扉が開かれジヴが現れる。「財さい布ふと鍵かぎを忘れたのよ、よくあることでしょ!?」という険しい目で俺を見ながら、棚たなの引き出しから財布と鍵を取りだす。もちろん俺は「よくあることですね……、おマヌケさんには」といった生なま温ぬるい表情で、再び去っていくジヴを見送る。死ぬほど悔くやしそうな顔でジヴが扉の向こうに去っていくのが、また愛しい。


    　だんだんと、ジヴの人格が変になっていっているような気がする。


    　相手に合わせて変わっていくのはいい男女関係だというが、この変化はどうなのだろう？


    　俺はいい関係だと思うよっ！　と爽さわやかな笑顔で言える。


    



    



    　ジヴが俺を騙す奇襲をするそうなので、単車で事務所に向かう。


    　到着して扉を開けると、応接室にギギナが座っていた。待ちかまえていたみたいだ。


    「ガユス、美人の依頼人が来ていたぞ」


    「それより、来る途中の道でおまえの椅い子す、ヒルルカが燃やされていたが、あれはいいのか？」


    　事務所を見回しながら適当に返してやると、ギギナの頭部が回転。鋭い視線で側そばのヒルルカを確認。安あん堵どすると見せかけてすぐに跳躍してきた。俺はもちろん抜ばつ刀とうしていた。


    　軋きしりをあげる両者の刃やいばの向こうで、美び貌ぼうのドラッケン族が悪鬼の笑いを浮かべていた。


    「貴様は本当に噓うそが速いな。よしよし私の噓を聞きたいか？　そうか聞きたいか。貴様を殺すことは噓だから安心して刃に身を任せろ！」


    「ギギナが噓をつくとは珍しいね！　壊滅的に下へ手ただけど！　ギギナは存在自体が噓だから消えてくれないかな？」


    　それほど力を込めていない、しかも片手持ちのギギナに、全力で両手持ちの俺が押されている。獲え物ものを殺して遊ぶ猫のように、少しずつ力を込めてきていやがる。


    　ははは、出会い頭の殺意とはいい関係だ。俺も魔ま杖じよう剣けんの先端に咒じゆ式しきを紡つむいでいるけどね。


    「素敵な〈愚ぐ者しやの日〉になりそうだな」


    「私とて、〈愚者の日〉に乗る遊び心くらいはある」


    　二人の間に、不自然な沈黙。


    　ジオルグ咒じゆ式しき士し事務所時代にも、〈愚者の日〉の遊びがあったことを思い出してしまった。


    　刃やいばの押しあいがどちらからともなく中止され、二人の体も離れていった。


    　ギギナは力なく手近な椅い子すに座り、俺は魔ま杖じよう剣けんを鞘さやに戻しつつ、応接室の中央で孤独に立ちつくしていた。


    　べつにどうでもいい。思い出を頭から振りはらって、思考を切り替える。


    　棚たなの上に俺の知性と教養の源みなもと、お色気雑誌があったので、手にとって思考。対象の思考を模も倣ほうするとすぐに対応を思いついた。事務所の扉を少し開いて、雑誌の項を開いて上に乗せる。釘くぎや針はり金がねを持ち出してきて、不安定ぎみに固定してみる。いい感じ。


    「なにをしているのだ？」


    「うん？　ああ、あとで分かる」


    　ギギナの問いに返事すると、相棒の座っている位置が応接椅子の隣となりだということに気づく。今まで見たこともないような新入りの椅子は、異常なまでに精せい緻ちな装飾で、宝石までもがついていやがる。俺の舌が粘ねん液えきの中を動くように、緩かん慢まんに動く。


    「あのギギナさん、その真新しい椅子という未確認物体はなんですか？」


    「ああ、行きつけの家具屋で、なんとトールダムの真作の椅子、〈オラテルトルスの瞑めい想そう〉が入っていた。これが契約書だ」


    　八桁けたの数字が、そのまま俺の眼底から脳のう髄ずいまでを貫つらぬき、意識を連れて成せい層そう圏けんを抜けて大宇宙へ駆けぬけ、別の銀河へと激突、そこで畑を耕す隠者となって、世を儚はかなんでいた。


    「もちろん噓うそだ」


    　絶叫しそうになる俺を、ギギナの真ま面じ目めくさった声が引き戻す。大きく呼吸を吐いて、気を落ちつける。平然とした表情のギギナに、俺は胸を撫なで下ろす。


    「桁がひとつ足りないからな」


    　ギギナの真面目くさった言いぐさに、俺の脳が沸ふつ騰とう。物理的に心臓が痛くなる。


    「そういうのは噓とかいうかっ！　返してきなさいっ！　今すぐ店に全力疾走……」


    　そこまで言って、俺はギギナの手から契約書を受けとる。


    「もういいや、すべてがどうでもよくなった。いいよ、署名して破産してやる」


    　ギギナの顔が喜色に輝く前に、絶叫が響く。


    「ガユス、人生を捨てないでっ！」


    　ジヴが扉を蹴け破やぶって入ってくる。同時に軽い音が鳴り、ジヴの頭にお色気雑誌が降っていた。恥ずかしげに両手で裸体を隠す女の写真の下に、ジヴの啞あ然ぜんとした表情があった。


    「二大美女の競演ですね」


    　扉を開けたままの姿で硬直するジヴの体が揺れ、玄関口に膝ひざをつく。今日二回目の転倒をしたジヴの眼前で、俺は契約書を破る。


    「……これって、もしかして私を引っかけるために？」


    「ええ、もちろんです」


    　満面の笑顔を作って、俺はジヴに返答してやる。


    「ジヴの性格上、長大な準備をするか、すぐに復ふく讐しゆうをしたいはずだ。先ほどの『じっくり計画を練ねってから復讐する』という発言が、ジヴにすれば引っかけのつもりだろうけど、俺のあとを追跡して行動に合わせた噓うそで騙だまそうとしてくるはず。ジヴの心理傾向が分かっていたので、少し遊んでやったというわけだ」


    　俺の解説に、怒りの震えがジヴの全身を襲おそう。痙けい攣れんはジヴの尖とがった耳まで達した。


    「このド畜ちく生しよう～っ！」


    　なんだか分からない捨て台詞ぜりふを残して、ジヴが戸外へ逃げていった。


    「ド畜生って、なんて奇特な単語を使うんだよ」俺が振りかえる。「というわけでギギナ君、その椅い子すはお片づけしてきなさいね？」


    　ギギナは椅子を抱えていた。自らの半身を離すまいとするかのような、必死の抱ほう擁ようだった。


    「聞き分けのない子供を見るような顔をするなよ。聞き分けがないのは、おまえだから。この星の生命体全員で投票しても、満場一致でおまえだから」


    　全力の指で示すと、ギギナが渋々といった表情で椅子から立ちあがる。


    「家具と出会い、家具に迷い、家具に傷つき、家具と愛しあう。理り不ふ尽じんな別れに泣き叫ぶ椅子の声が聞こえないのか？」


    「それは幻聴とみせかけて脳の病気。脳外科医ではすでに間にあわないから、発はつ破ぱ業者と要相談。爆破という名の頭の大手術をしてもらえ」


    　それでもギギナが椅子を返しにいこうとしないので、俺は決心した。夏用の短い裾すその上着を脱ぎすてる。シャツの釦ボタンを外して上半身裸になり、部屋の片隅に向かう。


    　ギギナが娘だと言っている椅子のヒルルカを、背後から抱きしめて言ってやる。


    「早く返しにいけ。でないとおまえの娘を辱はずかしめるぞ。俺の子を妊にん娠しんさせるぞ～？」


    「待て、待つのだ！　椅子質を取るとは卑ひ怯きようにすぎる！」


    「椅子質という単語の意味はまったく分からないし分かりたくないけど、こちらの脅おどしの意志は通じているから、仮に一時的によいとする」俺は厳しい結論を宣告する。「つまりとにかく返してこい」


    　ギギナがまだ動かないので、俺が舌を出す。舌先で椅子の背せ凭もたれを舐なめようとする。ついでに指で背凭れを扇せん情じよう的に撫なであげていく。


    「待て、返してくる」


    　蒼白になったギギナが高価な椅子を抱えて走りだす。事務所の出入り口から、風となって走っていった。


    「世話のかかるアホだ」


    　傍はたから見ると、椅子相手に欲情しているような俺の恰かつ好こうもかなりアレなんだけど、無視してほしい。


    



    



    　椅い子すの返却から帰ってきたギギナとともに、エリダナ東側、ラルゴンキン咒じゆ式しき士し事務所を訪ねていた。夕方が近いというのに、玄関では訪問客や咒式士が行き交かう。俺の胸に複雑な感情が湧きおこる。


    「なぜに同業者の繁はん盛じようは憎いのだろう？」


    「言うな。虚むなしい」


    　二人で、ラルゴンキン社の一階を進んでいく。


    　美しい石造りの受付の前に到着すると、ギギナを見つけた受付嬢が立ち上がる。


    「あ、ギギナさん。この前の夜はありがとうございました」


    「今日は私の用ではない」


    「おまえ、ここの社員にまで手をだしているのかよ」


    　俺の呆あきれ顔にギギナは平然としていた。


    「向こうから寄ってきただけだ。落ちてきた果実を食うことに遠えん慮りよはない」


    「はいはい、そうでしょうとも。とにかく、ラルゴンキンと喧けん嘩かにならないようにしてくれ」


    　顔が美しく、アホほど強いというだけの男を、なぜ女が好むのか知りたくもない。受付嬢に顔を戻して、営業用の笑顔を向ける。


    「ラルゴンキンとアホどもはいるか？　春と初夏の事件での書類を届けにきたのだけど？」


    「所長は明日まで外出中、副所長はもう戻られるはずです。今なら、ジャベイラさんは四階の執務室に、イーギーさんは地下の練習場におられますので勝手にどうぞ」


    　なんでしょう？　さっきのギギナへの態度から一転して、この受付嬢の見本のような慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさは？


    　女の目線はギギナから外れていないし。不ふ愉ゆ快かいな俺を無視するかのように、女とギギナは視線だけで会話し、なにごとかを納得したようだ。


    「時間つぶしでもするか」


    　ギギナはそのまま受付の女と奥の部屋へ消えていった。


    「ええと受付の女は仕事中であって、生せい殖しよく活動の本能に従うべき時間ではない、と言ったほうが負けかな？」


    　ギギナを脳内で処刑しながら、俺は突き当たりの自動昇降機エレベーターへと向かう。


    　独特の浮遊感。受付嬢に聞いたように、四階で降りる。所属咒式士たちが忙しく立ち回っている五階の詰め所とは違い、妙に静かだった。


    　会議室や執務室と記された金属札が掛けられた扉が並んでいる。確認しながら進み「三番隊分隊長　ジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフ」と記された扉の前で止まる。扉がわずかに開いており、室内の人間の声が漏もれてきていた。


    「……いいから、母親の手術代を振りこんだくらいで泣くな。儂わしはおまえの命を預かる上司、それくらいしてやるのが当然だ」


    「ようジャベイラ」


    「おう、ガユス」


    　通信の終了を見計らって声をかけると　ジャベイラが顔を上げてくる。亜あ麻ま色の長い髪、艶つやのある表情。中身以外はなかなかの美人なんだけどね。


    「まぁ入れ入れ」


    　言葉と目線でうながされたので、俺は執務室に入っていく。


    「珍しいな。ガユスから儂わしを訪ねてくるとは」


    「ラルゴンキンに書類を渡すついでだ」


    　先に応接椅い子すに腰を降ろすジャベイラを放置し、執務室を見渡す。


    　内面の分裂を表わすかのように、執務机の右半分は乱雑に書類が積み上げられ、左半分は書類の端までそろえられるほど完璧に整理されている。窓に面した壁には棚たながあり、書類や箱が無む造ぞう作さに積まれていた。扉脇の棚の上に置かれていた人形に、俺の目が留まった。


    　動物と人間の遺伝子配合実験が失敗したような人形。警察のピャッポー君とピャッピーちゃん人形だった。郡警察とラルゴンキンの仲が良好だから、進呈されたのだろう。


    　よく見ると、人形の左右の瞳どう孔こうが別々の方向を向いている。おまけに虚うつろな笑顔を浮かべていやがるのが、とんでもなく気持ち悪い。


    「俺の持論だが、まともな美的感覚を持つ国家やお役人は存在しないと思う」


    「それは賛成するね」


    　ジャベイラが苦笑する。俺は腕を伸ばして、人形を手に取る。樹じゆ脂し性の人形の内部は空かららしく軽かった。落ちたら、さぞいい音が鳴るだろう。


    　俺は人形を持った左右の手を伸ばす。部屋の右、少し開いた扉の上にピャッポー君、左にある非常口の扉の上にピャッピーちゃん人形を設置する。少し考えて、周囲を見回す。藤ふじで編まれた屑くず籠かごもあったので、ついでに扉の上に設置してみる。ジャベイラが怪け訝げんな顔となる。


    「先ほどから、なにをしているニョン？」


    「気にしないでくれ。故郷に伝わる、俺が今考えた悪あく霊りよう鎮しずめの儀ぎ式しきだ」


    　顔を戻しながら、俺は微ほほ笑えむ。


    「しかし、先ほどの話からすると、ジャベイラは意外にいい上司のようだな」


    「ん、ああ聞いていたのか」椅子の背せ凭もたれに体重をかけて、ジャベイラが苦笑する。「命を預けられ、預ける部下の面倒くらいは見てやらんとな。それがラルゴンキン咒じゆ式しき士し事務所の、親おや父じの教えだ」


    「ラルゴンキン事務所の三番隊を率ひきいる姐ねえさんも、大変そうだな。本当にたいしたものだ」


    「え、いや。たいしたことはない」


    　突然の賛嘆の言葉に、ジャベイラが目を彷徨さまよわせる。


    「いや、男でも難しい大変な仕事だよ。それは本当に凄すごいと思うし、敬意を抱いている」


    　俺は向かい側ではなく、ジャベイラの左ひだり隣となりの椅子に腰を降ろす。ジャベイラの目を見つめて笑った。


    　俺の視線があまりに直線すぎたのか、ジャベイラが瞳を逸そらす。俺は悲しげな表情を作る。


    「もしかして、俺のことが嫌いか？」


    「え？　いや、そんなことは……」


    　ジャベイラの顔が戻ってくる。俺は問いを重ねる。


    「はっきり言ってくれ。俺のことが嫌いなら嫌いだと」


    「いや、その、嫌いじゃ、ない。悪く言う人もいるが、私はいい人だと思う、ぞ」


    「ありがとう」


    　俺は右手を伸ばし、膝ひざの上に置かれていたジャベイラの左手に重ねる。同時に知覚眼鏡クルークブリレを鼻び梁りようから落ちる寸前で止め、濡れた瞳を向ける。


    　俺は顔を一気にジャベイラの顔の側そばまで接近させる。いきなり個人的空間を侵害されたジャベイラは、頰ほおを薄く紅こう潮ちようさせ、そして小さく首を振った。眼まな差ざしは逸そらされ、唇くちびるからは押し殺したような吐息が漏もれる。


    「年、上をからかうつもりなら、よそでしてお……」


    「からかうつもりなんかないよ？」


    　俺の声は真剣だった。


    「そ、んなつもりで言ったんじゃない、それに、それに、ガユスにはジヴがいるって……」


    　反論とともに戻された女の眼を、俺は逃のがさない。


    「俺の前では、人格変化という照れ隠しをしなくてもいいよ？」


    　左手を伸ばして、ジャベイラの右頰に触れる。女は一瞬雷らい撃げきに打たれたかのように震えたが、俺の手を撥はね除のけなかった。


    「ああこれ？　ジャベイラが思っていることとは違うよ？　これは日頃の感謝と尊敬の印だ」


    「でも、その……」


    　言葉は途切れ、ジャベイラも最後には瞳を閉じた。俺の手は女の頰に添えられたまま。女は俺の顔のさらなる接近にも抗あらがわなくなった。


    「この尻しり軽がる男おとこ、また浮気をっ……！」


    「てめっ、このっ！」


    　叫びとともに、扉を撥はね開けて飛びこんでくるジヴ、そしてもう一方の扉からはイーギーの姿。二人の頭頂に、乾いた音を立てて人形が落ちる。


    　白金の髪にピャッポー君が、橙だいだい色の髪にピャッピーちゃんが刺さり、奇跡のように直立。


    「おお、アルリアンと人形による二組の奇跡の競演。これは審査員の芸術点も高いはず！」


    　人形たちは例の虚うつろな笑顔で敬礼していた。


    「侵入者の撃退、ご苦労様」と、無機物の勇者たちの奮闘に、俺も小さく敬礼を返す。


    　ジヴとイーギーの目線と俺が出会う。事態を把は握あくできずに、イーギーは凝結していた。ようやく状況に気づいたジヴの、美しい唇が震える。


    「また、また、私を……？」


    「うむ」


    　俺は重々しくうなずいてやる。


    「ジヴは俺のあとをつけて、事務所の出入り口での罠わなに引っかかった。だから次に自分はつけてこないだろうと俺が考える、と考えたジヴがつけてくるだろうと思ったとおりだね。出入り口が二つあったので両方に設置したら、おまけにイーギーまで釣れたのは幸運だった」


    　解説して足止めしていると、やっと第二の罠が作動。扉の上の屑くず籠かごが倒れ、ジヴの頭に落ちる。奇跡的に、屑籠の口がジヴを頭から飲みこんでいく。


    「あ、映像を記録しておくんだった。子孫たちに伝えていく人類の文化遺産になったはずなのに、実に惜しいことをした」


    　頭に屑籠を被かぶったジヴが、落下の衝しよう撃げきに押されるように足元がふらつき、膝ひざを床についた。上半身を支えきれずに、床に手をついた。


    「これで三回目、ジヴはよく転がるものですなぁ」


    　あまりに悲ひ惨さんなジヴの事態に、全員が黙りこむ。ものすごい沈黙が室内を支配した。


    「あの、これはどういうことだ？」


    　自らの頰ほおに手を当てて、ジャベイラがつぶやく。俺は左手で摑つかんだものを見せてやる。そこには小さな小さな紙片。


    「頰にゴミが付いていたからね。取ってあげようと思ったんだよ」


    　なにかを言おうとして、ジャベイラが唇くちびるを開け、閉じた。


    「そうか〈愚ぐ者しやの日〉だったね」疲れたような溜ため息いきのあと、ようやく女が続ける。「だけど、そういうことは噓うそでも傷つくかもしれぬよ」


    「すまない」俺は素直に謝罪しておく。「でも、こういうバカみたいなことを楽しめる関係って、ちょっといいだろ？」


    「いや、それはちょっと、ねぇ？」


    　ジャベイラが苦笑する。笑いより苦みが濃い表情だった。


    「でも、私も早く次の恋人見つけるべきなのだろうな」


    　ジャベイラが立ち上がって、俺に寂しい笑顔を向ける。


    「あなたみたいな噓つきではなく、真ま面じ目めで誠実な恋人を、ということだけどね」


    「そりゃそうだ」


    　ジャベイラがかすかに悔くやしげな顔をし、傍かたわらのイーギーは呆ぼう然ぜんとしていた。そしてお尻を突きだした姿勢のままで、屑籠を頭から被ったジヴが硬直していた。


    「……納得いぃかなぁい」


    　地底の底から響くような怨おん念ねんの声に、全員の視線が集中する。


    　獣のように床に這はったジヴ。屑籠を被ったままの頭部が、ぎりぎりと音を立ててこちらを向いてくる。


    「私だけが騙だまされるのはぁ納得いぃかなぁぁい」


    　屑籠の隙すき間まから覗のぞくのは、爛らん々らんと光る緑の双そう眸ぼう。


    　血に飢うえた肉食獣の眼光に、歴戦の咒じゆ式しき士したちですら一歩後退した。


    「ガユス、あの目は、あの惨劇のときの……」


    「あ、ああ、黒ジヴ様の顕けん現げんだ。逆らってはならないっ！」


    「ガぁユス、ジャぁベイぃぃラ先輩、私にぃ騙だまされなさぁぁい！」


    　ジヴが地の底から響く低い声で宣告した。ジャベイラはそれでも反はん駁ばくした。


    「いや、その、今から騙すと言って騙されるアホはいないと思うけど」


    　頭に屑くず籠かごを被かぶったジヴが、放たれた弾丸のようにこちらに向かってきた。手足を虫のように蠢うごめかして這はってくるジヴが跳ね、ジャベイラを押し倒した。


    「だーまーさーれーなーさーい」


    　ジヴに覗のぞきこまれたジャベイラは、極限の恐怖に顔を歪ゆがめていた。


    「はい、はい、騙されますから、許してくだ、くださいっ！」


    　ジャベイラが口の端から泡を零こぼしながら返答し、そして失しつ神しんした。扉を開く音。


    「ガユス、こちらのヒマつぶしが終わったから帰る……」


    　扉から出されたギギナの呑気な顔が、ジヴの状態と屑籠の間で光る眼を見て一瞬で変化。自分がここに来てはいけない、時空を逆転しようと、扉を閉める。閉まるべき扉は、差し入れられたジヴの足で停止させられていた。


    「そおんなに参加したいの？　仕方ないわね、ギギナさんは本当に恥ずかしがりやさんですねえぇ！」


    　扉の把とつ手てを握って閉めようとするギギナと、開けようとするジヴの力の拮きつ抗こう。屑籠頭の向こうに、必死の形ぎよう相そうで首を左右に振っているギギナが見えた。ドラッケン族の腕力も、ジヴが与える恐怖の前に全力を発揮できないらしく、膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。


    　そしてジヴの手は強引に扉を開いていく。扉の間、屑籠頭の向こうに、腕力で負ける自らを信じられないギギナの顔が現れた。目には驚きよう愕がく。


    「これほどまでの修しゆ羅らの目がこの世にあろうとは……！」


    「ギギナさんも、するよね？」


    　ジヴの強制に、ギギナがうなずいた。相棒の瞳になにが見えていたのか、永久に知りたくなかった。屑籠頭が振りかえった。


    　網目の間から、緑の業ごう火かが俺を見据えた。


    　ああ、俺はこの後何日も、この目の悪夢を見てうなされるだろう。


    「あなたもやるわよね、ガユス？」


    　首を何度も縦に動かして、俺は従うしかなかった。書類のことは忘れよう。


    



    



    　ラルゴンキン咒じゆ式しき士し事務所の二階には、中庭が広がる。いくつもの円を描く模様となるように煉れん瓦がが敷きつめられた床。庭園のところどころに植物が植えられ、緑の枝葉を伸ばしていた。木陰には、いくつもの長椅子ベンチが設しつらえられていた。


    　中庭の四方は建物の壁や扉に囲まれていた。窓からは行き交かう咒式士や事務員たちの姿が見下ろせた。五階まで吹き抜けの天井は、一面のガラスになっている。夕方近くの赤味を帯びた陽光が降りそそいでいる。


    　さて、ジヴの提案でヒマなアホども、学名：哀れな犠牲者たちが集められていた。俺にギギナ、ジャベイラとイーギーといういつもの面々である。


    　中庭の長椅子ベンチや、出入り口には何人かの見物人が立っていやがる。ラルゴンキン事務所にもヒマな連中がいるらしい。一方で、壁に凭もたれるギギナの顔には、不ふ愉ゆ快かいな疑問。


    「なぜ私まで巻きこまれねばならないのだ？　私はこういうことが、まったく好きではないのだが？」


    「今さら引きかえせない。文句があるならジヴに言えよ」


    　ギギナの顔が動き、ジヴを眺ながめ、そして戻ってきた。沈黙。無理らしい。


    「あと、人数が多いほうが被害も分散されていい感じ。俺たちが助かる」


    　小声で説明してやると、ジャベイラとイーギーとうなずく。対してギギナの美び貌ぼうが曇る。


    「貴様らの目的と動機が皆かい目もく分からぬ。この頭の悪さ、全員人間ではない」


    「ドラッケン族なんてルップフェットな存在は、人類には入らないからな」


    「そう言うイーギーさんも、人類かどうか微妙なアルリアン人でしょう？」


    「いや、ジヴも半分アルリアン人だよ？　天然で自己否定していますよ？」


    　俺の突っこみに、ジヴが鬼相を向けてくる。もちろん目線は逸そらした。ジヴ怖い。


    「まずは遊ゆう戯ぎの規則。ガユス、発表しなさい！」


    　中庭にいる全員を睥へい睨げいしつつ、ジヴが命令した。俺の身が竦すくんだ。無関係なラルゴンキン事務所の連中の肩まで竦んでいた。


    「ええと、前みたいに集団で協力したり裏切ったりする遊戯だと仲が悪くなるのでやめよう。ただ適当な組みあわせで順番に噓うそをついていくだけ。本当のことを言わなければ勝ちというだけにします。ええと例で言うと……」


    　俺は隣となりのジヴの尖とがった耳へと囁ささやく。


    「ジヴ、愛しているよ」


    「ちょっ、他人がいるところでなにっ……」


    　頰ほおから耳までを真っ赤にしたジヴが、次の瞬間、沸ふつ騰とうして「それを噓の例とするなっ！」と俺の右みぎ太ふと腿ももを蹴けってきた。痛みに耐えながら、俺は説明を続ける。


    「ええと、痛っ、このように怒っても負けで、痛いってジヴ、筋肉で守られていない膝ひざ裏うらは蹴らないでっ！　格闘家みたいに急所を的確に蹴ってこないで！」


    　俺は右手でジヴの足を摑つかんで、ようやく停止させることに成功した。


    「大事なことを言いなさい」


    　ジヴにうながされて、俺は最後の規則を伝える。


    「ええとその、肝かん心じんなことは、本当のことを言った人は、罰ばつを受けてもらうということだ」


    　途端に、ジャベイラとイーギーの顔が青ざめる。逃げだそうとするイーギーの右肩を、ジャベイラの左手が摑む。泣きそうな顔のイーギーを、ジャベイラの決意の目が睨にらみつける。


    「逃げるなイーギー。これは好機なの！　ここであの魔女を倒さないと、私たちは救われない。忘れたの？　あの悪夢にうなされる辛つらい日々をっ!?」


    　イーギーが恐怖に目を見開いて、首を左右に振りたくる。


    「忘れない、あの屈くつ辱じよくと恐怖を忘れられるものかっ！」


    「いやそのなんだ。拷ごう問もんもあった強制収容所を生きぬいたアルリアン人が怯おびえるって、俺が帰った後になにがあったの？　いや本当に教えてほしいのだけど？」


    「貴様こそ、魔女ジヴーニャの最後の餌え食じきだったと聞くが？」


    　ギギナの言葉に、俺の体が震えだす。


    「え？　そうだったのか？」


    　俺はあの日の記憶を封印していて、意識の表面に出さないようにしている。それでも尋ねられただけで体が勝手に震えだしていたのだ。深い恐怖は体の奥に刻みこまれて、消え去ることがなかった。


    「すまぬ。訊くべきではなかったな」


    　ギギナが同情の声をあげる。俺は両手で自らを抱きしめて、震えを止める。本当にあのとき、ジヴは俺になにをしたのだろう？


    「じゃあ始めるよ」


    　ジヴの朗ほがらかな笑顔に、俺の心が全力の危険信号を発していた。無関係な見物人であるラルゴンキン事務所の連中も、異質な雰ふん囲い気きを感じたようだ。所内が徐々に押し黙っていった。歴戦の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちも、戦線を支えてきた熟練の事務員たちも、凄せい惨さんな戦を予感したのだ。


    　ジヴを騙だまして怒らせ、我慢の限界を越えさせてしまったことを、俺は早くも後悔しはじめていた。見極めを誤ったのだ。だからといってジヴは止まらない。中庭の中央で、適当に籤くじ引びきして対戦相手を決めてみる。


    　初戦はジヴ対ギギナとなり、俺たちは一気に緊迫した。


    「さて、ギギナさんには、うちのガユスがお世話になっているからお礼をしないとね」


    「竜を狩るドラッケン族の戦士が、攻性咒式士でもない、しかも女ごときに負ける理由がない。先にやるがいい」


    　ギギナがジヴの先攻を譲ゆずった瞬間、俺には結末が分かった。果たして分からない人間がいようか？


    　俺たちと見物人が固かた唾ずを呑のんでいるなか、顎あごの下に手を当て、ジヴは質問を考えはじめた。考えつかないらしく、眉まゆを寄せ、その場で円を描くように歩きだす。


    「ギギナさんはたしかトラッケン族でしたよね。そこから問題を出して本当のことを言うように引っかけたほうがいいよね」


    　ジヴは自問自答する。問いかけが出ずに、ギギナの顔に苛いら立だちが浮かぶ。


    「トラッケン族は戦闘民族で変な風習だし、トラッケン族って、いったいなにが弱みなのかな？」


    「女、こちらから問いの材料を引きだすような手には引っかからない。それに私は『ドラッケン族』だ。間違え……」


    　悩んでいたはずのジヴの表情が、勝ち誇る笑みに一変した。目を見開いて、ギギナは自らの敗北を悟っていった。瞬しゆん殺さつだった。迷っているように見えて、すでに問いかけており、ギギナはわざわざ自らの民族名を正してしまったのだ。


    　見物していたラルゴンキンの咒じゆ式しき士したちも、愚おろか者ものを見る眼でギギナを眺ながめていた。そして鮮やかな勝利を得た、ジヴへ賞賛の眼を向ける。


    　俺は悄しよう然ぜんとしたギギナの肩を叩いてやる。


    「落ちこむなよ、勇ゆう敢かんな『トラッケン族』の戦士よ」


    　ギギナが裏拳を放ってくるが、前もって分かっているし、いつもの勢いがないので余裕で回避。


    　拳こぶしを放ったまま、戦士は中庭に立ちつくしていた。ギギナの横顔は憂ゆう鬱うつで、中庭に孤独な戦士の敗北の叫びが漏もれた。


    「私には、誇り高きドラッケンの戦士には、こういう遊ゆう戯ぎは向かないのだ」


    「はい、負け犬の遠とお吠ぼえはそこまで、以後はどこか別の場所で吠えてくださいな。見知らぬ負け犬仲間が、傷どころか尻の穴まで舐なめてくれますからね」


    　ジヴは笑顔だった。


    「さぁ、私たちだけが楽しい罰ばつの時間ですよ、誇り高きドラッケンの戦士さん。せいぜい愉ゆ快かいに踊ってくださいな」


    　ジヴの笑みには、人間として大事な心というものがどこにも見つからなかった。


    



    



    　夕方から夜に移ろうとする紫色の刻とき。


    　鞄かばんを提げた少年は、いつものようにラルゴンキン咒式士事務所の前を通りかかった。安全な道なので、塾の行き帰りにはここを通るようにと母親に指示されていたからだ。


    　少年がビルを見上げると、二階の窓に人影が連なっていた。部屋の灯りを背に、攻こう性せい咒式士に事務員、さまざまな人間が少年を見下ろしていた。


    　窓に並ぶ人影の中央、尖とがった耳に白金の髪の美女が、女王のような優雅さで手を挙げた。女の指は、少年のほうへと向けられた。


    　自らが指で示されたと思った少年が戸惑う。しかし指先が違う方向を指し示していることに気づいた。指先が示す場所を正確にたどっていくと、不思議なものを発見した。


    　道端には男が立っていた。長身に鋼はがね色の髪をしたドラッケン族の男は、上空に向かって右手を伸ばしていた。指先は月光に染まって青白くなっていた。


    　天へと手を伸ばしたまま、ギギナは垂直に跳ねた。右手の五指は、なにかを求めるように虚空を摑つかみ、そして当然のように大地に引きもどされて足が着地した。


    「お兄、さん、なにしている、の？」


    　子供は当然の疑問を投げかけた。ギギナは振りむいた。激情を抑えつけた表情。そして強こわ張ばった笑顔で言った。


    「私、私は、その、お、お星さまと握手しようとしていたのだ」


    　途端に、子供の顔に深い憐あわれみの色が浮かんだ。ギギナが助けを求めるように、二階に並ぶ俺たちへ視線を上げる。


    　だが、俺たちは、とくにジヴは「ギギナ、次、次」という意志を目線で伝えるだけ。


    　ドラッケン族の銀の瞳に深い悲哀が浮かび、そして、決心した。勝てない戦いに挑む、戦士の眼だった。


    「よ～し、自分で自分を持ち上げてお星さまのところまで行っくぞ～。そこでお月様に腰掛けて、お星さまたちの海でひと泳ぎ。そしてお星さまとお月さまと、好きな子の聞きあいっこをするんだぁ☆」


    　ギギナの表情の壮絶さは筆ひつ舌ぜつに尽くしがたかった。少年は、幼いながらも憐れみの心を知っていた。


    「……あの、お兄さん」それはとても優しい声だった。「人生辛つらいことが多いだろうけど、くじけないでまっとうな道を進んでくださいね？」


    「違っ、これは違うのだ。私をそんな汚れのない瞳で憐れまないでくれ……」


    　子供は「分かっていますよ」と憐れん憫びんに満ちた目でうなずき、身をひるがえした。


    　そして言葉とは裏腹に、少年は全速力で逃げていった。


    　道路に残っていたのは、ギギナの孤影。


    　窓から見ていた俺たちは、腹を抱えて笑っていた。


    「おーいギギナ、早くお星さまに触ってくれないと終わらないよ」


    　俺が嘲ちよう弄ろうの声を浴びせていると、ジヴが傍かたわらでつぶやいた。


    「そこの道端に転がっている台に乗れば、ぎりぎり届くんじゃないかしら？」


    　ジヴの残ざん酷こくな指示に、俺は吹きだしてしまう。ラルゴンキンの咒じゆ式しき士したちは、なぜか硬直していたが。


    　星を摑つかもうとすること、ついに八十三回目。


    「ああ、限界だ」


    　ギギナの自尊心が崩ほう壊かいし、瞳どう孔こうが回転。体が傾斜していく。重々しい音を響かせ、ギギナの長身が道路に倒れた。


    「は、八十三回もやらせるジヴって凄すごいなぁ」素直な感想が俺の唇くちびるから漏もれていた。「幼少時に、なにか重大な脳の欠損か精神的外傷を受けたとしか思えない性格だ」


    「あら、なにか言ったかしら？」


    　ジヴの視線が向けられただけで、俺は黙りこむ。


    「口は災わざわいの元、口は災いの元」と心のなかで呪文を唱えておこう。


    



    



    　すでに噂うわさが噂を呼んでいた。


    　ラルゴンキン咒じゆ式しき士し事務所で手が空いているものたちが、二階の中庭に集結していた。


    　中庭を見下ろす建物の窓には、攻こう性せい咒式士や事務員、整備士たちまでもが参加し、身を乗りだして見物しようとしていた。


    　中庭では二回戦、ジヴ対イーギーの一戦が始まろうとしていた。


    「行けイーギー！」


    「攻性咒式士の力を見せろ」


    　見物人たちが勝手な気勢をあげる。社内行事で運動会があることから疑っていたのだが、ラルゴンキン咒式士事務所の連中は、お祭りが大好きなことが判明した。うむ、商機の予感。


    　騒いでいても、中庭の中央に向かうものは誰一人としていない。すでに全員が理解していたのだ。中庭中央は戦士のみが上がることを許される、神聖な決闘場なのだと。


    　野や卑ひな応援の声だけが響く。


    「勝てよイーギー！」


    「アルリアン同士で、男が女に負けるなよ！」


    　ジヴは祖父がアルリアンなので、純粋なアルリアン人ではないのだが。どうでもいい。すでに見物料をとりはじめている俺としてはなんの文句もない。書類のことも忘れた。


    　ギギナは中庭の隅で膝ひざを抱えて座り、放心状態で天を仰あおいでいる。唇くちびるが動いているので、読どく唇しん術じゆつで解かい析せきすると「違う、断じて違う。先ほどのあれは私ではない。本当の私はどこか別の場所にいて、今の私は本当の私ではない仮の姿。だからあれは違う」と言っていた。


    　ちょっと怖いので、視線を広場の中心に戻す。対たい峙じするジヴとイーギーの二人を眺ながめると、すでに格の違いが明確に表われている。


    　いきりたつイーギーの視線を、ジヴは王者の風格と余裕を湛たたえた笑みで迎えていた。


    「アルリアン人の男は口先だけのドラッケン族とは違う。こんな女の口撃くらい受けきってみせるっ！」


    　イーギーの威い勢せいに、ジヴの表情が一変した。年下の男の子には優しくしてあげようという笑みが、死刑執行人の冷れい酷こくな笑みに。


    　微ほほ笑えみの凄すさまじい圧力に、見物人たちが息を呑のむ。禍まがつ式しきを、竜を倒し、どんな〈異い貌ぼうのものども〉にも立ちむかっていく、歴戦のラルゴンキン咒式士事務所の面々が気け圧おされていた。


    「ガユスはどちらが勝つと思う？」


    　ジヴが柔らかく問うてきた。


    「黒ジヴ対イーギーだと、龍と蟻ありの決闘としか思えないでありますです」


    「恋人を黒とか言うなっ」


    　ジヴに蹴けられて、俺は前に出る。振りかえると、ジヴの瞳には冷静な意志が宿っていた。対してイーギーは憤いきどおっていた。


    「早く始めろ」


    「では、こちらからでよろしくて？」


    「早くしろ」


    　観客たちは大喜びしたが、俺は啞あ然ぜんとする。もちろんイーギーは、前回のジヴの勝利を偶然だと思っているわけではない。ただ傍そばにいるジャベイラにいい格好を見せたいのだろう。


    　青年、それは勇気ではなく単なる無む謀ぼうだ。


    　ジヴの艶つややかな唇くちびるから、優しい問いかけが放たれる。


    「ではイーギーさん」一片の激情もない計算の瞳。「今このときこの場所にいるあなたは、隣の人を愛していますか？　愛しているか愛していないかで答えるだけでいいわ」


    　左右を眺ながめたイーギーが硬直した。青年の右隣にいたのは、ジャベイラだからだ。


    　窓に並ぶ観客達は、そろって不思議そうな顔をしている。だが、俺には分かってしまった。ジヴの精せい緻ちで邪悪な策略が。


    　ここで本人の気持ちの問題だから、回答者がどう答えてもいい質問だと思うのは素人しろうと。これは詰みの手なのだ。


    　まず「愛している」と言うとする。答えが真実の逆で隣の人間が嫌いだから自分の勝ちだと、イーギーは言えない。


    　好意を寄せているジャベイラ当人が、イーギーの右隣にいるからだ。


    　イーギーは決心し答えようとして口を開き、閉じる。また勇気を奮ふるい起こして口を開いては、閉じられた。その迷い自体がムダであることがまた哀しい。


    　だって、ジヴはどちらの発言をしても、イーギーの心を殺す気なんですもの。


    　逆に「愛していない」と言うとする。それが真実の逆で好きだということもできない。


    　そう、イーギーの左隣には、俺が立っていたのだ。


    　もしそう言えば、ジヴは「イーギー君の男色趣味宣言ね」と曲解した叫びを吹ふい聴ちようするだろう。それも、ここラルゴンキン事務所の面々だけではなく、エリダナ中に。


    　ジヴは「隣」とは言ったが、それが「左右どちらの隣」なのかを限定していない。答えを二択にしたが、どちらの発言でも追い打ちでイーギーを瞬しゆん殺さつできる。


    「愛しているというのは噓うそで、本当は嫌い」を通してジャベイラに嫌われるか「嫌いというのは噓で本当は愛している」と同性愛者宣言に誘導されて、ジャベイラに嫌われるか。


    　まさにこのとき、この場でイーギーとジャベイラの位置と、青年の精神的弱さを見越してしか発動できない言葉の罠わな。ああ、甘あま酸ずっぱい青春を人質にとった陥かん穽せい。


    　唯一の脱出路は、ジヴの追い打ちをつぶすべく、自分で宣言すればいいだけ。


    「そうではない、俺が好きなのは……」と、そのあとを続ければというだけのことだ。


    　だが、当人と仕事仲間の衆しゆう人じん環かん視しのなかで告白する勇気が、イーギー青年にあるだろうか、いやない。だからこそのイーギーの煩はん悶もんなのだ。


    　すべての状況と設定を考こう慮りよしたジヴのたった一言で、イーギーは完全に詰まれていた。


    　善意にとれば、ジヴがイーギーの意思表明を後押ししているようにも見える、ところがまた性格が悪い。もちろん、今のジヴにそんな優しい心など存在しない。


    　証拠に、ジヴの横顔には悪意しかなかった。イーギーの懊おう悩のうを、他人の苦痛を完全に見せ物として楽しんでいる地獄の拷ごう問もん吏りの表情だ。


    　ちょっと待て。もしかして俺に「どちらが勝つと思う？」と問いかけたのは、俺が不用意なことを言うのを見越し、蹴けりを入れて位置誘導をするためだったのか？


    　俺の背中に冷や汗が滑り落ちていった。俺は自らの恋人を眺ながめてみる。ジヴの精神は地獄製ですか？


    　ジヴの瞳が俺を眺めた。「私の思考を理解したあなたは不幸ね」という翡ひ翠すい色の氷の瞳だった。もちろん、俺は声に出して指摘するようなことなどしない。するものですか。


    　たしかにジヴは騙だまされやすい。しかし黒状態に入ったときのジヴは違う。他人の精神を破壊することにかけては、俺など足元にも及ばない腕前を持つ。


    　黒き魔女皇の餌え食じきとなった、憐あわれなイーギーの苦悩が続いていた。アルリアンの青年の額ひたいには、脂あぶら汗あせが滲にじんでいた。酸欠しているかのように唇くちびるが開閉して喘あえぎ、決断しようとする。


    　ついにはイーギーの膝ひざが落ちる。続いて手が床についた。うつむいた頰ほおの色は、蒼白に近い。


    　彼には、どうしてもできなかったのだ。


    　だけどその調子だと、君の淡ーい感情はどこまでも実らないことを、永久品質保証。決断できなかった青年の顔には、凄すさまじいまでの自己嫌けん悪おが浮かんでいた。


    「どうしたイーギー!?」


    　ジャベイラが駆けより、イーギーを助け起こす。意外に大きな女の乳が、イーギーの肩に当たっている。


    「あの女も、見ようによってはとんでもなく残ざん酷こくだなぁ」


    　俺の唇から正直な言葉。眼前では、ジャベイラによるイーギーの救助が行われていた。


    「儂わしを嫌いということくらい、言ってしまえ。そんな言葉など気にしないから」


    　ジャベイラの天然もそこまでいくと、なにかの刑法に引っかかる、と内心で告発しておく。


    「そう、そんな言葉で、わたしたちの関係は揺らがない」


    　久しぶりにまともな人格のジャベイラの言葉に、イーギーの顔が跳ね上がる。顔には唯一の希望を見つけた晴れやかさ。


    「来年も、その来年も未来永えい劫ごう、私とイーギーの熱い友情は続くからね！」


    　ジャベイラは優しく微ほほ笑えむ。ああ、かわいそうに。イーギー君への死刑宣告がごく自然にされていたのだ。


    　イーギーも笑っていた。真っ黒な絶望の笑みで。乾燥しきった笑みに亀き裂れつが入り、崩ほう壊かいしていく。青年の唇からは、遺ゆい言ごんめいたか細い声。


    「ジャ、ジャベイラ、俺は、俺の生きかたは間違っていなかった、よな？」


    「イーギー!?」


    　呼びかけも虚むなしく、ジャベイラの腕のなかでイーギーの首が折れ、失しつ神しんした。そしてそのまま起き上がってくることはなかった。


    「あれ？　これって私の勝ちかしら？」


    　ジヴは手を打ちあわせて喜ぶ。偶然の勝利に喜ぶ、汚けがれのない少女のような表情を浮かべていたジヴが、また怖い。


    「じゃあ、規則だから、決まりだから、仕方なく、イーギーさんに罰ばつをくださないとね」


    「失神したイーギーに罰は必要ないだろう！　もう、もう充分だ！」


    　さすがの俺もイーギーを庇かばう。これ以上は死者が出る。背後からは不気味な声。


    「イーギー、おんどれの仇かたきは取っちゃるけんのう！」


    　意識のないイーギーを抱きかかえたジャベイラが、憤ふん怒ぬの瞳でジヴを睨にらみつけていた。


    　どうやらジャベイラの脳内世界では、イーギーは死んだことになっているらしい。涙に濡れたジャベイラの瞳は、ジヴを真まっ直すぐに見据えていた。


    　二人の女の視線が激突し、不可視の火花を散らす。


    「えーと、どちらかというと、とどめを刺したのはジャベイラの一言ではないか？」


    　俺の真実の一言は、盛りあがる観衆の歓声の前にうやむやにされた。あと、楽しい噓うそをつく戦いだったということは、もう全員がきれいさっぱり忘れているんだろうなぁ、とも確信した。


    



    



    　中庭には、夜を圧する熱気が渦うず巻まいていた。中庭の四方の出入り口や建物の窓には、咒じゆ式しき士しに事務員に整備士だけでなく、御用業者、顧こ客きやくらしい背広姿までもが加わって、鈴なりに物見高い顔を並べていた。


    　そう、ジヴとジャベイラの頂上決戦を見るためだけに人々が集まっていたのだ。


    「ジャベイラさんは我が事務所の三番隊の隊長、負けるわけがないね」


    「バカ、相手をよく見ろ。あの風格、あの顔。ただの女じゃねえ。千人は殺していないと、人間はあんな他人を虫としか見てない眼にはならねぇ」


    「ジャベイラ隊長だって、千の人格を持ち、パンハイマと死闘を繰りひろげた豪ごう傑けつだ！」


    「待てよ待て、白金の髪に緑の炎の瞳、尖とがった耳。あれは、まさかっ!?」


    　男の顔に驚きよう愕がくの色が広がる。


    「そうだ、相手は噂うわさの魔女だ！　ジャベイラ姐ねえさんとイーギー隊長を一時期廃はい人じんにし、あの解かい剖ぼう女医ツザンの精神を砕くだいたという、本物の悪魔、黒き魔女皇だ！」


    「いや、だからこそジャベイラ姐さんの勝ちだ。あのあと、姐さんは魔境ゴルゴス山で山やま籠ごもりをし、厳しい修行に挑んだのだ」


    「その話は俺が話そう」列の間に、青年が歩みでる。「迎えにいった俺が見たのは、隻せき眼がんの灰色熊、あの〈ゴルゴス山の羅ら刹せつ〉を拳こぶしで殴なぐり倒す姐さんの雄ゆう姿しだった。あのとき、姐さんは拳神の境地を悟ったのだ」


    「素人しろうと判断だな。あの仕上がり、あの足運びの軽さ。あの噂うわさの女が五体満足である以上、地上に敵はいない。玄くろ人うとのワシは、黒き魔女皇の勝ちに入れるな」


    「なんの玄人だっての！　俺はやっぱりジャベイラ先輩の勝利を信じるね」


    　見物人たちが議論を交かわす。


    「はいはーい、賭かけはこちらで受けつけております」


    　見物人の間を、掛け金を受けつける箱を抱えた俺が歩いていく。


    「掛け率は、密林で人喰いオオアリクイに育てられ、千の人格変化を持つ女咒じゆ式しき士しが三・二一倍。いまだ無敵無敗の、赤子殺しをしないと目覚めが悪く、老人殺しをしないと寝つきが悪いという黒き魔女皇が、一・二五倍となっております」


    　歩くたびに次々と突っこまれる賭け金で、箱はすでに二つ目だった。ああ、胴元の取り分だけでかなり儲もうかっています。


    「なんの騒ぎですかこれは？」


    　今帰ってきたらしいヤークトーが中庭に姿を現す。機械ながらも、胡う乱ろんな眼で騒然とした周囲を見つめていた。書類を届けに来たはずが、お祭り騒ぎになっていた。


    「いや、お遊びだから大目に見てくれよ」


    「あまり大事にしないように。この遊びを容認するのは、今日はもう仕事がないからというだけのことです」


    「はいはい老ヤークトーは口うるさいことですな」


    　俺の軽い返しに、ヤークトーの仮面に揺らぎが浮かぶ。どうやら本人も言いすぎたことに気づいたようだ。さすがに自分のことが分かっているらしい。


    「それがあんたの役割だとは分かっている。ついでに訊いてみるけど、分ぶん析せきの専門家である千せん眼がん士しはどちらが勝つと予想する？」


    　千眼士の仮面に嵌はめこまれた六つの機械の眼が明滅し、結論を出した。


    「あなたの賭け率が妥だ当とうなようです。ですが」ヤークトーの声には不安が滲にじむ。「このまま続けても、あまりいい結果にならないような気がします。二人の心には不確定なものが多すぎる。ならば私は退散しますよ」


    　老咒式士はそれ以上の明言を避け、口を閉ざして去っていく。気にせず、俺は賭け金の計算をしだす。うむ、今月は黒字になるかもしれない。


    　視線を動かすと、中庭の端、木陰の下にある長椅子ベンチの上に、イーギーが身を横たえていた。


    　菫すみれ色の髪と目の女咒式士が傍かたわらにいて、水を入れた杯はいを差し出す。


    「大だい丈じよう夫ぶですか、イーギー先輩？」


    　潤うるませた眼まな差ざしを相手に向けて介かい抱ほうするという、慎つつましやかな女を演じている。あれは、自然な気遣いに見せかけたやり手の女だ。イーギーが上半身を起こし、杯を受けとる。


    「ありがとうよ、リノン」


    　礼を言ってイーギーは一気に水を飲み干す。対して女の肩が落ちる。足元までもがふらついていた。


    「どうしたリノン？」


    「……いえ、なに、もありませ、ん」


    　空からの杯を受けとった女咒式士は、悄しよう然ぜんとした足取りで去っていく。唇くちびるは「わたしの名前はリャノンですって。まだ名前すら覚えられてないって！」と零こぼしていた。中庭の西出入り口に到達したとき、顔が跳ね上がった。「こ、こうなったら寝込みを襲おそって既成事実を作るしかない！」と怖い発言をしていた。


    　……あちらはあちらで複雑らしい。


    　最後の決戦の中庭を見る。南の出入り口に、いつの間にか椅い子すが用意され、ジャベイラが座っていた。攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが、女戦士を囲んで檄げきを飛ばしていた。


    「いいかジャベイラ、相手は一度あんたを倒したが、今のあんたの敵じゃない！　あの地獄の特訓を、師し匠しようの虐ぎやく殺さつ仙人の教えを思い出せ！」


    「なにもできないくせに、現場に文句をつける軟弱な事務員など打ち倒せっ！」


    「慈じ悲ひと情けのすべてを捨てろ。虎とらだ、虎になれ、それも残忍で獰どう猛もうな人喰い虎に！」


    「分かっている。分かっているとも」


    　肩に掛けられた布を跳ね除のけ、ジャベイラが立ち上がる。


    「この一戦、私の勝利に、この星の生きとし生けるものたちすべての希望と未来がかかっている！」


    　ジャベイラ陣営が歓呼と蛮ばん声せいをあげて、希望の戦士を送りだす。ジャベイラの瞳どう孔こうは回転し、停止した。


    「キシャー、コロスコロスコロスコロスコロス！　ジヴーニャ、トテモワルイ。ジャベイラ、トテモセイギ、マホウショウジ、ピガガガ、ショウジョハサスガニゴニン、カイザン。ダカラトニカク、ジヴ、コ・ロ・スッ！」


    　どうやら殺人機械で魔法少女（少女という単語は故意に無視した模様）とかいう、もう説明のしようがない人格を捜しあてたようだ。


    「あちらはあちらでアレ的にアレな雰ふん囲い気きになっているなぁ」


    　俺は中立でいたかったので、中庭の隅に移動する。一歩を踏みだした瞬間、微弱な熱線が当てられているかのような、かすかな痛みを右みぎ頰ほおに感じる。


    　熱線の発信源をたどると、殺気をこめたジヴの視線があった。北の出入り口には、ジャベイラと同じように椅子に座るジヴがいた。優雅に長い足を組んだジヴの眼は「あなたはどちらの味方？　味方以外は死刑よ？」という中世の異端審問官なみの主張をしていた。仕方なく、俺は北に向かう。


    　どうやら事務員たちがジヴ陣営らしく、周囲に制服姿が群れていた。傍かたわらにいた事務員から酒しゆ盃はいを受けとり、ジヴが唇くちびるをつける。真紅の葡ぶ萄どう酒しゆを[image: ]えん下かし白い咽のどが動く。生き血を啜すする悪鬼に見えたのは、俺の幻覚なのでしょうか？


    「魔女皇様、事務員を軽くみる野や蛮ばんな攻性咒式士たちを、その偉大な魔力でこらしめてくださいませ！」


    「あいつら強い＝偉いとでも勘違いしているんですよ。私たち事務員がいないと、帳ちよう簿ぼ記帳すらできないくせに！」


    「魔女皇様万ばん歳ざい！　子豚の邪神様万歳！　攻性咒式士などという異教徒どもは皆殺しっ！」


    　神にかしずく信徒のごとく、事務員たちはジヴの周囲に片かた膝ひざをつく。


    「こちらもこちらで、かなりアレ的にアレな雰ふん囲い気きになっているなぁ」


    　どうやら、この一戦は、ラルゴンキン咒式士事務所の、攻性咒式士と事務員の代理戦争の様相を呈ていしてきたようだ。俺も、ジヴ陣営として声をかけることにした。


    「ええと、その、あれだ。がんばってね？」


    「がんば、る？」空からになった酒しゆ盃はいを掌てのひらで回し、ジヴが艶えん然ぜんと微ほほ笑えんでみせる。「がんばり努力することは、挑戦者の義務にすぎない」


    　空からの酒盃をジヴが落とした。欠けた酒盃が足元に転がる。


    「そして王者の義務とは、愚おろかなる挑戦者を粉こな微み塵じんに叩きつぶし、身の程を教えてやることなりっ！」


    　帝王の台詞せりふとともに、足元の酒盃を踏みつぶしつつジヴが立ち上がる。中庭に、ガラスの破片が撒まき散らされた。事務員たちが両手を下げて床にひれ伏し、手を挙げて、ふたたび平伏し、神の出陣を見送る。もはや宗教である。邪教のほうの。


    「子豚さんの恐ろしさを見せてやる」


    　笑みを浮かべ、耳を尖とがらせたジヴが進んでいった。俺は最後の声をかけようとして、ジヴの唇くちびるから漏もれていた奇声に足が止まった。


    「ぴぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ！」


    　俺は木陰にいた男性陣のもとへと逃げ帰る。長椅子ベンチで休んでいるギギナと、回復したイーギーが見上げてくる。


    「どうした？」


    「ええと、すでに俺の知るジヴはこの世からいなくなったようです」


    　ああ、遠いお空に飛んでいきたい気分。


    　俺たちや観客どもが注視するなか、南北の出入り口から、二人の女が入場してくる。


    　二人の足が止まった。中庭の中央で、ジヴとジャベイラが対たい峙じする。


    「怖いなぁ」と傍ぼう観かん者しや気分でいると、背後から押された。俺は押されるままに前へ出た。


    　振りかえると、いつの間にか立っていたギギナとイーギーだった。


    「審判をしろ！　死人を出さないために！」


    「なにかにたとえなくても、あの魔女皇のはりきり具合はおまえの責任だ！」


    　それぞれに俺を責める。勘かん弁べんしてくれよ、と思ったが拒否できる雰ふん囲い気きでもない。横目で窺うかがうと、女二人も俺を審判役だと認めているからだ。


    　しかたなく、ジヴとジャベイラ、二人の間に俺が立つことになる。


    「ついにこの瞬間が来たようねジヴーニャ」


    　ジャベイラが拳こぶしを掲げる。女の一動作で見物人たちが静まりかえっていく。


    「おんどれの黒い性しよう根ねを叩きなおしてやるっ！」


    　対するジヴは、腕を組み、顎あごを上げ、すべてを見下ろす王者の姿勢で立っていた。


    「ジャベイラ先輩が、惨みじめな敗北のあとに落ちこまないことを祈っていますわ。それだけで済ませる気はまったくありませんけどね。ああ、もう公衆の面前で魔法少女以上の罰ばつをさせなくてはいけないなんて、私の心が痛みます」


    　二人の間で空気が撓たわむ。間に立つ俺は、超重力の間に挟はさまれて引き裂かれる気分だった。仕方なく審判らしきことをしてみる。


    「ええと、無理だとは思うけど、いちおう〈愚ぐ者しやの日〉の規則に則のつとって淑しゆく女じよとして戦、いえ噓うそをついてください。奇跡だと思うけど、死人が出なければ俺はすごく嬉うれしいな」


    「知るか腐れ魔ま羅ら。根元から引っこ抜くぞ？」


    「帰って寝てろ無能眼め鏡がね。一日三食、甲こう虫ちゆうの幼虫でも食べているような顔のくせに」


    　開始の合図は、審判の俺への口撃。酷ひどいです。


    　二人はすでに一歩を踏みだし、互いの言葉の間合いに入っていた。死闘は開始された。


    「ジヴーニャは本当にいい子ね。恋人がひょいひょい浮気することが信じられないくらい、魅力的ね」


    「ジャベイラ先輩こそ素晴らしい女性ですわ。そんな人と離婚するなんて、旦だん那な様は正気を失っていたのですね」


    　最初から短くも重量級の言葉の一撃が、互いの急所へと叩きこまれる。


    　肝かん臓ぞうへの拳こぶしを受けたように、二人の女の膝ひざが崩くずれそうになるが、踏みとどまる。


    「ジヴーニャの服選びの感覚には感心するわ。自分の外見や年齢を無視して、婦警や女学生の制服を着る強きよう靱じんな神経は見習いたいわ。まさに豚の神経。ああ、視力に問題があるから鏡を見ても自分の姿が正確には分からないのね。おかわいそうに」


    「いえいえ、私ごときの年では、ジャベイラ先輩のような、異次元生物を意識した見事な着こなしにはなりません。それに、先輩の人格変化ほどは、恥知らずなまでの多彩さにはなれませんわ。ひとつの人格では満足できない、まさに豚のような貪どん欲よくさのみがなせる偉業。見るものすべてが失明しそうなほど神こう々ごうしき姿ですわ」


    　続く一撃はまたも相あい討うち。


    　俺の隣に来ていたイーギーを発見した。アルリアン人の頰ほおが青ざめている。


    「あの、もうすでに噓で相手に本当のことを言わせる勝負じゃなくて、単なる厭いや味みの言いあいのような気がするのだけど？」


    「止やめておけ。真実を告げる役は処刑される役でもある」


    　イーギー青年の素直な感想を制止して、俺は二人の女に視線を戻す。


    　たしかに二人が言っているのは、噓であることは確かだ。しかし、それを最初から明言して褒ほめているから怖い。


    　二匹の猛獣の眼光が、天てん蓋がいの上に広がる夜の闇を圧して光る。優しい噓と見せかけて直球の凶器となった言葉が、相手の急所を抉えぐっていく。


    「ジヴーニャは、ガユスという料理が上う手まい恋人がいて羨うらやましいわ。幸せ効果っていうのかしら？　会社で仕事を教えていたときより、体の線が丸くなって女らしく豊満にふくよかになった。ああ、この前食卓であなたと似たようなものを見たことがあるわ。ええと、あれは子豚の丸焼きっていうのかしらん」


    　女性に「太った」という言葉は禁句だが、なんとも遠回しな指摘ですねジャベイラさん。


    「ジャベイラ先輩こそお綺き麗れいですわ。とくに踵かかとの丸みだけは抜ばつ群ぐんにお美しい。あとはもうおまけのようなものですわ。神々の悪戯いたずらが表われた顔面と頭部を切除なされたほうが、全体の美の均きん衡こうがとれていいかと思いますけど？　この星以外でなら美女で通用するのに残念ですわね」


    　うわ、他に褒ほめるところがない、と言っているようなものですねジヴーニャさん。


    「先ほど給湯室で女性社員がジャベイラ先輩について噂うわさをしていました。『がんばりすぎよね。間違った方向で』とか『言動のすべてが、鼻から白い粉を吸っているとしか思えない』とか先輩の素敵な噂ばかり。先輩は給湯室では人気者ですね。逆の意味で」


    　呼こ応おうするように、ジャベイラの口も加速していく。


    「そうね。自分で流した噂をさも他人が言ったように語る、そんな優しい腹黒さがジヴーニャにはあるものね。だから私も涙を呑のんで、会社員時代に可愛かわいがっていたあなたを向上させるためにがんばった」


    　ジャベイラが黒々とした笑みを浮かべる。


    「当時ジヴーニャがつきあっていた営業のクラナス君にあることないこと教えたり、酔ったジヴが反へ吐どを戻しながら飲み屋の人形を破壊している記念写真を送ったりして、二人を別れさせたくらいがんばったわ☆」


    「要らないお世話を、どうもありがとうございます。ええ、状況証拠しかなかったけど先輩の策略だと思っていました。だから、私も尊敬する先輩のために心を鬼にし、先輩がふざけて研究室を爆破したことを部長に報告しました。その後、無事にこの事務所へ転職できたことは喜ばしいかぎりです。会長が入れ歯を洗った水を、わざわざ秘書課の知りあいから手に入れて、ジャベイラ先輩のお茶に使った甲か斐いがありましたわ。先輩が偉くなれますように、という清いおまじないが通じたようで良かったです♪」


    　新たな過去の因いん縁ねんの開示がされた。二人の関係のように大気がぎっしぎしに軋きしむ。


    「あははは、転職のきっかけのあれ、私が信用して打ちあけたはずのジヴーニャの親切な告げ口だったんだぁ。長年の疑問が解けて良かったなぁ」


    「うふふふ、先輩のおかげでクラナスは私から去っていったんだぁ。クラナスは重役さんたちに気に入られて支店長に昇進し、さらに優しく男前になっているのになぁ。ああ別れさせていただいたことを確認できて良かったなぁ」


    　俺は二人の過去に打ちのめされる。


    「……ねぇ、ジヴーニャさんにジャベイラさん。仕事の先輩後輩で仕事を教えたり支えあったりして、お二人さんの仲が良かった時期を忘れていないでしょうか？」俺は努力する。「むしろ二人の仲が良かった時期が実在したことも疑わしいんですが!?」


    　俺の疑問は、対たい峙じする二人に完全無視された。ジャベイラが先制する。


    「なるほどなるほど、下げ衆すな内面を晒さらして自分の地位を下げることより、相対的に他の全員の地位を上げる。そんなジヴーニャの自己犠牲精神の美しさには頭が下がるわ。美しすぎて。あとはもう美しさは重罪ということで、死を迎えるしかないわね」


    「いえいえ、私ごとき凡人には、ジャベイラ先輩のように、奇行でラルゴンキン事務所どころかエリダナ全体の平均株価を下げるほどの域に達することはできません。先輩は、その身を張って、老人介護の大切さを伝えようとしているのですよね？」


    「なぁに、ジヴーニャのようにこの星から出ていけばいいのに、なんてみんなに思われるのは、並なみ大たい抵ていの才能と努力では不可能な偉業だと思うわ」


    「あらごめんなさい。去年の天気を思い出すことに夢中になりすぎて、先輩の貴重なご意見を拝はい聴ちようできませんでした。あと先輩の美声をまともに聞くと、鳩みぞ尾おちから肝かん臓ぞうが痛くなるので無視しました。長年の疑問なのですが、先輩の声には赤子も泣きだし、[image: ]蝠こうもりも失しつ神しんして落下するという噂うわさは本当なのですか？」


    　二人の女が睨にらみあい、不可視の火花が飛び散る。俺たちは死闘を見ているしかなかった。


    「な、あ、ガユスよ」


    　隣となりに立つギギナが、もつれる舌で俺に呼びかけてくる。


    「我ら男の口の悪さなど、かわいいものだったのだな」


    「あ、ああ、婉えん曲きよくさと悪意の量で、女に勝てる男などいないよ」


    　俺は諦てい念ねんとともに吐きだした。


    「あれが本物の闘士、本物の女！」


    　中庭の隅で、拳こぶしを握っている女がいた。たしかリャノンだとかいう女咒じゆ式しき士し。リャノンの顔には決死の覚悟。


    「イーギー先輩の心を得るには、わたしもあの高みまで上らなければならない！」


    　間違っていますよ、リャノンさんとやら。あれを目指すと、一般的な好みから、激しく逸いつ脱だつするようになるだけですよ、と忠告したかった。しかし俺には気力がなかった。


    　女たち、というか二体の魔人の激闘は続いていく。


    「相変わらず、ジャベイラ先輩は美人ですね。さぞお子さまもかわいらしくて聡明なのでしょうね。元旦だん那な様にだけ似ておられるのなら」


    「あら、ジヴーニャこそかわいいわ。とても立派で他人に自慢できる恋人なんて、すごく羨うらやましいわ」


    　互いに重い一撃。ジヴが俺へと視線を疾はしらせる。俺は視線だけで無言の謝罪をする。


    　ジヴが態勢を取りもどすより早く、ジャベイラが畳たたみかけてきた。


    「別れた旦那は会社経営者だったから、慰い謝しや料りように自宅や高級車をくれたけど、そういうのって寂しいよね。心の痛みはお金なんかでは癒いやせないというのに。あなたたちみたいな、貧しくても愛があって、でも不誠実さを楽しめるような恋人たちが羨ましいわ」


    　出ました。謙けん遜そんと見せかけた自慢攻撃。


    　反撃できないジヴが、俺を睨みつけてくる。烈れつ火かの視線は、俺を激しく責めていた。


    　すみません。たしかに俺という存在が、ジヴの弱点です。


    　女同士の戦いにおいては、主に美び貌ぼうや体型、年齢や服の審しん美び眼がんなどが武器となる。そして、つきあっている男の社会的地位や経済力、顔や身長に誠実さに優しさといったものも勝敗を左右する要素になる。


    　だとすると、ジヴの分ぶは非常に悪い。俺って、そういう一般向けの要素が皆無だし。


    　ジヴが俺を見た。お願いだから、今、この瞬間に出世して優しくなれという熱い瞳で俺を見ないでください。無理無理無理無理、無理だから！


    　俺の言葉に頼らない視線の弁解に、ジヴの目の温度が急降下していった。


    　頼りない俺を武器とすることを諦あきらめた、極北の氷河の目。たまたま石の裏から這はい出た昆こん虫ちゆうか節せつ足そく動物でも見るような目に、俺まで落ちこむ。


    　あ、観客のなかにも、痛む胸を押さえている若い攻こう性せい咒じゆ式しき士したちがいる。ついでに「金なのか？　俺に金がないから、あの男のところに走ったのか!?　アーネンベルエっ!?」と逃げた女らしき名を叫びながら、青年咒式士が四階の窓から飛びだそうとする。飛び降り自殺が敢かん行こうされる寸前、周囲の手が必死に青年を拘こう束そくする。


    　ジヴがジャベイラへと視線を戻し、戦いが再開される。


    「でも愛って重要ですよね。女にかぎらず、人間という存在は、愛されないと輝かないし」


    　二階の廊ろう下かにいた肥ひ満まん体の整備士が、床に手をついた。「違う、誰に愛されなくたって、人間の価値は内面、知識と精神の豊かさなのだ！」と拳こぶしを床に打ちつける男を、周囲の女性事務員が冷たい眼で見下ろしていた。


    　ジャベイラはまだまだ余よ裕ゆうの笑み。


    「羨ましいなぁ、そういう意地悪な真実を言ってしまう愚おろかな若さって」


    「そうですよね」ジヴがうなずき、ジャベイラを笑顔で見据える。「若いと、他人の男に必死に色目を使う必要もないですし」


    　相手の主張に乗っかりつつ揚げ足を取るジヴの攻撃に、ジャベイラがよろめく。


    　たしかに、ジャベイラが好意なのか性的興味なのかを俺に抱いている以上、現実に俺を摑つかんでいるジヴが強い。


    　三階にいる女咒式士が苦しげな顔となったのを、俺は見み逃のがさなかった。あれは後輩の夫と不ふ倫りんしているのだろう。


    「ああ、私も早くジャベイラ先輩みたいに老ろう醜しゆうを晒さらして枯れた心境に達したいですわ。そして他人に要らない口出しをしたいものです。そして周りに早く死ね死ねと思われる、素晴らしく惨みじめな老後に痺しびれて憧れるぅ！」


    　ジヴの背後で、中庭に面する廊ろう下かを歩いていたヤークトーの[image: ]そう身しんが揺らぐ。


    「私だって、私だって必死に生きて、若者たちに忠告しているつもりなのですよ？」とつぶやく。「か弱い老人がささやかに生きることは、そんな、そんなにも重い罪なのですか！」と壁に肩を預け、床に滑り落ちた。


    「この可能性を予見していたのに、こんなことになるとは……不覚」


    　ラルゴンキン事務所の頭脳の沈黙に、周囲の咒式士たちが駆けよる。


    「あなたのガユスの腰抜けっぷりには、常つね日ひ頃ごろから感心することしきりだわ。攻性咒式士としてはありえないけど、お優しいのよね。……自分にだけは」


    　ジャベイラの発言で俺はよろめく。ただ、中庭の木陰にいた青年咒式士が「違う、あのとき俺が行けなかったのは竜が怖かったんじゃない。親の葬式があったんだ。なぁ信じてくれよ！あの討とう伐ばつ作戦が失敗したのは、俺のせいじゃないって！」と周囲に必死に同意を求めていた。


    「あらあら先輩の相棒であるイーギーさんの、好きな女に告白ひとつできない意気地のなさにこそ敬服します。告白してもダメって、本人もはっきりと分かっているのでしょうね」


    　思わぬ言葉の流れ弾に、俺の隣となりにいたイーギーの体が跳ねる。銃弾で撃たれたかのように、イーギーは胸を押さえている。ジャベイラは自分との関連性に気づかず攻めていく。


    「ガユスこそ、あなた以外の女の子にもいっぱい好かれる魅力的な彼氏で羨うらやましいなぁ」


    　俺の心臓にも流れ弾が当たる。凄すごい激痛。


    　中庭の出入り口にいた若い女咒じゆ式しき士しが、壁によりかかっている。「なぜなの、なぜ私という恋人がいて、こんなに尽くしているのに浮気するのっ!?」と壁に頭をぶつけている。


    「ガユスにくっついているギギナも、許嫁いいなずけに頭の上がらないかわいらしいところ、というか情けないところがあるわね」


    　苦笑していたギギナにも、特大の銃弾が襲おそいかかる。ギギナの長身が揺らぐ。


    「ああ、強がっているわりに、ガユスに迷惑かけるしかできない、人間試験に失格するどころか申しん請せい段階で撥はねられた人ですね」


    　勇ゆう猛もうさを誇るドラッケン族が、ジヴの一撃で後方に飛ばされる。ギギナはなんとか踏みとどまったが、中庭の煉れん瓦がの床に膝ひざをつく。


    「わ、私とて努力している、のだぞ？」


    「あれ？　ギギナさん、まだここにいたの？　どこまで空気が読めないの？　呼吸することすら恥ずかしくないですか？」


    　ジヴの冷れい酷こくな言葉の刃やいばに一刀のもとに切りすてられ、ギギナが沈没。


    「まぁ、あなたの森の仲間たち、毒どく蝦ひき蟇がえるさんや糞くそ蝿ばえちゃん、腐れ蛞蝓なめくじさんたちも『ギギナ、もう無理に人間のフリをしなくてもいいよぅ。ボクらのところに戻っておいでよぅ。いっしょに樹液を吸ったり虫を食べたりしようよぅ』と言ってくれると思う。だってギギナさんが現代社会で生活するって、やはり思想的・生物学的に不可能ですからね」


    　ギギナの体に言葉の砲弾がめり込み、完全制圧。ジヴの目が俺にもそそがれる。


    「そういえばギギナさんとガユスの喧けん嘩かも、どこかで見たことがあるわね。あ、裏庭の小石を退どかしたときに見た、蟻ありさんと蛆うじ虫むしさんの戦いにそっくりだわ！　本人たち以外にはどうでもいい閉じた食物連鎖！」


    　俺の膝ひざも崩くずれる。俺にとっては、ギギナとの争いは必死の生存競争なのだが、ジヴから見たらその程度のものだったらしい。


    　中庭、そして周囲の廊ろう下かには、言葉の流れ弾を受けた人々の死し屍し累るい々るいとした姿があった。


    　二人の戦いは、咒式士と事務員の代理戦争から、若者と年配者の代理戦争、男女の代理戦争、そしてなんだか分からない神々の代理戦争みたいなものへと発展していた。


    「戦争をはじめることは簡単だが、終えることは容易ではない。戦争とは常に拡大していく飢うえた怪物である」と言った古代の軍事専門家ゲシュルリンドの格言を、俺は思い出していた。


    　俺は頭を振って悪夢を振り払う。必死に立ちなおり、決心した。ジヴに近い俺が言わねば、戦線は全員を殺すまで拡大を止やめないからだ。


    「あの、ジヴーニャさん、ここらで引き分けということではどうでしょうか？」


    「黙っていてくださるかしら、ガユス・レヴィナ・ソレルさん？　そんな甘っちょろい戯たわ言ごとは、私以外の腰抜け、あなたの同類に言ってあげてくださいな」


    「ジヴっ、優しい心を取りもどしてくれ」


    　女の眼には狂気のような闘争の意志。ジヴが財さい布ふから百イェン硬貨を取りだす。


    「うるさい。百イェンあげるから、そこらで糞くそでも召しませ」


    　指先で弾いて、硬貨を投げつけてくる。俺の額ひたいに硬貨が当たり、哀しい軌き跡せきを描いて落下。慌あわてて俺は硬貨を受けとってしまう。哀しい習性だった。


    「あなたはお金が儲もうかって、しかもお腹なかは満腹。見物している私も楽しいという、誰もが満足する状態ね」


    「あの、あなた誰？」俺は首を振るしかなかった。「ああ、神様。ジヴを返してください。あれは俺の愛するジヴではないです。あれは、あれは地獄の悪鬼です」


    「前にも言ったが、もう一度言う。よく考えなくてもすべて貴様のせいなのでは？」


    　倒れていたギギナが、苦い声を地面に這はわせた。


    　俺は思う。女って……。


    「もしかして女って怖い、と安易に考えていない？」


    　ジヴが、俺の目を真っ直ぐに覗のぞきこむ。緑の瞳は、胸の奥底まで見透かしてきた。


    「女が怖くならざるをえないのは、あなたたち男の、不ふ甲が斐いなさのためなんですからね？」


    　怖い、怖いよ。ジヴーニャさん。


    　よろめく俺を見すて、ジヴは戦線へと戻っていく。


    　そして互いを攻撃する、と見せた男たちへの口撃がまだまだ続いていく。


    



    



    　夜中まで続いた戦いは、精せい根こん尽き果てたジヴとジャベイラが膝ひざをついたところで終了した。


    　ジャベイラの顔には清すが々すがしい表情があった。殺人機械で魔法少女という人格は消しよう耗もうしきって去ったらしい。


    「……なんか、言うだけ言ったらすっきりしたわね」


    「……胸のつかえが取れたみたいです」


    　対するジヴーニャも、憑つき物ものが落ちたかのような顔をしていた。黒き魔女皇様だか子豚の邪神様だかも、邪悪な魔力を放出しきったらしい。


    「ジヴーニャ、なかなかいい娘ね」


    「いえいえジャベイラ先輩こそ、いい先輩ですよ」


    　ジャベイラの晴れ晴れとした表情に暗雲が広がっていく。消え去ったはずの暗黒の炎が、ふたたび揺らめきだした。


    「儂わしは仲良くしようと、『娘』と言ったのだが？　こちらを『いい女』とは言ってくれないのかな？」


    「年とし増まのひがみは、もうやめてください。女としては評価を差し控えますが、人生の先輩としてなら少しは認めなくもないのですから」


    　微ほほ笑えむ女たち。陽炎かげろうを背負っているかのように周囲の景色が歪ゆがみだす。


    「おやおや、どうしても抹まつ殺さつしておかないとならないようだね。この腹黒小娘さんは☆」


    「どうあってもここで駆く除じよしないといけないようですね。先輩という名の害虫を♪」


    　俺の背筋に悪お寒かん。見える、見えるぞ。二人の女の背後に、天をも焦こがす黒い炎の柱の幻影が！


    「さて、手加減はこれくらいにして、そろそろ少しは本気を出しますか」


    　ジヴの言葉にジャベイラの顔が蒼白になる。


    「あれで本気、ではなかったのか!?」


    　第二戦、互いを口撃し、また同時に、男たちへの口撃が再開される。


    　延々と延々と、そして果てしなく……。


    　周囲では、すべての人間たちの心が死んでいたが、もう一度殺されることになった。


    　明日、出勤してきたラルゴンキンは、社員たちの欠勤率が異常に高いことに、首を傾かしげるだろう。欠勤届けの理由が、そろって一身上の都合とか、心療内科や精神科への通院のためだということにも首を傾かしげるだろう。


    



    



    　まだ言い足りなそうなジヴを、俺とイーギー、ギギナ、事務所の攻こう性せい咒じゆ式しき士したち全員でジャベイラから引き剝はがした。ジヴと戦ったジャベイラは善戦したが、疲労困こん憊ぱいで立ちあがれなかった。そして本気になったジヴも疲労で足が揺れていた。


    「ここで終わり。終わりだ！」


    　俺たちは、解散することにした。つーか、これ以上ジヴに攻められたら、ジャベイラも俺たちも再起不能の廃はい人じんになる。


    　本気のジヴの攻めに、全員が恐怖していたのだ。まさかあれほどとは……。


    　事務所の玄関から、ラルゴンキンの咒式士や事務員、その他の人々もそれぞれに帰き途とへとついていった。散々な〈愚ぐ者しやの日〉のはずだったが、夜の街へ徒歩や車で去っていくそれぞれの顔は明るかった。


    「楽しかった。来年も頼むよ、お嬢さんがた」


    「黒き魔女皇様万ばん歳ざい！　魔法機械少女万歳！」


    「今年は胸が痛かっただけで悔くやしいから、来年は俺もジヴーニャ陛下に挑戦するよ」


    「止やめとけって、てめえじゃ返り討うちだっての」


    「ラルゴンキン事務所の咒式士は退かないのさ」


    　俺やジヴに声をかけ、手を振りつつ人々が去っていく。


    　咒式士にかぎらず、人々の日常は、辛つらく厳しいのだ。日々の仕事は過か酷こくで単調で、時々なんのために仕事をして生きているのかが分からなくなる。


    　だからこそ、あれは、一種の狂乱の祝祭だったのだろう。この〈愚ぐ者しやの日〉だけは理性を緩め、暴れ、笑おうという全員の暗黙の了りよう解かいが、いつしか形成されていたのだろう。


    　そして祝祭は非日常としての役割を終えた。祭りの余よ韻いんを胸に、人々はそれぞれの日常へと戻っていくのだ。


    　祝祭のあとにある一いち抹まつの寂しさ。だけど、人はいつまでも祭りのなかにいることはできない。


    　携帯に着信。懐ふところから取りだして確認。文面は仕事の依頼。ついに俺の日常が帰ってきた。


    「じゃあジヴ」愛する恋人と、俺は向きあう。「俺たちはここで」


    「ええ」


    　ジヴの表情も晴れやかだった。


    「また来年だな」


    　俺は笑みを返す。今回はジヴの餌え食じきにならずに済んで良かったと、心から思う。夜のエリダナに足を踏みだす。


    



    



    　夜の街を、俺とギギナを乗せたヴァンが走っていく。


    　やがて車はエリダナ北西部に差しかかる。一棟のビルの下に到着し、俺はヴァンを降りる。助手席のギギナが、理解不能といった顔をしている。


    「なぜここで留まる？」


    「楽しいことが待っているからだ。ギギナも来るといい」


    　ヴァンを降りた俺に、不ふ承しよう不ぶ承しようといった表情でギギナが続く。ビルの側面にある錆さびが浮いた非常階段を二人で登っていくと、夏の星空の下、屋上に着いた。


    「ここでなにがあると？」


    　ギギナの疑問は無視。俺は携帯咒じゆ信しん機きを取りだし、ジヴの番号を呼びだす。即座につながる。


    「ああ、ジヴか？」


    「なに？　まだ私を騙だます気？」


    　疑念を隠そうともしない、ジヴの不機嫌な声が響く。


    「違うって、ジヴのためにいい考えを思いついたんだ」そこで声を絞しぼる。「ジャベイラのアホをまた騙そう。あんな判定勝ちでは納得できないだろう？」論理を畳たたみかけていく。「俺が重傷を受けて死にそうだとか言って。うん、真ま面じ目めなジヴが言うなら完璧に引っかかる」


    　しばらく考えたあと、ジヴの抑えた笑い声には、意地悪な成分が混入されていた。


    「おもしろそうね。するする！　絶対する！」


    「ああ、俺はこれからギギナと仕事だから。うん、こんな夜よ更ふけでも市街地に〈異い貌ぼうのものども〉が出たらしくて。ああ、結果を教えてくれ」


    　俺はジヴへの通信を切って、すぐに別の番号を呼びだす。ギギナが不思議なものを見るような銀の瞳をしているが無視。何回かの呼びだし音のあと、相手につながる。


    「ガユスから私に連絡するとは珍しい。……そうか、ついに儂わしへ愛の告白か!?」


    「妄もう想そうは、他人に言わずに厳重に封じておけ。自分の死体を入れる棺ひつぎのなかにな」


    　反射的な返しを止やめて、呼吸を整える。


    「単に仕事場のほうの番号を忘れただけだ。おまえみたいな心の病気待ちを好むような物好きはあのイ……」俺はそこまで悪者になれない。「まあいい、ジャベイラにひとつ頼みたいことがあるんだ」


    「それこそ珍しい。まあ、お主の頼みならこのニョロイラがなんでも聞いてやるニョロ。んでなにニョロ？」


    「語尾が死ぬほどうざいな。ああ、今から俺に騙だまされたジヴが、俺が仕事で重傷を負って死にそうだと騙そうと、ジャベイラに電話をかけてくる。そこで『それはつい十秒前に知った！　ガユスがギギナと喧けん嘩かして大おお怪け我がをしたらしい！　私もツザン診療所前に向かっている！　ええ、噓うそだと思いたいけど！』と焦あせった感じで言ってくれ」


    　俺の説明に、受話器の向こうのジャベイラが沈黙する。隣で夜風に吹かれているギギナも嫌な顔をしていた。ジャベイラが長い息を吐く。


    「……ま、前から言おうと思っていたけど、あなたとつきあうのって大変すぎる。ジヴーニャの忍耐力には恐れ入る」


    「それはともかく、噓の秘ひ訣けつの最終章を教えてやるよ。それは、相手に自分が騙している立場にいると思わせるように騙してやることだ」


    　携帯を切って、俺はビルの屋上の縁に向かう。縁に肘ひじをついて頰ほおを支える。視線は、ツザン診療所の出入り口を見下ろす。


    　解散時の感想とは裏腹に、俺はまだ祝祭を終わらせる気はない。楽しいことは長く続かない。ならば終了直前まで全力で楽しむことが、俺の流りゆう儀ぎだ。


    　しばらく待っていると、診療所の玄関から出てくる女医の姿が見えた。古ふる臭くさいネオン灯やリチウム街灯の光の下に、波うつ藍あい色の髪が映はえた。


    　咒じゆ式しき医いツザンは、白衣を鮮血に染め、右手には魔ま杖じよう鋸きよを下げていた。刃やいばに肉片と黒血がこびりついていた。アスファルトには血の滴しずくが滴したたる。どこの怪奇映画から抜けでてきた。


    　変態女医の私生活など知りたくもないが、他に眺ながめるものもないので眺めてみる。ツザンが夜空に向かって両手と背を伸ばした。そして舌を出して一言。


    「今日もいっぱい解かい剖ぼう、いや、治療ができたわ」


    　言い間違いがまったくかわいくない。ついにはベイルス競技の打者みたいに、魔杖鋸で素振りをしはじめる。


    「ガユスとかガユスとか、また重傷で運ばれてこないかなぁ。新鮮な犬と蛸たこの死体が手に入ったから、首から下につなげてあげるのに」


    　この辺りで絶対に負傷しないことを、夜空の星に堅く誓ちかった。俺は、まだ俺でいたいから。


    「エリダナの咒じゆ式しき士しには変態女が多いな」ギギナが鋼はがねの声でつぶやく。「医者か殺人者か微妙なツザン、偽装多重人格者ジャベイラ、拷ごう問もん吏りレジーナ、そして緋のパンハイマ……」


    　ギギナの顔が陰いん鬱うつな表情になり、言葉を零こぼした。


    「一般人との統一部門では、おまえのジヴーニャは、確実に表彰台の三人のなかに入っていると思うが？」


    「……それは言うな」


    　本気で返してしまった。


    　しばらくして、ポリエチレン製ゴミ箱になにかが激突して転がる音。続いて路地の角から疾走してくる影。


    「来た来た、来ましたよ！」


    　薄緑の九十五年式スパトリアカの小さな車体が突進し、驚いたツザンの前に急停止。扉を撥はね除のけて、ジヴが飛び出てくる。


    「ガユ、ガユスが、お、大、大おお怪け我がした、したって！」


    　ジヴの泣きだしそうな横顔に対し、ツザンの顔が怪け訝げんに曇り考えこむ。


    「いやあの患者は……」そしてツザンは重い重い溜ため息いきを吐ついた。「私はあまりいい医者ではないが、ひとつだけ親切で言っておこう」


    　ツザンが真剣な顔で告げた。


    「悪いことは言わない。ジヴーニャよ、患者四九七〇七〇一号、ええとガユスとは別れなさい」


    「な、なにわけの分からないこと言っているんですかっ!?　今はガユスの怪我がっ!?」


    「……だから」女医の唇くちびるからは、再度の溜息が吐かれる。ジヴを憐あわれむ藍あい色の瞳だった。「あなたは去年もそう言ってここに来たことを忘れたのか？」


    　かわいそうな人を見るようなツザンの目つきに、ジヴの不安と心配色が混じった瞳が、記憶の世界に飛ぶ。即座に検索と照合が完了。


    「ガユスっ、また騙だましたのねっ！」鬼の形ぎよう相そうで、上空のビルを見回す。「どこか近くで私を見て笑っているんでしょう！　出てきなさいこの最低野郎っ！」


    　俺はビルの縁の裏に隠れ、まさに笑い転げていた。コンクリ床の上で身を[image: ]よじり、声を出すのを堪こらえるのに必死だった。声を出せば、怒りが絶頂に達したジヴに見つかって、間違いなく殺される。だが、ダメだった。


    「ぶはははははははは、ダメだ我慢できない、ジヴがかわいすぎるっ！」


    「やっぱりそこにいたのね、この最低噓うそつき男っ！」


    　俺は諦あきらめて、ビルの上から顔を出す。ジヴが泣きそうになりながら激怒していた。


    「もうジヴったらかわいすぎるよ」


    　俺は表情を引き締め、左手を胸に当て、指をそろえた右手を星空に突き上げる。


    「星空に誓ちかって改めて言おう、俺はそんなマヌケな君を心から愛していると！」


    「おまえ！　そこ動くなっ！　殺す、絶対に殺すっ！　もうブチ殺すっ！」


    　ジヴの絶叫が傾いていく。足元がふらつき、白金の髪の尾を曳ひいてジヴが倒れていく。ツザンが動いてジヴの体を支える。


    「いかん」


    　ギギナの叫びよりも速く、俺は非常階段へと向かい、急いで駆け降りる。路上で足首を押さえるジヴが、俺の顔を見て笑った。


    「やーい、引っ、かかっ、た」


    「いいから、黙れ」


    　俺はジヴの足を見つめる。とくに負傷はない。


    「捻ねん挫ざか、下手に骨折でもしていたら、その、とてもイヤだ」


    　俺はジヴを抱きかかえ、ツザン診療所へと運びこむ。


    



    



    　手術台の上にいる半裸のジヴを囲む、医療機器。そして、青や緑の光の線で描かれた検査咒じゆ式しきの組そ成せい式しき。立体構造式からジヴの体へ各種走査線が伸ばされ、膨ぼう大だいな数値と映像を空中に紡つむいでいく。


    「とくになにも異常なし。過労と興奮のしすぎによる足元のふらつきと、ごく軽けい微びの捻挫だ」


    　ジヴの傍かたわらに座ったツザンが診察結果を告げ、組成式を一部解除。ジヴの足にツザンが湿布を貼って治療の終了を告げた。


    「だから、言ったでしょ？　ガユスが私を怒らせるのが健康に悪いのよ。ガユスが大騒ぎするから、健康診断までされて恥ずかしい」


    　下着姿のジヴが身を起こした。診察室の床に素足を下ろし、革かわ靴ぐつを引っかける。


    「もう、見ないでよ」


    　凄すさまじく煽せん情じよう的で刺激的な肢し体たいから、俺は目を逸そらす。


    　衝つい立たての紗しや幕まくの向こうでジヴが服を着ていく衣きぬ擦ずれの音も、俺の耳には遠かった。


    「ええと私の鞄かばんや財さい布ふは？」


    「ああ、奥にあるわ。医院を出て、通りの向かいの扉、倉庫のなかに保管してある」


    「なぜ、そんな遠い場所に……」


    「慌あわてていたから、車とともに倉庫に入れただけ。ここは治安が良くない」


    「じゃ、すぐに戻ってくるわ」


    　ジヴの足音が奥の部屋へと向かっていき、扉が開かれ、すぐに閉じる音が響く。


    　ツザンが革貼りの椅い子すに深く身を沈める。憔しよう悴すいしきった女医の顔に、俺は震える声を投げつける。


    「……ツザン、これは俺を騙だまそうとしているのか？」


    「突然来た患者の、偽の診療情報を用意できる時間があるなら、な」


    　室内の空中を埋うめつくす検査咒式の各数値は、ツザンの先ほどの診察とは裏腹の結果を告げていた。心筋電図、末まつ梢しよう神経伝導速度、感覚神経誘発電位、脊せき髄ずい液えき検査の数値と脳と脊髄の核かく磁じ気き共きよう鳴めい探査画像は最悪の結果を示していた。


    　ジヴの脊髄から、全身の末梢神経までに広がる白い霧きりのような影。


    　俺は乾いていく舌を動かし、尋ねるしかなかった。


    「なん、なのだこれは？」


    　異常事態を尋ねる俺の言葉を、ツザンは沈黙で迎えた。俺の傍かたわらに立つギギナの指先が、空中の映像を撫なでる。唇くちびるから零こぼれる声は、絶望が色濃く滲にじんでいた。


    「この各種数値からすると、アリアード性急速進行型多系統萎い縮しゆく症か」


    「なんだそれは？　ご大たい層そうな名前がついているな？」


    　不安を隠すように俺の舌は軽い音色を刻む。ギギナの表情に軽さはない。


    「落ちついて聞け」


    　ギギナが一拍置く。俺が「いいから言えよ」と先を急せかすと、ギギナが重い口を開く。


    「アリアード性急速進行型多系統萎縮症とは、複数の神経症が同時多発的に急速に進行する難病だ」


    　表情を変えずにギギナが続ける。


    「神経栄養因子の欠乏により運動神経細胞が死滅していき脊髄の側そく索さくが変性し、グリア細胞の増ぞう殖しよくのために硬化していくというものだ。約四万分の一の確率でアルリアン人に発症する常染色体優性遺伝とされる。まさかこれほどの難病が混血のジヴーニャに発病するとは……」


    　ギギナの診断の言葉に、俺は思い出す。たしか去年の今ごろ、ジヴーニャのアルリアン人だったという父方の祖父が、その病で死んだという話を聞いたことがある。


    　朝にも思い出したはずなのに、放置していた自分の愚おろかさを責めた。


    「助かるんだ、ろ？」


    　俺の懇こん願がんめいた問いかけに、ギギナは視線を逸そらした。俺の視線を受けとめてしまったツザンは、一瞬だけ迷い、そして首を左右に振った。女医はそれでもなにかを言おうとして言いよどむ。それでも決心したかのように、俺を真まっ直すぐに見つめた。


    「この病は、原因となる遺伝子の部位がまだ特定されていない。おそらく複数の遺伝子と要因が重なって発症するのだろうが、修復すべき因子が特定できなければ遺伝子治療も行えない」


    「原因を特定して治療をしてくれっ！」


    　俺は叫んでいた。叫びの鋭さにツザンの顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。


    「だから無理なのだ。神経栄養因子の補充や、調節によって対処療法的な治療を行えば、ある程度の延命は可能だ。しかし、根本的治療には脳を含めた全身の改変に等しい治療が必要なのだ。それは、小国家の国家予算なみに莫ばく大だいな金と、膨ぼう大だいな時間が必要となる」


    　ツザンは絞しぼりだすように続けた。


    「完かん治ちしたとしても、全身と脳を改変されたそれは、もはや以前と同じジヴーニャと呼べる存在かどうか」


    「……噓うそだ、そんな残ざん酷こくなことがジヴに起こるはずがない」


    　俺はもはや正気を保てなくなっていた。ツザンの白衣の襟えり元もとを摑つかみ、椅い子すから吊つり上げる。途端に周囲の咒じゆ印いん組そ成せい式しきが崩ほう壊かいし、星ほし屑くずとなって床に落ちていった。


    「ジヴがなにをしたと言うんだっ!?　あいつは、真ま面じ目めで優しくてっ、俺にはもったいないほどのいい女だ、それをっ！」


    「……初期症状は出ていたはずだ。運動失調による歩行時のふらつきや、手、またはアルリアンに特有の尖とがった耳などの末端に紅こう潮ちようや震えがあったはず」


    　ツザンの眼には怒りと哀しみ。


    「どうして一番身近にいるおまえが、気づいてあげられなかった!?」


    　俺以上の怒りをこめて、ツザンが怒ど鳴なりかえしてくる。正しさに、俺の心臓が貫つらぬかれた。


    　俺のせいだ。俺はジヴの紅潮や震えを何回も見ていた。しかし、ジヴを労いたわりもせず、ただの怒りや照れだと予兆を放置して過ごしていた結果がこれだった。


    「許せ。現代の咒じゆ式しき医療とて、いまだ万能には遥はるかに遠い」


    　視線を落としたツザンの言葉に、俺の手は力を失い、白衣の襟えりを握っていられなくなった。解きはなたれたツザンは、そのまま椅い子すの上に腰を落とした。


    「これが噓うそだったら、どんなに良かったか」


    　ツザンの目は涙を流すまいと、赤くなっていた。哀しみの瞳で壁を睨にらみつけていた。


    「残念だが、噓ではない。すでに〈愚ぐ者しやの日〉は終わっている」


    　告げたツザンとギギナと、そして、俺の視線の先で、壁時計の針は午前零時四分を示していた。


    　無む邪じや気きな噓で埋うめつくされた一日は、とうに過ぎ去っていたのだ。


    



    



    　夜のエリダナ。夜空に反逆するかのように、白に赤に紫に青、様々な灯りが、眠らない街角のあちこちに灯ともされていた。路地に停めていた車を目指して、俺とジヴが並んで歩いていく。


    「騙だまされて悔くやしかったけど、今日は楽しかった。というか、そう思わないとやっていられないけどね」


    　俺の腕に摑つかまったジヴが、甘えたような怒ったような笑顔を向けてくる。


    　ネオンの光に照らされたジヴの無邪気な微ほほ笑えみ。儚はかなさに俺の胸が締めつけられる。


    　俺は腕を伸ばす。俺の行動を不思議そうに眺ながめているジヴの体を引きよせ、抱きしめた。


    「や、なにっ？　私は外でするのはちょっと好きじゃ……」


    「ジヴ、落ちついて聞いてくれ」


    　いつになく真剣な俺の声に、ジヴが抗あらがうのを止やめて耳を傾けてきた。


    「君は……」


    　愛の言葉でも待っているかのような、ジヴの目に、俺の決心が揺らぐ。


    　それでも残ざん酷こくな宣告を続ける。


    「君は、アリアード性急速進行型多系統萎い縮しゆく症という遺伝病にかかっていて、すでに治療不可能なところまで来ている」


    　咽のど元もとで詰まる重い宣告。だが続けるしかない。俺が言わずに誰が言う。


    「君はあと一年、いや半年の命だ」


    「またまたぁ、もう騙されないよ？」


    　ジヴが上目遣いで笑う。かわいらしい微笑みで、俺の胸には突き刺されたかのような痛みが吹き荒れる。さらに告げねばならない。


    「噓うそではない。ツザンの診察結果と医療機器の数値は、俺も、肉体の専門家たるギギナも確認した。それに噓が許される時間は過ぎている」


    　俺は携帯を取り出し、胸のなかのジヴに見せる。薄明かりを宿した画面には「〇時〇九分」という真実が浮かんでいた。


    「噓、そんな」


    　ジヴの緑の双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれ、俺を見上げてくる。


    「でも、たしか私のアルリアン人のお祖じ父いさんがそんな病気だって」自らの言葉に、ジヴの翡ひ翠すいの瞳が漆しつ黒こくの絶望に塗りつぶされていく。「まさか、それが私に……!?」


    　現実を変えようとして、ジヴの唇くちびるはなにかを紡つむごうとし、言うことができなかった。


    　それでもジヴは必死に俺に口を開く。


    「……本当、なの？　私が致死の病気であることは？」


    　うなずく俺の残ざん酷こくな宣告に、ジヴは真実を理解した。立ちつくす彼女から、俺は逃げない。


    「すまないジヴ。本当にすまない……」


    　俺はもう逃げない。どんな辛つらいことでも、せめて自分らしく向かいあう。それが、ニドヴォルクにレメディウス、ウォルロットにゾレイゾ・ゾたちの事件を生き残った俺の態度だ。


    「君の残りの時間、俺にはなにもできない。だが、最さい期ごの瞬間まで君と一いつ緒しよにいたい。君を騙だましてきた俺だが、君に迷惑でもそうしたいということだけは真実だ」


    　ジヴの瞳が潤うるみ、涙を零こぼすまいと洟はなを啜すすって耐える。


    　俺は力のかぎり、ジヴを抱きしめる。そうしないと、愛するジヴが砕くだけて散ってしまうように思えてしまったのだ。


    　俺は無力だ。あまりにも無力で愚おろかだ。


    　失うときになって初めて大切さに気づける。こんなことばかりを繰りかえしている。


    　うつむいたジヴは咽むせび泣きつづけていた。


    「すまない」


    　しかし、ジヴの押し殺した声が、途中から音階が上がっていく。


    「神経の病が、ジヴの心まで侵食しはじめたのか!?」


    　だが、ジヴの暗い声が反転し、最後には笑しよう声せいになっていた。


    「ついに、ついに引っかかったわねガユス！」


    　言葉の意味が理解できない俺の腕の中で、ジヴが微ほほ笑えむ。


    「病気はウ・ソ♪」


    　唇くちびるの両端が吊つり上がった、魔女の哄こう笑しようだった。


    「苦節一年、この日のためにツザンさんを抱きこみ、お祖じ父いさんが遺伝病で死んだという噓を投げっぱなしにし、耐えに耐えた甲か斐いがあったというものよっ！」


    　呆ぼう然ぜんとなり、俺は言葉もなかった。ジヴを抱きしめていた手が離れ、宙を彷徨さまよった。


    　啞あ然ぜんとしたままの俺を眺ながめ、勝ち誇るジヴが微笑みつづける。


    「時間が過ぎているって？　今日の朝、階段を上ったときにガユスの携帯を、そして騙だまされるために呼ばれたときに診療所の時計を進めておいたの」


    　ジヴが自らの携帯を掲げる。液えき晶しよう画面には、八月八日、十一時五十八分の表示があった。


    「だから〈愚ぐ者しやの日〉はまだ有効なの。なぜ噓うそつき勝負でガユスだけが見み逃のがされたのかといえば、これが答えよ。ガユス風に言えば、噓の秘ひ訣けつの補足条項。前フリは長く、準備は万端に。専門家の協力があれば、なお有効ってところかしら？」


    　俺は口を閉じたまま、頑かたくなに黙りつづける。俺は放心していたのだ。ジヴが慌あわてだす。


    「ガ、ガユスが悪いんだからね、去年と今日と意地悪ばかりするから、私の愛情を玩具おもちやにするから……」


    　そこでジヴの強がりが崩ほう壊かいした。


    「ごめ、ごめんなさい。驚かせすぎてごめんなさい」


    　半泣きになるジヴが俺の胸に鼻先を埋め、嗚お咽えつをあげる。


    　離していた両手を戻し、ジヴの細い体を再度強く抱きしめる。


    「噓で……」


    　涙に濡れたジヴの瞳が、俺を見上げる。


    「噓で良かった」


    　俺の唇くちびるは、心からの安あん堵どの吐息と言葉を漏もらしていた。


    「ジヴが死ぬなんて、俺には耐えられない。君の最さい期ごまで傍そばにいて看み取とると言ったけど、本当はそんなことできっこない」俺の唇は、勝手に内心を吐と露ろしていく。「どんなことをしても、君を助ける方法を探す。ジヴが嫌がろうが、どれだけの他人を騙し殺してでも金を用意し、禁きん忌きの咒じゆ式しきだろうが、気難しい咒式医師を脅おどしてでも治させる。絶対に死なせないつもりだった」


    　譫うわ言ごとのような自分の言葉に気づき、俺は長い息を吐く。ジヴの目が直線で俺を覗のぞいていた。


    「だから、噓で良かった……」


    「……ガユス、狡ずるい」


    　ジヴの口先が尖とがり、俺を責めるような言葉を吐きながら、抱きしめかえしてくる。俺は戸惑ってしまってマヌケな言葉を続けてしまう。


    「狡いって、なに、なにが？」


    「いつもは意地悪な癖くせに、たまに優しいんだもの。ダメな人がたまに優しいと、いい人に見えて、真ま面じ目めな私がたまに意地悪すると、すっごく意地悪な女に見えてしまう」


    　ジヴが恨うらめしそうに俺を眺ながめてくる。


    「それってなんか狡い」


    「すまない」


    　いつものジヴに戻って、俺は安心する。


    「でも、ときどき優しいくらいに言い換えて欲しいな」


    「ごくごく稀まれに、ほんのすこーし優しいが正確ね」


    　ジヴに窘たしなめられる。どうやら俺は調子に乗りすぎたらしい。


    「でも分かって。あなたって、いつもそんな気持ちを私に抱いだかせていたのよ？」


    「ああ、すまないと思っている」


    　素直に謝罪の言葉が口を衝ついてでた。


    「本当に分かっているの？」


    「ああ」


    　ジヴの頭を俺の胸へと抱きよせ、それ以上の言葉を封じる。


    　そして幾いく許ばくかのときが過ぎ、手と手を取りあい、ここからほど近い俺の自宅のひとつへと向かうことになった。一刻も速く、二人の唇くちびると体を重ねたくなったのだ。


    　そこで俺はいつもの俺に戻り、ジヴに意地悪をして怒らすだろう。激げつ昂こうするジヴを宥なだめつつ押し倒し、憎ぞう悪お混じりの愛を交かわすだろう。


    　手を握りあった二人が歩きだす。俺の胸のうちに、ひとつの疑問が生まれる。


    「ええと、では、よくジヴが転んだのは演技？」


    「そうよ。当たり前じゃない」


    　ジヴの頰ほおが膨ふくれたが、俺の口元は綻ほころんでいた。どれかは演技だろうが、どれかは天然でジヴは転倒していたらしい。内訳を考えて指摘しても、なんの益えきもないから止やめておこう。


    　ジヴと夜道を歩いていく俺の脳のう裏りに、ある想いがよぎる。


    　来年のこの日も、俺の隣にジヴがいてくれるだろうか？


    　この幸せは、いつまで続いてくれるのだろうか？


    　不安になった俺の左手は、ジヴの右手を強く握りしめた。ジヴは無言で握りかえしてきた。


    　俺以上の力で、熱く、強く。


    　見ると、ジヴの横顔は何事もないように、前だけを見ていた。


    　そう、実は愛なんて、噓うそと打算に、妥だ協きようと諦あきらめだ。そこに不安があって当然なのだ。


    　だけど、不安に負けてこの手を離すのは臆おく病びような子供だ。


    　いつか離別の日が来るとしても、それまではこの手を握っていたい。


    　ジヴに倣ならって、俺も前を向く。


    　噓つきな俺に、噓つきなジヴ。〈愚ぐ者しやの日〉を、いつまでも続けているような二人。


    　俺は突然気づいてしまった。


    〈愚者の日〉とは、単に噓をつくことを許可した祭日ではない。噓のあとで許しあうことが必要になることを見越して、作られた祭日なのだろう。


    〈愚者の日〉以外の日常こそ、噓と欺ぎ瞞まんを重ねたものであることを自覚させ、その日々の噓をも許しなさいという意図があるのかもしれない。


    　今なら分かる。女道どう化け師しフーリーは優しき天才だった。


    　噓つきの先せん達だつの英知だか悪ふざけだかに敬意を表ひようし、俺は片手を軽く掲げた。


    「なにをしているの？」


    　ジヴが視線と言葉で問うてくるが、俺は無音の笑顔を返すだけだった。


    　世界中の噓つきたちよ、来年もその来年も、ときの果てる瞬間まで噓をつけ。


    　残ざん酷こくで傲ごう慢まんなくせに、醜みにくく退屈なこの地上を、優しい噓うそで覆おおいつくせ。


    　それが、それだけが、


    　この世に対して、弱虫たちができる唯一の戯たわむれなのだから。


    　いつか来る別れの日まで。


    　優しい噓をついていこう。

  


  
    夏よりも暑い戦い


    



    



    　空調が効いた部屋にある応接椅い子すに、俺とジヴが並んで座る。ジヴはシャツを羽は織おっていた。短いスカートから長い足が床に伸びる。俺は傍かたわらにある机に手を伸ばす。杯はいを手にとり、水を飲んで戻す。ジヴは俺を見ることなく、前に集中している。


    　二人の前には立体光学映像が展開していた。


    「じゃあ私は機き剣けん士しのジャンネロで行く」


    　左には立体映像で、妙に露出が多い服装の女機剣士。鋼はがね色の髪をなびかせて、左手の盾たてを掲げる。右手の魔ま杖じよう剣けんが一いつ閃せんされ、構える。


    「では俺は樹じゆ剣けん士しのデレンテデで行く」


    　右には立体映像の樹剣士が立つ。右手には魔杖剣を構えて、左手には魔杖短剣を握る。殺意に満ちた中年男だった。二体の映像は、生きているかのように睨にらみあう。


    　俺とジヴは休みの日に、電子遊ゆう戯ぎで対戦をしていた。ジヴは口に冷たい氷菓子を咥くわえた姿で、映像を見据えている。


    「そういえばさ、小さいころ、小学生のときの話なんだけどね。私は白はく毛もう鼠ねずみを飼っていたの。ふわふわの白い毛のかわいいやつで、名前はケーキ」


    「ケーキ？」


    「飼っていた白はく毛もう鼠ねずみが、ケーキみたいにおいしそうだったから。で、開始！」


    　あまり気にならない話の直後に対戦開始。立体光学映像の女機き剣けん士しが一瞬で間合いを詰めつつ、強烈な突きを繰りだす。刃やいばの先端には〈爆炸吼アイニ〉の咒じゆ式しき。ジヴが行ったのは、先行入力という操作上の技で、開始前の入力が開始後に発動したのだ。


    　仮想空間で〈爆炸吼アイニ〉のトリニトロトルエン爆薬が炸さく裂れつ。俺も同じように先行入力しており〈樹壁ウオル〉を発動。迫る爆風を、立ち上がる太い樹木の幹みき、セルロースの壁で防ぐ。


    「で、ケーキを田舎いなかのおばあちゃんの家にも連れていった。あるときケーキが消えた。私とおばあちゃんと二人でケーキを捜していると、蛇へびが私の足下にいた」


    　ジヴの女機剣士は自らの爆ばく裂れつを抜けていた。襲来する魔ま杖じよう剣けんの突きは、さらに立てていた樹木の壁を破は砕さい。迫る刃を、俺の樹じゆ剣けん士しは左右の長剣と短剣で逸そらしていく。電子の火花と轟ごう音おんが部屋に溢あふれる。


    「私は蛇を見て悲鳴をあげた。おばあちゃんは血相を変えて走り、蛇を摑つかんだ。頭上でぐるぐる振りまわして、川へ蛇を投げた。おばあちゃんは『これで悪い蛇はやっつけたから大だい丈じよう夫ぶ』と私に言った。だけど私は悲鳴をあげつづけていた」


    　ジヴの語りとともに、弱弱中強と猛烈な攻撃が連ねられていく。咒式の壁を連ねることで直撃は避けているが、映像の下にある体力表示が削けずられていく。


    「ジヴはこの遊ゆう戯ぎをやりこんでいるな」


    「あったりまえよ。中学生時代、前々作からやっているからね」


    　ジヴはさらに攻撃。俺の樹剣士が作る〈樹壁ウオル〉が、弱弱中攻撃からの〈赫錏哭叫ハウレス〉を受けて破砕。


    「先ほどの続きだけど、蛇を退治したのに、まだ私が泣いている理由がおばあちゃんは分からない」


    　ジヴの語りと攻撃が続く。


    「おばあちゃんに尋ねられて私は答えた。『あの蛇は凄すごく太っていたの。そう、ちょうど飼っていたケーキを丸まる呑のみした直後くらいに太っていたの。おばあちゃんはその蛇を川に投げちゃった』とね。そのときのおばあちゃんの苦い顔は忘れられない」


    　ジヴの話は哀しくも笑える話だったが、俺は耐えきった。刃やいばの嵐の間を抜けて、俺の樹剣士は右の長剣を前に放つ。ジヴの機剣士の盾たてが旋せん回かいして受ける。


    　俺の樹剣士は前に進んで、左の魔杖短剣を盾の脇から潜もぐりこませる。弱攻撃が命中。魔杖短剣を捻ねじると、盾が上に上がる。


    　続いて短剣の中攻撃、魔杖剣の強攻撃。両手の剣が差しこまれる。機剣士の背中で両手を組みあわせ、続いて俺の樹剣士が背筋を反そらす。後方へ半月の弧を描いて、脳天からジヴの機剣士が落下。首が折れる過か剰じような音がして、勝負は決着。


    「ぎゃあああ！」


    　立体光学映像の機き剣けん士しがあげる絶叫に、ジヴの悲鳴が重なる。画面上では電子合成された吹奏楽が鳴り、俺の樹じゆ剣けん士しの勝利を讃たたえる。


    　ジヴの唇くちびるが咥くわえる氷菓子が落ちそうになって、上を向く。天井を見つめつつ、ジヴの前歯はがじがじと木の棒を囓かじる。飲みこんで前に戻る。


    「また負けた～」


    　ジヴのつぶやきに、俺は息を吐く。


    「これが実戦だったら死んでいたな」


    「こんな実戦があるか！」


    　ジヴが怒る。口から棒を抜いて、左手が振られる。部屋の隅のゴミ箱に棒が入る。


    「いい年をした男女が昼間っから家にいて対戦格闘で遊ぶなんて、不健全だと思うけどね」


    　俺はジヴに向かって右手を伸ばす。


    「そろそろいい年の男女の遊び、二人で愛しあうことをしてもいいのではないでしょうか？」


    　俺の右手の誘いは、ジヴの左手に邪険に払われた。アルリアン族の血筋を示す尖とがった耳が震え、緑の目は立体映像の戦場を見つめていた。


    「今は眼前の格闘対戦が問題なのよ。私がガユスに十八連敗するなんて納得いかない！」


    「いやあ、昔話でこちらの気を逸そらそうとする心が汚れた戦い方をさせるまで、ジヴを追い詰めちゃったかな」


    　先ほどの話におけるジヴの真意を、俺は指摘しておく。ジヴの顔が苦くなる。


    「そして、さすがに俺も攻こう性せい咒じゆ式しき士しで実戦に身を置いている人間だしね。ついでにこの『咒式士の黄たそ昏がれ　六』だけど、俺は第一作からやっているから、負ける理由がない」


    「ガユス、あなたって意外に屋内派の子供だったの？」


    「読書と電子遊ゆう戯ぎくらい、誰でもするよ」


    　俺は苦笑しておく。


    「この手の読みあいや駆け引きで、事務職のジヴにはあまり負けないと思うよ。負けるようなら、俺は実戦でジヴ相手に死ぬことになる」


    「それでも十八連敗はありえない。心理作戦まで使ったのに」


    　女の声は自責の念を帯びていた。不ふ甲が斐いない敗北をした自分を、ジヴは責めていた。


    　ジヴが唇くちびるから息を吐く。


    「にゅす。次からは本気出す」


    「まだ本気を出していない、ってダメな人がよく言う台詞せりふだなぁ」


    「うっさい。本当に本気出す」


    　ジヴはシャツを脱ぐ。上着は部屋の隅に飛ぶ。ジヴは袖そでなしのシャツ一枚の姿となった。俺が貸した服なので、大きさが合っていない。


    「ガユスが勝ったら、いくらでもやらしーことをしてあげる。だけど私が勝ったら、私の言うことを聞いてもらう」


    「いいよ」


    　俺は苦笑する。深く息を吸ったジヴは、大きめのシャツの袖そでから白い腕を伸ばす。傍かたわらの小型冷蔵庫を開く。冷蔵庫から氷菓子を取りだしてビニル袋を破り、ソーダ味の氷菓子を口に頰ほお張ばる。


    「こんろはまけない」


    　ジヴは操作板を操り、前と同じ機き剣けん士しを選ぶ。俺も先ほどと同じ仮想人物を選ぶ。口のなかで溶けたソーダをジヴが飲みこむ。


    「さあ、こひ！」


    　氷菓子を咥くわえたままのジヴの呼びかけで、十九戦目の対戦を開始。ジヴは体を揺らして、操作する。ジヴが操作する機剣士は、飛びこみ斬りに割りこみをかけての連続斬りを放ってくる。高等技だが、最初の一撃を防御すれば、体力を削けずられるだけですむ。反撃できず、俺の樹じゆ剣けん士しは防御に徹てつするだけだった。


    　ジヴの操る機剣士はさらに刃やいばを振りかざす。飛びこみからの下げ段だん攻撃や、下段からの中段崩くずし、投げ抜け返しと、かなりの高等技で揺さぶってくる。俺の樹剣士は盾たてを掲げて後退するしかない。ジヴの機剣士は圧倒してくる。


    　立体光学映像の戦いより、俺には気になることがあった。ジヴが余よ裕ゆうの顔で、ソーダ味の氷を囓かじりおえた。俺の樹剣士は押されていく。


    「どしたのボクちゃん？　集中しないと負けちゃうよ？」


    　俺は横のジヴが気になって仕方がない。画面とジヴを目が往復してしまう。


    「すいません、ジヴさん」


    「なに？」と返事しつつ、ジヴは操作を続ける。俺の目はまだ往復する。


    「ええとその、シャツの横から乳が見えています。乳首が見えるか見えないかが気になって仕方がないのですが」


    　映像の樹剣士を操作しつつ、俺は横目でジヴの袖から現れては消える脇乳を見てしまう。また立体光学映像の戦いに戻るが、さらに揺れるジヴの乳が気になる。白い乳房が見える。ジヴが前に屈かがんだときは、先端まで見えそうで気になる。


    「もちろん、横乳を見せています。しばらくやらしーことをしていないガユスは、絶対にこちらを見るはずですから」


    「ちょ、それ汚すぎない？」


    「高度な心理作戦と呼びなさい。勝負は映像だけではない。盤外戦も勝負のうち！　喰らえ、横乳攻撃！　略して大だい雪せつ山ざんの頂いただきに苺いちごがひとつ作戦！」


    「腹立つ作戦名！」


    　俺の苦く鳴めいに対し、ジヴはさらに前傾姿勢になる。シャツの袖から白い乳ち房ぶさの側面がより見える。桃色の山頂が見えそうになる。


    「俺の恋人は精神的に腐っている！」


    　本能に逆らって、俺は視線を前に向ける。俺が扱う樹剣士は刃やいばを振るい弱中強攻撃から、咒じゆ式しきの樹木の蔓つるの乱舞という超必殺技へとつなげる。樹木の槍やりの嵐が、ジヴの機剣士の体力を削けずっていく。


    　対戦において、乳に惑まどわされて負けるなどあってはならない。冷静になった俺はジヴを追いつめつつあった。


    「ガユス、ガユス！」


    　ジヴの声。罠わなだから見ない。だが、俺の右目はジヴを見てしまった。ジヴは右膝ひざを立てて、左足を伸ばしている。左の足首には丸まった下着。


    　ということは、今のジヴは下着を穿はいていない。スカートの陰になっているジヴの足と足の間から、俺の目は動いてくれない。


    「若草の茂み作戦発動！」


    「汚い、汚すぎる！　俺の恋人は精神的に腐りきって壊滅している！」


    「戦争に綺き麗れいも汚いもあるか！　死ね～い！」


    　ジヴの女機き剣けん士しが飛びこみ強蹴げり、入力をつなげて振り向きつつの強斬ぎり、さらに爆ばく裂れつ咒じゆ式しきへと連鎖。さすがに即死連鎖で、俺の咒式士は倒れた。


    「ふう、正義の勝利ね。清すが々すがしい！」


    　ジヴは額ひたいの汗を拭ぬぐい、部屋に射しこむ夏の日射しに目を細める。爽さわやかな笑顔をしやがった。


    「汚い正義ってあるんだなぁ。お色気で勝負に勝とうとするな」


    　苦々しい俺の意見に、ジヴが笑う。


    「え？　なにが？　ジヴちゃん分からない☆」


    　ジヴは襟えり元もとや袖そでを戻して、すでに上着を羽は織おっていた。下着も引き上げて、清せい楚そな姿に戻っていた。


    「じゃあ、私が勝ったから、言うことをひとつ聞いてね」


    　ジヴが俺へと向き直る。正面に緑の眼まな差ざしがあった。俺は溜ため息いきを吐ついて肯こう定ていしたが、ジヴの命令は来ない。ようやくジヴは上目遣いで言った。


    「えと、その、私を愛していると言いなさい」


    「はいはい、愛していますよ」


    「真剣さが足りない！」


    　ジヴが怒って、拳こぶしを振り上げる。俺は腕を掲げて防御。ジヴはさらに笑いつつ殴なぐってくる。二人で床に倒れる。


    　ジヴが落ちないように、俺が下から抱きしめていた。熱い体温。俺を見下ろすジヴの顔。俺の頰ほおに触れる白金の髪。頭の左右では少し尖とがった耳が動いていた。緑の目には優しい笑み。


    「なんだか恋愛ものの始まりみたい」


    「たまにはそういうこともある。子供ではない、大人の楽しみはこれからだよ」


    　俺はジヴの顔を引きよせて、唇くちびるを奪った。


    　このあと二人でやることは決まっていた。
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    にゃんこ二匹から一匹と執筆生活で合掌。奇跡は起こらないけど、それでいい。


    好きな感染症の治療：弾丸を一発ずつ確実に。


    猫を見て思ったのは、もし宇宙人や超生物が人間を飼うときも、一日数回の食事を取り、一定の場所で排泄する習性があり、他の同族とコミュニケーションを取りたがる妙な生物、などと飼育マニュアルが作られるのだろう。
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